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 1. 緒 言 
 2. 観測計画と隊の編成 
 3. 経 費 




 観測隊長・小達 恒夫 
１．緒言 
第 50 次南極地域観測隊（以下、第 50 次隊）は、越冬隊 28 名、夏隊 18 名、同行者 1名から構成され、
南極地域観測第Ⅶ期計画（平成 18～21 年度）の 3年次を担当した。 
 第Ⅶ期計画では、我が国が戦略的に推進している「全球地球観測システム（GEOSS）10 年実施計画」（平
成 17－26 年）を踏まえ、現在ならびに過去の地球システムに南極域が果たす役割と影響の解明を目指した。
また、第 50 次観測期間の平成 21 年 3 月までは、国際的な極域の科学計画である「国際極年（IPY 2007－
2008）」が実施されており、我が国としてもこれに貢献する責務があった。一方で、第 49 次隊での観測船















 第 50 次観測隊員（越冬隊 28 名、夏隊 12 名）、同行者（1名）の計 41 名は、2008 年 12 月 25 日、成田空
港よりオーストラリアに向け出発、フリーマントル港停泊中の「オーロラ オーストラリス」に乗船した。
12 月 30 日にフリーマントル港を出航した後、2009 年 1 月 13 日に昭和基地へ到着した。約 2 週間の観測・
設営活動を終えた夏隊は、2 月 2 日昭和基地を離れ、2 月 24 日第 49 次越冬隊とともに帰国した。このほ
か、セール・ロンダーネ山地調査を行った隊は、2008 年 11 月 16 日に出国後、11 月 29 日から 2009 年 2
月 4日まで野外調査を実施し、2月 17 日に帰国した。 
 第 50 次越冬隊は、2009 年 1 月 29 日、第 49 次越冬隊より実質的に昭和基地の運営を引き継ぎ、翌 2010
年 2 月 1 日に第 51 次越冬隊と交代するまでの一年間、昭和基地を中心に観測と基地の運営にあたった。
2010 年 2 月 15 日には、新「しらせ」とともに昭和基地を離れ、オーストラリアのシドニーを経由して 2010





第 50 次観測は、第 127 回南極地域観測統合推進本部総会（以下、本部総会）で決定された「南極地域
観測第Ⅶ期計画」を基本に、その 3年次の計画として位置付けられる。第 132 回本部総会（2008 年 7 月
10 日開催）において審議された後、最終的に第 133 回本部総会（2008 年 12 月 1 日開催）で決定された。
定常観測 5 課題のほか、重点プロジェクト観測 1 課題、一般プロジェクト 3 課題、モニタリング研究観
測 5課題、ならびに萌芽研究観測 1課題が盛り込まれた。 
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設営計画では、昭和基地の維持を優先とし、第 49 次隊と第 50 次隊の越冬交代を最優先とした。また、
第 51 次隊より新「しらせ」が就航することに伴う新たな輸送体制の導入に備えた最終的な事前準備を可
能な限り実施することとした。 
第 50 次隊の観測実施概要を表Ⅰ.2.1-1 に示す。 
 
表Ⅰ.2.1-1 第 50 次南極地域観測実施計画概要 
１．越冬観測   










































      
 ２．夏期観測 
区分 観測項目・観測計画名 部門・研究領域 担当機関 



















区分 観測項目・観測計画名 部門・研究領域 担当機関 
１）極域環境変動と生態系変動に関する研究 
  （オーストラリアとの共同） 
生物圏 一般
 ２）超大陸の成長･分裂機構とマントルの進化過程の解明 
















      
３．外国共同観測   




する研究【バード島基地：平成 19～20 年度の 2か年
計画】 






第 50 次隊の隊員編成は観測計画の検討と並行して進められた。まず、2007 年 11 月 11 日の第 131 回
本部総会で隊長兼夏隊長、副隊長兼越冬隊長、夏隊副隊長が決定された。隊員候補に対しては、2008 年
3 月、長野県乗鞍岳で冬期総合訓練を実施した。2008 年 7 月 10 日の第 132 回本部総会で大部分の隊員を
決定する運びとなった。隊員決定後、同年 7 月に長野県菅平高原において夏期総合訓練を実施した。以
後、各種部門別訓練、物品調達、梱包等の準備を行い、11 月中旬にオーストラリアへ輸送した。第 50
次隊の観測計画と隊員編成は、最終的に 2008 年 12 月 1 日の第 133 回本部総会で決定した。 
セール・ロンダーネ山地調査隊は 2008 年 11 月 16 日に、昭和基地へ向かった隊は 12 月 25 日に出発し
た。出発までの経過概要を以下に示す。 
  2007 年 6 月 ：第 50 次南極地域観測計画の決定（第 130 回本部総会） 
  2007 年 11 月 ：第 131 回本部総会において隊長の決定 
  2008 年 3 月 ：隊員候補者等の乗鞍岳冬期総合訓練、健康診断 
  2008 年 7 月 ：隊員の決定、観測実施計画決定（第 132 回本部総会）、隊員の夏期総合訓練、
隊員室開き、各種部門別訓練・出発準備開始 
  2008 年 8 月 ：第 1回全員打合せ会 
  2008 年 10 月 ：第 2回全員打合せ会 
  2008 年 11 月 ：セール・ロンダーネ山地調査隊出発（16 日） 
  2008 年 12 月 ：観測隊出発（25 日） 
 
2.3 隊の編成 
第 50 次隊員と同行者の一覧を表Ⅰ.2.3-1 に示す。第 50 次隊では、設営系 22 名中の 7 名の隊員枠に
対して、インターネット等により公募され、合計 6 名が採用された。隊員の出発時の平均年齢は越冬隊
38.5 歳、夏隊 42.6 歳で、全体では 40.1 歳であった。 
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表Ⅰ.2.3-1 第 50 次南極地域観測隊員と同行者一覧 
平成 20 年 12 月 1 日現在 
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 情報・システム研究機構 国立極地研究所研究教育系 
第 30 次越冬隊、






























   弘
ひろし
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第 43 次夏隊、 
第 44 次夏隊、 


































































































































































































第 32 次夏隊、 




























































  ○ 南極本部の決定による第 50 次南極地域観測隊の体制 
観測隊長 兼 夏隊長 小達 恒夫 
観測副隊長 兼 越冬隊長 門倉 昭 
観測副隊長（セール・ロンダーネ地学調査担当） 大和田 正明 
観測副隊長（夏期設営担当） 石沢 賢二 
 
  ○ 昭和基地夏期オペレーション会議メンバー 
隊長 兼 夏隊長 小達 恒夫 
副隊長 兼 越冬隊長 門倉 昭（越冬隊） 
副隊長、夏期設営担当 石沢 賢二 






船上観測 尾形 淳 
基地観測（含沿岸） 堤 雅基 
設営主任 森口 和雄（越冬隊） 
建築・土木 橋本 斉 
環境保全 加藤 凡典（越冬隊） 
医療 井口 まり（越冬隊） 
通信 畑中 浩二（越冬隊） 
輸送 水野 誠 
越冬庶務 佐久間 健治（越冬隊） 
夏隊庶務 飯田 智子 
 
  ○ セール・ロンダーネ山地地学調査隊の運営体制 
リーダー 大和田 正明 
庶務，医療 志村 俊昭 
気象 柚原 雅樹 
輸送，資料 亀井 淳志 
環境保全，試料 束田 和弘 
機械，車両，食糧，装備，燃料，航法 阿部 幹雄 
 
  ○ 夏期記録担当 
 昭和基地 セール・ロンダーネ山地地学調査隊 
公式記録 小達 恒夫 大和田 正明 
日誌記録 飯田 智子 志村 俊昭 
写真記録 飯田 智子 大和田 正明 
 
  ○ 越冬期記録担当 
 昭和基地 
公式記録 門倉 昭 
日誌記録 佐久間 健治 





主任 隊員名 備考 
観測主任 菅谷 重平  
設営主任 森口 和雄  
野外主任 樋口 和生  
安全主任 井熊 英治  
生活主任 井口 まり  
総務 樋口 和生  





観測系部門 部門責任者 備考 
電離層 梅津 正道  
気象 菅谷 重平  
宙空圏 香川 博之  
気水圏 武田 康男  
地圏 村上 祐資  
生物圏・医学 井口 まり  
衛星受信 山口 雄司  
   
設営系部門 部門責任者 備考 
機械 森口 和雄  
通信 畑中 浩二  
調理 篠原 洋一  
医療 井口 まり  
環境保全 加藤 凡典  
多目的大型アンテナ 山口 雄司  
LAN/インテルサット 森澤 文衛  
建築・土木 井熊 英治  
装備/フィールドアシスタント 樋口 和生  
庶務 佐久間 健治  
   
会議名 議長 参加者 
全体会議 総務 全隊員 










 南極地域観測事業の経費は、平成 16 年度の国立極地研究所の法人化により、南極地域観測統合推進本部
が一括要求して関係各省庁に移し替えする南極地域観測事業費と情報･システム研究機構（国立極地研究
所）に交付される運営費交付金の特別教育研究経費に再編された。 
 また、老朽化した南極観測船「しらせ」の後継船の建造のための平成 17 年度から 5か年にわたる国庫債
務負担行為（総額 37,592,997 千円）が認められた。 
 第 50 次南極地域観測事業（平成 20 年度）の経費概要を以下に示す。 
 
3.1 南極地域観測事業費（一般会計） 
     観測隊員経費                  73,591 千円 
     観測部門経費                 206,576 千円 
     海上輸送部門経費           4,381,741 千円 
     本部経費                      21,620 千円 
     合  計                   4,683,528 千円 
 
表Ⅰ.3.1-1 観測部門経費内訳 
部門 予算額 主要調達物資 
定常観測     
 電離層 77,134 千円 電離層観測機保守部品 
 気象 58,524 千円 GPS ゾンデ 
 海洋物理・化学 11,594 千円 投下式塩分水温深度計プローブ 
 潮汐 16,999 千円 潮位観測装置 
 地理･地形 36,142 千円 標識用資材 
 地震・重力 36 千円 重力計記録紙 
定常観測合計 200,429 千円  
共通（資料整理費･梱包輸送費） 6,147 千円  
総合計 206,576 千円  
     
表Ⅰ.3.1-2 海上輸送部門経費内訳 
部門 予算額 備考 
職員諸手当 5,392 千円  
職員旅費 864 千円  第 49 次行動(H20.4.1-4.13)の経費
外国旅費 7,090 千円  
庁費 1,374,913 千円 ｵｰﾛﾗ ｵｰｽﾄﾗﾘｽによる輸送経費等 
糧食費 0 千円  
油購入費 0 千円  
諸器材購入費 0 千円  
航空機修理費 276,670 千円  
艦船修理費 0 千円  
航空機及び船舶運航費（庁費相当） 128,616 千円 
次期南極輸送支援機要員の教育訓練
経費 
航空機購入費 2,588,196 千円 次期南極輸送支援機製造 
合計 4,381,741 千円  
-10- 
3.2 情報・システム研究機構運営費交付金（特別教育研究経費） 
     研究観測経費                 598,396 千円 
     設営部門経費                 372,414 千円 
     観測事業支援経費             161,160 千円 
     共通                    147,254 千円 
     資料整理費           22,028 千円 
     その他                   133,703 千円 
     合  計                   1,434,955 千円 
 
表Ⅰ.3.2-1 研究観測経費内訳 
部門 予算額 主要調達物資等 





  極域の宙空圏－大気圏結合研究 107,290 千円 ミリ波放射計 
  極域の大気圏－海洋圏結合研究 95,306 千円 質量分析計 
小計 202,596 千円  








0 千円  




7,196 千円 データロガー 










18,600 千円 広帯域地震計 
P-6 極域環境下におけるヒトの医学・生理学的研究 5,400 千円 生理状態測定・記録計
小計 101,776 千円  
 モニタリング研究観測   
M-1 宙空圏変動のモニタリング 18,873 千円 電磁波動観測装置 
M-2 気水圏変動のモニタリング 55,245 千円 3 波長ネフェロメータ
M-3 地殻圏変動のモニタリング 122,804 千円 船上重力計 






62,700 千円 METOP 受信・処理系 
小計 288,984 千円  
 萌芽研究観測   
H-1 南極昭和基地大型大気レーダー計画 5,040 千円 ｱﾝﾃﾅ送信機間整合装置
H-2 極限環境下の生物多様性と環境・遺伝的特性 0 千円  
小計 5,040 千円  
総合計 598,396 千円   
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表Ⅰ.3.2-2 設営部門経費内訳 
部門 予算額 主要調達物資 
機械 193,185 千円 橇 
燃料 0 千円  
建築・土木 11,193 千円 道路・建物補修部材 
通信 3,516 千円 通信機部品 
環境保全 4,950 千円 配管材 
医療 5,400 千円 医薬品 
予備食 5,000 千円 予備食糧 
装備 24,060 千円 個人装備 
新船荷役 103,779 千円 冷凍コンテナ 
新船生活関係 2,052 千円 プロジェクタ 
立川極地観測棟整備 19,279 千円 フォークリフト 




項目 予算額 備考 
 観測隊関連経費   
  訓練、身体検査、全員打合せ会旅費等 31,720 千円  
小計 31,720 千円  
 観測事業支援経費   
  外国旅費 6,000 千円  
  梱包輸送費 20,000 千円  
  廃棄物処理費 5,000 千円  
  隊員派遣外国旅費 50,400 千円  
  事務連絡費 37,040 千円  
  その他 11,000 千円  
小計 129,440 千円  




     船舶建造費                 9,697,001 千円（国庫債務負担行為歳出化額） 
     船舶建造旅費                 123,671 千円 
     船舶建造庁費                   7,099 千円 






























 「第 50 次南極地域観測隊行動実施計画書」 
 「事故例集（2008 年版）」（第 2回全員打ち合せ会で配布） 
 「野外行動マニュアル（2008 年版）」（第 2 回全員打ち合せ会で配布） 
 「雪上車マニュアル」（関係者に配布） 
 
 なお、「第 50 次南極地域観測隊行動実施計画書」作成に当たっては、観測・設営計画の中で危険度
が高いと判断された項目について、情報･システム研究機構国立極地研究所危機管理委員会の下に置かれ










表Ⅰ.4-1 第 50 次隊安全教育プログラム（出発前） 














平成 20 年 3月 4日 
（冬季総合訓練） 
南極での通信の確保について（講義） 野元堀 隆（極地設営室専門職員） 




山本 一夫、角谷 道弘、山本 篤、
小林 亘（文部科学省登山研修所派遣
講師） 
平成 20 年 3月 4～6日 
（冬季総合訓練） 
野外活動（野外調査の方法と問題点） 橋田 元（第 44 次越冬野外主任） 
平成 20 年 7月 15 日 
（夏季総合訓練） 
予防医学と健康と安全（講義） 吉田 二教（第 41 次越冬医療担当） 
平成 20 年 7月 15 日 
（夏季総合訓練） 
南極における危険と安全対策 
山﨑 哲秀（第 46 次越冬ﾌｨｰﾙﾄﾞｱｼｽﾀﾝﾄ
担当） 
平成 20 年 7月 16 日 
（夏季総合訓練） 
消火訓練 東京消防庁、日本ドライケミカル（株）
平成 20 年 7月 16 日 
（夏季総合訓練） 
救命救急処置訓練 東京消防庁 




神山 孝吉 南極観測センター長 





平成 20 年 10 月 3 日 
（第 2回全員打合せ会）
内陸旅行について（講義） 藤田 秀二（国立極地研究所） 











平成 20 年 9月 1日 
（第１回全員打合せ会）




平成 20 年 10 月 3 日 
（第 2回全員打合せ会）
消火訓練（越冬隊） 板橋消防署 平成 20 年 11 月 7 日 
KYK 実習（講義） 橋本 斉（第 50 次夏隊建築・土木担当）
平成 20 年 12 月 1 日 
（第 3回全員打合せ会）
南極での食事と健康 渡邊理事長（国立健康・栄養研究所）





平成 20 年 12 月 15 日 
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7/7 7/7 気象 気象庁地球環境・海洋部
環境気象監理官 
5 地上オゾン観測及びデータ解析技術の習熟
7/9 7/9 気象 気象庁東京管区気象台 5 地上気象観測訓練及び観測装置取扱いの習
熟 
7/10 7/10 地圏 日本エフディ社 3 セールロンダーネ山地調査のフリーズドラ
イ食品製作についての事前打合せ 




















7/28 7/28 気象 気象庁予報部予報課 5 南極昭和基地における天気解析技術の習熟
7/31 8/2 宙空圏 新キャタピラ三菱 エ
ス・シ ・ーエム教習所(株)
1 技能講習「玉掛け」 














8/25 8/27 宙空圏 新キャタピラ三菱 エ
ス・シ ・ーエム教習所(株)
1 技能講習「小型移動式クレーン」 
8/26 8/26 気象 ダイレック(株) 2 地上オゾン観測装置保守訓練、地上オゾン
観測装置の機器取扱い及び保守の習熟 
8/27 8/27 気水圏 極地研及び気象研 1 エアロゾル雲のモニタリング観測の MPL・
スカイラジオメータ・全天カメラの各観測
の訓練 





9/2 9/5 気象 高層気象台 観測第二
課・観測第三課 
2 同上 















9/2 9/3 機械 小松教習所神奈川セン
ター 















9/8 9/11 気象 高層気象台 観測第二
課・観測第三課 
2 同上 
9/8 9/10 地圏 国土地理院 1 国土地理院主催の測地学サマースクールに
参加、GPS 機械の操作訓練 
9/9 9/9 機械 国立極地研究所(能美防
災） 
9 火災報知機取扱い訓練 
9/10 9/11 機械 小松教習所神奈川セン
ター 
2 フォークリフトの運転業務（1t 未満） 特
別教育 
9/12 9/12 機械 国立極地研究所(日本ド
ライケミカル） 
6 耐火服、ボンベ取扱い訓練 








9/17 9/17 通信 アンリツ(株)本社工場 2 南極地域観測業務用無線機器の維持管理に
関する訓練 
9/17 9/17 建築・ 
土木 
東西工業 2 C ヘリポート管制・待機小屋建築工事の施
工手順確認 
9/18 9/18 地圏 国立極地研究所 2 海底圧力計の設置に関する訓練（装置の取
扱い説明等） 
9/18 9/18 地圏 国土地理院 2 越冬期間中に使用する VLBI 観測機器に関
する訓練 
9/19 9/19 気象 三興通商(株) 2 移動気象観測装置取扱訓練、移動気象観測
装置の操作及びソフトウェア等の取扱方法
習熟 
9/22 9/22 気水圏 福岡大学理学部 1 大気微量モニタリング（地上エアロゾル連
続観測に関する訓練） 
9/24 9/25 機械 三浦工業(株) 2 新発ボイラー取扱い訓練 
9/29 10/2 気水圏 オーロラ・オーストラリ
ス 
1 二酸化炭素濃度測定装置の取扱訓練 
9/29 9/29 医療 国立極地研究所 2 シスメックス取扱い研修 
9/29 9/29 医療 国立極地研究所(扶桑薬
品） 
2 i-STAT の使い方を習得 
9/30 9/30 機械 国立極地研究所(さくら
ホース） 
30 インパルス消火装置取扱い訓練 
9/30 9/30 通信 (株)トキメック 2 南極地域観測業務用無線機器の維持管理に
関する訓練 
9/30 9/30 調理 ドーバー洋酒貿易(株) 2 洋菓子講習会 
9 月～11 月 
（6日間） 
地圏 国立極地研究所 1 地震系機械の操作技術習得 
10/2 10/2 地圏 国立極地研究所 7 医療機器及び医薬品の使い方の習得 









10/6 10/7 通信 日本無線(株)三鷹工場 3 南極地域観測業務用無線機器の維持管理に
関する訓練 
10/8 10/10 生物圏 国立極地研究所 2 曳航式プランクトンサンプラ （ーCPR）取扱
い習熟 
10/13 10/17 宙空圏 国立極地研究所 2 50 次宙空観測内容説明及び輸送物資確認 
10/15 10/15 地圏 国立極地研究所 6 ロープワーク訓練。クレバスからの自己脱
出及びキャリーバッグを使った引上げ訓
練。救助用ウィンチの操作訓練 
10/17 10/19 宙空圏 京都大学信楽 MU 観測所 3 国内試験運用中の下部熱研レーダーの操作
方法、設置方法の訓練 
10/20 10/20 調理 ピアンタ 中宿店 3 ピザ・パスタ等のカジュアルイタリアンの
技術の習得と学習 
10/21 10/21 機械 埼玉県立越谷北高校(日
新電気(株)) 
1 太陽光発電装置点検整備訓練 





10/22 10/23 気象 明星電気工場 5 地上気象観測測器及び高層気象観測測器取
扱訓練、地上気象観測測器及び高層気象観
測測器の取扱及び保守方法の習熟 
10/22 10/22 機械 恒栄電設 2 コンテナ橇補修、溶接訓練 
10/27 10/31 機械 小松教習所神奈川セン
ター 
5 車両系建設機械（整地等） 技能講習 
10/29 10/29 宙空圏 小松教習所神奈川セン
ター 
1 小型移動式クレーン 
11/4 11/6 機械 小松教習所神奈川セン
ター 
3 小型移動式クレーン 
11/11 11/26 気水圏 国立極地研究所 大気雪
氷分析室 
1 温室効果気体分析機器の取扱い講習 


















2 昭和基地 ATM スイッチ関連機器の維持管理
に係る技術の習得、回線増速時の作業に係
る訓練 
11/17 11/18 機械 小松教習所神奈川セン
ター 
2 ローラの運転業務 特別教育 
11/17 11/17 LAN・イン
テルサット 


















11/19 11/21 機械 いすゞ自動車(株)栃木工
場 
6 装輪車点検整備訓練 







11/25 11/26 機械 小松教習所神奈川セン
ター 
2 小型車両系建設機械３ｔ未満 特別教育 










11/26 11/27 宙空圏 気象庁地磁気観測所 2 FT 型磁気儀による絶対観測訓練、ﾌﾗｯｸｽｹﾞｰ
ﾄ磁力計設置訓練、ﾌｨｰﾙﾄﾞﾐﾙ型大気電場観測
装置保守訓練 
11/26 11/26 機械 クサカベ(株)埼玉製作所 2 暖房機設備の点検整備訓練 
11/26 11/26 生活係 シービーシー株式会社 3 手作りビール講習 




11/28 11/30 宙空圏 小松教習所神奈川セン
ター 
1 技能講習「玉掛け」 
11/28 11/30 機械 小松教習所神奈川セン
ター 
3 玉掛け 1t 以上 技能講習 




11 月  医療 都内 2 Ｘ線撮影装置の取扱いの研修 
11 月  医療 フジメディカル 2 ドラムケイ取扱い研修 
11 月～12 月 
（5日間） 
医療 大橋歯科 2 歯科治療の研修 
11 月～12 月 
（5日間） 
医療 東葛病院 1 外科系診療の研修 
12/3 12/3 宙空圏 宇宙航空研究開発機構宇
宙科学研究本部 
3 れいめい衛星受信訓練 












1 新規購入の COD 分析機の取扱い訓練 
12/4 12/5 機械 小松東京 本社 相模原
工場 
2 重機車両の取扱い及び整備方法を習得 
12/4 12/4 機械 関電工 つくば研究所 2 風力発電機システム講習、日常点検 















4 昭和基地に設置されている SeaSpace 社の
L/S バンド衛星通信受信に関する操作説明
及び実習訓練 
12/4 12/4 理髪係 学校法人資生堂学園 資
生堂美容技術専門学校 
4 理髪技術の習得のため 
12/5 12/7 機械 小松教習所神奈川セン
ター 
2 小型移動クレーン訓練 









日本無線 三鷹製作所 2 長距離無線ＬＡＮ機器に関する知識及び技
術の習得 






12/9 12/9 機械 日坂製作所 2 熱交換器取扱い訓練 











12/12 12/12 調理 日清製粉 5 製パン実習 
12/12 12/12 多目的ア
ンテナ 
(株)日本舶用電子 1 昭和基地に設置されている SeaSpace 社の
L/S バンド衛星通信受信に関する操作説明
及び実習訓練 
12/15 12/17 建築・ 
土木 





1 S/X 帯位相調整 
12/15 12/16 機械 (株)ウッズ 1 電子ガバナの取扱い訓練 
12/15 12/15 機械 三 菱 重 工 東 日 本 販 売
((株)大西熱学) 
2 冷凍機の取扱い及び点検整備訓練 




12/19 12/19 環境 
保全 







表Ⅰ.4-3 第 50 次隊安全教育プログラム（出発後） 
講義・訓練名 講師 開催日 
オーロラ オーストラリス船内案内 オーロラ オーストラリスクルー 平成 20年 12月 28日
船上安全訓練説明及びマスタードリル オーロラ オーストラリスクルー 平成 20年 12月 30日
マスタードリル オーロラ オーストラリスクルー 平成 21 年 1月 3日 
昭和基地の気候や屋外活動時の注意点 菅谷重平 平成 21 年 1月 8日 
クレバス、タイドクラック、ウインドスクー
プ 
樋口和生 平成 21 年 1月 8日 
夏期作業と日課について 橋本 斉 平成 21 年 1月 8日 
「助かった」（安全教育 DVD）  平成 21 年 1月 8日 
野外活動 KYT 樋口和生 平成 21 年 1月 9日 
ヒューマンエラー防止について 橋本 斉 平成 21 年 1月 9日 
「安全な玉掛作業の進め」（安全教育 DVD）  平成 21 年 1月 9日 
マスタードリル オーロラ オーストラリスクルー 平成 21 年 1月 10 日
「昭和基地車両について」 森口 和雄 平成 21 年 1月 10 日
「重機が襲う」（安全教育 DVD)  平成 21 年 1月 10 日
「オペレーターから見た危険」 木村 直之 平成 21 年 1月 10 日
「切る刺す」（安全教育 DVD）  平成 21 年 1月 10 日
ヘリコプターの安全性に関する教育トレー
ニング 
オーロラ オーストラリスクルー 平成 21 年 1月 11 日
「低体温症と凍傷」 樋口 和生 平成 21 年 1月 11 日
「南極医療」 森川 健太郎 平成 21 年 1月 11 日
「昭和基地防災体制について」 井熊 英治 平成 21 年 1月 11 日
「昭和基地利用について」 井熊 英治 平成 21 年 1月 11 日
昭和基地内安全教育 第 49 次越冬隊 平成 21 年 1月 14 日
昭和基地内安全教育（新規来訪者） 第 49 次越冬隊 平成 21 年 1月 16 日
海氷の危険と対策 第 49 次越冬隊 平成 21 年 1月 27 日
船内案内及び安全訓練説明（49 次越冬隊） オーロラ オーストラリスクルー 平成 21 年 2月 3日 
マスタードリル オーロラ オーストラリスクルー 平成 21 年 2月 3日 










 1. 夏期行動経過の概要 
 2. 夏期観測計画 
 3. 夏期設営計画 
 4. その他の夏期計画 
 5. 夏隊行動日誌 




 小達 恒夫 
１．夏期行動経過の概要 
第 50 次南極地域観測隊（以下、第 50 次隊と記す）では、第 127 回南極地域観測統合推進本部総会（平
成 17 年 11 月 11 日に開催）で決定された第Ⅶ期計画の 3 年次の計画が実施された。夏期行動期間中の観測
では、重点プロジェクト研究観測の下で実施される 1課題、一般プロジェクト研究観測 2 課題、萌芽研究
観測 1 課題、モニタリング研究観測 3 課題、定常観測 2 課題が実施された。一方、設営計画では第Ⅶ期計







第 50 次隊は、「オーロラ オーストラリス」により昭和基地へ向かう隊、航空機によりセール・ロンダー
ネ山地へ向かう隊の二つの隊に分かれて行動した。 
 
1.1 「オーロラ オーストラリス」により昭和基地へ向かう隊 
1.1.1 往路 
観測隊員（越冬隊 28 名、夏隊 12 名）、同行者（1名）の計 41 名は、平成 20 年 12 月 25 日、成田空
港よりオーストラリアに向け出発、翌 26 日シドニー経由で西オーストラリア州パースへ到着した。
パースで 2 泊した後、28 日フリーマントル港停泊中の「オーロラ オーストラリス」に乗船した。11
月中旬に日本から輸送した物資を「オーロラ オーストラリス」に搭載するとともに、船上観測の準備
や現地購入食料等の積み込みを行った。 
「オーロラ オーストラリス」は、12 月 30 日にフリーマントル港を出航した後、定常観測（「海洋
物理・化学」）並びにモニタリング観測（「気水圏変動のモニタリング」及び「生態系変動のモニタリ




1 月 12 日には流氷縁に到達し、同行者課題「南極域における氷海航行に関する研究と氷海域の情報
収集」が実施された。翌 13 日に昭和基地まで 56 マイルの位置から、昭和基地第一便が飛び、同日 13:54





昭和基地及び沖合いにおける活動は 1月 13 日から 2 月 2 日の期間実施された。この間の天候は、中
旬は気温が高く、穏やかな晴天の日が多かったが、下旬には 1月としては 10 年ぶりのブリザードとな
り、最大瞬間風速 41.2m/s を記録した（第 49 次隊 1月月例報告）。26 日（16:59）～27 日（09:37）及
び 28 日（08:06～13:05）には外出注意令が発令され、屋外での活動に支障をきたした。月末にかけて
低気圧が基地西方で停滞したために天候不良が続き、フライトオペレーションは待機、順延を繰り返




















1 月 13 日の昭和基地第一便以降、ヘリコプターS76（2 機）及び AS350B2（1 機）による空輸作業
が実施された。16 日までは、昭和基地から 50 マイル以上離れた浮氷域に空輸拠点を設けたが、17
日朝、「オーロラ オーストラリス」は浮氷域を抜け定着氷縁に到達し、その地点を新たな空輸拠点
とした。昭和基地との距離は 43 マイルとなり、飛行時間を短縮することが出来た。第 50 次隊の昭
和基地への物資輸送（総計 91.8 トン）は、22 日に終えた。この 10 日の期間、朝から夕刻まで 1日
を通して飛行作業が実施できたのは、16 日～18 日及び 21 日の 4 日、天候上の理由から飛行作業が
1 日を通して出来なかったのは 14 日及び 19 日の 2 日、半日中止となったのは 15 日、20 日、22 日
の 3日であった（13 日は当初より午後からのオペレーションであった）。 
21 日からは、第 49 次観測隊の持ち帰り物資の空輸を昭和基地への輸送と平行して実施した。22
日の第 50 次隊の昭和基地への輸送終了時点で、残りの持ち帰り物資量は半日程度の空輸であり、第
49 次越冬隊・第 50 次夏隊及びオーストラリア南極局（AAD）スタッフの収容を含めて、1 日程度の
ヘリコプターオペレーションで完了するとの見通しがたったことから、「オーロラ オーストラリス」
は海氷域での海洋観測を行うため、一旦空輸拠点を離れた。「オーロラ オーストラリス」が浮氷域
へ復帰したのは 24 日夕刻であったが、天候が悪化したため、昭和基地の北 60 マイル付近で停滞し
た。その後、天候上の理由による飛行作業待機は 2月 1日まで続いた。 






線 LAN 運用が実施された。 
 
1.1.3 復路 
昭和基地最終便となるヘリコプターは、2月 2日、残作業に従事していた第 50 次夏隊員らを「オー




された。15 日に東経 150 度線の北上を開始し、定常観測「海洋物理・化学観測」及び「生態系変動の
-23- 
モニタリング」の停船観測が再開された。また、東経 150 度線に沿って、CPR 観測が日豪共同で実施
された。 
17 日には南緯 55 度を通過した。19 日までに全ての観測を終了させ、20 日午後にはタスマニア州・
ホバートへ帰港した。翌 21 日、持ち帰り物資を日本へ輸送する作業を行った。23 日に、観測隊は同
船を下船し、帰国のためシドニーへ移動した。第 49 次観測隊越冬隊 29 名、第 50 次観測隊夏隊 12 名





ル・ロンダーネ地学調査隊員 6名は、平成 20 年 11 月 16 日、成田空港からシンガポール経由で南アフ
リカケープタウンに向け出発、翌 17 日ケープタウンへ到着した。ケープタウンで 4 泊した後、21 日
深夜、ドロンニングモードランド航空網（DROMLAN）を利用してケープタウンを離陸、6時間の飛行の
後、22 日ノボラザレフスカヤに着陸した。ノボラザレフスカヤ滑走路脇の宿泊所で 1泊した後、翌 23
日、バスラー機で、東南極セール・ロンダーネ山地西部に位置するウトシュタイネン（プリンセスエ
リザベス基地：ベルギー）に到着した。プリンセスエリザベス基地滞在中は、スキードゥの整備や物
資の整理等、調査旅行の準備を行なった。その後、11 月 29 日から平成 21 年 2 月 4 日までの間、68
日間にわたって野外調査を実施した。野外調査範囲は、セール・ロンダーネ山地の西部（南緯 71.5
度～72.5 度，東経 23 度～25 度）である。調査終了後、プリンセスエリザベス基地で物資の整理等帰
国準備をしつつ、ベルギー隊のメンバーと交流を深めた。帰りは往路と逆の径路で 2 月 11 日夜にケー











動をとったが、一部途中 2班に分かれての行動もあった。今シーズンは 12 月初～中旬までと 1月下旬







るように努めた。夏期行動期間中、南極本部のプレスリリース 3 件（「第 50 次南極地域観測隊が海洋観
測を開始」、「第 50 次南極地域観測隊が昭和基地に到着」及び「第 49 次南極地域観測隊から第 50 次南極






1.4.1 「オーロラ オーストラリス」船上における生活及び安全対策 
「オーロラ オーストラリス」船上においては、「General Information for Expeditioners」を遵守
した。 
安全対策については、「Survaival at Sea」に従った。出港日の 12 月 30 日には、安全講習、脱出艇
訓練、Emergency Suit 装着訓練、及び Muster Drill（非常召集訓練）が実施された。なお、Muster Drill
は原則週 1回（毎週土曜日）に実施された。第 49 次隊に対しては、2月 3日に同様の安全講習等が実
施された。 
ヘリコプター搭乗に当たっては、「Safety around Helicopters」を遵守するとともに、1月 11 日に
安全講習が実施された。第 49 次隊に対しては、昭和基地において実施された。 
「オーロラ オーストラリス」では、飲酒が禁じられていた。しかしながら、1月 1 日 New Year Party、






第 50 次隊のうち女性隊員 3名、AAD サイエンスリーダー、ボヤージ副リーダー、AAD 基地作業支援
員のうち女性 2-3 名、及びヘリパイロット 5 名は居住棟の空いている部屋を利用した。その他の AAD
基地作業支援員男性は、第 1夏期隊員宿舎のベッドを利用した。食事は、第 1夏期隊員宿舎で摂った。











<<実施状況と結果>>12 月 25 日-1 月 4 日、49 次隊員とメール連絡により積雪状態、除雪の情報交換を
行った。1月 5-11 日、49 次隊員と連絡をとり、50 次到着の事前準備について情報交換を行った。
1 月 12-18 日、緊急物資を搬入し、レーダーサイトまで搬送、小屋内運び込み、装置組み立てを
行った。緊急物品の一部であるケーブルが行方不明となったため、レーダーの通電には至らなかっ





26 日-2 月 1 日、屋外へ接続する信号ケーブルの無い状態での引継作業を 50 次越冬隊員に対して
行い、51 次到着時にレーダー立ち上げを行う手順について説明を行った。レーダー本体は電源を















<<実施状況と結果>>2009 年 1 月 9日から 2 月 3日にかけて、東京海洋大学「海鷹丸」にて、観測を行っ
た。ケープタウンからリュツォ・ホルム湾沖、リュツォ・ホルム湾沖からケープダンレー沖、ケー
プダンレー沖からフリーマントルの航路上で大気中 DMS 濃度の連続航行観測を行った。リュ
ツォ・ホルム湾沖の集中観測域においては、大気中 DMS 濃度の鉛直分布調査を行った。 
<<達成度自己評価>>A 
<<評価事由の分析>>ケープタウン出港後、順調に連続測定を行うことができた。また当初は海況が比
較的安定した 2 定点で海面直上に空気取入れ口を下ろし、大気 DMS 濃度の鉛直分布測定を行う予
定であったが、集中観測域において期間中海峡が良い日が続き、計 4 定点で鉛直分布測定を行う
ことができた。これにより DMS 鉛直分布と気象場との関係を詳細に調べることができた。 
<<問題点・課題の抽出と改善などの提案>>特になし。 






























<<実施状況と結果>>1 月 10 日、昭和基地沖の海洋観測について、実施計画の詳細について検討した。
15 日 0700-0940(UT)、測点 A3 において CTD 観測、ノルパックネット、ガマグチネットを実施した。
1240-1330(UT)、測点 A2 において CTD 観測を実施した。17 日 1400-1440(UT)、定着氷縁 OT-1 にお
いて、表面採水、ネット採集を実施した。培養実験、動物プランクトン飼育実験を行った。18 日
1600-1610(UT)、定着氷縁 OT-2 において、ネット採集を実施した。23 日 0530-0900(UT)、測点 A1
において CTD 各層採水、ノルパックネット、ガマグチネット観測を実施。1600-1800(UT)、測点
A8 において CTD 各層採水を実施。24 日 0515-0807(UT)、測点 A12 において CTD 各層採水、ノルパッ
クネット、ガマグチネット観測を実施。1417-1500(UT)、測点 A6 において CTD 各層採水を実施。
19-25 日、培養水槽において基礎次生産測定実験を実施した。低温室において動物プランクトン
飼育実験を実施した。30 日(0630-0845UT)、測点 A0 において CTD 各層採水、ノルパックネット、









緯 66 度以南の浮氷帯および定着氷域を「オーロラ オーストラリス」によって行うことが合意さ
れていた。しかし、今シーズン、流氷帯はかなり南に位置したため、海鷹丸による観測は南緯 67
































行毎にカセットを交換した。得られた連続標本は往路 3 区間、帰路 6区間の合計 9標本であった。
ノルパックネットによる採集はリュツォ・ホルム湾およびケープダンレー沖の観測点を合わせて
26 観測点、またガマグチネットによる採集はリュツォ・ホルム湾沖において 12 観測点で実施し
た。ノルパックネットは 200m 深から表層までの鉛直採集、ガマグチネットは 0-100m、100-200m、






















ガー、または静止画像データロガーを合計 38 個体に装着した。このうち、37 個体からデータロ
ガーを回収し、行動データを取得することができた。ジェンツーペンギンについては GPS/深度
データロガーを 2 個体に装着した。両方の個体からデータロガーを回収し、行動データを取得す































ECG データロガー、静止画像データロガーを合計 10 個体に装着した。このうち 8個体からデータ
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ロガーを回収し、行動データを取得することができた。当初計画ではナンキョクオットセイ 20






























とフィールドアシスタント 1名、合計 6名からなる。2008 年 11 月 16 日に日本を出発した地学調
査隊は、ケープタウンおよびノボラザレフスカヤ滑走路を経由し、DROMLAN フィーダーフライト 2
便によって 11 月 23 日にセール・ロンダーネ山地ウットシュタイネン滑走路（ベルギー隊プリン
セスエリザベス基地から 2 km の地点）に到着した。セール・ロンダーネ山地の滞在期間は 75 日
間であった。この滞在期間にベースキャンプを含めて 3 箇所のキャンプ地を設営し、山地中央部
～西部にかけて南北約 50km、東西約 90km の範囲を精査した。 





月 20 日で、年末の 28 日に再びテルテベースキャンプへ戻った。年末年始をベースキャンプで過
ごし、この間、ベルギー基地を表敬訪問すると同時に基地へお願いして岩石試料をデポした。キャ
ンプ 2 の設営地は、山地中央部のルンケリッゲンである。ベースキャンプを 1 月 4 日に離れ、山
地中央部を調査した後、1 月 18 日に再びベースキャンプへ戻った。キャンプ 2 では、2 チーム編
成で調査することもあり、効率よく調査できた。再びベースキャンプへ戻ってからは約 10 日間の
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調査を見込んでいたが、その内 5日間は悪天候のため停滞を余儀なくされた。地学調査は 1月 31
日に全て終了した。調査全期間で採取した岩石試料は、総数 1118 個、総重量約 2400kg である。
スノーモービルによる移動では、ルート中にクレバス帯の発達する箇所もしばしば存在したが、
地形図判読による迂回路の設定など安全確保を最優先として、特に危険は生じなかった。 
ベースキャンプの撤収作業は 2009 年 2 月 1 日～2 月 4 日に集中的に行った。2 月 4 日にベル





つ第 51 次隊受け入れ態勢について協議した。地学調査隊 6 名は、翌 2 月 11 日夕方にノボラザレ









・第 50 次隊地学調査隊の行動期間中、特に 11 月末から 12 月中旬と 1 月下旬は悪天候が持続し、



















ウム衛星電話も頻繁に利用した。第 50 次隊では予備のイリジウム衛星電話を 3台用意したが、
そのうち 1台に不具合が生じた。今後の使用頻度の増加を考慮すると、やはり 1～2台の予備機
が必要と思われる。 












<<実施状況と結果>>12 月 30 日、連続海洋二酸化炭素分圧測定装置の立ち上げを行い、観測を開始し
た。以後、氷海航行中を除き、海洋二酸化炭素分圧観測を連続的に実施した。なお、1 月 5 日、
エラーが発生し装置が一時停止したため、陸上担当者と連絡をとった。6 日、陸上担当者との連
絡により各種点検を実施した結果、古いデータが残っていたためと判明しエラーは解消された。
また、1月 10 日、23 日、2月 2日、8日、13 日には、観測装置を一時停止し、ラインの清掃を実

































○ VLBI 観測・大型アンテナ中心取り付け測量 
<<CODE_MIS>>M3_6 
<<主担当隊員>>小西賢二 






















<<実施状況と結果>>12 月 31 日、表面光学連続観測装置の立ち上げを行い、観測を開始した。1 月 1
日（測点 1）、2 日（測点 2）、3 日（測点 3）、4 日（測点 4）、5 日（測点 5）、6 日（測点 6）、2 月
15 日（測点 7）、16 日（測点 8）、17 日（測点 9）、18 日（測点 10）、19 日（測点 11）には、CTD
観測を行い、各種試料の採集を行うとともに、NORPAC ネット、がま口ネットによる動物プランク










<<採取資試料>>停船観測_クロロフィル a 濃度_#01-11、停船観測_HPLC 色素分析サンプル_#01-11、停
船観測_植物プランクトン吸収係数サンプル_#01-11、停船観測_植物プランクトン顕鏡サンプル
_#01-11、停船観測_SPMR 光学観測_#01-11、停船観測_NORPAC ネット_#01-11 
 






<<実施状況と結果>>1 月 3 日、測点 3終了後、CPR 曳航を開始した。以後、停船観測開始直前に揚収・
停船観測終了後に曳航をを行った。往路は、1 月 12 日まで行った。復路では、2 月 15-18 日の間







<<問題点・課題の抽出と改善などの提案>>復路 CPR を 12kt にて曳航中に XCTD 観測を行った際、XCTD
ケーブルが CPR 曳航ワイヤーに接触し、観測失敗となるケースがあった。XCTD は沈降速度が比較
的遅いため、センサーが船尾方向に流れ、銅線がワイヤーに接触したものと考えられる。船速を














<<実施状況と結果>>12 月 25 日-1 月 4 日、49 次隊員とメール連絡により積雪状態、除雪の情報交換を
行った。1月 5-11 日、49 次隊と連絡をとり、積雪状況の日変化についての記録を依頼した。1月
12-18 日、残雪の量が例年に比べてかなり多いこと，水溜状況などを調査した。改良型試験アン
テナパーツの取り付けを開始した。1 月 19-25 日、改良型アンテナ輻射器の取り付けを終了。積




















<<実施状況と結果>>29 日 0700(UT)、ラコスト重力計に電源を投入した。並行し GPS 測量機充電も開始
した。9 日 0800(UT)、GPS 測量機の充電を終了した。16 日、多目的アンテナ内において踏査・選
点を実施。必要器材の準備を行い、レドーム内に 7 点のコロケーションポイントを設置。17-18
日、1日 4時間 0500-0900(UT)、コロケーション作業を実施した。ラコスト重力計の充電は継続し
た。19-20 日、計 16 時間のコロケーション作業を実施し 60 測点での観測を終了した。21-25 日、
コロケーションポイントの多角測量、水準測量を実施した。コロケーション作業終了。26 日、




























<<実施状況と結果>>1 日 2 回の表面バケツ採水及び停船観測の CTD ニスキン採水で水温・塩分・pH・
















<<実施状況と結果>>航走中、1日数回 XCTD あるいは XBT 観測を実施した。 
<<達成度自己評価>>B 
<<評価事由の分析>>一部データに欠落があったが概ね計画通りの観測を為し得た。 











<<実施状況と結果>>1 月 1 日（測点 1）、2日（測点 2）、3日（測点 3）、4日（測点 4）、5日（測点 5）、
6日（測点 6）、2月 15 日（測点 7）、16 日（測点 8）、17 日（測点 9）、18 日（測点 10）、19 日（測

























































○ 験潮所近傍の球分体と国土地理院の BM No.1040 及び副標間の水準測量を行なう。 
<<CODE_MIS>>T5_3 
<<主担当隊員>>尾形淳 













月 31 日、AAD と海洋観測の基本方針を打ち合わせた。1 月 7 日、夏期オペレーション会議を開催
した。議題は、今後の行動計画について。11 日、夏期オペレーション会議を開催した。議題は、
夏期オペレーションの日程について。8-11 日、50 次越冬隊安全主任候補に船上安全講習を開講さ
せた。1 月 13 日-2 月 2 日、昭和基地の 50 次隊と定時交信を行い、夏作業・空輸作業の情報交換
を行った。また、同期間 AAD スタッフのブリーフィングで空輸作業、海洋観測について打ち合わ
せた。1 月 14 日、AAD と協議し、天候・海氷状況を鑑み空輸作業を一時中断し、その間可能な海
洋観測を実施することとした。15 日、AAD と協議し、天候が回復したことから、海洋観測を中断
し、空輸作業を再開することとした。22 日、AAD と協議し、第 50 次隊の昭和基地への輸送が終了















49 次隊等）からの要望を受けて、暫定工程表の訂正を行わせた。1 月 13 日、隊員のほとんどが基













○ 見晴らし岩道路・荷受場および Cヘリフォークリフト待機場整地工事 
<<CODE_MIS>>SI-A_1 
<<主担当隊員>>橋本斉 
<<実施状況と結果>>1 月 9 日、設営担当副隊長を通じ、除雪状況と資材運搬状況の確認を行った。13
日、現場調査。14-15 日、除雪。16 日、荷揚場削岩。17 日、荷揚場土留かご設置・岩運搬。18
日、荷揚場整地・転圧。19 日、荷揚場整地仕上。20 日道路整備・土砂運搬。21 日、道路整備・
土砂運搬・荷揚場シート敷設。22 日、荷揚場削岩。23 日、道路整備。24 日、道路整備・ハウエ


























○ C ヘリポート管制・待機小屋建設工事 
<<CODE_MIS>>SI-A_2 
<<主担当隊員>>橋本斉 
<<実施状況と結果>>1 月 9 日、設営担当副隊長を通じ、除雪状況と資材運搬状況の確認を行った。材
料の移設依頼を第 49 次隊に要望した。13 日、現場調査。14 日、基礎測量。15 日、基礎測量、基



























<<実施状況と結果>>1 月 9 日、設営担当副隊長を通じ、除雪状況と資材運搬状況の確認を行った。13






































































○ 第 1夏期隊員宿舎～第 2夏期隊員宿舎までの給水・汚水配管工事および汚水処理小屋移設 
<<CODE_MIS>>SI-M_5 
<<主担当隊員>>江原基 
<<実施状況と結果>>1 月 18 日、49 次隊の支援を受け作業を開始した。配管ラインの隅出し、サポート
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の一部を設置した。19 日以降、削孔用パワードリルの故障により、削孔作業停滞した。復旧の見
通しがたたなかった。削孔済箇所について、サポート設置。配管一部設置した。2 月 1 日までサ
ポート設置、配管設置を継続したが、以後の作業は越冬計画に引き継ぐこととした。 
<<達成度自己評価>>S 










の見直し（今回 50 次で勾配を設け配管敷設）が必要。サポート強度の見直しが必要。SI-M_5 に



























<<実施状況と結果>>1 月 13 日、現場調査を実施。14 日、測量。15 日、基礎掘削。19 日、ケルン旧案
内解体撤去・基礎部削岩。23 日、捨てコン型枠組立・捨てコン打設。24 日、鉄筋組立段取・型枠





































































12 本だったので、この間の補強工事を行った。電離層棟から数えて 3本目から 6本目までの 3本
が前次隊による損傷が著しくひどい箇所だったがクローラーダンプで引っ張りながら支柱をおお
よそ真っ直ぐにし、既存の支柱の横に新たに支柱を立て門型にし補強を行った。尚、電離層棟～
地学棟までの間の 12 本は同様の補強工事を行った。 
工期は下記の通り。 
1 月 14 日 1＋3 名 支柱建て方用墨出し及び掘削（3/12 本） 
1 月 15 日 1＋3 名 支柱建て方用墨出し及び掘削（7/12 本）、支柱建て方、アングル固定で
の補強工事(7/12 本） 
1 月 16 日 1＋3 名 支柱建て方用墨出し及び掘削(10/12 本）、支柱建て方、アングル固定で
の補強工事(10/12 本) 
1 月 20 日 1＋3 名 支柱建て方用墨出し及び掘削（12/12 本）、支柱建て方、アングル固定で
の補強工事（12/12 本） 
<<達成度自己評価>>A 
<<評価事由の分析>>予定されていた工期を大幅に短縮できた事。ただし予定されていた人工は 1 日 2
人だったが、支柱の重量、段取りなどから考えると支援の 3 人工は妥当だったと思う。それでも






































○ PBX 設備保守 
<<CODE_MIS>>SI-LA_1 
<<主担当隊員>>森澤文衛 
<<実施状況と結果>>1 月 12-18 日、50 次越冬隊員及び夏隊希望者向けに PHS を設定、配布した。19 日
以降、順調に経過し、特に保守作業はなかった。2 月 2-8 日、PHS 電話帳の越冬隊向け版を作成、
隊員向けに設定準備を完了（あとは各自庶務室の PC に PHS を接続して設定してもらう）。通信隊





○ L/S バンドアンテナ・受信設備保守（ハード主） 
<<CODE_MIS>>SI-LD_1 
<<主担当隊員>>山口雄司 
<<実施状況と結果>>1 月 15-18 日、衛星受信棟にて 49 次隊より引継ぎを受けた。内容は「NOAA/DMSP













<<実施状況と結果>>12 月 30 日以降、イリジウム端末により、昭和基地へ毎日 1200(UT)に定時交信を
実施した。船の揺れにより通話が切断することがあったが、順調に定時交信を実施することがで
きた。「オーロラ オーストラリス」側通信担当がイリジウム端末用の接続用コネクタを準備して
くれた。1 月 14-2 月 1 日、VHF 及び UHF により、昭和基地周辺の通信を円滑に実施することがで

























の 49 次からの引き継ぎ。「オーロラ オーストラリス」から搬入した野外装備品ダンボールの到着














<<実施状況と結果>>12 月 28-29 日、フリーマントル港における、食材の積み込み及び庶務と金額の決





<<評価事由の分析>>当初 46 人分の調理予定であったが、最大 56 人分の調理を行った。 
<<問題点・課題の抽出と改善などの提案>>49 次調理隊員 1 名の支援を受け、約 10 日間、50 次調理隊


















○ 輸送作業：国内での積込み（NIPR 発送） 
<<CODE_MIS>>SI-L_1 
<<主担当隊員>>石沢賢二 
<<実施状況と結果>>11 月 4-6 日、13 日、第 50 次隊の物資を極地研究所から発送した。11 月 16-21 日、
大井埠頭において第 50 次隊の物資を 18 台のコンテナ(ドライコンテナ 13 台およびリーファーコ
ンテナ 5台)への積み込みを行った。観測物資、設営物資、食糧、予備食、私物を搬入したコンテ
ナ 18 台の重量は約 76.9ton（船上観測物資が約 4.4ton、昭和基地搬入物資が約 72.5ton）である。
12 月 3 日、10 日、緊急を要する装備品、機械部品等の物資を航空便貨物で発送した。それぞれ











<<実施状況と結果>>12 月 28-29 日、日本からコンテナ船により輸送された、観測物資、設営物資、食
糧、予備食、私物を搬入した 18 台のコンテナ(ドライコンテナ 13 台およびリーファーコンテナ 5
台、総重量約 76.9ton)について、「オーロラ オーストラリス」への積み込みを完了した。また 27
梱の航空便貨物 340kg と各部門から別途発送したガスボンベ等の航空便貨物についても積み込み














輸送量は以下の通り。1 月 13 日 10 便 2.7 トン。14 日天候不良により、空輸作業中止。15 日夜、
空輸作業再開、6 便 3.2 トン。16 日 18 便 15.3 トン。17 日 25 便 19.2 トン。18 日 23 便 18.8 ト













<<実施状況と結果>>1 月 21 日、49 次隊持ち帰り物資の輸送開始。21 日、3 便。22 日、12 便。1月 26
日-2 月 1 日、空輸作業中止。2月 2日、19 便。合計 34 便で、49 次・50 次の公用物資および私物
を含めて 13.4 トンを船上に持ち帰った。なお、輸送作業の後半は天候に恵まれなかったため、気










<<実施状況と結果>>オーストラリア・タスマニア島の Bell Bay を出航し、コンテナ船により輸送され
た 49 次隊・50 次隊の持ち帰り物資（942 梱、14,756kg、66.17m3）は、2009 年 3 月 25 日(水)に
東京港・大井埠頭に到着した。その後、通関等の手続きを終えて、3月 30 日(月)に大井埠頭の日
本通運株式会社食料品倉庫にて、50 次夏隊輸送担当および 49 次越冬隊庶務担当の立会いの下、
極地研究所側が物資を引き取った。引き取り後に仕分けを行い、冷蔵品（＋5 度）および冷凍
品（－20 度）は板橋区の極地研究所へ配送し、東北大学、島根大学、海上保安庁、国土地理院の
物資は各機関へ配送され、残る物資（774 梱、11,537kg、54.44m3）は 4月 2日(木)に、立川市の

























<<実施状況と結果>>12 月 28 日、「オーロラ オーストラリス」内に庶務室の設置作業を行った。12 月
































<<実施状況と結果>>1 月 5 日、昭和基地沖合いの海氷状況の概略について、「オーロラ オーストラリ
ス」船長、VL らに解説した。8日、昭和基地沖合いの海氷状況の概略について、50 次隊員に解説













<<実施状況と結果>12 月 28 日、漂流型海洋二酸化炭素センサーの開梱作業、動作テスト及び衛星通
信テストを実施した。29 日、漂流型海洋二酸化炭素センサーの動作テスト及び衛星通信テストを

























事       項 
2008年          
12月25日 （木） 晴れ      1730 成田空港集合 
        1835 出発式 
        2000 成田空港発 
12月26日 （金） 晴れ      0755 シドニー空港着 
        1010 シドニー空港発 
        1305 パース空港着（バスにてホテルへ移動)
         在パース・日本総領事へ挨拶（観測隊長・
越冬隊長、副隊長） 
         パース泊 
12月27日 （土） 晴れ       パース泊 
12月28日 （日） 晴れ      ﾌﾘｰﾏﾝﾄﾙ港 0900 ホテル発（バスにて移動) 
        32°04' S 0945 フリーマントルビクトリア岸壁 オーロ
ラ オーストラリス乗船 
        115°45' E 1030 船内案内 
        1300 コンテナ及び物資積込み 
         船上開梱品、私物、船上観測用品移動 
         庶務室設置 
         AA 船上泊 
12月29日 （月） 晴れ      ﾌﾘｰﾏﾝﾄﾙ港 0830 ミーティング 
        32°04' S 0900 コンテナ及び物資積込み、航空便貨物積
込み 
        115°45' E  食糧、免税品（オーストラリア購入分)
積込み 
         船上開梱品、私物、船上観測用品整理・
ラッシンング 
        1800 出発前夜パーティー（西オーストラリア
海事博物館にて) 
         AA 船上泊 
12月30日 （火） 晴れ 22.8 SSW 19 1004.8 20.6 ﾌﾘｰﾏﾝﾄﾙ港 0830 ミーティング 
        32°04' S 1000 安全訓練説明 
        115°45' E 1300 マスタードリル 
        1400 最終乗船 
        1430 出国手続き、税関検査 
        1630 フリーマントル出港 
        1900 暴風圏スライド上映 
        海洋
観測
連続海洋二酸化炭素分圧観測開始 
         表層モニタリング開始 
12月31日 （水） 晴れ 16.0 SE 25 1013.4 19.0 34°05' S 0845 ミーティング 
        115°31' E 2345 ニューイヤーイベント 
        海洋
観測
表面光学連続観測開始 
2009年          
1月1日 （木） 曇り 15.0 N 13.5 1016.4 16.0 35°02' S 0200 時間帯変更 
0200(UTC+09)→0100(UTC+8) 
        110°42' E 0930 停船観測 St.1（CTD 観測、プランクトン
採集、光観測、ニスキン採水) 
         表面海水採取（0930,1700,1800,2330) 
        1845 ミーティング 
        1930 ニューイヤーパーティー 
        2100 XCTD 観測（2100,2400) 
-52- 
1200（LT） 













事       項 
1月2日 （金） 曇り 12.0 NW 19 1010.9 12.0 43°26' S 0600 XCTD 観測(0600,1500,1800,2100,2400)
        110°01' E 0830 停船観測 St.2（CTD 観測、プランクトン
採集、光観測、ニスキン採水) 
         表面海水採取 
(0830,1700,1800,2030,2330) 
        1200 漂流ブイ(アルゴスブイ)の放流 
        1230 曳航観測（CPR 観測) 
        1845 ミーティング 
1月3日 （土） 曇り 10.1 N 17.5 995.9 8.8 47°33' S 0600 XCTD 観測(0600,1500,1800,2100,2400)
        107°50' E 0830 停船観測 St.3(CTD 観測、プランクトン
採集、光観測、ニスキン採水) 
         表面海水採取 
(0830,1500,1700,1800,2000,2330) 
        1030 マスタードリル 
        1400 AA スクール往路開講 
        1845 ミーティング 
1月4日 （日） 曇り 5.7 NW 27.0 973.5 3.7 51°57' S 0600 XCTD 観測 
(0600,1500,1800,2100,2400) 
        110°05' E 0830 停船観測 St.4(CTD 観測、プランクトン
採集、光観測、ニスキン採水) 
         表面海水採取 
(0830,1500,1700,1800,2030,2230) 
        1130 漂流ブイ(アルゴスブイ)の放流 
        1400 AA スクール 
        1835 ミーティング 
        2400 曳航観測（CPR 観測) 
1月5日 （月） 曇り 2.0 S 14 976.9 3.0 56°05' S 0212 南緯 55 度通過 
        109°56' E 0600 XCTD 観測 
(0600,1500,1800,2100,2400) 
        0830 停船観測 St.5(CTD 観測、プランクトン
採集、光観測、ニスキン採水) 
         表面海水採取 
(0830,1700,1800,2000,2230) 
        1400 昭和基地についてブリーフィング 
        1500 AA スクール 
        1610 初氷山視認 
        1835 ミーティング 
1月6日 （火） 晴れ 0.1 SW 14 994.5 1.1 60°00' S 0600 XCTD 観測 
        109°56' E 0830 停船観測 St.6（CTD 観測、プランクトン
採集、光観測、ニスキン採水) 
         表面海水採取（0830,1900,2230) 
        1200 漂流ブイ（アルゴスブイ)の放流 
         南緯 60 度通過 
        1400 AA スクール 
        1835 ミーティング 
        2000 XBT 観測（2000,2400) 
1月7日 （水） 曇り 1.1 NE 25 967.3 0.9 60°31' S 0100 曳航観測（CPR 観測) 
        99°53' E 0200 時間帯変更 
0200(UTC+08)→0100(UTC+7) 
        0800 XBT 観測（0800,1200,1600,2000,2400)
         表面海水採取 
(0800,1200,1900,2100,2230) 
        0845 ミーティング 
         夏季オペレーション会議 
-53- 
1200（LT） 













事       項 
        1400 AA スクール 
         AA スクール往路閉講、終了証書授与式
1月8日 （木） 曇り 0.2 SSE 22 972.4 0.2 61°45' S 0800 XBT 観測（0800,1200,1600,2000,2400)
        89°54' E  表面海水採取（0800,1230,1730,2400) 
        0845 ミーティング 
         海氷特別講義 
        1300 船上安全講習 
        1300 曳航観測（CPR 観測) 
1月9日 （金） 曇り 1.0 WSW 9 992.8 1.0 62°05' S 0200 時間帯変更 
0200(UTC+07)→0100(UTC+6) 
        78°49' E 0630 曳航観測（CPR 観測) 
        0800 XBT 観測（0800,1200,1600,2000,2400)
        0845 ミーティング 
        0930 漂流型海洋二酸化炭素センサー投入 
         表面海水採取（0930,1530,2030) 
         豪州漂流ブイ投入 
        1300 船上安全講習 
1月10日 （土） 曇り 0.7 ENE 18.8 986.2 1.0 64°01' S 0200 時間帯変更 
0200(UTC+06)→0100(UTC+5) 
        67°25' E 0800 XBT 観測（0800,1200,1600,2000,2400)
         表面海水採取（0800,1430,2300) 
        0845 ミーティング 
        0900 船上安全講習 
        1030 マスタードリル 
        1100 船上安全講習 
        1500 船上安全講習 
        1600 曳航観測（CPR 観測) 
1月11日 （日） 雪 -0.4 W 27.9 951.9 -0.1 64°51' S 0800 XBT 観測（0800,1200,1600,2000,2400)
        55°39' E  表面海水採取（0800,1200,1630) 
        0845 ミーティング 
        0905 船上安全講習 
        1300 ヘリコプターの安全性に関する教育ト
レーニング 
        1400 夏期オペレーション会議 
        1830 ヘッド シェービング パーティー（小児
がんチャリティーイベント) 
1月12日 （月） 曇り -0.2 SSE 5 963.0 -0.3 66°17' S 0200 時間帯変更 
0200(UTC+05)→0100(UTC+4) 
        43°03' E  表面海水採取（0800,1430,2000,2330) 
        0845 ミーティング 
         オペレーション会議 
        1500 今後のスケジュール連絡 
        1600 Special Visitor (King Neptune) 登場
        2300 氷海進入 
1月13日 （火） 晴れ -1.1 ENE 6.4 985.4 -1.8 68°09' S 0535 再度氷海進入 
        38°38' E 0200 時間帯変更 
0200(UTC+04)→0100(UTC+3) 
        0800 輸送ポイント到着 
        0845 ミーティング 
  (昭和)      1030 昭和第１便出発 
  晴れ       現場調査 
        2200 ミーティング（昭和) 


















事       項 
        輸送
作業
ヘリオペレーション（50 次観測隊・緊急
物資 計 10 便)(10:30～夕方) 
1月14日 （水） 曇り -2.4 W 1.3 989.2 -1.8 68°10' S 1245 49 次による基地説明 
        38°36' E 1945 ミーティング 
        2100 49 次による 50 次・AA 歓迎会 
        基地
作業
道路整備（荷揚場・Cヘリ付近除雪) 
  (昭和)       生コンプラント（試運転） 
  晴れ       夏宿汚水処理装置（基礎部除雪) 
         第 1～第 2夏宿配管（配管部除雪) 
         燃料移送配管センサー（枠組足場組立)
         送電線ラック（支柱建て方用墨出し及び
掘削) 
         衛星受信棟設備基礎 (測量、基礎部掘削)
         福島ケルン案内標識（測量、基礎部掘削)
         C ヘリ管制・待機小屋（測量) 
         環境保全（夏宿汚水処理施設引継、廃棄
物処理) 
         調理（夏宿調理) 
        輸送
作業
ヘリオペレーション支援待機後、中止 
1月15日 （木） 曇り -0.4 WNW 19.5 980.1 -0.5 67°07' S 1930 人員・物資輸送再開 




         生コンプラント（生コン用砕石運搬・採
水） 
         夏宿汚水処理装置（基礎部測量) 
  (昭和)       送電線ラック（支柱建て方用墨出し及び
掘削、支柱建て方、補強工事) 
  晴れ       C ヘリ管制・待機小屋（測量、基礎部鉄
筋組立) 
         環境保全（簡易トイレ設置、汚水処理装
置改造、廃棄物処理) 
         調理（夏宿調理) 
        輸送
作業
ヘリオペレーション（50 次観測隊・緊急
物資 計 6便）（19:30～24:00) 




         停船観測 St.A2（CTD 観測) 
         海底圧力計海中投入 
1月16日 （金） 晴れ -0.9 NNE 8.9 980.1 -1.8 68°09' S 2130 ミーティング 
        38°39' E 基地
作業
昭和基地内安全教育（新規入場者) 
         道路整備(荷揚場整地・土留、栗石運搬)
         送電線ラック（支柱建て方用墨出し及び
掘削、支柱建て方、補強工事) 
  (昭和)       C ヘリ管制・待機小屋（基礎部型枠加工
組立) 
  晴れ       車庫（オーバースライダー溶接補修） 
         環境保全（廃棄物処理、汚水処理装置改
造、汚水処理) 
         調理（夏宿調理) 
         食糧冷蔵庫収納 
         物資搬入（夏宿食糧、免税品) 

















事       項 




1月17日 （土） 晴れ -1.2 SW 4.2 977.7 -1.8 68°18' S  ミーティング 
        39°18' E 2000 49 次との懇親会 
        基地
作業
道路整備（荷揚場整地、土砂運搬) 
         生コンプラント（動作確認、補修) 
  (昭和)       燃料移送配管センサー（単管足場組立)
  晴れ       C ヘリ管制・待機小屋（基礎部型枠加工
組立) 
         環境保全（廃棄物処理、汚水処理) 
         調理（夏宿調理、懇親会準備) 
         食糧冷蔵庫収納 
         物資搬入（免税品) 
         測地観測（多目的アンテナ用コロケー
ション作業) 








1月18日 （日） 晴れ -3.4 W 4.8 982.1 -1.6 68°20' S 1945 ミーティング 
        39°04' E 基地
作業
道路整備（荷揚場整地・転圧、土砂運搬)
         燃料移送配管センサー（単管足場組立)
         第 1～第 2 夏宿配管（配管部土砂掘削、
配管ルート測量) 
  (昭和)       C ヘリ管制・待機小屋（基礎部型枠加工
組立) 
  晴れ       環境保全（廃棄物処理、汚水処理) 
         調理（夏宿調理) 
         食糧搬入 
         個人免税品配布 
         測地観測（多目的アンテナ用コロケー
ション作業) 
        輸送
作業
ヘリオペレーション（免税品・一般物資
計 23 便）（07:00～18:30) 




1月19日 （月） 曇り -3.4 N 4.4 985.6 -1.6 68°21' S 1950 ミーティング 
        38°57' E 基地
作業
道路整備（荷揚場製地・仕上、土砂運搬)
         生コンプラント（プラント運転) 
         第１～第２夏宿配管（配管部土砂掘削、
支柱建込部削孔) 
  (昭和)       C ヘリ管制・待機小屋（基礎コン打設)
  晴れ       福島ケルン案内標識（旧案内標識撤去、
基礎部削岩) 
         環境保全（廃棄物処理、汚水処理) 
         調理（夏宿調理) 
         食糧搬入 
         潮汐観測（験潮テレメータ点検・保守作
業) 
         測地観測（多目的アンテナ用コロケー
ション作業) 



















事       項 
1月20日 （火） 曇り -3.3 SW 4.0 982.9 -1.7 68°21' S 基地
作業
道路整備（土砂・砕石運搬) 
        38°58' E  生コンプラント（プラント運転) 
         第 1～第 2 夏宿配管（配管部土砂掘削、
支柱建込) 
         送電線ラック（支柱建て方用墨出し及び
掘削、支柱建て方、補強工事) 




      環境保全（廃棄物処理、汚水処理) 
  晴れ       調理（夏宿調理) 
         食糧搬入 
         第 2 夏宿私物搬入 
         測地観測（多目的アンテナ用コロケー
ション作業) 
        輸送
作業
ヘリオペレーション（越冬食糧 計 20 便）
（13:00～22:00) 
1月21日 （水） 曇り -3.3 ENE 2.8 988.0 -1.7 68°22' S  ミーティング 




         第 1～第 2 夏宿配管（配管部土砂掘削、
支柱建込) 
         C ヘリ管制・待機小屋（基礎部型枠解体、
土台鋼材設置) 
  (昭和)       環境保全（廃棄物処理、汚水処理) 
  曇り       調理（夏宿調理) 
         食糧搬入 
         第２夏宿私物搬入 
         測地観測（多目的アンテナ用コロケー
ションポイント多角測量、水準測量) 
        輸送
作業
ヘリオペレーション（越冬食糧・私物 計
17 便、持帰り物資 計 3 便)(08:00～
18:00) 
1月22日 （木） 曇り -2.5 E 9.0 987.3 -1.7 68°21' S 1945 ミーティング 
        38°57' E 基地
作業
道路整備（荷揚場削岩) 
         第 1～第 2 夏宿配管（支柱部掘削、支柱
建込) 
         C ヘリ管制・待機小屋（土台鋼材設置、
床組立、壁パネル組立) 




      環境保全（廃棄物処理、汚水処理) 
  晴れ       調理（夏宿調理) 
         食糧整理 
         測地観測（多目的アンテナ用コロケー
ションポイント多角測量、水準測量) 
        輸送
作業
ヘリオペレーション（物資搬入 計 5 便、
持帰り物資 計 12 便)(08:00～22:00) 
         西オングルヘリコプターブリーフィン
グ、野外活動支援 




1月23日 （金） 曇り -2.1 N 3.0 985.7 -0.8 68°00' S 1945 ミーティング 
        38°02' E 2030 C ヘリ管制・待機小屋上棟式 
-57- 
1200（LT） 













事       項 
        基地
作業
道路整備（ハウエル管埋設) 
         C ヘリ管制・待機小屋（壁・屋根パネル
組立) 
  (昭和)       衛生受信棟設備基礎（鉄筋組立段取、型
枠加工) 
  晴れ       福島ケルン案内標識（基礎部捨てコン型
枠組立、捨てコン打設) 
         環境保全（廃棄物処理、汚水処理) 
         調理（夏宿調理) 
         食糧整理 
         潮汐観測（副標設置、副標観測開始) 
         測地観測（多目的アンテナ用コロケー
ションポイント多角測量、水準測量) 




         S-16 ヘリコプターブリーフィング、野外
活動支援 
        野外
活動
西オングル（宙空) 49 次から引継ぎ 
         とっつき岬→S-16（地学、機械、通信、
FA) 49 次から引継ぎ 
         S-16→S-17（気象、夏隊副隊長) 49 次か
ら引継ぎ 




         停船観測 St.A8（CTD 観測) 
1月24日 （土） 曇り -2.5 E 36.0 976.8 -1.2 67°35' S 0830 計画停電（13:00 終了) 
        41°41' E 1945 ミーティング 
        2100 観測系懇親会 
        基地
作業
道路整備 
  (昭和)       C ヘリ管制・待機小屋（コーキング、階
段部基礎型枠組立) 
  曇り       衛生受信棟設備基礎（鉄筋組立、型枠組
立) 
         福島ケルン案内標識（基礎鉄筋組立段取、
型枠加工) 
         環境保全（廃棄物処理、汚水処理) 
         調理（夏宿調理) 
         食糧整理 
         気象棟前物資ラッシング及び建物内搬入
         潮汐観測（験潮カブース保守作業) 
         測地観測（多目的アンテナ用コロケー
ションポイント多角測量、水準測量) 








         停船観測 St.A6（CTD 観測) 
1月25日 （日） 雪 -0.7 NE 12.8 977.0 -1.1 68°08' S 1945 ミーティング 
        39°42' E 2100 49 次との卓球大会（管理棟食堂) 
        基地
作業
道路整備 
         C ヘリ管制・待機小屋（コーキング) 

















事       項 
  曇り       福島ケルン案内標識（基礎鉄筋組立、型
枠組立) 
  時々雪       100ｋℓ水槽清掃 
         環境保全（廃棄物処理、汚水処理) 
         調理（夏宿調理) 
         食糧整理 
         潮汐観測（球分体他水準測量) 
         測地観測（多目的アンテナ用コロケー
ションポイント多角測量、水準測量) 
        輸送
作業
ヘリオペレーション中止 
1月26日 （月） 曇り -0.7 ENE 28 991.2 -1.5 67°58' S 午後 休日日課 
  時々雪      40°09' E 1700 外出注意令発令 
        1945 ミーティング 
         オーストラリアデー 
        基地
作業
道路整備（除雪、ドラム缶・表示旗作成)
  (昭和)       第 1～第 2夏宿配管（配管) 
  曇り       環境保全（廃棄物処理、汚水処理) 
         調理（夏宿調理) 
         測地観測（RTK-GPS テスト観測) 
        輸送
作業
ヘリオペレーション中止 
1月27日 （火） 曇り -0.2 NNE 16.1 989.3 -1.5 67°55' S  外出注意令発令（9:37 解除) 
  時々雪      40°06' E  ミーティング 
        2030 49 次による海氷安全講習 
        基地
作業
道路整備（基地内除雪) 
         第 1～第 2夏宿配管(配管) 
  (昭和)       機械建築倉庫（シャッター補修) 
  曇り       衛生受信棟設備基礎（型枠内除雪) 
  のち雪       送油（金属タンクから基地タンクまで)
         環境保全(廃棄物処理、汚水処理) 
         調理（夏宿調理) 
         潮汐観測（副標観測終了) 
         測地観測（RTK-GPS テスト観測) 
        輸送
作業
ヘリオペレーション中止 
1月28日 （水） 曇り -1.2 NW 8.5 972.1 -1.3 68°64' S 0810 外出注意令発令（13:05 解除) 
        39°28' E 2045 ミーティング 
        基地
作業
道路整備（基地内除雪) 
         第 1～第 2夏宿配管（配管) 
  (昭和)       機械建築倉庫（シャッター補修) 
  雪のち       電離層アンテナ測量 
  曇り       環境保全（廃棄物処理、汚水処理) 
         調理（夏宿調理) 
         潮汐観測（副標機材撤収) 
         測地観測（RTK-GPS テスト観測) 
        輸送
作業
ヘリオペレーション中止、ヘリ整備実施
        海洋
観測
表面海水採取（0830,1100,1900,2100) 
1月29日 （木） 晴れ -1.0 SW 4.2 981.8 -1.8 68°18' S 0900 越冬交代式（19 広場) 
        39°20' E 1945 ミーティング 
-59- 
1200（LT） 













事       項 
        基地
作業
道路整備（迂回路作成) 
         福島ケルン案内標識（基礎コン現場練り
及び打設) 
  (昭和)       第１～第２夏宿配管（配管) 
  雪時々       自然エネルギー棟測量 
  曇り       環境保全（廃棄物処理、汚水処理) 
         調理（夏宿調理) 
         測地観測（RTK-GPS テスト観測) 
        輸送
作業
ヘリオペレーション中止、ヘリ整備実施
        海洋
観測
表面海水採取（0800) 
1月30日 （金） 曇り -3.2 ENE 48 987.4 -1.8 68°19' S 1000 越冬隊居住棟へ引越し 
        39°18' E  越冬隊休日日課 
         ミーティング 
         福島ケルン案内標識除幕式 
  (昭和)       50 次バー開店 
  雪のち       設営室開き 




         環境保全（廃棄物処理、汚水処理) 
         調理（夏宿調理) 
         測地観測（RTK-GPS テスト観測) 
        輸送
作業
ヘリオペレーション中止、ヘリ整備実施




1月31日 （土） 曇り -2.3 W 2 992.4 -1.8 68°22' S  ミーティング 
        39°23' E 基地
作業
第 1～第 2夏宿配管(配管) 
         燃料移送配管センサー（センサー取付)
  (昭和)       自然エネルギー棟測量 
         潮汐観測（験潮カブース保守作業) 
         測地観測（相対重力測量) 
  曇り      輸送
作業
ヘリオペレーション中止 
2月1日 （日） 曇り -2.4 ENE 9 997.9 -1.8 68°23' S  ミーティング 
        39°22' E 基地
作業
第 1～第 2 夏宿配管（測量、配管、埋戻
し) 
  (昭和)       燃料移送配管センサー（センサー取付)
  晴れ      輸送
作業
ヘリオペレーション中止 
2月2日 （月） 晴れ -3.0 E 16 991.0 -1.8 68°23' S 輸送
作業
ヘリオペレーション（49 次・50 次観測隊
及び持帰り物資 計 19 便）（8:00～夕方)
        39°22' E 1100 49 次向け艦内概略説明 
        1230 持帰り物資コンテナ搬入、49 次託送品配
布 
        1530 輸送完了 
        1700 船上物品コンテナ搬入 
        1800 オーロラ・オーストラリス昭和基地沖離
岸 
         ミーティング 
2月3日 （火） 曇り -0.7 NE 35 979.6 -0.5 67°09' S  氷海離脱 
        41°26' E 0845 ミーティング 
        0930 49 次安全訓練説明及び船内案内 
-60- 
1200（LT） 













事       項 
        1030 マスタードリル 
        1830 49 ウェルカム・50 次ウェルカムバック
パーティー 
2月4日 （水） 晴れ 0.9 N 20 980.1 0.3 64°46' S 0845 ミーティング 
        48°14' E 1600 XBT 観測（1600,2000,2400) 
         表面海水採取（1600,2000) 
        2300 時間帯変更 
2300(UTC+3)→0000(UTC+4) 
2月5日 （木） 晴れ 1.1 WNW 23.8 982.1 1.2 63°60' S 0800 XBT 観測（0800,1200,1600,2000,2400)
        58°10' E  表面海水採取（0800,1200,1600,2000) 
        0845 ミーティング 
2月6日 （金） 曇り 1.6 WNW 25 996 2.0 67°57' S 0800 XBT 観測（0800,1200,1600,2000,2400)
        69°14' E  表面海水採取（0800,1200,1600,2000) 
        0845 ミーティング 
        2300 時間帯変更 2300(UTC+4)→0000(UTC+5)
2月7日 （土） 曇り 2.1 NNW 20 993 2.1 63°59' S 0800 XBT 観測（0800,1200,1600,2000) 
        79°59' E  表面海水採取 
(0800,1100,1430,1700,2000,2330) 
        1030 マスタードリル 
        2300 時間帯変更 2300(UTC+5)→0000(UTC+6)
        2400 XCTD 観測 
2月8日 （日） 曇り 1.0 WNW 14 985 0.4 63°60' S 0800 XBT 観測（0800,1200,1600,2000,2400)
        88°56' E  表面海水採取 
(0800,1200,1600,2000,2400) 
        0845 ミーティング 
        1300 AA スクール復路開講 
2月9日 （月） 曇り 0.5 NW 8.0 995.0 -1.2 63°09' S 0800 XBT 観測（0800,1200,1600,2000,2400)
        96°53' E  表面海水採取 
(0800,1030,1230,1530,2000,2300) 
        0845 ミーティング 
        1300 AA スクール復路開講 
        2300 時間帯変更 2300(UTC+6)→0000(UTC+7)
2月10日 （火） 曇り 0 NNW 19 981 -1.3 64°02' S 0800 XBT 観測（0800,1200,1600,2000,2400)
        102°09' E  表面海水採取 
(0800,1200,1600,2000,2230) 
        0845 ミーティング 
        午後 AAD の観測（オキアミ採取) 
        2300 時間帯変更 2300(UTC+7)→0000(UTC+8)
2月11日 （水） 曇り 1.1 － 2 988.1 -0.7 63°57' S 0800 XBT 観測（0800,1200,1600,2000,2400)
        109°24' E  表面海水採取（0800,1200,1600,2000) 
        0845 ミーティング 
        夕方 AAD の観測（オキアミ採取) 
         建国記念日のためパーティー 
2月12日 （木） 曇り 0.9 NW 35 973.4 1.2 63°59' S 0800 XBT 観測（0800,1200,1600,2000,2400)
        118°43' E  表面海水採取（0800,1400,2000) 
        0845 ミーティング 
         AA スクール復路閉講、終了証書授与式
        2300 時間帯変更 2300(UTC+8)→0000(UTC+9)
2月13日 （金） 曇り 1.1 SSE 10 986 1.7 63°59' S 0330 表面海水採取 
(0330,0800,1200,1700,2000,2230) 
        129°19' E 0800 XBT 観測（0800,1200,1600,2000,2400)
        0845 ミーティング 
        1300 エンジンルーム見学会 

















事       項 
2月14日 （土） 曇り -0.1 WSW 21.9 982.6 1.7 63°16' S 0730 表面海水採取 
(0730,0800,1200,1600,2000,2300) 
        140°50' E 0800 XBT 観測（0800,1200,1600,2000,2400)
        0845 ミーティング 
        1030 マスタードリル 
        2300 時間帯変更 
2300(UTC+10)→0000(UTC+11) 
2月15日 （日） 曇り 1.4 WSW 25 991.0 1.4 62°04' S 0600 XCTD 観測（0600,1500,1900,2400) 
        149°35' E 0700 表面海水採取(0700,0830,1700,2300) 
        0830 停船観測 St.7（CTD 観測、プランクトン
採集、光観測、ニスキン採水) 
        1130 曳航観測（CPR 観測) 
        2100 XBT 観測 
         北上開始 
        1815 ミーティング 
2月16日 （月） 曇り 3.4 WE 25 1001.2 2.2 62°04' S 0600 XCTD 観測（0600,1500,1800,2100,2400)
        149°35' E 0800 表面海水採取（0800,0830,1800) 
        0830 停船観測 St.8（CTD 観測、プランクトン
採集、光観測、ニスキン採水) 
        1815 ミーティング 
2月17日 （火） 曇り 5.2 WSW 16.4 1018.0 8.0 54°00' S 0130 表面海水採取 
(0130,0830,0530,1800,2130) 
        150°09' E 3：51 南緯 55 度通過 
        0600 XCTD 観測 
(0600,1130,1500,1800,2100,2400) 
        0830 停船観測 St.9（CTD 観測、プランクトン
採集、光観測、ニスキン採水) 
        1200 曳航観測（CPR 観測) 
        1815 ミーティング 
2月18日 （水） 曇り 5.8 SSW 7.4 1020.0 9.2 49°44' S 0600 XCTD 観測（0600,1430,1800,2100,2400)
        150°07' E 0830 停船観測 St.10（CTD 観測、プランクト
ン採集、光観測、ニスキン採水) 
         表面海水採取（0830,1800) 
        1815 ミーティング 
2月19日 （木） 曇り 14.3 NE 16 1,012 14.5 45°45' S 0600 XCTD 観測 
        149°52' E 0830 停船観測 St.11（CTD 観測、プランクト
ン採集、光観測、ニスキン採水) 
         表面海水採取 
         連続海洋二酸化炭素分圧測定観測終了 
         表層モニタリング終了 
        1300 庶務室、海洋観測用品梱包、片付け 
        1530 装備品、パソコン等回収 
         不用品回収 
        1815 ミーティング 
        2200 居室配布備品回収 
2月20日 （金） 曇り 16.6 ENE 19.2  17.8 ホバート港 0800 ホバート港外着 
        42°53' S 0830 私物・公用品をコンテナに格納 
        147°19' E 1300 下船前居室点検 
        1330 ホバートマッコーリー岸壁№3に接岸 
        1400 入国審査 
        1500 帰国セレモニー(岸壁にて) 
         AA 船上泊 
2月21日 （土） 晴れ      ホバート港 0900 オーロラ・オーストラリス発(バスにてホ
テルへ移動) 
        42°53' S 0930 藤井所長挨拶 
-62- 
1200（LT） 













事       項 
        147°19' E 1000 HIS 帰国説明 
        1130 AAD・AA への表敬挨拶(ホテルロビーに
て） 
         ホバート泊 
2月22日 （日） 晴れ       ホバート泊 
2月23日 （月） 晴れ      0850 ホテル発（バスにて空港へ移動) 
        1030 ホバート空港発 
        1220 シドニー空港着（バスにてホテルへ移動)
         シドニー泊 
2月24日 （火） 晴れ      0700 ホテル発（バスにて空港へ移動) 
        0930 シドニー空港発 
        1705 成田空港着 
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とっつき岬、向岩、S16 までの海氷上と大陸上のルート工作・整備を行い、S16 気象ロボット維持、移動
気象装置設置、海氷厚測定・積雪測定・雪尺測定、宙空テレメータ基地保守、氷床 GPS 観測などが行わ
れた。また 5月には、S16 に置かれている雪上車や橇の掘り出し・とっつき岬への移送、12ft コンテナ
橇の牽引走行試験なども行われた。7 月にはラングホブデまで、9 月にはスカルブスネスまで、10 月に
はスカーレンまでのルート工作を行い、11 月から 12 月にかけては、袋浦、水くぐり浦、弁天島、豆島、
ルンパ、ネッケルホルマネなどへのルート工作を行った。また、10 月以降の内陸旅行（みずほ旅行、51




ンの個体数調査については、11 月から 12 月にかけて、予定された全てのルッカリーにおいて実施する
ことが出来た。10 月 13 日～27 日の間には、みずほ基地までの内陸旅行が 8 名参加のもと行われ、ルー
ト上の雪尺測定、表面積雪サンプリング、無人磁力計保守、12ft コンテナ橇走行試験、51 次夏期ドーム
ふじ旅行用燃料橇のデポ、などが行われた。この他にも、DROMLAN 航空機用の滑走路整備と燃料配備作
業を、10 月～11 月の間、S17 において行った。51 次夏期ドームふじ旅行（12 月 19 日～2月 11 日）には、













ていた 48 次隊、49 次隊の持帰り廃棄物もほとんど全て持帰り輸送することが出来た。 
アウトリーチと広報活動については、南極観測における越冬隊の活動を広く社会に発信するために、
雑誌・新聞・ホームページへの寄稿、テレビやラジオからの取材対応を適宜行った他、テレビ会議シス
テムによる「南極教室」を計 43 回実施した。また、中高生オープンフォーラム提案実験 1件を実施した。 
気象・海氷状況については、越冬期間中、2 月 20 日から 11 月 29 日まで、合計 28 回のブリザードが
あった。内訳は、A 級 13 回（観測史上 1位タイ記録）、B 級 6 回、C 級 9 回で、A 級ブリザードが非常に
多いのが特徴で、基地内に大量の積雪が見られた。2 月のブリザードでは、観測史上 1 位の最大平均風
速（47.4m/s）を記録した。特に 6月から 7月上旬にかけては計 8回のブリザードがあり曇天が続いた。
12 月末から 1 月始にかけてと 1月中旬にはそれぞれ吹雪となり外出注意令が発令された。気温について
は、8 月 1 日に最低気温（－38.5℃）を、2010 年 1 月 23 日に最高気温（6.0℃）を記録した。越冬期間
の平均気温は－10.2℃であった。越冬期間中、基地周辺の海氷状況は非常に安定していたが、12 月以降
は、気温の上昇とともに海氷の上の積雪の融解が進み、積雪の融解によるパドルの発達が見られた。図
Ⅲ.1.1-1 に NOAA 衛星によって観測された昭和基地周辺海氷状況の越冬期間中の変化を示す。 
越冬期間中のその他のトピックとしては、2 月 11 日に、極中間圏雲（PMC）が、昭和基地としては初
めて撮影された。8月 23 日には、衆議員選挙の FAX による在外投票が行われた。11 月 13 日には、51 次
隊先遣隊 5 名（夏隊 2 名、越冬隊 3 名）が、DROMLAN 航空機により、見晴らし岩沖に設置した海氷上滑
走路に到着した。観測隊員が航空機で直接昭和基地に入ったのは、史上初めてであった。2010 年 1 月 9
日から 11 日にかけては、豪州査察団 6名の来訪があり対応した。 
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図Ⅲ.1.1-1 NOAA 衛星による越冬期間中の昭和基地周辺海氷状況の変化 
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【2009 年 2 月】 
1 月 29 日午前、管理棟前広場において第 49 次隊との越冬交代式を行い、基地の観測業務と施設・
設備の管理運営を引き継いだ。その後も天候不良のため、第 49 次隊、第 50 次夏隊、「オーロラ・オー
ストラリス」の関係者全員が基地に留まることになった。1 月 30 日午前、第 49 次隊と居住区の交
代を行い、第 50 次越冬隊は居住棟に移動し、第 49 次隊は第 1夏期隊員宿舎に移動した。1月 31 日
夜に越冬隊としての第 1 回オペレーション会議、2 月 1 日に第 1 回全体会議を開催し、越冬内規や
各種指針の確認、及び観測、設営、生活関連の 2 月の活動予定・計画の確認などを行った。2 月 2
日には、基地に留まっていた第 49 次隊、第 50 次夏隊、「オーロラ・オーストラリス」の関係者全員
が、ヘリコプターにて「オーロラ・オーストラリス」に帰還した。その日のうちに「オーロラ・オー
ストラリス」は北上を開始し帰路につくことになった。3日午後、管理棟前広場にて越冬成立式を、
作業工作棟横の福島ケルンにて慰霊祭を行い、越冬の成功と安全を祈願した。12 日には第 50 次セー
ル・ロンダーネ山地地学調査隊が無事ケープタウンに到着したことを受け、昭和基地からの通信に
よるサポート作業を終了した。14 日までは夏期作業日課とし、夏期オペレーション期間中と同様
07:45 と 19:45 に全体ミーティングを行い、その日の作業内容や問題点などを全員が共有するよう
にした。15 日からは越冬隊夏日課に移行した。16 日に第 1回目の消火防災訓練を安全主任主導のも
とで、基地中心部（管理棟、居住棟）を対象として行った。23 日に観測部会、24 日に設営部会、25




現状に即した改訂を進めた。隊全体に関わる作業としては、26 日に 100kℓ水槽の、28 日には 130kℓ












営主任、隊長により行った。30 日、31 日には火災報知機の年次総合点検を行った。17 日から 20 日


































ており、5 日から 1 泊 2 日、11 日から 5 泊 6 日の S16 内陸オペレーションが行われ、S16 に置かれ
ている雪上車や橇の掘り出し、そのうち SM100 型雪上車 4 台のとっつき岬への移送、橇 4 台の昭和
基地への移送が行われた。26 日と 28 日には、12ft コンテナ橇を SM651 で牽引しての走行試験が西
オングルルート上で行われた。そうした野外行動に合わせて、4 月に引き続き、レスキュー訓練や
南極安全講習などが行われた。 





























しては、26 日にオペレーション会議、30 日に全体会議を開催した。 





に 2 回ずつ計 4 回ブリザードとなり、そのたびに基地主要部の陸地側にドリフトによる大量の積雪










しては、27 日にオペレーション会議、29 日に全体会議を開催した。 
TV 会議システムを利用した活動としては、極地研プレスツアー対応、北大大学院「南極学特別講
義」への参加、「SCAR 国際生物シンポジウム」一般公開レクチャーへの参加などの他、国内の小中





行の準備作業として、S16 での 2t 橇と SM100 型雪上車の掘り起こし、それらのとっつき岬への移
動、とっつき岬から昭和基地への橇の移動、とっつき岬での SM100 型雪上車の整備、などを目的と



















































観測作業、設営作業とも概ね順調に経過した。11 月 22 日より日没時間のない白夜となった。ア
デリーペンギンの繁殖期に入り、ペンギンの個体数調査をするため、各営巣地（ルッカリー）まで
の海氷上ルート工作が行われ、12 日、14 日、16～19 日に個体数調査が行われた。7～9日と 23～26
日には、51 次隊夏期ドームふじ旅行準備のための S16 オペレーションが行われ、準備作業は完了し
た。また、DROMLAN 航空機用の滑走路整備と燃料配備作業を S17 において行った。 
昭和基地においては、51 次隊受け入れのための除雪作業が重点的に行われ、車庫～A ヘリポート




51 次先遣隊の DROMLAN 航空機のための滑走路を見晴らし岩沖の海氷上に 11 日に設置し、13 日に
無事先遣隊 5 名を迎い入れることが出来、基地滞在人数が 33 名となった。なお、観測隊員が航空機
で直接昭和基地に到着したのは、史上初めてのことである。 







しては、27 日にオペレーション会議、30 日に全体会議を開催した。 
TV 会議システムを利用した活動としては、小学生、中学生、一般を対象にした「南極教室」を計
5回行った他、「第 5回中高生南極北極オープンフォーラム」入選課題の昭和基地における実施報告






特に除雪については、1日～15 日の間、夜勤を含む 24 時間体制で作業を進め、Aヘリポートからの
空輸に対応出来る輸送経路及び物資集積場所の準備を行った。15 日には、「しらせ」接岸地点から
見晴し燃料タンクまでの燃料バルク輸送ルートの設定を行った。 
18 日には「しらせ」からのヘリコプター第 1 便の飛来があり 51 次隊本隊が昭和基地入りし、20
日まで準備空輸が行われ、搬入された緊急物資による 51 次隊の夏期オペレーションが開始された。
19 日には、ドームふじ基地への内陸旅行に参加する 50 次隊員 3 名（樋口、木塚、森川）が昭和基
地を離れ S16 へ移動し、50 次隊基地在住者は 25 名となった。「しらせ」はその後セール・ロンダー
ネ山地調査隊の人員・物資輸送のためクラウン湾に向かった。ドーム旅行隊は 22 日に S16 よりドー
ムふじ基地へ向けて出発した。 
安全管理関係の作業としては、1 日に、第 1 廃棄物保管庫内部への注水作業を消火訓練も兼ねて
行った。14 日には 51 次隊が使用する夏期隊員宿舎及び倉庫棟 2 階入り口から通路棟、管理棟への
アクセス経路について「安全管理点検」を行った。51 次隊に対する作業としては、18 日に、夏期隊
員宿舎にて、基地内生活の注意事項、立入制限箇所、東オングル島内行動エリアなどについて説明




しては、28 日にオペレーション会議、30 日に全体会議を開催した。 
TV 会議システムを利用した活動としては、51 次隊と協力して、31 日に、TV 番組向けの元旦中継
を行った。 
【2010 年 1 月】 
基地内外において 51 次隊との引継ぎ作業が行われた。また「しらせ」との間の輸送に備えた梱包、
物資集積などの諸準備を行い、「しらせ」が昭和基地に接岸した 10 日より、バルク燃料輸送（10～
13 日）、氷上輸送（51 次物資持込み：11～14 日、50 次物資持帰り：19～20 日）、本格空輸（51 次物
資持込み：22～24 日、50 次物資持帰り：25～26 日、28～29 日）が行われた。氷上輸送については
夜間の作業となり徹夜態勢で対応した。また越冬交代に備えて、基地主要部の大掃除（27 日）や水
槽の清掃（130kL：29 日、100kL：30 日）などを行った。2月 1日に管理棟食堂において「越冬交代
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式」が行われ、基地の管理・運営の一切を 51 次越冬隊に引き渡し、50 次隊は第 1 夏期宿舎、第 2
夏期宿舎に移動した。その後、2月 2日に 6名、5日に 4名、13 日に 18 名が「しらせ」に移動し、
基地における活動を全て終了した。51 次隊ドームふじ旅行に参加していた 3 名は、1 月 8 日にドー
ムふじ基地に到着、その後全ての予定作業を終了し、2 月 11 日に S16 より昭和基地へ移動し 50 次
隊残留者と合流した。 
その他、9～11 日に豪州の査察団 6 名が、デービス基地～S17 間の航空路で来訪し、その対応を








【2009 年 2 月】 
2 月上旬から中旬前半にかけては晴れの日と曇りや雪の日が繰り返し、中旬後半から下旬にかけ
ては曇りや雪の日が多かった。4 日や 10 日には吹雪となり、10 日には第 50 次越冬隊初の外出注意
令が発令された。20 日から 21 日にかけては暴風雪となり A 級ブリザードが記録され、越冬隊初の
外出禁止令が発令された。特に 20 日には日最大平均風速 47.4m/s（観測史上 1 位）、日最大瞬間風







り曇りの日が多くなった。2 日～3 日は C 級、8 日～9 日、13 日～14 日、17 日～18 日はいずれも A
級ブリザードとなり、8 日～9 日と 14 日には外出禁止令が発令された。海氷状態は安定しており、











部の影響により曇りや雪となる日があった。また、12 日～13 日と 18 日～20 日にはそれぞれ B級、






日、18～19 日、25 日、26 日は、それぞれ、B、C、A、B、C、B 級ブリザードとなった。6 月の月平
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上旬は 2 日から 7 日まで連続して 2 回の A 級ブリザードとなり外出制限のため外作業の出来ない
日が続いた。9 日に極夜後初めての太陽が視認され、その後徐々に明るい時間帯が長くなっていっ







1 日に今次隊最低気温の－38.5℃を記録した。16 日～18 日に A級、22 日と 26 日にそれぞれ C級、











も十分ではなかったため、安全に渡れる新たな迂回ルートを 30 日に作成した。 
【10 月】 



































【2009 年 2 月】 
第 49 次隊より作業を引き継ぎ、概ね順調に作業を進めた。観測関係では、定常観測、モニタリン
グ研究観測、プロジェクト研究観測、萌芽研究観測のいずれも概ね順調に実施された。5日と 10 日





11 日の深夜から 12 日の未明にかけて、昭和基地で初めて「極中間圏雲」が観測・撮影された。 
設営関係では、夏期作業として予定されていた作業を継続して行うとともに、第 1 夏期隊員宿舎
の閉鎖作業を行った。9 日にはコンクリートプラントの閉鎖作業を行った。14 日に越冬交代後最初












部門では、FA 隊員の支援のもと 10 日から 11 日にかけて西オングル島テレメータ基地施設メンテナ
ンスのための徒歩旅行を行った。気水圏部門では、30 日のとっつき岬ルート工作時に、ルートに
沿った地点での海氷厚測定と積雪測定を行った。地殻圏部門では、23 日から 31 日にかけて、岩島
ルート上の地点に海氷 GPS 装置を設置し動作試験を行った。気象部門では、24 日に北の浦の海氷上
に雪尺を設置し観測を開始した。医学研究として、23 日～29 日の間、第 1 回食事調査を、27 日に
は第 2回心理調査を実施した。また宇宙医学との共同調査として、3月 17 日から生体リズムに関す
る研究を開始した。 
設営関係では、野外活動の活発化に備え、スノーモービルと雪上車の整備を進めた。また装輪車
の整備及び車庫への保管作業も行った。6 日と 26 日には発電機の電源切替えを行った。17 日と 23
日には見晴らしタンクから基地タンクへの燃料移送を行った。各建物へ暖房用燃料の配布も適宜
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れも概ね順調に実施された。宙空部門では 2 名が 2 週間交代制で夜勤のオーロラ光学観測を行なっ





いない。気象部門では、6日、27 日にオゾンゾンデ観測を行った。また先月末より S16 の気象ロボッ
トデータが不調のため、22 日～23 日の S16 ルート整備オペレーションに同行しての交換を計画し
たが結果的に実施に至らなかった。医学研究では、宇宙医学との共同調査として、先月から継続し

























れも概ね順調に実施された。気象部門では、5日から 6 日の S16 オペレーション時に、3月末より不
具合が続いていた S16 気象ロボットの計測部と送信部一式を回収し修理のため基地に持ち帰った。
極夜明けに再設置する予定。また移動気象観測装置 2 式を向岩ルート上の 2点（M11 と M15）に設置
した。宙空部門のオーロラ光学観測については、2 日に活発なオーロラ活動が見られたが、全般に
オーロラ活動は低調であった。地殻圏部門では、11 日から 16 日までの S16 オペレーション時に、







した。4 日と 25 日には発電機の電源切換えを行った。前月に引き続き雪上車と橇の整備を進め、7
日に 2 回目の雪上車講習会を開催した。51 次隊からの氷上輸送に使用される 12ft コンテナ橇の走
行中の振動と応力を測定するための牽引試験を宙空隊員の協力を得て、26 日と 28 日の 2回行った。




日には S16 旅行隊との間で HF 無線通信の試験を行った。調理部門については、11 日～16 日の S16
オペレーション時に、今次隊で試験導入した予備食用冷凍弁当の試食を依頼、実施した。農協係に





























収を 14 日に行った。宙空圏部門では、故障していた OH 大気光観測装置の修理を行い 21 日より観測
を再開した。オーロラ活動は全般に低調だったが、22 日未明には－1100nT を超える水平磁場変動と
共に活発なオーロラ活動が観測された。気水圏部門では、9日にエアロゾルゾンデの放球を行った。




















門では、13 日にエアロゾルゾンデの放球を行った。地殻圏部門では、11 日に P50 にて氷床 GPS 観測
装置のデータ回収及びバッテリー交換を行った。また、11 日～15 日にはとっつき岬にて GPS 観測を
行った。医学研究では、宇宙医学との共同調査としてハイブリッドトレーニングを前月に引き続き
行った。 
設営関係では、16 日と 24 日に発電機の電源切換えを、7日に見晴らし岩タンクから基地タンクへ
の燃料移送を行った。重機による除雪作業も適宜行ったが、今月は車両の不具合が複数件発生した。
基地外の活動としては、11 日～15 日に、S16 に置かれていた SM100 型雪上車 3台の立ち上げと橇 16
台の掘り起こしを行い、SM100 型雪上車 2台と橇 16 台を S16 からとっつき岬へ移送、そのうち橇 6














測を行った。オーロラ活動は全般に低調だったが、13 日、14 日、20 日夜には活発なオーロラ活動
が観測された。地圏部門では、ラングホブデ雪鳥沢小屋、スカルブスネスきざはし浜において、地
震計の保守作業及び GPS 観測を実施した。医学研究では、8月 31 日～9 月 6日に食事調査を行った。
宇宙医学との共同調査については、ハイブリッドトレーニングを終了、生体リズム研究を行った。 
設営関係では、12 日と 21 日に発電機の電源切換えを、1 日と 25 日に見晴らし岩タンクから基地
タンクへの燃料移送を行った。ブリザード後の重機による除雪作業も適宜行った。基地外の活動と
しては、2日～7日と 14 日～19 日に、とっつき岬にて、内陸旅行に使用する SM100 型雪上車 6台の
整備・点検作業を行った。基地においては橇の点検整備及び旅行用燃料橇の作成を行った。調理部
門では、8 月 31 日～9 月 5 日に食材量調査を行った。また野外行動用の糧食（レーション）の作成
も進めた。農協係による野菜栽培・収穫は概ね順調で、モヤシやカイワレ、スプラウトなどは週に
2回程度の収穫がある。医療部門では、10 日と 12 日に第 3回の定期健康診断を行った。多目的アン











ラ光学観測は全て 16 日に終了した。地圏部門では、スカーレン大池観測点での地震計の保守と GPS
観測を行った他、とっつき岬での GPS 観測を行った。医学研究では、みずほ旅行に医療隊員 1名が
同行し、酸素飽和度チェック、皮膚清浄技術向上に関する研究、及びドーム旅行時に使用する血液
ガス測定器の試験運用を行った。 
設営関係では、11 日と 19 日に発電機の電源切換えを行った。また見晴らしタンクから基地タン
クまでの燃料輸送配管への漏油センサーの取り付けを継続して行った。みずほ旅行隊の往路と帰路











作業を行った。また、DROMLAN や 51 次セール・ロンダーネ調査隊向けの気象情報の提供支援を行っ
た。気水圏部門では、氷床動態観測のため、とっつき岬～S16 ルート上の雪尺測定を 24 日に実施し
た。宙空圏部門では、51 次先遣隊から下部熱圏探査レーダー観測用のケーブルを受け取り、機器設
置のための作業を進めた。また 51 次隊夏期オペレーション準備作業として、大型大気レーダー候補





個体数調査を 15 か所のルッカリーにおいて、12 日、14 日、16～19 日に実施した。 




コンテナ橇の旋回試験と牽引力試験をそれぞれ、13 日と 15 日に行った。通信部門では、51 次先遣
隊移動中のイリジウムによる定時交信、51 次セール・ロンダーネ調査隊との HF やイリジウムによ
る定時交信を行った他、DROMLAN 航空機への地上支援なども行った。「しらせ」がフリーマントル港
を出港した 29 日以降は 51 次隊本隊との間の定時交信も始まった。調理部門では、13 日より 51 次
先遣隊 5名を加えた 33 名分の調理業務となった。農協係による野菜栽培・収穫は概ね順調で、モヤ
シやカイワレ、スプラウトなどは週に 2 回程度の収穫がある。医療部門では、51 次ドームふじ旅行
用の医療機器の動作確認などを行った。環境保全部門では、基地周辺、西オングル島内の飛散廃棄
物の回収や、海水状態モニタリングための採水サンプリング、設備周辺の除雪作業などを行った。
LAN・インテルサット部門では、岩島無線 LAN 中継局化工事を 9 日に、無線 LAN 品質試験を 10 日に
実施した。また 51 次先遣隊用のメールアドレス設定、PHS 設定・配布を行った。建築・土木部門で




















デ生物調査チーム、「しらせ」との HF や VHF、イリジウムによる定時交信を行った他、DROMLAN 航空
機への地上支援なども行った。51 次本隊が昭和基地入りしてからは、51 次通信担当隊員との引継ぎ
作業を進め、26 日からは 50 次と 51 次の通信隊員のみによる通信ワッチ態勢に移行した。調理部門
では、第 4回食材量調査を行った。また、51 次隊準備空輸により委託食糧が搬入され新鮮な野菜や
卵が食卓にのぼるようになった。医療部門では、第 4 回定期健康診断を行った。14 日には第 1夏期
宿舎の水質検査を行った。19 日には 50 次医療隊員 1 名（森川）がドームふじ旅行に参加のため昭











【2010 年 1 月】 
観測関係では、定常観測、モニタリング研究観測、プロジェクト研究観測、萌芽研究観測のいず
れも概ね順調に実施された他、51 次隊との間の引継ぎ作業を行った。気象部門では、29 日に S16







観測を行った（ラングホブデ（10 日、13～14 日）、パッダ島（18～20 日）、ルンドボークスヘッダ




設営関係では、各部門において 51 次隊との間の引継ぎ作業を行った。2 日と 27 日に発電機の電
源切換えを行い、越冬中無停電を保つことが出来た。各所の除雪作業、燃料配管漏油センサー異常
箇所調査及び交換作業も継続して行った。通信部門では、50 次と 51 次の通信隊員 2名態勢で、「し
らせ」や 51 次セール・ロンダーネ調査隊、ドームふじ旅行隊、野外調査チームとの HF や VHF、イ
リジウムによる定時交信を行った他、DROMLAN 航空機や豪州査察団航空機への地上支援なども行っ
た。輸送作業中は、「しらせ」と昭和基地との間の中継連絡を頻繁に行い、特に氷上輸送期間は夜勤
も含めた 24 時間態勢で対応した。調理部門では、51 次隊の食材搬入に備えて冷蔵庫と冷凍庫の清
掃及び整理を行った。元日のおせち料理、27 日の「50 次お別れ会」用パーティー料理などの特別調












【2009 年 2 月】 
生活面においては、生活諸係が活動を開始した。2 日より毎日、新聞が発行され生活に潤いを与
えている。野菜栽培装置を使った農協係の活動も始まり、レタスなどの収穫がみられた。ホームペー




















医療関係で、内科で 1 泊治療を受けた者が 1 名、事故による怪我で歯科治療を受けた者が 1 名い














医療関係で、内科で 1泊治療を受けた者が 1名いた。6 日、13 日、20 日、27 日に南極大学が行わ




に参加し 1日～2日に映画製作を行った。7日、10 日、17 日（最終講義）に南極大学が行われた。8
日には娯楽係主催のイベント（誕生会）があった。その他各生活係の活動も順調に行われた。23 日
には衆議員選挙の FAX による在外投票が行われ、国内で事前登録していた 23 人全員が投票した。23













6 日と 25 日に近くの氷山において持ち帰り用氷山氷の採取を行った。イベントとしては、14 日に
誕生会と先遣隊の歓迎会を、27 日に「流しそうめん」を行った。 
【12 月】 
12 日にドームふじ旅行参加者 3 名の壮行会、24 日に 51 次本隊の歓迎会を兼ねたクリスマス会、
27 日に 51 次隊と合同の餅つき大会、31 日には年越しイベントなどを行った。18 日からは 51 次隊
員の一部が居住棟宿泊となり生活面での対応を行った。 
【2010 年 1 月】 
1 日に 51 次隊居住棟宿泊者も含めた新年会、27 日には 51 次隊主催の「50 次隊お別れ会」が管理
棟食堂で行われた。51 次観測隊ヘリコプターのオーストラリア人クルー2 名が 2 日より、また豪州














観測主任： 菅谷重平   安全主任： 井熊英治 
設営主任： 森口和雄   野外主任： 樋口和生 




   電離層：    梅津正道 
   気象：     菅谷重平 
 
研究観測 
   宙空圏：    香川博之 
   気水圏：    武田康男 
   地圏：     村上祐資 
   生物圏・医学： 井口まり 
   衛星受信：   山口雄司 
◎設営系 
  機械：        森口和雄 
  通信：        畑中浩二 
  調理：        篠原洋一 
  医療：        井口まり 
  環境保全：      加藤凡典 
  多目的大型ｱﾝﾃﾅ：   山口雄司 
LAN・ｲﾝﾃﾙｻｯﾄ：    森澤文衛 
建築・土木：     井熊英治 
  装備・ﾌｨｰﾙﾄﾞｱｼｽﾀﾝﾄ： 樋口和生 























































・管理棟    
 管理棟全般 森口   
 1 階空調機械室・受水槽室 江原  1 階エントランス・倉庫・食糧倉庫 篠原 
 2 階医務室・医療施設 井口  2 階娯楽室・バー 土井 
 3 階通信室・電話室・通信施設 畑中  3 階印刷室 佐久間 
 3 階書庫・庶務室 佐久間  3 階食堂・サロン 篠原 
 3 階厨房 篠原  3 階隊長室 門倉 
 ガスボンベ庫 森口   
・居住棟    
 第 1 居住棟 森川  第 2居住棟 畑中 
・倉庫棟    
 1 階倉庫 樋口  2 階冷蔵庫・冷凍庫 篠原 
 設営事務室 森口   
・通路棟 江原 ・汚水処理棟 加藤 
・発電棟    
 発電棟全般 森口   
 1 階機械室 江原  1 階発電機設備 森口 
 第 1冷凍庫・第 2冷凍庫 篠原  2 階制御室 五十嵐 
 2 階理髪室 香川  2 階現像室（野菜栽培室？） 山口 
 2 階風呂・洗面所・脱衣所・ 
   便所・洗濯場・廊下 
江原  2 階女子便所・風呂・前室 井口 
・木工所（旧焼却炉棟） 井熊 ・旧娯楽棟 樋口 
・作業工作棟 木塚 ・仮作業棟 井熊 
・機械建築倉庫 森口 ・電離層棟・旧電離棟および関連施設 梅津 
・地学棟 村上 ・気象棟および関連施設（放球棟含） 菅谷 
・管制棟 井熊 ・環境科学棟 武田 
・観測倉庫 香川 ・観測棟（含ボンベ庫） 武田 
・清浄大気観測室 武田 ・情報処理棟 香川 
・光学観測棟 香川 ・衛星受信棟 山口 
・大型アンテナレドーム 山口 ・インテルサット制御室・レドーム 森澤 
・非常用物品庫 井熊 ・小型発電機小屋 森口 
・地磁気変化計室 香川 ・地震計室 村上 
・重力計室 村上 ・検潮儀室 村上 
・送信棟 畑中 ・第 1 HF レーダー小屋 香川 
・第 2 HF レーダー小屋 香川 ・新第 1 HF レーダー小屋 香川 
・MF レーダー小屋 香川 ・旧水素ガス発生器室 菅谷 
・RT 棟 福田 ・推薬庫 加藤 
・非常発電棟 五十嵐 ・風力発電制御盤小屋 福田 
・第 1夏期隊員宿舎 江原 ・第 2夏期隊員宿舎 福田 
・ヘリポート待機小屋 福田 ・車庫 木塚 
・第 1廃棄物保管庫・焼却炉 加藤 ・第 2廃棄物保管庫兼車庫 加藤 
・焼却炉棟 加藤 ・廃棄物集積所 加藤 
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・東部地区分電盤小屋 五十嵐 ・西部地区分電盤小屋 福田 
・予備食冷凍庫 江原 ・燃料タンク 森口 
・貯水槽 江原 ・基地ポンプ小屋 森口 
・流星レーダー小屋 香川 ・見晴らし岩ポンプ小屋 森口 
・天測点西赤居カブ 
（野外行動危険品保管） 

















































① 業務時間は、夜勤を除き夏日課では 0800-1700、冬日課では 0900-1700 とする。 
② 休日は日曜日及び隊長の定める日とする。 
③ 休日の朝食は各人が適宜摂ることとし、昼食に替えてブランチを設ける。 











































































































ランク 視程 風速 継続時間 
A 級 100m 未満 25m/s 以上 6時間以上
B級 1000m 未満 15m/s 以上 12 時間以上





発令内容 視程 風速 備考 
外出禁止令 100m 未満 30m/s 以上 風速基準を 25m/s より 30m/s に変更（2008.10.08） 
外出注意令 1000m 未満 15m/s 以上  
３）外出禁止・注意令の周知方法 
活動時間帯（夏日課 0700～2300、冬日課 0800～2300）では一斉放送と無線連絡、食堂入口と防











































































































＜50 次隊 昭和基地ライフロープ配置図＞ 
             外出注意令下、移動許可範囲 















風速 30m/s 以上 
かつ 















風速 15m/s 以上 
かつ 
視程 1000m 未満 















② 風速が 30m/s 以下であること。 
③ 1 項に示した人員が確保できること。 






















































































































⑴ 消火器・消火機器の取扱訓練、ホース展張訓練を月 1回程度実施する。 
⑵ 消火機器の管理・整備保守担当を次のとおりとする。 
消 火 器   ：福田、五十嵐（インパルス消火器含む） 
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消火ポンプ   ：木塚、森口 
ホース及び筒先 ：消火班担当者 











































図Ⅲ.2.1.4-1 50 次越冬隊 昭和基地消火態勢 
連絡班 




班 長：福田 防火 空 
筒 先：大平 耐火 空 
    辰巳 耐火 空 
ホース：武田 防火＊ 
 小森  防火＊ 
 土井 防火 
 高橋 防火 
加藤 防火＠ 
      【連絡】 
レスキュー係 
ポンプ：木塚 
    森澤 
    村上 
    佐久間 
    菅谷【連絡】 
電 力：五十嵐 
救 助：江原 耐火 空 
    麦沢 耐火 空 














    伊藤 
 
    山口 Ｈ補 
 
    香川 Ｈ補 
 
消火本部（昭和通信） 
指 揮： 門倉【記録】 




























































井熊  ：消火器を持って初期消火に向かう。 
⑸ 医療班 
井口、森川、篠原、伊藤：消火器を持って初期消火に向かう。 






篠原  ：消火器を持って初期消火に駆けつけつつ、目に付いた人員を無線で報告する。 
加藤  ：耐火服、防火服の着用者周辺の人員を無線で報告する。 




















































































・各班員は火災時、UHF 無線機を 1CH にセットし携帯しておく。 
・班員（井口、森川、篠原、伊藤）は初期消火をする。 






































本防災計画は昭和基地周辺区域につき、越冬期間中（50 次夏期 AA 最終便以降、51 次隊への引
継ぎ完了予定の 2010 年 1 月下旬まで）を対象とする．この区域内に他国の航空機等が来訪するこ

















表Ⅲ.2.1.5-1 昭和基地の貯油施設と貯油容量（2008 年 10 月現在） 
場 所 種   類 貯油量（kl） 設置年（隊次） 
見晴らし岩 200kl ターポリンタンク W軽 15 1988(30) 
 60kl FRP タンク       JP-5 35.7 1979(21) 
 50kl アルミタンク  ①W軽 0 1968(10) 
 50kl アルミタンク  ②W軽 0 1969(11) 
 100kl アルミタンク ①JP-5 63 1993(35) 
 100kl アルミタンク ②W軽 89 1994(36) 
 100kl アルミタンク ③W軽 97 1996(38) 
 100kl アルミタンク ④W軽 98 1997(39) 
 100kl アルミタンク ⑤W軽 97 2000(42) 
 100kl アルミタンク ⑥JP-5 97 2005(47) 
 100kl アルミタンク ⑦W軽 102 2003(45) 
 100kl アルミタンク ⑧W軽 31 2004(46) 
 100kl アルミタンク ⑨W軽 2.5 2007(48) 
 100kl アルミタンク ⑩JP-5 101 2008(49) 
基地主要部 25kl アルミタンク  ①W軽 3.8 1997(39) 
 25kl アルミタンク  ②W軽 10 2000(42) 
 20kl アルミタンク  ①W軽 15.7 1965(7) 
 20kl アルミタンク  ②JP-5 5.6 1966(8) 
（車両用） 20kl アルミタンク  ③W軽 5.2 1967(9) 
（非発用） 10kl ステンレスタンク W軽 9 1973(15) 
 20kl FRP タンク JP-5 19 1978(20) 




表Ⅲ.2.1.5-2 燃料油の種類とその性状および貯蔵量（2008 年 10 月現在）) 
品 名 引火点 流動点 貯蔵形態 貯蔵量 (kl) 
W 軽油（ウインター軽油） 52 -35 タンク 742.2 
南極軽油 56 -72.5 ドラム缶 96.3 
JP-5 61 -46 タンク 257.7 
JET A-1 38 -47 ドラム缶 23.6 
アブガス -37 -58 ドラム缶 7.6 
ｃ）燃料移送作業 
昭和基地では見晴らし岩の貯油施設から基地主要部の貯油施設まで燃料の移送作業を行って
いる。この作業は機械担当隊員によりほぼ 1 月に 1 度程度行われている。この作業に使用され
る移送ポンプは見晴らし岩の小屋に設置されており、移送能力は約 8.0 kl/hr である。移送中
は見晴らし岩に 2 人、基地主要部のタンクに 2 人が就き作業を行っている。また、移送中は適
宜パイプラインの漏れを監視している。 



























































本部 → 通信室に設置 
現場指揮(設営主任) → 本部と連絡をとり、現場で防災作業の指揮をとる。 
消火班・破壊班（防災作業チーム） → 現場指揮の指示により活動する。 









項目 行 動 備 考 
1 油の流出を発見したら直ちに通信室へ状況報告 危険な地域にいる隊員に連絡 





4 本部は報告に基づいて適切な対応を検討 本部を通信室に設置 
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8 隊全体で反省会をおこない報告書を作成する  


























































































































  もし搬出するにしても時間がかかる。極寒期には不可能。 
③ 薬品、物資等が不足してもすぐに補給することは出来ない。 
 →可能なら飛行機から必要物資の投下など検討。 
  しかし可能としても決定までに時間がかかる 







      昭和基地に帰還するかどうかは、状況を見て判断する。 
重症の場合：現場では応急処置をしたのち、昭和基地へ向かう。 
      昭和基地では医療体制を整え、救出に向かう。 


































分別項目 処理方法 作業者 作業場所 備考 
可 燃 物 焼却炉で焼却 





空 き 缶 圧縮・分別しタイコンへ収納







食 用 油 
廃 油 
ドラム缶へ投入 












 注 1. 上記以外の廃棄物（医療廃棄物含む）については、環境保全隊員の指示に従うこと。 



































ゴ ム 類 輪ゴムなど天然ゴム製品 小さいものに限る 
繊 維 綿､麻､純ウール､タオル  
吸 殻 タバコの吸殻  
医 療 系 可 燃 物 感染物の付着してない物のみ  
ダ ン ボ ー ル ダンボール 
１次処理で圧縮。場合により
持帰ることがある 
可 燃 物 
 
そ の 他 毛髪､爪､掃除のチリ、炭など  




ビ ニ ー ル 類 塩化ビニールなど  
不 燃 物 
（焼却不適物） 
合 成 繊 維 ヤッケ､衣服  
プ   ラ プ ラ 表 示 物 PP、PE、PS など 
「プラ」非表示でも、判断で
きれば良い 
P E T PET 表示物 ペットボトルなど 
「PET」非表示でも、判断で
きればよい 




複 合 物 複 合 物 家電製品、OA 機器、PC ケーブルなど 2種以上の要素を含むもの 
空 き 缶 空 き 缶 アルミ､スチール、大型缶、一斗缶  
金   属 鉄 ・ 非 鉄 金 属 鉄、アルミ、ステンレス、銅など アルミホイルも含む 
ゴム･皮革 ゴ ム ・ 皮 革 ゴム長靴､革手袋など  
ガ ラ ス ガ  ラ  ス 空きビン、板ガラスなど 色別はしない 
陶   器 陶    器 茶碗、湯呑み、ガイシなど  
乾 電 池 乾 電 池 乾電池  
バッテリー バッテリー 車両用バッテリーなど  
電球･蛍光灯 電 球 ・ 蛍 光 灯 直管、輪管、コンパクト管など 割らないこと 
電   線 電    線 キャプタイヤケーブルなど PC ケーブルは除く 





































































































火災 ガス爆発 ガス中毒 怪我・病気 食中毒 酒酔い  
建造物倒壊 交通事故 感電 雪洞落盤 
基地周辺含む 
野外全般 
寒冷傷害（凍傷、低体温症、凍死） 野営地崩壊 火災 ガス爆発
ガス中毒 怪我・病気 雪上車 橇 スノーモービル  
海氷上 
タイドクラック 氷山のクレバス パドル 薄氷 海氷流出
シャーベット状海氷 ウィンドスクープ 潜水 
沿岸部 
氷河崩落  落石 タイドクラック 氷山のクレバス パドル  
薄氷 シャーベット状海氷 ロストポジション 潜水 
クレバス帯 転落 滑落 ロストポジション 
氷河上 











山脈・露岩地域 落石 土砂崩れ 雪崩 転落 滑落 潜水 
ヒューマンファクター 
生活技術 行動技術 過信 慢心 過労 ストレス 睡眠不足  




























⑦ 温暖になり、海氷厚が 1m 以下となり、クラックやパドルが目立つようになる頃には車両一
台での行動はしない。 





































・計画終了後には Wiki を修正し、報告事項を記入する。 
ｂ）宿泊の野外行動 
・実施の前月の観測部会・設営部会に企画を挙げる段階で企画者がデータを Wiki に入力する。 
・計画がオペ会で承認された段階で野外主任が Wiki を最終データに訂正する。 
・計画書は実施の前月のオペ会の前日までに野外主任に提出する。 





















総指揮： 越冬隊長    門倉昭 
本部員： 総務・野外主任  樋口和生（※） 
    観測主任・気象  菅谷重平（※） 
    設営主任    森口和雄（※） 
    安全主任    井熊英治（※） 
    通信隊員    畑中浩二 
    医療隊員    井口まり 森川健太郎 





レスキュー隊員は以下の通り 3班・12 名体制とし、必要に応じて医療隊員を同行させる。 
レスキュー時において、リーダーが不在の場合は各班のサブリーダーをリーダーとする。 




 リーダー サブリーダー メンバー 
A 班 樋口和生 加藤凡典 村上祐資 五十嵐哲也 
B 班 井熊英治 菅谷重平 木塚孝廣 森澤文衛 



















定時交信は、主周波数 4540kHz にて行う。主周波数にて 15 分間交信ができない場合には副










定時交信は、主周波数 4540kHz にて行う。主周波数で 15 分間交信ができない場合には副周波









































○ 機械 SM60 型雪上車    2 台 
   SM40 型雪上車    1 台 
   浮上型雪上車    1 台 
   スノーモービル    2 台 
   2 トンそり     2 台 
   スノーモービル用そり  2 台 
   道板・スリングベルト  適量 
○ 装備 赤旗・非常用共同装備及び個人用非常装備セット（2008 年版基地要覧、128 ページ） 
○ 調理 レスキュー用非常食 
○ 医療 携帯用医療セット 













1.事故日時 2.現場の人員と事故者 3.事故現場の位置（緯度経度を GPS で読み取る）  
4.事故の状況 5.怪我人の容態 6.救助の必要性 7.車両の状況 8.食料の残量  
9.燃料の残量 10.現地の天候（風向、風速、視程、気温、天気） 11.海氷や氷河の状態  
















本    部 
本 部 長（総指揮）： 門倉越冬隊長 
本 部 員 ：樋口 菅谷 森口 井熊 井口 森川 
記   録 ：佐久間 
































1.事故日時 2.現場の人員と事故者 3.事故現場の位置（緯度経度を GPS で読み取る） 4.事故の状
況 5.怪我人の容態 6.救助の必要性 7.車両の状況 8.食料の残量 9.燃料の残量 10.現地の天




宿 泊：定時交信（2000LT）で連絡が取れず、臨時交信（翌朝 0750LT）でも連絡が取れない場合 
＜通信要領＞ 
事故発生時はただちに昭和基地に第一報を入れる。（通信手段は問わない） 





 【主周波数】 [沿岸・内陸共通] 4540kHz  【副周波数】 [沿岸] 3024kHz [内陸] 7771kHz 
＜イリジウム番号＞ 










































































































2.2.2 防災対策 井熊 英治 
１）対策 
























































おらず、FA 隊員自身は訓練にかかりきりになってしまうため、他の隊員の中に FA 隊員に準ずる
ようなスキルの者がいれば望ましいと感じた。 
 
2.2.3 安全管理点検 井熊 英治 













・12 月：第 1 夏期隊員宿舎、第 2 夏期隊員宿舎、管理棟、倉庫棟などの 51 次隊隊員が出入りする
エリアの受入れ準備状況、掲示物などの確認を巡回確認をした。 
・1月：引き継ぎのため 51 次安全主任の要望に合わせて実施した。 
 
2.2.4 安全行動訓練・講習 井熊 英治・樋口 和生 
安全行動訓練・講習は、野外主任、安全主任が、基地内外、沿岸部、野外場所を問わず協力し合い
訓練・講習にあたり、必要に応じて医療部門、気象部門に講師を依頼し、隊員のスキルアップと安全





2.2.5 事故・災害一覧 門倉 昭 
表Ⅲ.2.2.5-1 に 50 次越冬期間の主な事故・災害一覧を示す。 
 
表Ⅲ.2.2.5-1 50 次越冬期間の主な事故・災害 


































研宛てに連絡した。MSK, MSJ, OSK 連絡総数は、それぞれ、130、5、34 通であった。それに対し極


















2.4 生活 井口 まり 
2.4.1 日課 井口 まり 
夏作業日課（2009 年 1 月 29 日～2月 14 日）、夏日課（2009 年 2 月 15 日～4月 30 日）、冬日課（2009
年 5 月 1 日～8 月 31 日）、夏日課（2009 年 9 月 1 日～2010 年 1 月 31 日）であった。休日は 5 月 1 日
～11 月 30 日は土日を休日日課とし、それ以外の期間は日曜日のみ休日日課とした。入浴は平日は 17





2.4.2 当直業務 井口 まり 
越冬隊長と調理隊員を除く全員の輪番制で当直を実施した。越冬開始当初は業務内容の引継ぎを兼








は週 2 回しか清掃できなかった。6 月に竹の湯の改修が行われ、スノコが撤去されたので当直の仕事
が大幅に軽減された。2階トイレの汚れや通路棟のホコリが目立つなど指摘されたこともあり、8月か
ら当直の清掃区分を見直し、各所が 2日に 1回は清掃されるように変更した。 
 









路の清掃は防火区画 B から防火区画 A までを担当した。またブリザード後は非常階段が埋まってしま
うので、除雪当番を決めた。これは除雪を担当するのではなく、除雪が必要かどうか判断し、除雪作
業を呼び掛けるための当番である。第二居住棟ではブリザード時に天測点側の非常口から雪が吹きこ



























4 月 4 日（土）13:10-16:45 電離層棟、地学棟、気象棟、作業工作棟、観測棟、情報処
理棟、衛星受信棟、地磁気変化計室、大型アンテナ、重力
計室 
4 月 25 日（土）13:10-14:50 汚水処理施設、発電設備、造水設備、医務室、通信室、隊
長室 
















ミッド・ウィンター祭の期間を外して、5 月から 8 月にかけて、だいたい週 1 回のペース
で南極大学を開催した。日時は原則毎週月曜日の 19:30 から 20:30 で、毎回 2 名位に講義し
てもらう形式にした。各隊員が自由なテーマで 30 分ずつ持ち時間として行った。講演のはじ
めには自己紹介が行われ、互いを知るよい機会になった。また、講演のアナウンスは掲示板












２）AV 係 加藤 凡典 
メンバーは、加藤、梅津、辰巳、武田、江原、福田、森澤、井熊の 8名で、主な業務として AV
機器の管理、ソフト類の管理を行いつつ、ソフト類の個人貸出を行った。管理対象は、レーザー






 実 施 日 講 師 名 講  義  名 
武田 康男  南極の自然を写真と映像に！ 
第 1 回 5 月 4 日 
辰己 弘  気象衛星画像の見方 
森口 和雄  昭和基地のコジェネレーションシステム 
江原  基  メイキング オブ ペパクラ 第 2 回 5 月 25 日 
樋口 和生  ネパールの山・ひと・自然 
五十嵐 哲也  日立の木 
井熊 英治  ドーム基地ツアー 第 3 回 6 月 1 日 
福田 慎一  仮称”電気工事” 
伊藤 智志  オゾンホールのはなし 
第 4 回 6 月 8 日 
菅谷 重平  気象庁ドサまわり生活 
大平 正  雪上車の歴史 
第 5 回 6 月 15 日 
畑中 浩二  電気通信の歴史について 
梅津 正道  タロとジロのおはなし 
第 6 回 6 月 29 日 
佐久間 健治  徳川埋蔵金について 
村上 祐資  宇宙建築の世界 
第 7 回 7 月 6 日 
加藤 凡典  未来 
土井 ひかる  ヨガ講座 
第 8 回 7 月 13 日 
髙橋 幸祐  火山噴火を予報する 
門倉  昭  アイスランド～火山と温泉とオーロラの国 
第 9 回 7 月 20 日 
麦沢 京介  ホワイトアスパラのおいしい食べ方 
森川 健太郎  病院の外での医療 
第 10 回 7 月 27 日 
篠原 洋一  地球の酒紀行 
木塚 孝廣  本当の自己紹介 
第 11 回 8 月 7 日 
香川 博之  この人から聞けるとは思わなかった安全の話 
井口 まり  栃餅の作り方 
第 12 回 8 月 10 日 
森澤 文衛  コンピュータ（と作った人たち）の歴史 
山口 雄司 ジョーティッシュ入門 
第 13 回 8 月 17 日 
小森 智秀  私が見たジンバブエ 
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３）理髪係 香川 博之 
理髪係は、香川、江原、加藤、木塚、樋口、村上の 6名であった。国内において 2008 年 12 月
4 日に学校法人資生堂学園「資生堂秒技術専門学校」の大崎智実氏のご厚意で理髪訓練を受けた。
49 次隊からの調達参考により、ヘアコーム 2本およびダッカールピン 6個を昭和基地へ持ち込ん






理髪担当者は、表Ⅲ 2.4.5-3 のように特定の隊員に集中する傾向にあった。 
 
表Ⅲ 2.4.5-2 理髪係利用者数の推移 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計
7 6 4 7 3 4 2 6 6 8 8 6 67 
 
表Ⅲ 2.4.5-3 担当者別顧客数 
A B C D E F その他 
5 5 36 2 0 11 8 
 
４）ミシン係 井口 まり 
















































つか計画したパーティーが実施できなかった。年間の活動状況を表Ⅲ 2.4.5-4 に示す。 
 
表Ⅲ 2.4.5-4 娯楽スポーツ係の年間活動 
年 月 日 曜日 活動内容 
2009 2   活動なし 
2009 3 7 土 ひなまつり 
2009 3 15～16 土～日 貝の浜キャンプ 
2009 3 28 土 誕生会（樋口・大平・加藤・梅津・辰己・佐久間・篠原） 
2009 4 18 土 お花見 
2009 5 2 土 端午の節句 
2009 5 23 土 誕生会（武田・五十嵐・森澤・小森・香川・伊藤・村上・井熊） 
2009 6 19～23 金～火 ミッドウィンター祭（別途実行委員会を設置して開催） 
2009 7 18 土 七夕 
2009 8 8 土 誕生会（福田・土井・菅谷・森口・山口・門倉・畑中） 
2009 9 20 日 お月見 
2009 9 26 土 みずほ旅行隊壮行会 
2009 10 28 水 みずほ旅行隊慰労会 
2009 11 14 土 
誕生会（森川・木塚・髙橋・井口・江原・麦沢） 
51 次隊先遣隊員歓迎会 
2009 12 12 土 51 次ドーム旅行隊参加者壮行会 
2009 12 24 木 クリスマス会 51 次隊歓迎会 
2009 12 27 日 もちつき（おかがみ作り） 
2009 12 31 木 
～2010 1 1 金 
逝く年狂う年（51 次隊同行 TV 局生中継対応） 
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８）アルバム係 森川 健太郎 
50 次アルバム係メンバーは、森川、井口、井熊、村上、武田の 5名であった。アルバム作成に
おいては有志に支援を依頼した。 







を得た。故障以前に得たデータはリカバリーが出来なかったため内容の詳細は LAN disk の復旧を
待つより他に明らかにする手段はないのが現状である。 
 
表Ⅲ 2.4.5-5 投稿最優秀作品 
2 月 完成式 8 月 管理棟上のサンピラー／いらっしゃい 
3 月 ぷわぁ～ 9 月 オーロラシャワー 
4 月 一緒に遊ぼ！ 10 月 ばいばーい、またね 
5 月 転がる太陽 11 月 あっ・・、行っちゃった・・ 
6 月 French Night 12 月 選なし 
7 月 ライトピラー   
 


























10）新聞係 辰己 弘 
新聞紙名は、日本出発前に 50 次隊内で公募し、オーロラオーストラリス号往路乗船中に 50 次
隊全員の投票により、『50NOW（ふぃふてぃーなう）』に決定した。新聞係員は、係長１名、係員は
越冬隊員全員とし、新聞当番は越冬隊員全員による輪番制とした。創刊号は、2009 年 2 月 1日発


















夏隊員からも『50NOW なつ』も 4 部発刊され、越冬隊員から好評を得た。作成されたすべての新











11）バー係 土井 ひかる 
バー係は菅谷、高橋、森口、福田、木塚、大平、森澤、樋口、篠原、土井の 10 名であった。夏
隊を含む全隊員からの公募・投票結果に基づいて名称を「fifty-fifty」とした。越冬交代後の 1
月 30 日から 2 月 1日まで、つまみは簡易なものだったがプレオープンとして営業を行った。2月
3 日に「fifty-fifty」の看板を張り出して、正式オープンした。週 3日（火・木・土）、21 時か














12）ソフトクリーム係 麦沢 京介 
ソフトクリーム係は麦沢、加藤、梅津、香川、土井、小森、伊藤、五十嵐、福田の 9 名で運営
した。当初は 49 次隊の在庫が多数あったため在庫を使うことに専念した。一週間 24 時間体制で
運営し、日曜日に機械の清掃を行いその清掃と補充には各 2 名で一週間という体制をとった。4
月ぐらいから在庫も無くなり 50 次購入分を使い始めたが当初の体制のまま運営した。ミッドウィ
ンターではかき氷屋を開店し氷山かき氷早食い大会を企画実行した。7 月から 50 次在庫がなく
なってきたため、毎月第 2、第 4 金曜日補充し日曜日の夜に清掃という体制に切り替えた。12 月
1月は 51 次隊もいるためパーティー開催日の時に運営、翌日に清掃を行い 49 次在庫 50 次購入分
をすべて使い切った。 
13）農協係 山口 雄司 
農協係は五十嵐、井口、梅津、大平、香川、門倉、小森、篠原、高橋、武田、土井、麦沢、山








表Ⅲ 2.4.5-6 月別収穫野菜量 （単位：g） 
 レタス バジル ミント ルッコラ 胡瓜 もやし 貝割れ スプラウト
2月 2,000 13 83 0 608 632 0 0
3 月 1,800 23 0 0 832 3,800 1,887 102
4 月 2,420 112 0 150 517 5,160 647 280
5 月 2,700 100 0 200 0 8,450 2,390 280
6 月 973 369 33 0 0 950 2,671 224
7 月 912 391 29 180 0 2,800 3,881 849
8 月 1,080 250 0 436 0 3,000 1,140 431
9 月 1,090 173 34 0 0 4,400 2,060 361
10 月 1,830 399 0 0 0 3,275 3,930 684
11 月 1,800 0 0 0 0 4,050 2,630 420
12 月 2,650 431 300 100 0 2,400 600 308
1 月 600 0 0 0 0 5200 1200 230
50 次合計 19,855 2,261 479 1,066 1,957 44,117 23,036 4,013
49 次合計 16,066 1,650 314 0 0 38,760 1,526 2,886
 
14）漁協係 江原 基 
50 次漁協は高橋、村上、五十嵐、畑中、大平、香川、小森、井熊、井口、樋口、佐久間、江原
の 12 名であった。漁協の活動としては釣り大会、ライギョダマシ釣りを行った。 
ａ）釣り大会 
西の浦にて、3 月 29 日に釣り大会を実施した。1回目は参加者 10 人で、釣果は 3尾、最大サ
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10 月 18 日にオングル海峡の中央、水深 600m の地点に、アイスオガー、ゾンデ棒を使用して
ライギョダマシ釣り用の穴開け作業を行った。積雪 30cm、氷厚 170cm を 5 人がかりで 3時間を
要した。この日は強風で有ったため、作業時間を考え仕掛けの投入を断念した。10 月 21 日よ








15）ビール係 畑中 浩二 
ａ）国内におけるビール係の活動 
ビール係は門倉、篠原、井熊、森口、福田、香川、辰巳、土井、伊藤、畑中の 10 名であった。









しなかった。 昭和基地におけるビール作成の実績は表Ⅲ 2.4.5-7 のとおりである。 
 
表Ⅲ 2.4.5-7 ビール作成の実績 
回数 種   類 仕込み日 瓶詰日 本数 備考 
1 ピルスナー 2 月 8日 2 月 19 日 20 本 鮭印 
〃 ドラウト 2 月 8日 2 月 19 日 22 本 サル印 
2 エール 3 月 3日 3 月 15 日 24 本 エール(茶褐色) 
〃 黒 3 月 3日 3 月 15 日 20 本 黒ビール 
3 カナディアン 3 月 22 日 4 月 7 日 26 本 カナダピルスナー黄色系 
















7 月 26 日 8 月 20 日 22 本 通常のピルスナー 
-145- 



















でも 51 次隊に調達参考意見を送付した。50 次隊越冬中は、太陽活動の極小期を抜け出た時期











49 次隊の設置場所及び設備をそのまま引き継ぎ、1 年間管理棟 1 階の乾物庫の一角で運用し
た。トランシーバーは IC-756Pro を使用した。しかし、9 月にブリザードの静電気等により、
受信部が故障してしまった。このため、現在は FT-920 をメイン機として使用している。49 次
から引き継いだアンテナ 2 基は、2 月下旬のブリザードで破損してしまった。このためアンテ
ナは、10/18/24MHz 用のロータリーダイポール（ﾅｶﾞﾗ｢TD-1230S｣）および 14/21/28MHz 用の 4 ｴ
ﾚﾒﾝﾄ八木アンテナ（ﾅｶﾞﾗ｢TA341｣）を新たに設置して使用した。アンテナの設置は、重機を使用
できなかったため人手により設置した。次の物品調達が必要なことから、調達参考意見を 51





CV-48  3.8/7 バーチカル 中古  40 次持込   （RT 棟） 
248A  18/24 3/4el  新品  41 次持込近藤 （RT 棟） 
CL-6A  50MHｚ 5el   新品  33 次持込   （RT 棟) 
TA341  14/21/28 4el  新品  44 次持込   （乾物庫） 
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T2-3VX  18/24 3el   新品  46 次持込   （インマルカブース） 
Ｒ801ＪＸ 3.3, 3.8ＭＨｚDP 新品  46 次持込   （インマルカブース） 
TD-3040  7,10ＭＨｚDP  新品  48 次持込   （インマルカブース） 
T3-3VX  10/18/24 3el  新品  50 次持込   （インマルカブース） 
運用机の側に 430MHz らしきアンテナあり     （乾物庫） 
衛星用 制御ローテーター  中古と思われる    （乾物庫） 
同軸ケーブル 5D2V 100m 4～5 巻       （インマルカブース） 
マストベアリング台    新品  46 次持込   （倉庫棟の階段横の通信棚） 




実際には 4 月 12 日、8 月 2 日、12 月 31 日の 3 回、手打ちうどんを調理した。また、メンバー以












第 50 次隊では以下の 2項目 4観測の定常観測を実施した。 
・電離層の観測 
   電離層垂直観測（イオノゾンデ） 
   FM/CW レーダ観測 
   リオメータ吸収の測定 














事によりイオノグラムと呼ばれる画像を取得する。通常は 15 分に 1 回（毎時 1,16,31,46




観測は 46 次隊より運用を開始した 10C 型観測機にて行い、10B 型観測機はバックアップ用
とした。10C 型観測機は 46 次隊でパワーアンプ 1 台（PA1）の仮運用をし、47 次隊でもこの
運用が続いた。48 次隊でパワーアンプ 1台を修理･調整して持ち込み、2007 年 4 月 17 日より
パワーアンプ 4台の信号を合成する本来の構成になり、出力 6kW～7kW での運用を開始した。
しかし、運用開始後、PA I/F ALM や PA2、3BIAS ALM が発生し欠測したため、500W 出力を調
整し最終段の電力増幅器の出力を 5kW～6kW まで下げた。その後は概ね安定に動作し、本格的
な連続運用の開始となった。 
50 次隊でも 48・49 次隊同様、パワーアンプ 4台による運用を行ったが、PC 部 PA I/F ALM
が 12 回発生し欠測が生じることもあった。この ALM 発生に関しては、国内でメーカを含め原
因調査を行っているが結論は得られず、今次隊で発生した殆どの事例において、復旧のため
にシステムを再起動する必要があった。また2009年3月24日に観測データを衛星回線でデー
タ伝送する前に一時保存する外付け HDD が故障し 22 点欠測、予備の HDD に交換し復旧。他に
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CPU 部 ADSP CLK ALM が 8 回、高出力電力増幅部 VSWR ALM が 1 回、PC 部 WS SEND ALM が 1 回




・PC 部 PA I/F ALM（発生回数 12 回、合計欠測回数 76 点） 
  2009 年 2 月 8日 12:16（LT）発生、欠測なし 12:31（LT）自動復旧 
  2009 年 2 月 11 日 18:16（LT）発生、2点欠測、18:46（LT）電源切再起動復旧 
  2009 年 2 月 25 日  00:16（LT）発生、1点欠測、08:52（LT）電源切再起動時欠測 
  2009 年 3 月 15 日   15:46（LT）発生、4点欠測、16:54（LT）電源切再起動復旧 
  2009 年 4 月 24 日  23:01（LT）発生、35 点欠測、25 日 07:51（LT）電源切再起動復旧 
  2009 年 5 月 30 日   14:46（LT）発生、8点欠測、16:34（LT）電源切再起動復旧 
  2009 年 7 月 6日   18:16（LT）発生、１点欠測、7日 16:05（LT）電源切再起動時欠測 
  2009 年 8 月 25 日  10:16（LT）発生、 6 点欠測、11:58 （LT）電源切再起動復旧 
  2009 年 10 月 19 日 11:16（LT）発生、18 点欠測、15:55 (LT）電源切再起動復旧 
  2009 年 10 月 29 日 18:16（LT）発生、欠測なし 30日00:43 (LT）電源切再起動ALM解除 
  2009 年 12 月 27 日 20:01（LT）発生、 1 点欠測、22:36 （LT）電源切再起動時欠測 
  2009 年 1 月 28 日 12:01（LT）発生、 欠測なし、23:19 （LT）電源切再起動 ALM 解除 
・PC 部 FILE ALM、外付け HDD 故障（発生回数 1回、合計欠測回数 22 点） 
  2009 年 3 月 24 日 19:01（LT）「ファイル内容不正」、同時刻「PC 部 FILE ALM 発生」 
  外付け HDD 交換、25 日 04:45（LT）システム再起動で観測再開（復旧） 
２）FM/CW レーダ観測  
ａ）観測概要 
パルスドチャープ（Frequency Modulated Interrupted Continuous Wave、FM/CW）方式の




FM/CW レーダは、47 次隊よりイオノゾンデ 15 分観測から 1 分観測モードに変更し連続観測
を開始し、48 次隊でも同様の観測を継続した。48 次隊との引継ぎ期間中である 2008 年 1 月




信の開始時間を変更（毎正分から毎 1:44 秒,3:44,5:44･･･、1 分間隔から 2 分間隔、40 秒間
送信から 100 秒間に変更）し、2.4MHz の送信時間が MF レーダの観測時間と合致しないよう
な観測スケジュールを設定し、混信が無いことを確認している。49 次隊に引き続き 50 次隊
でもこのような 2分観測を行った。 





ザードで静電気が発生し、静電気のノイズによって PC に増設した A/D コンバータが誤動作し







年月 09/2 09/3 09/4 09/5 09/6 09/7 09/8 09/9 09/10 09/11 09/12 10/1 合計
欠測数 206 398 296 892 389 503 126 253 1 5 2868 19 5956  






5本、受信 3素子八木 16 本 2 系統を使用し、観測データは記録計計算機（PC）の DVD-RAM に記
録される。 
２）観測経過 
50MHz オーロラレーダは 46 次隊で修理のために持ち帰った観測機器一式、マトリックスボッ
クス 2 台、アンテナ切替器を 48 次隊で持ち込み、2007 年 4 月 2 日から約 2 年ぶりに運用を再
開した。しかし、宙空部門の地磁気絶対観測の機器にオーロラレーダの送信信号が影響してい
ることが判明したため、2007 年 7 月以降、毎月の地磁気絶対観測の時に送信を停止している。
50 次隊でも同様の手続きを取り、延べ計 30 回観測の一時停止を行った。また、48 次隊で宙空
部門のイメージングリオメータ（以下 IRIO）の観測に混信を与えていることが判明し、49 次隊
でアイソレータ等を持ち込み、48 次隊との引継ぎ期間から越冬開始後しばらくの間、観測を断
続的に停止し、複数の混信対策を試行した。最終的には送信の 50MHz に対して 1/2λ長先端オー
プンのスタブを作成・挿入し、38MHz で 20ｄB 以上のフィルタ特性が得られ、IRIO への混信が
殆どないことを確認した。このスタブを挿入しての運用は、2008 年 2 月 19 日から開始した。
越冬中の欠測としては、ブリザードや強風によるアンテナエレメント折損等に伴う送受信アン
テナ保守に伴うものが多く、他にソフトウェアや制御 PC の不具合、停電などによるものがあっ
た。2009 年 1 月 16 日には、50 次隊が持ち込んだアイソレータへの入替を行った。2009 年 12
月 14 日から宙空部門の下部熱圏探査レーダ （ー以下 PANSY）の試験電波（47MHz）が発射され、
50MHz オーロラレーダのエコーに現れた（混信）、国内で NiCT と PANSY（極研）のそれぞれの観
測責任者が相談、まずはある程度の時間の運用を行い、状態を見るということとなった。2010
年 2月 3日にデータ保存用のDVD-RAMディスクを持ち帰るため観測機器を停止し、新規DVD-RAM
ディスクを交換して 51 次隊の観測を再開した。 
３）不具合発生及び停止時間（欠測時間） 
2009 年 2 月 2 日  送信アンテナ＃4 磨耗によりキャスタークランパーを交換 13:17～17:17
（LT） 
2009 年 2 月 21 日～20 日の A 級ブリザードにより送信アンテナ＃1倒壊、ブーム、エレメント、
輻射エレメント、パイプクランパー、マストを交換。0:18～23 日 13:50（LT） 
2009 年 2 月 25 日 受信アンテナ東面＃4 反射エレメントの折損、パイプ P1 交換、東面＃7、
＃10、＃12、＃14 の輻射エレメントの折損、キャスタークランパーを交換、
インピーダンス、VSWR（1.5 以下）測定結果異常なし。 9:20～17:23（LT） 
2009 年 2 月 26 日 受信アンテナ南面＃7 反射エレメントの折損とパイプ P1 を交換。イン
ピーダンス、VSWR（1.5 以下）測定結果異常なし。08:17～0:40（LT） 
2009 年 3 月 10 日 送信アンテナ＃3の振り止め用の支線が切れ、補修 
2009 年 3 月 20 日 送信アンテナ＃4の振り止め用の支線が切れ、補修 
2009 年 5 月 18 日 08 頃（LT）送信機本体から 10 数分に 1 回の割合でビーという異常音（単
発音）が発生（送信機など異常を示す ALM 表示はなし）。外の風が強まるに





ブリザードによる静電気が原因と思われる。18 日 13:06（LT）～20 日 15:12
（LT） 
2009 年 5 月 20 日 受信アンテナ南面＃9と＃11 のエレメントの折損、交換。インピーダンス、
VSWR（1.5 以下）測定結果異常なし。13:31～15:57（LT） 
2009 年 7 月 10 日 受信アンテナ南面＃2、＃3、＃6 エレメントの折損、交換、14:11～16:36
（LT） 
2009 年 7 月 11 日 受信アンテナ南面上記のアンテナのインピーダンス、VSWR（1.5 以下）測
定結果異常なし。停止時間 11:45～12:10（LT） 
2009 年 7 月 28 日 パワーアンプの Missmatch の LED 点灯、送信のダブルパルスの出力なし、
電源再起動で復旧 17:45（LT） 
2009 年 8 月 10 日 送信のダブルパルスの出力なしの現象が継続して発生（8/16,8/19,8/20,
8/21,8/23）パワーアンプの電源再起動で復旧 
2009 年 12 月 2 日 受信アンテナ系の定期点検（インピーダンス、VSWR の測定）を行い、南面
＃11VSWR が 2.0（1.5 以下正常値）他は異常なし 13:50～14:57（LT） 
2009 年 12 月 5 日 定期点検で VSWR の値が高かった受信アンテナ南面＃11 の輻射ユニットと
エレメントの祈損していたエレメントの交換（VSWR測定し1.5以下）、13:59
～15:30（LT） 
2009 年 12月24日 送信ケーブルの測定（インピーダンス、VSWR）及び芯線調整に伴う観測停
止、インピーダンス、VSWR（1.5 以下）異常なし。10:46～15:33（LT） 
2010 年 1 月 12 日 送信のダブルパルスの出力なし、電源再起動で復旧 09:38（LT） 
2010 年 1 月 18 日 送信アンテナ＃4 磨耗によりキャスタークランパー交換 16:48～20:40
（LT） 
2010 年 1 月 31 日 送信のダブルパルスの出力なし、電源再起動で復旧 07:07（LT） 
４）地磁気絶対観測期間中の停止（原則毎月1回であるが地磁気観測機器の不具合により月数回有り） 
2009 年 2 月 9 日  13:25～16:21（LT）、2009 年 2 月 12 日 13:35～16:05（LT）、 
2009 年 2 月 17 日  14:06～15:37（LT）、2009 年 2 月 24 日 13:11～16:00（LT）、 
2009 年 3 月 20 日  13:56～15:05（LT）、2009 年 4 月 24 日 14:45～15:40（LT）、 
2009 年 4 月 30 日  14:01～14:45（LT）、2009 年 5 月 25 日 13:31～15:57（LT）、 
2009 年 6 月 24 日  13:40～15:30（LT）、2009 年 6 月 28 日 13:20～14:38（LT）、 
2009 年 7 月 25 日  14:15～15:28（LT）、2009 年 8 月 24 日 14:27～15:28（LT）、 
2009 年 9 月 25 日  14:25～15:14（LT）、2009 年 9 月 26 日 14:20～15:19（LT）、 
2009 年 10 月 11 日 14:20～15:41（LT）、2009 年 10 月 22 日 15:06～15:58（LT）、 
2009 年 10 月 26 日 14:13～15:17（LT）、2009 年 10 月 27 日 14:01～15:11（LT）、 
2009 年 10 月 28 日 14:18～15:28（LT）、2009 年 11 月 9 日 12:31～12:57（LT）、 
2009 年 11 月 26 日 11:48～13:10（LT）、2009 年 11 月 27 日 12:50～14:30（LT）、 
2009 年 12 月 14 日 13:35～13:39（LT）、2009 年 12 月 26 日 10:22～11:19（LT）、 
2009 年 12 月 26 日 14:01～16:07（LT）、2009 年 12 月 28 日 15:00～16:13（LT）、 
2010 年 1 月 5 日  16:00～17:10（LT）、2010 年 1 月 24 日 15:23～16:01（LT）、 
2010 年 1 月 26 日  11:00～12:01（LT）、2010 年 1 月 26 日 14:07～17:13（LT）、 
（計全 30 回） 
５）送受信アンテナの保守 
2009 年 12 月 2 日受信アンテナの定期点検（インピーダンス、VSWR の測定）を行った。また
51 次隊との引継ぎ期間である 2009 年 12 月 24 日に、送信アンテナのインピーダンスと VSWR の




コネクタ面からの距離を確認し、必要なものについては 12 月 24 日の点検（51 次との引継ぎ兼
ねて）と合わせて調整を行った。 










電離層棟から 3.1mm 3.1mm  
 
ｂ）受信系（2009 年 12 月 4 日） 
表Ⅲ.3.1.1.2-2 にインピーダンスと VSWR の測定結果を示す。VSWR の値は 1.5 以下を異常
なしとする。 
表Ⅲ.3.1.1.2-2 インピーダンスと VSWR の測定値 
ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ（Ω） VSWR ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ（Ω） VSWR
＃１ 45.8 1.17 55.8 1.12
＃２ 46.9 1.14 60 1.24
＃３ 44.9 1.14 55.2 1.12
＃４ 47.1 1.2 50.1 1.06
＃５ 57.2 1.15 55.1 1.17
＃６ 44.9 1.2 53.6 1.12
＃７ 47.1 1.15 53.6 1.07
＃８ 46.1 1.14 55.2 1.1
＃９ 44.1 1.17 57.2 1.17
＃１０ 45.6 1.1 53.6 1.08
＃１１ 41.4 1.23 56.6 1.21
＃１２ 49.1 1.1 53.6 1.1
＃１３ 41 1.46 52.1 1.14
＃１４ 45.4 1.14 54.1 1.1
＃１５ 43.3 1.17 53.4 1.08































層電離の影響は VLF～HF 帯に及ぶ、観測方法は天頂に向けた 5 素子八木アンテナと RIO











































2009 年 1 月、40m デルタアンテナの建設候補地（2010 年 1 月 51 次建設）の測量及び調査を
行った。また 2010 年 2 月には 53 次（2012 年 1 月）で建設を予定している予備の 40m デルタア
ンテナの建設候補地等についての測量及び調査を行った。 
３）その他 







3.1.2 気象【T2】 菅谷 重平・土井 ひかる・辰己 弘・小森 智秀・伊藤 智志 
50 次隊はオーストラリアの庸船により、例年より約 1か月遅い 2009 年 1 月 13 日に昭和基地入りし
たあと、1月 28 日に 49 次隊から観測を引き継いだ。その後 2010 年 1 月 31 日まで観測を行い、2月 1













タを取得した。また、S16 ではロボット気象計による観測を、向岩ルート上の 2 か所では移動気
象観測装置による観測を行った。 
高層気象観測では、1日 2回（00UTC と 12UTC）の GPS ゾンデ観測を行った。データ受信不良や
強風のため、欠測 18 回・再観測 27 回があった他は概ね順調に観測を行った。 






オゾンゾンデ観測は合計 60 台を飛揚した。50 次隊持ち込みの RS-KC02G 型オゾンゾンデには、
低温下で変調不良が発生する不具合があったが、対策を施して概ね順調に観測データを取得した。 






















観測項目 測器名 感部形式 備考 
気圧 電気式気圧計（静電容量型） PTB-220 気象棟内変換部に内蔵、感圧 3センサータイプ
気温 電気式温度計（白金抵抗型） MES-39205 百葉箱内強制通風式通風筒に設置 
湿度 電気式湿度計（静電容量型） HMP-233LJM 百葉箱内強制通風式通風筒に設置、高分子薄膜型
風向・風速 風車型風向風速計（FF-11 型）MES-39207 測風塔（地上高 10.1m）に設置 
全天日射量 全天電気式日射計 MES-39233-01 気象棟西側旗台地に設置、日照計と一体型 
日照時間 太陽追尾式日照計 同上 気象棟西側旗台地に設置、日射計と一体型 
積雪深 積雪計（超音波式） MES-39208 観測棟北側海岸に設置 




測を行った。大気現象については 11 月 23 日を除いて常時観測を行った。11 月 23 日は、基













型通風乾湿計による比較観測は、定期保守として 3 か月に 1 回行うとともに、通風筒内の清
掃時等に随時行った。 





















2 月 20 日には発達した低気圧の接近により最大風速 47.4m/s を記録し、昭和基地における極
値を更新した。また、8月 1日には越冬期間中の最低気温である－38.5℃を記録した。その他、




 図Ⅲ.3.1.2.1-1 旬平均気温の年変化  図Ⅲ.3.1.2.1-2 旬合計日照時間の年変化








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































海氷の安定した 2009 年 3 月から 2010 年 1 月まで、北の浦の海氷上において、竹竿を利用した雪
尺を 20m 四方に 10m 間隔で計 9 本設置し、週 1 回雪面上の雪尺の長さを測定し、海氷上の積雪深の
変化量を観測した。 
 
3.1.2.3 地上気象観測（S16 気象ロボット連続観測）【T2_1_3】 
49 次隊から引き継いで S16（P50）に設置しているロボット気象計での観測を行った。ロボット気
象計からの電波を昭和基地の自動追跡型方向探知機を用いて受信し、気圧、気温、風向・風速の各
観測データを取得した。電源は、サイクロン電池 3個を 45 次隊が設置した風力発電機によって充電
しながら使用した。 
 
3.1.2.4 地上気象観測（S16 気象ロボット保守）【T2_1_4】 
3 月 18 日から 3 月 22 日にロボット気象計からの受信が正常にできなくなり、一旦自然復旧した




機器障害により、8月 16 日から 9月 2日、9月 27 日から 11 月 8日、11 月 21 日から 12 月 4日まで
観測を中断した。 














気象庁高層気象観測指針に基づき毎日 00UTC と 12UTC の 2 回、ヘリウムガスを充填した自由
気球に GPS ゾンデを吊り下げて飛揚し観測（GPS ゾンデ観測）を行った。GPS ゾンデ信号の受信
ならびにその信号処理（測位および観測要素の計算など）、作表、気象電報作成等は、GPS 高層
気象観測システムを使用した。 
4 月 21 日 00UTC から 11 月 30 日 12UTC の期間は気球の油漬け処理を実施後飛揚した。また、
上層の気温が低下する冬期を中心に、より高い高度のデータ取得を行うため、5 月 1 日から 10
月 31 までの毎日 00UTC の観測では高高度 GPS ゾンデ観測を実施した。 












電池 単三型リチウム電池 2本 
GPS ゾンデ観測: 600g 気球、浮力 1800g 
気球 
高高度GPSゾンデ観測: 1200g 気球、浮力 1900g 
その他 強風時に使用 




50 次隊は、2009 年 2 月 1 日 00UTC より 2010 年 1 月 31 日 12UTC まで観測を行った。50 次隊
で修理・改修し持ち込んだ GPS 受信演算処理器やデータ処理部 PC は順調に稼働した。 





           
2009 年          2010 年




飛揚回数 55 67 66 62 61 61 63 58 63 61 63 63 743
定時観測回数 54 61 59 59 59 59 61 58 62 60 62 62 716
欠測回数（※1） 2 2 1 3 2 4 1 2 0 0 0 1 18
資料欠如回数（※2） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
再観測回数 1 6 7 3 2 2 2 0 1 1 1 1 27
回数  27 31 30 30 29 30 30 30 31 30 31 31 360
平均 hPa 8.6 42.1 16.3 10.1 8.2 9.8 8.1 8.3 8.6 19.7 11.4 41.6 16.1
平均 km 32.5 30.1 27.6 30.0 29.9 29.6 29.6 30.2 30.8 26.9 31.0 30.7 29.9
最高 hPa 7.3 6.7 8.7 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.1 12.6 7.7 7.3 5.0
00UTC 
最高 km 33.6 33.0 30.1 33.4 32.6 32.1 31.9 32.1 34.2 29.2 33.6 34.1 34.2
回数  27 30 29 29 30 29 31 28 31 30 31 31 356
平均 hPa 10.2 9.4 10.9 10.7 44.0 43.4 9.1 10.9 11.2 15.4 11.6 11.1 16.5
平均 km 32.0 31.5 29.6 28.7 27.1 27.3 28.4 28.3 28.5 28.6 31.3 31.4 29.4





最高 km 36.6 35.9 34.3 31.1 31.4 31.9 31.9 33.4 31.6 32.4 35.5 35.1 36.6






Ⅲ.3.1.2.5-3 に示す。50 次隊で使用予定となっていたヘリウムガスカードルは、50 次隊の往
路の輸送がオーストラリアの庸船のため 49 次隊で持ち込まれ、第一廃棄物保管庫横の露天に借
り置きされていたが、2009 年 1 月（50 次隊到着前）に 49 次隊使用済みカードルとの積み替え
-160- 
が実施されていた。また、49 次復路の輸送も庸船のため、49 次隊使用済みカードルおよび単管
ボンベは 50 次隊使用済み分と合わせて 50 次隊での持ち帰りとなった。 
 
表Ⅲ.3.1.2.5-3 ヘリウムガス運用状況 
 カードル 単管（6㎥） 単管（7㎥） 
第 49 次隊から引継 未使用 68 基・空 43 基  未使用 22 本・空 32 本 0本  
第 50 次隊持ち込み 0 基 0本 0本  
（第 50 次隊運用数合計 111 基 54 本 0 本）
  
第 50 次隊持ち帰り 87 基 54 本 0 本  






オゾン全量観測は、大気路程（μ）が 1.4～3.5 の間に太陽北中時と午前午後各 2回の 1日計
5回、それぞれ AD 波長組による太陽直射光および天頂光観測を行った。太陽高度角が低くなり
AD 波長組による観測が不可能な時期は、μが 4.5～6.5 の間に CD 波長組により同様の観測を行
い、CD 天頂光観測はμが 7.0 まで実施した。なお、太陽光による観測ができない冬期間（2009
年 4 月 28 日～8 月 14 日）には月光直射光による観測を行った。また、測器の保護のため悪天
時には観測は行わなかった。 
オゾン反転観測は天頂が晴れているときに、太陽天頂角 60 ﾟ～90 ﾟまでのロング反転観測と









 2009 年          2010 年  
  2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計
全量観測日数 
(太陽光)*1 
24 25 19 - - - 9 24 26 26 29 31 213
全量観測日数 
(月光)*1 
- 2 3 10 4 7 5 6 1 - - - 38
反転観測日数 
(ロング)*2 
8 5 - - - - - 4 11 11 2 11 52
反転観測日数 
(ショート)*2 
0 3 3 - - - 1 8 3 2 0 0 20






4 月の月平均オゾン全量（264m atm-cm）は過去 4番目、8月の月平均オゾン全量（218m atm-cm）
は過去 5番目、10 月の月平均オゾン全量（162m atm-cm）は過去 5番目に少なかった。6月の月
平均オゾン全量（253m atm-cm）は過去最も少なかったが、5月から 7月は毎年月間の観測日数
が非常に少なくなることに注意が必要である。 
8 月中旬から 10 月下旬まで、オゾンホールの目安である 220m atm-cm をほぼ継続して下回っ
た。9 月下旬と 10 月中旬に非常に少ないオゾン全量が観測され、10 月 13 日と 14 日に 2009 年










































































観測項目 測器名 型式 備考 
反射日射量観測 精密全天日射計 



























6 月 14 日に下向き放射観測データの収録用 PC を更新した。しかし、その後データロガー
から PC へデータを送信する際に通信障害が頻発したため、7 月 3 日に旧 PC に戻して観測を
再開した。原因は、データロガーから PC へデータ転送するソフトウェアに不具合があったこ
とによる。今後、51 次隊でソフトウェアを更新する予定である。 
9 月 3日から 6 日にかけて、放射収支計を予備器と交換した。 
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11 月 3 日より、上向き放射観測用の精密全天日射計および精密赤外放射計について予備器
との並行観測を開始し、12 月 2日に予備器と交換した。 
12 月 20 日から 1月 11 日まで、上向き用の紫外域日射計について予備器との並行観測を実
施し、1月 23 日に予備器と交換した。しかし、測器温度の自動調節に不具合があったため、
1月 28 日に元の測器に戻して運用を再開した。 





ブリューワ分光光度計 MKⅢ（168 号機）については、2月 20 日に最大風速 47.4m/s を記録
した暴風雪のため、ブリューワ本体をトラッカーに固定する 4 本のねじのうち 2本が振動に
より脱落、紛失した。また、7 月 10 日に内部水銀ランプを交換した後、プッシュロッドに 2
度の不具合が発生したため、13 日まで運用を休止した。 
ブリューワ分光光度計 MKⅡ（091 号機）については、3 月 21 日から 5 月 11 日にかけて現
用器であるブリューワ分光光度計 MKⅢ（168 号機）との並行観測を行った。 
ｃ）大気混濁度観測 
1 年間順調に観測を行った。なお、12 月 23 日より 51 次隊持込みの PMOD 製 PFR（368nm、






気象庁オゾン観測指針に基づき、ヘリウムガスを充填し浮力を 3400g とした 2000g 気球に





オゾンゾンデ 54 台を持ち込み、49 次隊からの引き継ぎ分をあわせて 60 台を飛揚した。毎月












  2009 年                         
  2 月   3 月 4 月  5 月  6 月  7 月  
 1 21.7 *2 7 5.0 1 37.9 *1 8 7.8 5 150.9 *1 1 5.9 
日 
 11 223.3 *1 16 4.5 6 7.6 11 98.6 *1 13 43.8 *1 9 8.7 





(hPa)  23 5.4    27 7.2 23 3.8 *3 23 4.4 *3
          29 6.1 
  2009 年            2010 年  
  8 月  9 月 10 月  11 月  12 月  1 月  
 2 4.6  1 7.3 4 9.3 6 10.5 3 5.9  4 6.8  
日 
 10 5.4 *3 3 4.6 12 20.9 *2 8 42.0 *1 8 7.7  24 6.4  





(hPa)  14 5.3 *3 13 8.9 20 7.1 14 10.6 16 8.3    
   20 4.9  15 8.1 22 9.1 18 12.3 23 6.9    
   23 6.9  20 5.0 28 7.8 25 11.7 28 99.9 *1   
   27 4.9  22 6.5 30 9.1     
     24 6.0     
           30 9.2                    










し、サンプリング間隔 12 秒で連続観測した。 
２）観測経過 
2009 年 1 月に、49 次隊使用のオゾン濃度計 2 台（101A、101B）と 50 次隊持ち込みのオゾン
濃度計 2 台（456、A1111-1）の相互比較を行い、各オゾン濃度計の感度較正および経時変化の
確認を行った。その後、456 により観測を開始した。 

























850hPa 天気図 風向・風速、相当温位 
500hPa 天気図 高度、気温、相対渦度 
100hPa 天気図 高度、気温 
30hPa 天気図 高度、気温 



















・AMPS（Antarctic Mesoscale Prediction System） 
・オーストラリア気象局作成インド洋地上天気図 









気象情報提供用のホームページを 49 次隊から引き継ぎ、気象棟内の WEB サーバに JMA-95 型地
上気象観測装置の観測データを 10 分毎に転送、準リアルタイムで気象データを基地内 LAN 経由
で提供した。その他、極値や平年値等の統計値もあわせて提供した。基地内のホームページへ
は、極地設営室調達のノート PC を借り受け、気象情報提供用の専用 WEB サーバとして運用し、
情報提供を行った。 
昭和基地周辺の活動以外にも、50次および51次のセールロンダーネ山地地学調査隊に対し、
活動地域周辺の気象情報を提供した（50 次：2009 年 1 月 28 日から 2月 11 日、51 次：2009 年
11 月 16 日から 2010 年 1 月 31 日）。また、DROMLAN 支援のためにノボラザレフスカヤ基地（ロ
シア）やノイマイヤー基地（ドイツ）などの関係各国基地に対し、昭和基地および周辺の気象
情報を提供した（2009 年 11 月 13 日から 2010 年 1 月 31 日）。さらに、51 次隊チャーターの観
測隊ヘリコプターやしらせ搭載ヘリコプターの運航支援のためにも昭和基地や周辺の気象情報
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を提供した（2010 年 1 月 2日から 1月 31 日）。 
３）天気概況 
ａ）2009 年 2 月 
上旬から中旬前半にかけては、高気圧に覆われて晴れる日と、低気圧の接近により曇りや
雪となる日が 2～3日ごとに訪れた。中旬後半から下旬にかけては、昭和基地付近で低圧部が
停滞気味となったため、曇りや雪の日が多かった。特に 19 日から 21 日にかけては発達した
低気圧が接近したため暴風雪（20 日から 21 日にかけては A 級ブリザード）となり、特に 20
日には日最大風速 47.4m/s（昭和基地の極値を更新）、日最大瞬間風速 54.3m/s を記録した。 




により曇りの日が多くなった。ブリザードは中旬までに A級が 3回、C級が 1回あった。 
ｃ）2009 年 4 月 
月の初めと終わり頃は高気圧に覆われ晴れて気温の低い日が多くなり、月平均気温・最高
気温月平均が低いほうの記録となったが、月間を通しては昭和基地の北海上で低圧部が停滞
傾向となったため曇りや雪の日が多く、発達した低気圧が接近した 11 日～14 日と 24 日～27
日には、それぞれ A 級と B級のブリザードとなった。また、中旬から下旬にかけては昭和基
地北側の低圧部と大陸の高気圧との間で気圧傾度が強まることが多く、風の強い日が多く
なった。 




B級、18 日～20 日に A級）となった。 




（A級 1回・B 級 3回・C 級 1 回、ブリザード日数は計 10 日）となった。 




級 3回・C 級 1 回、ブリザード日数は計 10 日）となった。 
ｇ）2009 年 8 月 
月間を通して昭和基地上空では寒気場が継続し、地上付近では低圧部となったため雲が広
がりやすく、雪の日が多くなった。特に低気圧が接近した 16～18 日、22 日、26 日には、そ
れぞれ A級、C 級、C級のブリザードとなった。 
これに対し、高気圧に覆われ晴れた日には気温が下がり、最低気温が－30℃未満となる日
が連続することがあった。特に 1日には 50 次隊越冬期間中の最低気温である－38.5℃を記録
した。 
ｈ）2009 年 9 月 
上旬から中旬にかけては、高気圧に覆われて晴れる日と、低気圧の接近により曇りや雪と
なる日が数日ごとに訪れていたが、下旬は低気圧が昭和基地に接近する日が多くなり、雪の
日が多くなった。発達した低気圧によるブリザードは A 級が 2 回（8 日～12 日と 26 日～28
日）あった。 
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ｉ）2009 年 10 月 
上旬から中旬にかけては、昭和基地の北海上を低気圧が次々と通過したため、曇りや雪の
日が多かったが、下旬には大陸または北海上からの高気圧に覆われて晴れる日が多くなった。
発達した低気圧の接近によるブリザードは、上旬に C 級が 1回、下旬に B級が 1 回あった。 
ｊ）2009 年 11 月 
上旬と下旬は、昭和基地付近に低気圧が接近・通過したため雪の日が多く、特に発達した
低気圧が接近した下旬には 2回のブリザードが発生した（いずれも C 級）。これに対し、中旬
は高気圧に覆われ晴れる日が多くなり、旬平均雲量は少ないほうの、日照時間旬合計は多い
ほうの記録となった。 











各月のブリザードの内容を表Ⅲ.3.1.2.10-1 に示す。視程 1km 未満で風速 10m/s 以上の継続
時間が 6時間以上の場合をブリザードと定義している。階級基準は以下のとおりである。 
・A級：視程 100m 未満で風速 25m/s 以上の継続時間が 6時間以上 
・B級：視程 1km 未満で風速 15m/s 以上の継続時間が 12 時間以上 
・C級：A級、B級基準を満たさないブリザード 
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































野外行動中に風の急変が報告された向岩ルート上の M11 と向岩手前の M15 の海氷上 2 か所に装置
を設置し、5月 25 日より観測を開始した。気圧、気温、湿度、風向・風速、日射量の各観測データ
をメモリに収録し、約 1か月に 1回、データ回収および点検を実施した。9月 25 日のデータ回収作
業の際、M15 に設置していた移動気象観測装置の三脚下にプレッシャーリッジのクラックが伸びて




IGS 網－昭和基地 GPS 連続観測点の維持・管理【T3-3】 村上 祐資 
【概要】 
IGS 網 GPS 連続観測点は、第 36 次隊で設置して以来、連続観測が続けられている。GPS アンテナ
には、重力計室西方の岩盤上に固定されたピラーに固定され、レドームで保護されたチョークリン
グアンテナを使用している。GPS アンテナからは、重力室までの約 60m の区間、同軸ケーブルが敷
設され、重力計室内の 2 周波 GPS 受信機に接続されている。GPS 受信機の時計の精度を向上させる
ため、セシウム原子時計からの基準信号を取り込み、より安定した基準周波数で GPS 電波の観測を
行っている。GPS 受信機は、第 49 次夏隊の高畑隊員により、Trimble NetRS 2 台の並列運用とされ、
堅牢化が図られている。以上のシステムに無停電電源装置 2台が備え付けられている。 
GPS の収録は 1 秒間隔で行われ、30 秒間隔に間引かれたデータが、自動的に CDDIS (米国)のサーバー
に伝送され、国際的に公開されている。 
【経過】 








潮位観測装置の保守、アナログ記録計の記録紙交換及び験潮カブースの保守【T5-1】 村上 祐資 
【概要】 
西の浦に設置された水圧式験潮器 2 台の潮位データを、地学棟内に設置された打点式記録機及び
収録 PC にて、それぞれアナログ及びデジタル連続収録を行っている。PC で収録されたデジタルデー
タは、電子メールを介して、国内へ自動転送している。 
【経過】 
観測は概ね順調であった。2月 10、11 日、3月 22、23、25、27、28、29 日、4月 7、17、18、20、
21、22、23 日、5月 1、2、3、4、5、6、7、8、9、10、24、25、26、27、28、29、30 日、6月 1、2、
29、30、7 月 2、3、4、5、6 日、8 月 15、16 日、10 月 30、31 日、11 月 1 日には、電子メールを介
したデータ自動転送の国内側受信サ−バ−に不具合が発生し、データの自動転送が行われなくなった。
この間は手動でデータ転送を行った。7月 17 日に、南極潮位計システムにエラ−が発生し、17、18、
19 日のデ−タが欠測した。原因は Windows PC の長期連続使用に伴うハングアップによるもので、収
録 PC の再起動を行うことで復旧した。以後 4 ヶ月に 1度、収録 PC の再起動を行った。打点式記録
機及び復調機の時刻あわせは、5 秒ずれた時点で適宜行った。2010 年 1 月 15 日に、51 次夏隊が持
ち込んだ新規潮位観測装置の設置を行った。1 月 20 日まで新旧潮位観測装置の平行運用を行い、1































































(a) 埋まっていた装置            (b) 掘り出し作業の様子 
写真Ⅲ.3.2.1.1.2-1 H57 無人磁力計 
 
51 次隊より、H57 に代わり H68 で観測を行うことが急きょ決まったため、10 月 23 日に H68
（緯度：S69°11’27.1”、経度：E41°03’20.8”）の風下、ルートに対して 90°、200m の地点
に写真Ⅲ.3.2.1.1.2-2 のようにドラム缶 3 個、赤旗 8本を立て、移設地点の目印とした。 
 
 
写真Ⅲ.3.2.1.1.2-2 H68 新設場所の目印 
 
10 月 21 日 07:45UT にみずほ基地の無人磁力計（BAS モデル）に近づき、外観確認の後、写
真撮影を行った。ロガー内部への雪の吹き込みはなかった。電源電圧を確認したところ
14.12V あり、システム動作に必要な 12V 以上あることを確認した。07:52UT にロガーを停止
し、49 次隊が設置したロガー（L54/07）を撤収し、今回持込んだロガー（L45/04）を設置し





確認の LED が点灯し正常に観測を開始した。 
MD364 およびドームふじの無人磁力計（BAS モデル）については、ドーム旅行隊にデータ回









3.2.1.1.3 SuperDARN 大型短波レーダー観測【GS-1_3】 香川 博之・高橋 幸祐 
１）概要 


















1 月 18 日 
HF1M#10 修理、EL7 下サドル交換（ただし、改良 D5 が見当たらず、アルミ D5 を使用）、フェー
ズラインスペーサ 6-7 間挿入。 
2 月 6日 HF1M#01-16, HF1I#01-04 の VSWR 測定（修理前の状態確認）。 
2 月 7日 HF1M#10 修理、EL7 下サドル再交換（改良 D5）、EL4 下,EL5 下,EL6 上サドル交換。 
2 月 8日 HF1M#02 ブーム先端の振留め金具損傷以外に目立った障害なし。 
交換部品発見できず、振留め線をブームフレームに直接巻きつけて固定。 
HF1M#03 フェーズライン下側 F4 先端の円錐形部分の分離を発見。交換部品がないため、
ねじ込み接続。 
HF1M#02, HF1M#03, HF1M#10 の VSWR 測定（修理後の状態確認）。 
2 月 9日 HF1M#01 修理、EL2 下, EL3 下,EL4 下,EL6 上,EL8 下,EL9 下,EL10 下サドル交換、EL5,EL6
エレメントインシュレーターの Uボルトの締直し、下側フェーズラインジョイント部分の
損傷のため F11 と F6 を交換。 
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2 月 12 日 HF1I#04 修理、EL3 下,EL6 下,EL8 下,EL10 下サドル交換、フェーズラインスペーサ 6-7 間
挿入。 
2 月 13 日 HF1I#04 修理、EL1 下,EL2 下,EL3 下,EL4 下,EL5 下,EL6 下,EL7 下サドル交換、フェーズラ
インスペーサ 6-7 間挿入。 
2 月 14 日 HF1M#04 修理、EL1 下,EL2 下,EL3 下,EL4 下,EL5 下,EL6 下,EL7 下サドル交換、フェーズラ
インスペーサ 6-7 間挿入。 
HF1M#01,HF1I#01, HF1I#04 の VSWR 測定（修理後の状態確認）。 
2 月 15 日 HF1M#11 修理、EL6 下サドル交換。 
HF1M#12 修理、EL3 下,EL4 下,EL5 下,EL6 下,EL7 下サドル交換、フェーズラインスペーサ
6-7 間挿入。 
2 月 16 日 HF1M#14 修理、EL5 下サドル交換、フェーズラインスペーサ 6-7 間挿入。 
HF1M#13 修理、EL9 左を P6 に交換。 
HF1M#01 修理、EL3 下,EL10 下サドル交換、EL10 左の P7,P13 交換。 
2 月 18 日 HF1M#01, HF1M#11-14 の VSWR 測定（修理後の状態確認）。 
HF2M#01-16, HF2I#01-04 の VSWR 測定（修理前の状態確認）。 
2 月 22 日 A 級ブリザード（史上最大平均風速を観測）襲来のため、アンテナの外観点検。 
3 月 3日 A 級および C級ブリザード襲来のため、HF1M#01-16, HF1I#01-04,HF2M#01-16, HF2I#01-04
の VSWR 測定。 
3 月 7日 HF2M#01 修理、EL10 左の P13 交換、EL4 右の Uボルトおよび固定用金具損失あり、交換部
品見つからず Uボルトのみ取付、振留め 3 本を固定。EL7 交換準備のみで天候不良で保守
作業打切り。 
3 月 9日 A 級ブリザード襲来のため、アンテナの外観点検。 
3 月 12 日 A 級ブリザード再襲来のため、アンテナの外観点検。 
HF2M#01 修理、右前振れ止めが途中で切断、新線を接続。 
3 月 15 日 A 級ブリザード再襲来のため、アンテナの外観点検。 
3 月 20 日 A 級ブリザード再々襲来のため、アンテナの外観点検。 
3 月 21 日 HF1M#14 修理、左側（HF1M#15 側）ステーの根元バックルのナット脱落によるステー抜脱。
ウインチにより仮固定。 
3 月 22 日 HF1M#14 修理、脱落ナットおよび同等品を発見できず、埋め込みボルトおよび通常のナッ
トで対応。（51 次で修理を行う段取りに） 
 
2 月 20 日に史上最大平均風速を記録したが、このときに特に第 2HF レーダーのアンテナ
が多く損傷（引継ぎ以前からのものを含め 11 本）した。しかし、天候が優れず作業が困難
であることから、4 月 1 日に保守作業継続を断念した。それ以後はブリザード後に外観点
検と振れ留め修理のみを行うようにした。 
イ）電源ユニットの追加 










PA10）に警告が点灯する問題が引継ぎ以前から発生していた。3 月 3 日および 5 日に基板
上のIC部品を交換することで修理を行い、PA5およびPA10は復旧した。PA9は復旧しなかっ
たため、12 月 27 日に予備器（9503-PA3）と入れ替えることで復旧した。なお、取り外し
た PA（9501-PA2）については国内へ持帰りとなった。 
12 月 6 日に新たに PA4 に警告が点灯したが、装置に異常がないことを確認し、25 日に以
前と同様に部品交換することで修理を行った。 
エ）システム構成の変更 
第 1HF レーダーにおいて IF/RF sampling 比較実験を行うため、5 月 8 日に写真
Ⅲ.3.2.1.1.3-2 のようにシステム構成を変更した。これまでは、Ach および Bch ともに IF 
sampling を行っていたが、Bch については RF sampling されるようになった。 







(a) 変更前                 (b) 変更後 
写真Ⅲ.3.2.1.1.3-2 IF/RF sampling 比較実験用システム 
 
オ）光ケーブルの仮復旧 
第 2HF レーダーのデータが 7月 4日から転送されない問題が発生した。原因特定に時間
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がかかったが、調査の結果、第 2HF レーダー小屋と観測棟間の LAN 用光ケーブルが断線し
ていることがわかった。26 日に第 2HF レーダーの PA を観測棟から監視および遠隔操作す
るために設置されていた光ケーブルを取外し、LAN 装置に接続することで仮復旧させた。
なお、これにより以後 PA を遠隔操作および監視データの保存ができなくなった。また、HDD
障害が同時に発生したため、4日から 26 日の一部のデータが消失した。 
カ）Web カメラの設置 
新第 1HF レーダー小屋および第 2HF レーダー小屋に Web 監視カメラを設置した。これに
より、光ケーブル復旧のために監視できなくなっていた第 2HF レーダーの PA 状態をパソコ
ンモニターを映し出すことで遠隔監視できるようになった。 




















3.2.1.1.4 オーロラ光学観測（全天 TV カメラ）【GS-1_4】 香川 博之・高橋 幸祐 
１）概要 
全天 TV カメラ（ATV（Auroral TV camera））観測は、オーロラ活動を動画で記録するため
に行われており、他の観測データの解析などにも活用されている。CCD アナログカメラに全
周魚眼レンズおよび暗視夜スコープ（ナイトビュワー）を取り付けて、全天のオーロラ活動
を TV レート（30 枚／秒）で撮影する。撮影映像に時間情報を重ね、同時に音声チャンネル
に VLF ワイドバンドデータおよび IRIG-B 信号（時刻信号）を入力して、DVD レコーダーに記
録する。 






 オートアイリス ガンマ補正 シャッター ゲイン 
通常運用時 OPEN LO SLOW 6 中央から HI 寄りに 2目盛 





録用の DVD デッキには、49 次隊で持ち込まれた TOSHIBA RDS-300 を 2 台使用した。過去の観




帯を選び、表Ⅲ.3.2.1.1.4-1 に示すように 3 月 1 日に開始し 10 月 11 日までの合計 90 晩実
施した。WATEC 観測は、月光に関係なく行い、設置が完了した 3月 21 日に開始し 10 月 16 日
までの合計 163 晩実施した。そのうち、9 月 15 日から 21 日の 7晩は他の光学観測（ASI およ
び CAI）と同様にアイスランドとの共役点観測キャンペーンに呼応した観測を実施した。記
録に使用した媒体はリアルタイム系記録用 DVD-R ディスクが 397 枚、タイムラプス系記録用
S-VHS ビデオテープが 11 巻となった。なお、結露防止用のサーモスタットヒーターは、全観
測期間を通じて常時 ON とした。 
50 次隊における光学観測実施日（ATV や WATEC に限らず、いずれかの光学観測が行われた
日）とオーロラ活動状況について表Ⅲ.3.2.1.1.4-2 にまとめる。なお、本年のオーロラの初
視認は、光学観測を開始する前の 2月 18 日 22:25UT であった。 
 
表Ⅲ.3.2.1.1.4-1 ATV および WATEC の月別観測日数 
 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 合計 
ATV 0 16 14 16 9 12 10 10 3 90 
WATEC 0 0 25 28 23 24 25 23 15 163 
 
表Ⅲ.3.2.1.1.4-2 2009 年のオーロラ光学観測実施日とオーロラ活動 
 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 計
2 月            Q Q   2
3 月 Q  Q Q Q Q Q  Q Q Q Q Q M Q Q Q M Q Q A Q Q Q Q Q Q Q 26
4 月 Q Q Q M Q Q Q Q Q Q  Q Q A Q Q M Q Q Q Q Q  Q M A Q 25
5 月 M A Q Q Q M M Q Q Q Q Q M Q Q Q Q Q Q M Q Q Q Q Q M Q Q 28
6 月 Q Q Q M Q Q Q Q Q Q Q Q Q Q Q M Q Q M Q   A Q Q 23
7 月 Q Q     Q M Q Q Q Q Q Q Q Q Q A M M M Q Q Q Q Q Q Q 24
8 月 Q M Q Q Q Q Q Q Q Q A M Q Q Q M M Q Q Q Q Q Q Q Q Q 26
9 月 Q Q Q Q Q Q Q     Q M M M Q Q Q Q M Q Q Q Q Q    Q Q 23






     (a) ATV(右)と WATEC(左)のカメラ           (b) WATEC の取付状況 
写真Ⅲ.3.2.1.1.4-1 新設の WATEC 
 
３）問題点・課題 










3.2.1.1.5 オーロラ光学観測（共役点イメージャー）【GS-1_5】 香川 博之・高橋 幸祐 
１）概要 






CAI 観測は、表Ⅲ.3.2.1.1.5-1 に示すように 2月 26 日に開始し 10 月 16 日までの合計 192
晩実施した。そのうち、9月 15 日から 21 日の 7晩は他の光学観測（ASI、ATV および WATEC）
と同様にアイスランドとの共役点観測キャンペーンに呼応した観測を実施した。2 月 26 日か
ら 5月 31 日および 9月 1日から 10 月 16 日の 119 晩はオーロラモード、6月 1日から 8月 31
日の 73 晩は OH 大気光モードに設定（表Ⅲ.3.2.1.1.5-2）した。なお、OH 観測モードについ
て、49 次隊では露出時間を 60 秒、撮像間隔を連続撮影に設定していたが、撮像間隔が 60 秒
以上かかりずれていくことが判明したため、50 次隊では露出時間を 50 秒、撮像間隔を 60 秒
に設定した。 
5 月 22 日にシャッターを閉めて撮影した dark 画像にドーム周辺の風景の一部が映り、し
かも通常の観測画像にもわずかに影が映っていることに気づいた。調査した結果、写真
Ⅲ.3.2.1.1.5-1のように2枚あるシャッター用遮蔽板の１枚が根元で破損してレンズ状の一
部をふさいだ状態で固着していることがわかった。6 月 1 日に破損した遮蔽板を取り除き、
シャッター設定を Auto から Open に変更して観測を継続した。また、観測期間終了後、装置
はすべて 50 次隊で国内へ持ち帰ることになった。 
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表Ⅲ.3.2.1.1.5-1 CAI の月別観測日数 
 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 合計 
CAI 3 25 25 28 23 24 26 23 15 192 
 
表Ⅲ.3.2.1.1.5-2 CAI の観測モード 
観測モード 露出時間 撮像間隔 CCD 冷却温度 フィルター GAIN 
オーロラ 12 秒 15 秒 -60℃ 427.8nm SUPER HIGH 
OH 大気光 50 秒 60 秒 -60℃ 937.3nm SUPER HIGH 
 
  
         (a) Open 状態                  (b) Close 状態 






















た 2月 27 日に開始し 10 月 15 日までの合計 194 晩実施した。観測時間は国内より遠隔で設定
され、観測は自動的に開始されるため、悪天時には手動で観測を停止する必要がある。しか
し、3月に 1晩、7月に 3晩の合計 4晩について悪天時の観測停止操作に失敗したため、実質
的には 190 晩の観測を行ったことになる。撮影条件として、露出時間を 10 秒、撮像間隔を






データ記録には、1TB の USB 外部 HDD を 1 台使用し、国内へ持ち帰った。結露防止用のサー
モスタットヒーターは、全観測期間を通じて常時 ON とした。 
 
表Ⅲ.3.2.1.1.6-1 CDC の月別観測日数 
 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 合計 
CDC 2 26 25 28 23 27 26 23 14 194 
 
 
         (a) カメラ                   (b) 観測画像例 










3.2.1.1.7 MF レーダー観測【GS-1_7】 香川 博之・高橋 幸祐 
１）概要 






8 月 2 日にエラーが発生して送信が停止したため調査したところ、使用している４基のク
ロスダイポールアンテナ（60x60m）のうち 1 基のエレメントにテンションを加えるワイヤー
が切れて外れて垂れ下がっていた。データを調べたところ 6 月のブリザードで不具合が発生
したものと推測される。6 月と 7 月に行ったブリザード後の点検ではアンテナ損傷に気づか
なかった。8月 31 日に垂れたエレメントにザイルを取付けアンテナポールに巻きつけること
で写真Ⅲ.3.2.1.1.7-1 に示すように仮復旧し、観測を再開した。 
2010 年 1 月 19 日に 51 次夏作業（多目的アンテナで新しいアンテナを設置のため、高所作
業装置のついた SM100 でケーブル上を走行）で光ファイバーケーブルを誤って切断された。1
月 25 日に、第 1HF レーダー小屋で光ケーブル接続コネクターを外し、光電変換ユニットを取
















3.2.1.1.8 1-100Hz 帯 ULF/ELF 電磁波動観測【GS-1_8】 香川 博之・高橋 幸祐 
１）概要 








た。バックアップ用として、250GB の USB 外部 HDD を 1 台使用し、2009 年 1 月 17 日から 2010


















いる。同様に、較正データは 1 か月分をまとめて毎月 1 日 01:30UT に自動伝送されている。
日々の動作確認では、観測データの確認とセンサ部の異音がないことを確認した。観測デー
タの状況を見ながら、必要に応じて、較正を実施した。2009 年 4 月 9日、観測棟空調工事に
伴う計画停電のため欠測となった。2009 年 6 月 18 日から 24 日にかけてロータが凍結したこ
とによって欠測となった。ロータを取り外し、屋内で乾燥させてから取り付け直して復旧し
た。また、ロータを取り外したときに感度板を固定している樹脂製ボルトが折損しているの





写真Ⅲ.3.2.1.1.9-1             写真Ⅲ.3.2.1.1.9-2 

















3.2.1.1.10 OH 回転温度観測【GS-1_10】 香川 博之・高橋 幸祐 
１）概要 
CCD センサと回折格子を使って OH 大気光の回転振動帯スペクトル(波長 950nm 付近に存在





OH 観測は、表Ⅲ.3.2.1.1.10-1 に示すように 2月 27 日に開始し 10 月 17 日までの合計 150
晩実施した。なお、観測条件は 49 次隊と同様に設定し、CCD 冷却温度を－70℃、露出時間を
60 秒、焦点スリット幅を 25μmとした。 
4 月 9日に CCD 電源装置が故障し 22 日に修理をするまで欠測となった。5月 3日、14 日、
25 日にもアラームが鳴り CCD 電源装置が停止する問題が生じたが、装置背面にあるインター







についても予備部品がなかったため、7 月 21 日にケースを加工して別の外部ファンを写真
Ⅲ.3.2.1.1.10-1(b)のように取り付けてシステム全体を仮復旧させた。 
データ記録には、250GB の USB 外部 HDD を 1 台使用し、国内へ持ち帰った。結露防止用の
サーモスタットヒーターは、全観測期間を通じて常時 ON とした。 
 
表Ⅲ.3.2.1.1.10-1 OH の月別観測日数 
 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 合計 













時間を 60 秒にすると記録時間などの影響でわずかに遅れ、60s に 1 枚のデータを正確に撮る
ことができない。 
 















12 月 14 日から断続的に予備運用を実施し、他装置への干渉チェックを行ったところ、電
離層担当のオーロラレーダーに影響を与えることが判明した。なお、地磁気観測へは影響し
なかった。 






2 つの外部モジュールの再配置を行い、ch1 が東、ch3 が西になるように設置した。なお、ア
























間内の 2 月から 12 月に 624 パスの受信運用を行った。50 次隊からは 1 分以上のデータ欠損
を障害扱いとし、49 次隊までの基準で 558 パス、50 次隊からの基準で 534 パスの実データを
受信した。なお、運用仰角は安全をみて 20～83 度とした。 
障害状況の内訳は以下の通りである。尚、障害の詳細と対応については 4.6.1 項 多目的
衛星受信設備保守【SI-LD_1】を参照されたい。 
 
・全欠測 19 件：パスの半分もしくは 5分以上の欠測 
   受信障害（受信レベル低下による一部欠損） 10 件 
   機器障害（TLM PC、70MHz D/C 障害）  4 件 
   SLAVE 運用時の AZ 反転  1 件 
-185- 
   AZ 角度リミット対応  3 件 
   計算機障害（OMS または ACS 不感）  1 件 
・一部欠測 24 件：1分以上の欠測 
   受信障害（受信レベル低下による一部欠損） 17 件 
   機器障害（TLM PC、70MHz D/C 障害）  4 件 
   SLAVE 運用時の AZ 反転  2 件 
   計算機障害（OMS または ACS 不感）  1 件 
・受信中止／不可 47 件 
   衛星障害（ダウンリンクなし、衛星再起動） 18 件 
   基地イベント、悪天候による中止 24 件 
   不具合対応  5 件 
 
表Ⅲ.3.2.1.1.12-1 JARE50 れいめい受信パス数 月別一覧 
 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 総数
受信数 17 61 88 101 33 33 81 52 88 39 31 0 624
一部欠測 3 6 3 4 0 0 3 1 1 3 0 0 24 
全欠測数 2 4 2 2 1 1 2 0 4 0 1 0 19 























大気光イメージャ（ASI2）観測は、表Ⅲ.3.2.1.1.13-1 に示すように 2 月 27 日に開始し 10
月 16 日までの合計 190 晩実施した。なお、観測条件は 49 次隊と同様に設定し、CCD 冷却温
度を-60℃、露出時間を 60 秒、撮像間隔を Full speed として観測を開始した。大きなトラブ
ルもなく観測を行えたが、処理時間の影響で 60 秒に 1枚の画像取得に間に合わないことが判
明し、6月 1日より露出時間を 50 秒、撮像間隔を 60 秒に変更して観測を継続した。 





表Ⅲ.3.2.1.1.13-1  ASI2 の月別観測日数 
 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 合計 
ASI2 2 25 25 28 23 24 26 22 15 190 
 
３）問題点・課題 
観測を始めた当初は撮影時間を 60 秒に設定していたが、前述の理由から 50 秒に変更せざ
るを得なかった。Web で公開されている ASI2 観測の説明資料には、露出時間を 50 秒、撮像




3.2.1.1.14 エアロゾルゾンデ観測【GS-1_14】 武田 康男 
オゾンホールの重要な要因の一つと考えられている極成層圏雲（PSCs）の形成発達過程を調べ
る目的で、上空のエアロゾル量をエアロゾルゾンデによって直接観測を行った。 
8 段階の各粒径以上のエアロゾル量を測定する ADS-02-8CH 型のエアロゾルゾンデ（OPC）に、





OPC 型式 ADS-02-8CH 
測定チャンネル数（粒径） 8CH（0.3、0.5、0.8、1.2、2.0、3.0、5.0、7.0μm） 
散乱方式 前方 60°散乱 
GPS ゾンデ部 RS-AS03G（改造型 RS-01G） 
地上設備 GPS 高層気象観測システム 
飛揚台数 6 台 
梱包方法 
干渉防止のアルミシールドを内面に行う。GPS ゾンデ部
は OPC より発泡スチロールスペーサーをはさんで連結。 
気  球 3000 g（4 月から 10 月は油付） 














飛揚年月日 観 測 目 的 到達高度 
2009 年 2 月 8 日 第 49 次隊との引継観測 35.6 km 
2009 年 4 月 20 日 バックグラウンド観測 30.9 km 
2009 年 7 月 9 日 PSCs 発達期 0.5 km 
2009 年 8 月 13 日 PSCs 発達期 29.6 km 
2009 年 10 月 21 日 PSCs 消滅期 24.0 km 
2010 年 1 月 5 日 第 51 次隊との引継観測 33.0 km 
 
3.2.1.2 「極域の大気圏－海洋圏結合研究」【GS-2】 
3.2.1.2.1 酸素濃度連続観測装置の維持 【GS-2-1_1】 武田 康男 
大気中の CO2 濃度変動と密接な関係のある大気中の酸素について、南極域における挙動を明ら




・4月 9日の計画停電では 11:40 から 23:10 まで連続観測を停止した。 
・7回のリファレンスガス交換、10 回の水トラップ交換の際に連続観測を停止した。 
・酸素計のゼロ点調整を 2 回実施した（5/7、12/31）。 
・データの変動が大きくなったため、酸素センサを 1 回交換した（12/21）。 
・酸素計本体を 50 次使用機から 51 次持込機に交換した（1/24）。 
 
表Ⅲ. 3.2.1.2.1-1 連続測定におけるメンテナンス作業 
実 施 事 項 実 施 日 
日 常 点 検 毎 日 






























































で健康診断を実施する。希望者にはオムロン社製活動量計（Activestyle  Pro HJA-350IT）を装
着させ、データを回収する。食にたいするセルフマネジメントの力を養うために対象者手帳を配
布する。希望者には FAX 等で個別に栄養指導を実施する。 
【経過・問題点】 
１）対象者手帳について 









摂食調査の被験者は 9 名、3月期（3 月 23～29 日）・6 月期（6 月 8～14 日）・9 月期（8 月














表Ⅲ.3.2.2.2.3-1 各調査期間中の昼食＋夕食標準 1食分の平均カロリー 
調査期間 3 月 6 月 9 月 12 月 



























































































ムふじ基地、昭和基地、復路しらせ内で計 6 回採血を行い、iSTAT での評価・血液サンプルの







図Ⅲ.3.2.2.2.5-1 ドーム旅行参加者 8名の paO2 変化 
  










クチグラフ 1 週間、心電計 24 時間、心電計を装着した日の夜、脳波計を装着させた。被験者
6名であった。A群被験者 4名は就寝 4時間前からアルコール・カフェイン・ニコチンの摂取
禁止とし、その他の時間については摂取したら時刻と量を申告させた。心電図・脳波測定の


























て 3 月分は 1人しかデータが記録できていないこと、ケーブルに断線の疑いがあること、
データ解析を担当する OBI と JAXA との契約に時間がかかり、7 月 28 日にやっと解析が始
まったことを知らされた。断線については即刻確認したところ、2 台中 1 台のケーブルが
断線していた。それを知らずに測定していた 6 月分は記録できていたのは 2 名のみであっ
た。その後何回か覚醒時に短時間の装着試験を行って結果を添付ファイルで OBI に送り、
ケーブル・電極の不具合を確認し修理する、ことを繰り返した。9 月の測定に向けて JAXA
から、まず 2 台の装置で 2 例行い取得データが解析できるか否かを日本側が確認、OK であ






この改造電極で 6 例目の測定を行い、9 月分は終了した。しかし測定には約 1 ヵ月を要し

















展を 10 回（1セット）、セット間休憩 1 分間で 10 セット実施（1 クール）、合計 19 分間のト

























発 1 週間前まで、3：雪上車内 3 日以内、4：ドーム基地到着直前雪上車内（シャワーを浴
びる前）、5：最終日雪上車で行った。皮膚の採取場所は頭皮、右頬、左頬、右胸、左胸、













は 2 名、ドーム旅行メンバーは 1 名であった。被験者が少ないので追加募集をするかどうか
確認したところ、分析には国内対照が必要とのことで追加募集は行わなかった。この結果被












行 2 名、ドーム旅行 1 名の被験者で結果が出せるのか、条件が違うセールロンダーネ隊と一
緒にして論じられるのかを尋ねたが明確な回答はなかった。被験者本人からもこのような少
数のサンプルで科学研究と言えるのかと質問があった。同研究には 50 次セールロンダーネ隊





3.2.3.1 大型大気レーダーによる極域大気の総合研究 【H1-2】 
3.2.3.1.2 アンテナ状況調査、電気特性試験、積雪状態調査の実施 【H1-2_2】 



















3 月 6 日 3 月 20 日 4 月 15 日 5 月 4 日 5 月 20 日 6 月 23 日 
7 月 23 日 8 月 21 日 9 月 24 日 10 月 17 日 11 月 10 日 12 月 22 日 
 
  























テラテクニカ製、PM-215 を用いた。2009 年 9 月から FT 型磁気儀の分・秒の目盛盤が汚損の
ため読み取りが困難になる障害が発生した（写真Ⅲ.3.2.4.1.1-1）。なぜこのような汚損が発
-196- 
生したかは不明である。このため、2010 年 1 月に 51 次宙空部門隊員によって持ち込まれた
















 写真Ⅲ.3.2.4.1.1-2 従来の観測で使用していた FT 型磁気儀（左）と更新後の FT 型磁気儀（右） 
 
また 2009 年 2 月から 2010 年 1 月の期間における地磁気絶対観測結果を表Ⅲ.3.2.4.1.1-1
に示す。2009 年 10 月 27 日には予備の磁気儀である GSI 二等磁気儀の動作試験のための観測
を実施した。試験観測時には全磁力を測定していないため、偏角及び伏角のみの測定である























2009/2/17 12:02 43066.4 19182.0 -38559.2 -49 39.90 -63 33.06 FT 
2009/2/24 11:19 43062.4 19178.3 -38555.6 -49 41.71 -63 33.20 FT 
2009/2/24 12:33 43068.9 19184.0 -38560.5 -49 40.28 -63 32.97 FT 
2009/3/20 11:37 43066.3 19188.9 -38555.4 -49 41.52 -63 32.43 FT 
2009/4/24 12:12 43072.5 19204.0 -38554.4 -49 41.34 -63 31.32 FT 
2009/5/2 11:35 43066.9 19201.3 -38549.8 -49 41.86 -63 31.35 FT 
2009/5/25 12:21 43071.2 19207.7 -38551.0 -49 42.33 -63 30.94 FT 
2009/6/28 11:04 43066.8 19207.5 -38546.2 -49 43.60 -63 30.78 FT 
2009/7/25 11:56 43062.1 19199.6 -38545.5 -49 44.02 -63 31.32 FT 
2009/8/24 11:55 43061.9 19202.6 -38543.3 -49 45.90 -63 31.03 FT 
2009/9/26 11:50 43060.8 19199.9 -38543.0 -49 45.41 -63 31.21 FT 
2009/10/11 12:10 43057.6 19193.1 -38542.9 -49 44.10 -63 31.69 FT 
2009/10/27 08:21 ― ― ― -49 53.08 -63 31.45 GSI 
2009/10/28 12:03 43080.1 19201.6 -38562.3 -49 42.44 -63 31.78 FT 
2009/11/27 10:59 43044.6 19190.6 -38530.0 -49 46.78 -63 31.41 FT 
2009/12/26 7:53 43038.9 19214.6 -38511.4 -49 49.85 -63 29.03 FT 
2009/12/26 11:37 43048.8 19200.2 -38530.1 -49 45.23 -63 30.73 FT 
2010/1/27 8:33 43037.9 19207.2 -38514.2 -49 50.89 -63 29.66 FT 
2010/1/27 13:40 43047.8 19207.0 -38523.7 -49 47.22 -63 30.01 FT 
注 1：観測時刻は観測開始と終了の中間の時刻（UTC）を示す。 
注 2：符号は、北・東・下向きをそれぞれ正とする。 
注 3：2010 年 1 月 27 日 13 時 40 分の観測では更新した磁気儀を用いた。 
 
３）絶対観測点と方位標の GPS による位置測定 
絶対観測基準点は、従来どおり地磁気変化計室の床上 137 cm、方位標までの距離 306 m、
方位標の真方位角 46°28.2′W とした。50 次夏隊測地定常担当隊員の協力を得て、GPS によ
る方位標と絶対観測点の位置測定を行った。結果は方位標までの水平距離は 305.9 m、方位





を見積もるため、これらの影響がないしらせ接岸前の 12 月から 1月にかけて磁気測量を実施
した。観測点はおおよそ 200 m メッシュ間隔をとり 47 点で観測を行った。各観測点では磁力




地磁気絶対観測を実施している間は、地磁気変化計室を中心に半径 100 m 以内の立ち入り






















3 軸フラックスゲート磁力計（島津製作所製 MB-162、以下 MB-162 と略称する）を用いて、
地磁気 3 成分の連続観測を行い、超高層モニタリングデータ収録システム（新 ATLAS システ
ム）によるデジタルデータ収集を行なった。月に一度、地磁気静穏日に MB-162 の各成分に±
100 nT をそれぞれ 20 秒間入力し、キャリブレーションを行った。 
また、2009 年 12 月 26 日 10 時 12 分から 10 時 50 分（UTC）の時間帯に、MB-162 のレベル
及びセンサ軸調整を行った。このため、調整の作業時間帯に対応する Kインデックス及び 12
月 26 日の Kインデックスの日平均値は欠測とした。 
2009 年 1 月から 2010 年 1 月までの基線観測結果を表Ⅲ.3.2.4.1.2-1 に示す。 
 
表Ⅲ.3.2.4.1.2-1 基線観測結果 
観測時刻 水平成分（nT） 偏角（′） 鉛直成分（nT） 
2009/1/6 11:11 18057.03 18664.875 -38776.13 
2009/2/17 12:02 18056.34 18669.515 -38799.53 
2009/2/24 11:19 18056.50 18670.190 -38799.08 
2009/2/24 12:33 18059.82 18670.244 -38798.54 
2009/3/20 11:37 18059.48 18670.242 -38798.46 
2009/4/24 12:12 18062.10 18670.133 -38803.17 
2009/5/2 11:35 18062.16 18670.231 -38804.05 
2009/5/25 12:21 18058.78 18671.062 -38807.06 
2009/6/28 11:04 18057.41 18670.754 -38800.91 
2009/7/25 11:56 18059.55 18671.054 -38808.81 
2009/8/24 11:55 18060.19 18670.873 -38807.74 
2009/9/26 11:50 18063.11 18670.638 -38804.99 
2009/10/11 12:10 18061.33 18670.621 -38802.65 
2009/10/28 12:03 18061.49 18670.446 -38802.19 
2009/11/27 10:59 18053.77 18670.558 -38798.84 
2009/12:26 07:53 18052.20 18670.917 -38793.83 
2009/12/26 11:37 19185.78 18617.452 -38540.59 
2010/1/27 08:33 19183.36 18615.692 -38545.18 
-199- 





2009 年 1 月 6 日と 2009 年 2 月 17 日との間で観測基線値に偏角で約 4.6 分、鉛直成分で約
23 nT の異常な飛びが見られたがこの原因は不明である。2月 24 日には 2回の観測を行った。




影響は無視できるものと判断し、基線値補正は行わなかった。12 月 26 日にも 2 回の観測を
行っているがこの理由は上述したように磁力計のレベル・センサ軸調整前後での基線値変化
を得るためである。 
2009 年 2 月から 2010 年 1 月の期間に実施した MB-162 のキャリブレーション結果を表
Ⅲ.3.2.4.1.2-2 に示す。 
 
表Ⅲ.3.2.4.1.2-2 MB-162 のキャリブレーション結果 
実施日 水平成分 偏角 鉛直成分 
Feb.,13,2009 0.9931 0.9936 0.9826 
Mar.,23,2009 0.9951 0.9982 0.9764 
Apr.,25,2009 0.9808 0.9921 0.9753 
May.,26,2009 0.9938 0.9918 0.9781 
Jun.,28,2009 0.9885 0.9894 0.9806 
Jul.,26,2009 0.9985 0.9870 0.9809 
Aug.,24,2009 0.9968 0.9929 0.9836 
Sep.,26,2009 0.9961 0.9959 0.9785 
Oct.,28,2009 0.9901 0.9919 0.9781 
Nov.,28,2009 0.9795 0.9937 0.9888 
Dec.,29,2009 0.9962 0.9934 0.9789 
Jan.,31,2010 0.9920 0.9950 0.9738 
平均 0.9917 0.9929 0.9796 

















































写真Ⅲ.3.2.4.1.3-1 SPM の受光部（左）と制御部の制御盤（右） 
 
表Ⅲ.3.2.4.1.3-1 SPM のチャンネル構成 


















半値全幅(nm) 2.926 0.589 0.591 0.633 0.923 1.111 5.245 0.813 
視野全角(deg) 6.0 3.0 3.0 3.0 6.0 3.0 3.0 3.0 
光電子増倍管 
（HAMAMATSU） R928 R928 R928 R928 R928 R636-10 R636-10 R636-10
２）観測経過 
ａ）ASI 
ASI による観測は、2009 年 2 月 27 日から 2009 年 10 月 16 日まで、表Ⅲ.3.2.4.1.3-2 に
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示すように合計 190 晩実施した。この期間における観測実施日のうち、3 月 21 日、4 月 7
日、4 月 14 日及び 7 月 25 日の 4 日間に ASI の制御アプリケーションの動作異常によって
一部欠測時間帯がある。動作異常の原因は不明である。7月 23 日にはフィルタ切替装置の
稼働を忘れたため稼働させるまでの間、一部欠測時間帯がある。8月 19 日には撮像間隔時
間設定を誤り、欠測となった。ASI のオペレーティングシステムが WINDOWS NT であったた
め、ハードディスクは大気光イメージャ（ASI-2）用の PC（WINDOWS XP）に接続し、ネッ










表Ⅲ.3.2.4.1.3-2 ASI および SPM の月別観測日数 
 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 合計 
ASI 2 25 25 28 23 24 25 23 15 190 








3.2.4.1.4 イメージングリオメータ観測【M1_4】 高橋 幸祐・香川 博之 
１）概要 
イメージングリオメータは、8 行 x8 列のダイポールアンテナアレイを使って、30MHz 帯の
CNA の 2 次元分布を観測し、電離層電子密度の 2 次元空間分布とその時間変化をモニターす
ることを目的とする。現在昭和基地には 2 式のイメージングリオメータがあり、1 式は迷子
沢に設置されている。これを旧イメージングリオメータと呼ぶ（以下、旧 IRIO と略称する）。
もう 1式は多目的アンテナの南東側に 45 次隊が設置した受信周波数 38.2MHz の装置で、これ




Ⅲ.3.2.1.1.11 参照）の運用に伴う電波干渉が予想されるため、2009 年 12 月 17 日に観測
を終了した。室内装置及び屋外装置を撤去。アンテナの撤去は 51 次隊に依頼した。 
ｂ）新 IRIO 
49 次隊に引き続き 50 次隊でも断続的に人工ノイズがデータに見られた。ノイズの混入
が見られる時間帯を他部門の隊員に通知して雑音発生源の装置の特定の協力を依頼したが













































8kHz と 60kHz の 2 つのチャンネルのバンドパスフィルタが故障しているが、特に対処等
はせず観測を継続した。2009 年 1 月 23 日及び 2010 年 1 月 22 日に VLF システムのキャリ
ブレーションを実施した。 
ｃ）リオメータ観測 








また、ダイポールアンテナが断線していたため修理を行った。国内指示により 3月 19 日に























1 月 28 日 コリメ系バッテリーが予備電源に切替り 
1 月 29 日 FM 系バッテリーが予備電源に切替り 
2 月 7 日 中の瀬戸海氷状況調査（陸路のルート確認） 
3 月 10-11 日 充電旅行（1回目、FM:4h、PCM:0h、Corr:138h） 
3 月 26 日 西オングルルート工作（海氷ルート） 
4 月 27 日 風発システムの保守 
5 月 27 日 FM 系バッテリーが予備電源に切替り 
5 月 30 日 PCM 系バッテリーが予備電源に切替り 
6 月 11 日 コリメ系バッテリーが予備電源に切替り 
6 月 13-14 日 充電旅行（2回目、FM:421h、PCM:358h、Corr:8h） 
7 月 1 日 ULF 保守 
7 月 13 日 FM 系バッテリーが予備電源に切替り 
7 月 17 日 PCM 系およびコリメ系バッテリーが予備電源に切替り 
8 月 3-4 日 充電旅行（3回目、FM:455h、PCM:290h、Corr:303h） 
8 月 18 日 FM 系バッテリーが予備電源に切替り 
8 月 26 日 PCM 系バッテリーが予備電源に切替り 
11 月 15 日 ヘリオペポイントの GPS 測定 
































































・4月 9日の計画停電では 11:45 から 22:18 まで連続観測を停止した。 
・10 月 4 日から 26 日の間は、屋外の空気取入管が雪で詰まったため観測ができず、こ
の間は予備の空気取入管に変更して連続観測を続けた。 






・4 月 9 日の計画停電では 11:56 に観測を停止し、さらに空調工事のために観測棟内の
電気配線工事を行い、12 日 9:49 に、ベースラインをチェックしてから連続観測を再
開した。 
・ゼロ点調整を 5回実施した（4/29、9/6、9/7、9/18、1/20）。 
・10 月 4 日から 30 日の間は、屋外の空気取入管が雪で詰まったため観測ができず、こ
の間は空気取入管を変更して連続観測を続けた。 
・1 月 24 日にメタン計本体を、50 次使用機から 51 次持込機へ順調に交換できたが、プ









・4 月 9 日の計画停電では、11:09 に観測を停止し、カラムエージングをしたのち、10




・10 月 5 日から 17 日の間は、屋外の空気取入管に雪が詰まったために観測ができず、
この間は別の空気取入管を使って連続観測を行った。 
・1月 23 日に CO 計本体を、50 次使用機から 51 次持込機に交換したが、正しい測定値に
ならず、カラムエージングや配管の増し締めしても直らず、27 日に 50 次使用機に再
び戻し、51 次持込機は再び国内に持ち帰ることになった。 




実 施 事 項 二酸化炭素 メ タ ン 一酸化炭素 
日 常 点 検 毎 日 毎 日 毎 日 
データ国内転送 FTP 自動転送 FTP 自動転送 FTP 自動転送 







ダイヤフラム交換 7/19、1/23 7/19、1/24 5/13、9/9、9/17 
チャート紙交換 毎 月 毎 月 毎 月 















空気取り入れ口点検 ブリザード後 ブリザード後 ブリザード後 
本 体 交 換 1/23 1/24 1/23 












名  称 東  大 東北大温
室 効 果 
気    体 
CO2精製 N O A A プリンス
ト ン 大
東 北 大 
酸    素 
大 容 量



























δC13（CO2） CO2、 CH4 O2/N2 O2/N2 大気 
採取頻度 7 回/年 1 回/週 1 回/週 2 回/月 2 回/月 2 回/月 6 回/年 
採取地点 観測棟 
海側 
観測棟 観測棟 観測棟 
海側 
観測棟 観測棟 観測棟 
































































































13、22 10、22 10、22 なし 





5、19 4、19 5、17 19 




11、27 11、27 11、27 なし 




13、21 8、20 8、20 28 




3、20 3、20 3、20 なし 




1、27 1、15 1、16 27 




7、15 7、15 7、15 なし 
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3、21 4、16、26 4、21 なし 













2009 年 2 月から 2010 年 1 月の総運転時間は 1205.1 時間であった。2010 年 1 月 31 日現
在の積算稼働時間は 25826.7 時間である。また 2009 年 12 月に、51 次夏隊地圏部門の研究









50 次隊で持ち込んだスカイラジオメータを 2009 年 1 月 25 日に観測棟屋上に設置し、そ
の日から観測を開始した。極夜期とその前後（4 月 30 日から 8 月 10 日の間）は、太陽高
度が 5 度以下あるいは太陽が地平線下となり、さらに天候が悪いことがあり、観測を休止








マイクロパルスライダ （ーMPL、SESI 社）による地表面から上空 60km までのエアロゾル・
雲の鉛直構造の観測を行った。昭和基地での MPL 観測は、NASA が展開中の MPLNET の 1
サイトとして維持されている。現在の MPL による観測は 47 次隊が観測棟に設置して以来、
連続自動で観測を実施している。ただし、47 次隊までは観測棟側壁の窓を通して斜め上方
の観測であったが、48 次隊により観測棟屋上に MPL 用の天窓を取付け、それ以降は天窓を








2月 20 日の平均風速 47.4m/s の地吹雪により、全天カメラが作動しなくなり、予備機がな















また、計測機のデータ連続性の確認のため、50 次使用機と 51 次使用予定機との並行ラ
ンを 2009 年 12 月 23 日から 2010 年 1 月 10 日にかけて清浄大気観測室で行った。安定動作










また、計測機のデータ連続性の確認のため、50 次使用機と 51 次使用予定機との並行ラ
ンを 2009 年 12 月 23 日から 2010 年 1 月 10 日にかけて清浄大気観測室で行った。安定動




















S16 にある 36 本雪尺網の雪尺高の測定は、2009 年 1 月 23 日にフィールドアシスタント隊
員（樋口隊員）が実施し、2009 年 12 月 24 日に武田らが実施した。12 月には折れたり曲がっ




10 月 14 日から 27 日にかけて、S16 からみずほ基地までの往路の雪のサンプリングを気象
隊員（小森隊員）が行い、ルート雪尺の高さの測定をフィールドアシスタント隊員（樋口隊
員）が行った。 
雪のサンプリングは、ルート上 10km 毎に 27 箇所のポイントで風上の表面積雪の採取を行
い、サンプルは極地研究所で解析される。また、みずほ基地に設置している無人気象観測装







3.2.4.3 地殻圏変動のモニタリング【M3】 村上 祐資 




全球超伝導重力計観測網（Global Geodynamics Project; GGP）の定常観測点のひとつと
して、重力計室にある超伝導重力計で重力変動の連続観測を実施している。最初の超伝導














で 1秒毎に記録されている。SCGDAQ では、観測時刻は、時刻同期サーバーを参照している。 
前述の諸観測値、容器内の温度などは、収録 PC とは別の PC 上で動作している、数値デー
タ表示・収録プログラム (Labview) でもモニタ−している。このプログラムを利用するこ
とで、限定した国内の PC (つくば大学と極地研究所にある 2 台の PC のみ) からもリアル
タイムモニタが可能である。重力計本体、GEP3 を見渡せる位置に WEB カメラを設置してお
り、昭和基地内及び国内からいつでも状態を見ることができる。 
【経過】 
2009 年 1 月 16 日、第 49 次隊の青山隊員と引継ぎを兼ね、冷凍機コールドヘッド交換、















に純ヘリウムを補充した。その 9 時間後に液化の開始が確認された。2009 年 1 月 24 日に
実施された計画停電時は、設営部門の支援を受け、重力計室脇に 400V 発電機と変電圧トラ
ンスを持込み、停電期間中も、冷凍機の運転を継続した。28 日の時点で、液体ヘリウムの
液面は 50％まで回復した。液化と並行して、1月 22、26、27、28 日にフランジの調整や傾
斜補正装置の調整を行ったが、傾斜補償装置の X 成分の自動制御がかからず、定常観測が


















8 月 22 日、データ収録ソフトウェア SCGDAQ がデータファイルを出力しない不具合が発
生していた。8 月 27 日に気がつき対処をするまでの約 6 日間のデジタルデータの日付にず
れが生じ、22 日のデジタルデータは半日程度欠測した。原因は、収録 PC の時刻同期がう






る。また、液化に伴い、2009 年 1 月 26、31、2 月 5、23 日、5 月 11、17 日、８月 20 日、


















2009/01/16 26 40→50 02/05 83 50→45 02/05 83 45→42  
2009/09/26 68 40→45    09/29 68 45→43  
2009/10/15 68 43→44        
 
2010 年 1 月 18〜25 日に、51 次夏期間に持ち込んだ新規超電導重力計（SG-058）の仮立
ち上げ作業を行った。1月 25 日に既存の超電導重力計（CT-043）を停止し、新規超電導重
力計（SG-058）を設置した。2 月 1 日に液体ヘリウムの液化面が 97％となり、2 月 2 日に
超電導重力計（SG-058）システムとのインターネット接続が可能になり、2 月 5 日に極地








２）IVS 網において実施する VLBI 観測 
【概要】 
VLBI（Very Long Baseline Interferometry; 超長基線干渉）は、複数のアンテナで非常














れ、4ch ずつ計 4 台の汎用サンプリングプロセッサにより、水素メーザーからの基準時刻
信号とともに、128MHz サンプリングされ、ハードディスクに（HDD）に記録される。 
【経過】 
ボン大学が主催する南半球の観測局網による国際 VLBI 実験、OHIG 実験に参加した。参


























































Ft: FORTLEZA (ブラジル、フォルタレッツァ)、Hh: HARTRAO (南アフリカ、ハーテベステック)、
Ho: HOBART (オーストラリア、ホバート)、Oh: O’Higgins (南極半島、オヒギンズ基地)、 Kk: 


















VLBI 実験に関して、越冬期間中 48 時間連続観測を 2回実施した。250GB のハードディス












３）IDS 網において実施する DORIS 観測 
【概要】 
DORIS（Doppler Orbitography and Radiopositioning Integrated by Satellite）は測
地観測衛星用地上電波灯台である。国際 DORIS 事業（International DORIS Service; IDS）
観測網の定常観測点として、DORIS アンテナから 2GHz と 400MHz の電波を発信し、それを
受信した人工衛星の軌道精密決定や発信点の位置決めを行っている。電波発信アンテナな
らびに校正用地上気象測器は地学棟の南側に、制御装置は地学棟第二観測室内に設置され






は起こらなかった。9月 26 日、10 月 4、17 日に警告 LED が点灯した。こちらは、結氷が原
因ではなかったため、気象測器と DORIS 本体間の通信ケーブルの脱着で復旧した。 
10 月 12、13、14 日に CNES より要請を受けて USO ドリフト値の修正を行った。修正値は
-2.75 であった。 
【問題点・課題】 


















ト（Comserv）により、HES および STS 地震計のデジタル波形データは、収録用サーバ









を通して 10 度前後に維持するために、外気温が低くなった 5 月 7 日に短周期室（水素
メーザー室。室温を 20〜29 度に管理している）の暖かい空気を冷凍庫室に取込むことで
暖気した。5月 8日に、冷凍庫室の扉を 30cm 程度開放状態とし、さらに長周期室と短周
期室の境にある電磁波遮蔽カーテンの一部を開き通気を良くし、短周期室内に設置して







月 28 日、12 月 8日、12 月 22 日、2010 年 1 月 7日、2 月 1日に扉の開閉状態を変え、温








HES 地震計の地震波形アナログ記録は、波形レコーダー8D23 で行っている。6 月 2 日
5:00〜14:03（UT）に、8D23 の記録紙切れのため、アナログ記録が欠測した。7 月 6〜7
日のブリザードの際に、8D23 と時刻同期を行っている LS-20K の GPS アンテナケーブル
が断線した。断線した箇所の修復作業を行い 7 月 10 日に復旧した。3 月 11 日、4 月 21




イブリッドペンレコーダー（RD2212）で記録している。1 月 21 日に RD2212 から異音が
発生したため、レコーダーの再起動を行い、停電復旧手順に従い再設定を行った。これ
により異音は収まったが記録は再開されなかった。1 月 24 日に、月末処理手順に従い
RD2212 の再設定を行ない、記録が再開した。この不具合により、メモリ内のデータがク





2 月 4日、5 月 4日、8 月 6日、11 月 3日に geotail 内データをバックアップしている










良いと思われる。また Q680 用制御ソフトウェア Kermit は老朽化による不調が多いため、
新たな監視装置を導入するべきである。 
５）IGS 網－GPS 点の維持 






系部門のフラックスゲート型磁力計による地磁気 3 成分データと併せ、1 秒間隔で連続収
録している。観測時刻は GPS で同期している。収録データは毎週 DVD にバックアップを
行った。 
【経過】 








51 次夏期間に、地電位データ収録用 PC を LAN に接続した。これにより国内から毎日、
地電位観測状況を監視することが可能となるはずで、今後の経過に期待したい。 
７）潮汐観測 
50 次夏期間中に行われた観測については、「50 次夏期行動報告書」に、50 次越冬期間中の
連続観測保守作業は、本報告書「3.1.4 潮汐」に記載している。 
 







山工業製 LS-8000WD）で 10Hz サンプリングで収録している。電源には、シール型鉛蓄電池















年 11 月 5 日〜11 月 30 日。 
スカルブスネス 
きざはし浜 
2009/09/17 同上 観測は停止状態。回収した HD には
データが収録されていなかった。過
充電防止ユニットの交換を行う。 
スカーレン大池 2009/10/05 同上 観測は停止状態。バッテリ交換後、
LS-8000WD は「HD FULL」のエラー表
示。回収したデータ収録期間は、2008
年 09 月 22 日〜2009 年 02 月 22 日。
とっつき岬 2009/11/07 同上 設置していた LS-8000WD が不調なた
め、基地に持ち帰り再度設置した。
回収したデータ収録期間は、2008 年
12 月 25 日〜2009 年 02 月 08 日。 
スカルブスネス 
きざはし浜 
2009/11/16 データ回収、 HD 交換、収
録再開 
観測は停止状態。回収したデータ収
録期間は、2009 年 9 月 17 日〜2009
年 09 月 24 日。 
-219- 
地点 日付 作業内容 備考 
ラングホブデ 
雪鳥沢 

















































のボルトに整準台を取付け、水平をとり、その上に 2周波 GPS アンテナを設置して観測す
る。長期間、定期的に繰り返し測定することで、微小な変動量を捉える事ができる。測定
点では、プラスチック製保温箱の中に 2 周波 GPS 受信機と電源バッテリ(2 個)を入れ、GPS











表Ⅲ.3.2.4.3.2-2 沿岸露岩域 GPS 測定 




2009/08/14〜08/15 とっつき岬 17 時間観測 
2009/09/03〜09/07 ラングホブデ雪鳥沢  
2009/09/16〜09/23 スカルブスネスきざはし浜  
2009/10/04〜10/06 スカーレン大池  
2009/10/06〜10/07 スカーレン大池  
2009/10/23〜11/07 とっつき岬  
2009/10/04〜10/19 ラングホブデ雪鳥沢  
2010/01/13〜01/14 ラングホブデ雪鳥沢  








この他に 2009 年 1 月 9日に昭和基地、地学棟西側に柔軟翼風力発電機を使った GPS 連続
































測を実施した。GPS ブイは、連続観測を行うべく、第 46 次隊で使用されたシステムを第 49
次隊時に大幅に改良した。具体的には、太陽光パネル、キャパシタ(ECaSS)と鉛蓄電池のハイ
ブリッド電源システム、ならびに NovAtel DL-V3 受信機と SD カードを用いた専用ロガーの
セットを採用した。50 次隊においては、キャパシタ(ECaSS)と鉛蓄電池のハイブリッド電源
システムからキャパシタ(ECaSS)2 機による充電システムに変更し、受信機も JAVAD 受信機を
採用した。データは 1 秒サンプリングで収録した。システムの動作状況確認も兼ね、西の浦
検潮小屋沖の海氷上に GPS ブイを設置し、1 週間に 1 度程度の頻度で、保守・点検、データ
回収作業を行った。 
【経過】 
GPS ブイの試験観測を目的として、12 月 8 日、西の浦に GPS ブイを設置した。12 月 15 日
に保守・点検作業を行ったが、その際には太陽電池パネルによる充電は確認されるものの
JAVAD 受信機は動作していなかった。12 月 22 日にも保守・点検作業を行ったが、経過に変化
は見られないため回収した。基地に持ち帰って不具合の検証をしたところ回路の組立に間違
いがあったことが分かり、回路を変更の上、12 月 28 日に地学棟下に GPS ブイを設置し、試
験観測を開始した。1月 4日に GPS ブイを回収し、データの回収を行った。 
【問題点・課題】 
他の観測オペレーションや海氷状態との兼ね合いで、50 次隊で GPS ブイを設置する候補地
がなかなか決まらず、GPS ブイを設置する時期が遅くなってしまった。遅くとも 11 月中旬ま
でには設置を完了し、観測を開始するべきであったことが悔やまれる。 
 
3.2.4.3.4 地上検証・氷床 GPS 観測【M3-4】 
【概要】 
氷床の流動速度を測定する GPS 測定を S16（P50）で実施した。観測システムは、プラスチッ
ク製保温箱のふたにボルトを固定し、整準台を取付けて水平を取り、アンテナを設置した。
保温箱の内部には 2 周波 GPS 受信機とバッテリを納め、第 48 次隊が越冬中に観測を行った
ポールの上流に観測システムをおき、収録間隔 10 秒で連続観測を行った。 
【経過】 
2009 年 1 月 23 日には、第 49 次隊との引継ぎを兼ねて、距離 8m に設置したシステムのバッ
テリ交換と GPS 受信機の交換（データを回収するため）を行い、観測を再開した。回収され
たデータ期間は、距離 8m に設置したシステムについては、10 月 19 日～11 月 10 日、11 月 11
日～11 月 26 日(24 日に 6時間の欠測有り)、一方、距離 5m に設置したシステムに関しては、
10 月 19 日～11 月 4 日であった。5 月 11 日、8 月 11 日、12 月 04 日に、距離 8m に設置した
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システムのバッテリ交換と GPS 受信機の交換（データを回収するため）を行い、観測を再開
した。2010 年 1 月 29 日に第 51 次隊との引継を兼ねて、距離 8m に設置したシステムの GPS
受信機の回収を行い、さらに氷床変動に伴って流動したシステムを、第 48 次観測開始点に 1
機移設し、さらに開始点から下流 2.5m の位置にもう 1 機を設置し、観測を開始した。回収さ






3.2.4.4.1 微気象連続観測【M4-2_1】 武田 康男 
新たに紫外線観測装置 2 台を、屋上に光ファイバーを出して、観測棟に 2 月 12 日に設置し、1









査できたのは幸いだった。原則 3 人以上で 3 回数える方式で行ったが、個体数が少ないと予想さ





3.2.4.4.2.1 個体数調査 井口 まり 
ａ）弁天島方面 






8:04 基地出発～9:50 弁天島ペンギンセンサス～10:35 弁天島出発～12:00 オン
グルカルベンペンギンセンサス～13:13 オングルカルベン出発～13:40 まめ島ペン









車種 タンク容量 燃費 車種 タンク容量 燃費 
SM30 80 L 1.2 L/km SM60 180 L 3.5 L/km 
SM40 120 L 1.23 L/km SM100 250 L 4.4 L/km 
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ｂ）ルンパ方面 






06:50 荷物積み込み～07:05 昭和基地出発～09:40 RP35 で井口下車、414 へ、412 は
イットレホブデホルメンへ、D センサス（樋口・高橋）～10:00  414 ひさご島着ペン
ギンセンサス(江原・伊藤・佐久間・香川・井口)C へは井口のみ往復 20 分～10:00 412 
イットレホブデホルメン着 ペンギンセンサス（樋口・高橋）～10:34  414 ひさご島
発～10:38  412 イットレホブデホルメン発 シガーレン上陸地点偵察 、414 は 412 と
合流～11:17 シガーレン着 ペンギンセンサス（江原・香川・井口・伊藤）～11:55 シ
ガーレン発～12:12 ルンパ着 昼食～12:35 ペンギンセンサス（全員）～14:04 ルン













11/16（月） 06:00 雪上車暖機・ならし運転 
08:10 昭和基地出発 
12:40 SV22 着 
13:15 SV22 発 ルート工作開始 




     地震計保守 
20:00  定時交信 
11/17（火） 05:00  起床・朝食・雪上車暖機 
    ならし運転・小屋立ち下げ
08:13  きざはし浜小屋発 
08:40  きざはし浜北端着 船底池
往復 
11:15  きざはし浜北端発 
11:50  SV42 着 昼食 
12:20  SV42 発 
14:05  シェッゲ山頂着 
14:35  シェッゲ山頂発 
15:50  SV42 着 
16:00  SV42 発 
19:15  雪鳥沢小屋着 
20:00  定時交信 
 




11/19（木） 06:00  起床・朝食・雪上車暖機 
    ならし運転・小屋立ち下げ
    GPS 観測撤収 
08:48  雪鳥沢小屋発 
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11:40 鳥の巣湾発 




     地震計保守 
20:00 定時交信 
10:58  袋浦着 ペンギンセンサス
12:49  袋浦発 
13:15  ぬるめ池着 
13:45  ぬるめ池発 
15:00  水くぐり浦着 
15:35  水くぐり浦発 
18:45  昭和基地帰着 
車両編成：11月 16日・18日 SM412―樋口、村上、立本 SM414―篠原 江原、井口、土井 
   11 月 19 日    SM412―樋口、村上、立本、井口 SM414―篠原、江原、土井 
使用燃料と走行距離： 
給油日 11 月 16 日 11 月 18 日 11 月 19 日 
給油地 スカルブスネス ラングホブデ 昭和基地 
走行距離（km） 総給油量(L)
SM412 69L 33L 42L 147.6 144 








調査は調査員 3名以上がそれぞれ 3回、カウンターを用いて数えた。ネッケルホルマネ E、
すりばち池、ぬるめ池では成鳥は確認できなかった。袋浦でフリッパーバンドを付けた個





3.2.4.4.2.2 営巣数調査 井口 まり 
ａ）ラングホブデ方面 







12/1（火） 06:00 雪上車暖機・ならし運転 
08:00 昭和基地出発 
10:40 水くぐり浦着、ペンギンセンサス





12/2（水） 06:00  起床・朝食・雪上車暖機 
    ならし運転・小屋立ち下げ 
08:30  雪鳥沢小屋発 
11:30  ひさご島着、ペンギンセンサス 
11:40 イットレホブデホルメン着、 
    ペンギンセンサス 
12:00 ひさご島発 
12:15  昼食 
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20:00 定時交信 12:55  シガーレン着、ペンギンセンサス
13:45  シガーレン発 
14:10  ルンパ着、ペンギンセンサス 
15:02  ルンパ発 
17:40  昭和基地帰投 
車両編成：SM412―森川、樋口、武田、立本  SM414―木塚、森澤、小森、佐久間 
使用燃料と走行距離： 
給油日 12 月 1 日 12 月 2 日 
給油地 雪鳥沢小屋 昭和基地 
走行距離（km） 総給油量 (L) 
SM412 46L 50L 88.5 96 


















L52 へショートカットした。幸い L56 のプレッシャーリッジは発達しておらず雪上車で乗
り越えられ、行動時間を短縮することができた。GPS navigation は Garmin の新型を利用。












05:00 気象確認～06:00 車両暖機～07:30 荷物積込み＠作業工作棟前～07:55 昭和基
地出発～09:25 弁天島着 ペンギンセンサス～10:01 弁天島発～10:55 オングルカル
ベン着 ペンギンセンサス～11:43 センサス終了 昼食～12:21 オングルカルベン発～































3.2.4.4.2.3 調査結果 井口 まり 
 
表Ⅲ.3.2.4.4.2.3-1 アデリーペンギン個体数調査 
調査日 調査地 調査員 平均 標準偏差 
2009.11.12 弁天島 5 6.0 0.0 
2009.11.12 オングルカルベン A 3 173.6 10.9 
2009.11.12 オングルカルベン B 2 17.5 0.5 
2009.11.12 オングルカルベン C 2 170.5 13.4 
2009.11.12 まめ島 A 3 429.3 90.8 
2009.11.12 まめ島 B 5 14.0 0.0 
2009.11.12 まめ島 C 5 16.0 0.0 
2009.11.14 ひさご島 A 5 48.3 0.5 
2009.11.14 ひさご島 B 5 24.9 0.4 
2009.11.14 ひさご島 C 1 0.0 0.0 
2009.11.14 イットレホブデホルメン D 1 4.0 0.0 
2009.11.14 シガーレン 4 7.0 0.0 









2009.11.14 ルンパ B 5 119.4 16.1 
2009.11.14 ルンパ C 写真判定 2137.3 23.2 
2009.11.16 ネッケルホルマネ A 7 49.0 1.2 
2009.11.16 ネッケルホルマネ B 7 12.0 0.0 
2009.11.16 ネッケルホルマネ C 7 41.4 0.8 
2009.11.16 ネッケルホルマネ D 7 95.0 3.0 
2009.11.16 ネッケルホルマネ E 3 0.0 0.0 
2009.11.17 鳥の巣湾 6 59.9 2.3 
2009.11.17 すりばち池 5 0.0 0.0 
2009.11.19 袋浦 7 345.1 27.1 
2009.11.19 ぬるめ池 7 0.0 0.0 
2009.11.19 水くぐり浦 写真判定 746.7 23.7 
 
表Ⅲ.3.2.4.4.2.3-2 アデリーペンギン営巣数調査 ラングホブデ方面 
調査日 調査地 調査員 総営巣数 抱卵巣数 非抱卵巣数 









2009.12.1 水くぐり浦 7 491.6 33.5 462.1 33.5 29.5 5.2 
2009.12.1 袋浦 7 190.0 10.4 186.9 10.4 3.2 1.3 
2009.12.2 ひさご島 A  3 23.0 0.0 22.0 0.0 1.0 0.0 
2009.12.2 ひさご島 B 3 12.0 0.0 12.0 0.0 0.0 0.0 
2009.12.2 イットレホブデホルメン 3 2.0 0.0 1.0 0.0 1.0 0.0 
2009.12.2 シガーレン 6 6.0 0.0 4.0 0.0 2.0 0.0 
2009.12.2 ルンパ A 4 168.2 4.7 155.5 4.7 12.7 5.0 
2009.12.2 ルンパ B 3 56.2 6.1 52.7 5.9 2.4 1.1 
2009.12.2 ルンパ C 写真判定 1053.0 6.2 1041.0 6.2 12.0 0.0 
 
表Ⅲ.3.2.4.4.2.3-3 アデリーペンギン営巣数調査 弁天島方面 
調査日 調査地 調査員 総営巣数 抱卵巣数 非抱卵巣数 









2009.12.3 弁天島 6 3.0 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 
2009.12.3 オングルカルベン A 3 91.3 8.1 87.7 8.3 3.7 0.5 
2009.12.3 オングルカルベン B 3 7.0 0.0 7.0 0.0 0.0 0.0 
2009.12.3 オングルカルベン C 3 77.2 2.0 75.9 2.4 1.3 0.5 
2009.12.3 オングルカルベン C' 6 2.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 
2009.12.3 まめ島 A 6 198.1 14.0 195.2 14.3 2.9 0.8 
2009.12.3 まめ島 B 6 7.0 0.0 7.0 0.0 0.0 0.0 
2009.12.3 まめ島 C 6 6.0 0.0 6.0 0.0 0.0 0.0 
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3.2.4.5 地球観測衛星データによる環境変動のモニタリング【M5】 山口 雄司 
通年にわたり毎日約 10～20 パス程度の自動受信を継続した。越冬期間中、数件のシステム障害が
発生したが、国内からのサポートもあり無事復旧に至った。障害の詳細については 4.6.3 項 L/S
バンド衛星受信システム保守【SI-LD_3】を参照されたい。 
 





表Ⅲ.3.2.4.5.1-1 に NOAA 衛星受信パス数を示す。 
 
表Ⅲ.3.2.4.5.1-1 各月の NOAA 受信パス数 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 １月
287 316 301 298 325 459 398 301 320 408 465 299 
 
 
3.2.4.5.2 DMSP 衛星データ受信【M5_2】 山口 雄司 
表Ⅲ.3.2.4.5.2-1 に DMSP 衛星受信パス数を示す。 
 
表Ⅲ.3.2.4.5.2-1 各月の DMSP 受信パス数 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 １月




4.1 機械 森口 和雄・江原 基・五十嵐 哲也・福田 慎一・木塚 孝廣・大平 正 











に設置が完了した区間まで点検修理を実施し正常な状態である事を確認した。2010 年 2 月越冬交代後
の作業となったが、衛星受信棟燃料タンク、配管設置工事を行った。 
2 月 21 日 100KL 水槽循環ラインの『循環ポンプ検水器停止』の警報が発報した。また、22 日には『造
水装置故障』の警報が発報した。原因は、前日夜からの A 級ブリザードの影響で 100KL 水槽外袋が約
6m 幅で破損した影響で水槽上部とカバー間の断熱剤が強風により粉砕され、水槽内部に入り 100KL 水
槽用循環ラインストレナーに詰まり検水器流量低下により警報発報に至った。その影響で造水装置故





20 日の A級ブリザードの被害で、重機、車両 4台のフロント（リア）ガラスが破損した。 











8 月 6日管理棟 100V 系統の部分停電が発生した。原因は、管理棟 3 階通信室フロアーコンセント接
続部が焼損していた。端子の緩みにより短絡したと思われる。フロアーコンセントは、現在使用して
いないことから他を含めた 3か所の撤去を行った。 
11 月 23 日（11:05 頃）第 1廃棄物保管庫解体作業で、鉄骨の溶断作業中足をすべらせ、持っていた
火がついたままの溶断機を、建物外周シートと内部との間の約 10cm 程度の隙間に落下し、外周シート
に引火した。小型粉末消火器 16 本、大型粉末消火器 1 本で初期消火にあたったが、消火器では消火で
きる状態ではなかった。また解体作業で使用していたアセチレン、酸素ボンベも近くにあり引火の可
能性もあり容易に近づく事ができなかった。第 1 ダム、海氷共に凍結していたため、130kL 水槽から
の送水を試みてみることに決定し、本格消火態勢をとることにした。通常使用しているホースでは本
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数が足らなかったが、50 次隊で持ち込んだ予備 2本も含めたホース 30 本（通常 24 本、筒先用 6 本）
を 1直線につなぐことにより、130kL 水槽から火元までホース展張を行うことが出来た。 







12 月 30・1 月 6日地震計室の火報が発報したが誤報であった。原因は、東部配電小屋～重力計室間
でケーブルの劣化、損傷と推定。後日同一ケーブル内に予備回線があったため組み換えを実施した。 





実施した。8月 4日に D41 ブル（JARE41）で除雪作業中プロペラシャフトが折損した。2 次被害とし
て、ギヤポンプが破損し 50 次での復旧を断念した。8 月 13 日に SM113 の左旋回不能が起き、10 月 2




力的に行った。10 月末から 51 次先遣隊入りに合わせて各所道路の除雪を実施した。雪捨て場を第
一ダム、作業工作棟海氷側、A ヘリ海氷側へ運んだが、集積した雪の捨て場がないほどの量となっ






































































































































である。部材は、昭和基地にある在庫を使用する。60 人日（20 日）程度を計画している。 
２）施工 
昭和基地の支柱在庫数 15 本で施工可能な、電離層棟～地学棟の支柱 12 本の補強工事を行った。 




棟までの間の 12 本は同様の補強工事を行った。 
稼働日、人工は下記の通り。 
1 月 14 日 1＋3 名 支柱建て方用墨出し及び掘削（3/12 本) 
1 月 15 日 1＋3 名 支柱建て方用墨出し及び掘削（7/12 本) 
  支柱建て方、アングル固定での補強工事（7/12 本) 
1 月 16 日 1＋3 名 支柱建て方用墨出し及び掘削（10/12 本) 
  支柱建て方、アングル固定での補強工事（10/12 本) 
1 月 20 日 1＋3 名 支柱建て方用墨出し及び掘削（12/12 本） 




























を埋めることで強度を確保することとした。2010 年 1 月、土木・建築担当隊員により上記対策を





















写真Ⅲ.4.1.3-3 架台・燃料タンク設置状況 写真Ⅲ.4.1.3-4 オイルキャリー設置状況 
 
  
写真Ⅲ.4.1.3-5 タンク側配管サポート設置状況 写真Ⅲ.4.1.3-6 棟側配管サポート設置状況 
 
 
4.1.4 夏期隊員宿舎用汚水処理装置移設【SI-M_4】 森口 和雄 
第 1 夏宿～第 2 夏宿間の給排水管設置工事が終了していないため未実施。ミッションを次隊以降に
引き継いだ。 
 
4.1.5 第 1 夏期隊員宿舎～第 2夏期隊員宿舎までの給水・汚水配管工事【SI-M_5】 江原 基 
１）概要 
本工事は 49 次隊の夏期作業として計画のもの。残雪により作業が困難であったため中止した。
ルート再検討の上、持ちこんだ部材で出来る範囲の工事を 49 次隊の冬明け作業で実施、50 次夏
期作業で、第 2 夏期隊員宿舎～汚水処理装置間を実施。端末部や接続不可能な部分の測量を実施
し、そのデータを元に 51 次隊で完成の予定。 
２）期間 
















































4.1.6 機械設備（夏宿）の運用・管理【SI-M_6】 江原 基 
１）暖房・空調設備 




上水の造水量は約 2,575ℓ/日(1 月 13 日～2月 3 日)であった。造水装置の透過水量は 7.0ℓ/min
で運用した。 造水装置のプレフィルター(5 ミクロンフィルター)は、平均 5日で交換して運用し




透過水 pH 電極、原水 pH 電極は取り外し、発電棟で保管した。 
３）取水設備 




































プロパンガスボンベは 50 次使用中 3本を使用した。立ち下げ時、未使用分の 3本はそのまま第






上げ時に E7 エラーが発生したが、いずれもリセットにて復旧した。 
 




40 次隊より開始された S165L-UT×300kVA（240kW）2 台による電力供給を 50 次隊でも継続
して実施し、年間を通じ安定した電力を供給した。最大使用電力量は 49 次隊(202kW)と比較
して 204kW と 2kW 増しとなった。基地の設備も年々増加傾向にあり基地電力設備・機器につ
いて見直す必要があると考える。50 次隊において電源切換え時以外は常時 1台での電力供給




た事により、50 次でも不具合は無く稼働した。オイルは 500 時間点検時に 5ℓ、1000 時間点
検で全交換(7ℓ)した。 
2009 年 2 月 14 日、1号機より 2号機に電源切換えを行った。約 4時間後にオンサイト監視
システムで 2号機 No2cyl「異常予知」が表示され、他気筒と比較すると 100℃以上排気温度











No. 49 次隊からの引継ぎ時間 50 次隊の年間稼働時間 51 次隊への引継ぎ時間 
1 号機 62,475.3 3,822.8 66,298.1 
2 号機 45,205.3 5,055.4 50,260.7 
 
イ）運転サイクルおよび点検整備 
2 月から 6月まで 1、2号機号機とも 500 時間（点検）を基本サイクルとして交互運転した。
7月から51次夏期オペレーションで行われる2号発電機オーバーホールの時間に合わせるた













隊から開始された W 軽油と JP-5 の混合を行い、50 次隊でも発動機の燃料として使用した。
50 次隊も 49 次隊に引き続き混合比率は、W 軽油:JP-5 を 9:1 としていたが、見晴らし岩 100KL


















後 WindowsPC への更新が望ましい。機械ワッチは毎日 2 回機械隊員、環境保全隊員、装備・
フィールドアシスタント隊員および、医療隊員が輪番で 1名ずつ行った。11:00 には発電棟、





37 次隊（1995 年）より、1 号機を「200kVA 同期発電機」から「300kVA 同期発電機」への更













































































越冬交代後となったが、2010 年 2 月に引き継ぎを兼ね、1.2 号発電機共に点検整備を行った。 
また、模擬負荷装置にて 25％～100％まで負荷をのせ性能試験を実施し問題ない事を確認した。 
 
4.1.8 電力設備（太陽光発電）の運用・管理【SI-M_8】 五十嵐 哲也 
１）概要 
太陽光発電システムは、38 次隊（1996 年）より導入し 43 次隊で架台 88 基（架台 1基に太陽電
池パネル 8枚取付）太陽電池パネル 704 枚、総出力 55kW の太陽光発電システムとなっている。 
47 次隊で太陽電池パネルのひび割れ原因調査の為、太陽電池パネル角度が 40 度と 55 度の架台





























 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月
発電電力量 
（kWh） 
4,321.22,203.1 623.5 66.3 0.0 14.4 727.2 2,889.6 5,650.97,368.67,630.56,789.5
最大出力 
（kW） 
40.44 36.50 28.15 12.05 0.00 6.53 24.60 36.87 44.63 44.90 47.15 43.27
 
また、「太陽電池パネル破損状況調査」も併せて実施し、ひび割れや腐食、破損等の状況変化
を観察した。2010 年 1 月 30 日時点での破損状況調査結果を下記に記す。（参考値として、49
次隊引継ぎ時点での破損状況も記す。） 
・49 次隊：ひび割れ［143 枚］，腐食［20 枚］，ひび割れ＆腐食［ 33 枚］，破損・脱落［0 枚］ 
・50 次隊：ひび割れ［125 枚］，腐食［85 枚］，ひび割れ＆腐食［102 枚］，破損・脱落［0 枚］ 
ｃ）太陽電池パネル開放電圧測定 
2009 年 5 月と 7月及び 2010 年 1 月に太陽電池パネル開放電圧測定を実施した。 
結果、電圧の出力されていない架台が 14 基［太陽電池パネル 112 枚分（約 9kW）］あること
が分かった。調査したところ、電線ケーブルが架台の基礎部分や岩で擦れて断線していた架台
が 2 基あり、更に電線ケーブルが架台の基礎部分で断線後、短絡焼損し電線ケーブル同士が溶























従来の太陽電池パネル 4 枚の内、3 枚にひび割れが発生していた。ひび割れ対策用太陽電池
パネルは、4枚全てにひび割れが発生している。 
ｂ）太陽電池パネル角度「40 度」 
太陽電池パネル 8 枚の内、1 枚の表面保護膜にひび割れがあったが、太陽電池パネル自体に
異常は見受けられなかった。 
ｃ）太陽電池パネル角度「55 度」 
太陽電池パネル 8 枚の内、1 枚の表面保護膜にひび割れがあったが、太陽電池パネル自体に
異常は見受けられなかった。 
 
4.1.9 電力設備（風力発電機）の運用・管理【SI-M_9】 福田 慎一 
１）風力発電機の運用・管理状況 
ａ）風力発電機稼働状況 










 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月
積算出力 
（kWh） 
275.3 351.3 239.6 40.5 0.2 33.5 61.4 44.3 43.2 20.9 140.9 364.2
最大出力 
（kW） 





























































































































厨房照明器具 FLR→Hf 交換工事を行った。厨房内 200V 用コンセント交換工事を行った。厨房
内コールドテーブル、製氷機設置、コンセント増設工事を行った。医務室内元暗室 Hf16w2 灯用

















６）第 1居住棟、第 2居住棟 
第 1居住棟 WEB カメラ使用コンセント短絡に伴い交換工事を行った。各所ランプ交換を行った。 
７）集積所 
























機用 200V 電源、Br、コンセント設置工事を行った。1 夏～2 夏間弱電幹線引き換えに伴う弱電端
子盤接続工事を行った。PHS ライン断線に伴う調査、復旧工事を行った。 
16）第 2夏宿 


































第 1 夏宿～第 2 夏宿間既存幹線ルート調査、弱電幹線新規敷設工事を行った。第 2 夏宿～第 1
廃棄物保管庫断線部修復工事を行った。気象棟前ケーブルラック、送信棟弱電幹線断線部復旧工
事を行った。東部配電盤小屋～重力計室間弱電幹線調査を行った（地震計室火報誤報による為。










第 1 夏宿～第 2 夏宿間の強電系統（AC400V）の幹線は水汲み沢プラントを経由して第 2 夏宿に

























不足する場合に追いだき用として使用している。1 号機を常時運用していたが 2 号機の使用
前点検・煙道の閉塞状況の確認後、12 月より運転を開始し 51 次隊へは 2 号機を運用するよ
う引き継いだ。ボイラー設定温度は、空調用熱交換器 1 次側（発動機の 2 次側冷却水）入口
電動 3 方弁設定温度と同じ温度で運用し、年間を通して、管理棟、居住棟、倉庫棟の室温は











ない。50 次隊では、4月から 10 月まで発電機の排ガス熱回収を積極的に行ったことで、暖房




管理棟・居住棟の暖房に空調用熱交換器の 1 次側循環温水（発動機の 2 次側冷却水）が使
用されている。越冬中は 53℃に温度を固定し越冬明けの気温上昇に伴い 48℃まで下げ運用し
た。空調用熱交換器について 50 次隊では、十分な熱回収がなされていたこともあり、熱交換
















なった。空調設備点検を月 1回、ファンコイルユニットのフィルター清掃を 10 月に実施した。前
次隊清掃時、フィルターの向きが逆に付けられており、中でメッシュ部分が外れていた。サロン
と娯楽室に設置されているテーブル型分煙機の集塵電極ユニットは4ヶ月に1回、脱臭フィルター
は 6ヶ月に 1 回の交換を実施した。 
３）倉庫棟 
空調設備点検を月 1 回、ファンコイルユニットのフィルター清掃を 1 月に実施した。8 月に第
P-1 系統不凍液循環ポンプから漏液があり、メカニカルシールの交換をおこなった。 
４）汚水処理棟 
空調設備点検を月 1 回、ファンコイルユニットのフィルター清掃を 1 月に実施した。また、不
凍液循環ポンプは、2 台のポンプを奇数月は 1 号機、偶数月は 2 号機の交互運転で運転するよう
引き継ぎを受けたが、2号機ポンプのモーター部より異音がしていたため、1号機のみで運転して











調整したと、49 次より引き継ぎを受けたが、50 次では個々に室温設定を任せたところ、苦情は 1
件のみであったため、そのまま個人管理を継続した。空調設備点検を月 1回実施した。 
６）その他 
















たほうがよいと思われる。燃料の年間平均は 1,874ℓ/月であった。温風暖房機は 7 棟で使用され






4.1.12 機械設備（造水）の運用・管理【SI-M_12】 江原 基 
年間を通して 130 ㎘水槽の水を使用した。130 ㎘水槽への雪入れは水位目盛 120 を上限とし、常時
実施するよう隊員に周知・依頼した。夏期期間中、荒金ダムに十分な水量が確認できた場合は荒金ダ
ムの水を使用した。1 年間の造水量は上水が 1,341 ㎘、中水が 574 ㎘、合計 1,915 ㎘であった。月毎



























上水の平均は 3,676 ℓ/日、最大は 2 月の 5,034 ℓ/日、最少は 10 月の 2,881 ㎘であった。中水の平





造水量は例年どおり 4ℓ/min で運用した。脱塩装置の年間稼働時間は 4,662h/年、1 日当たりの
平均稼働時間は 12.8h/日であり、1年間の平均脱塩率は 98.0％であった。水質については医療部
門で水質検査を実施している。50 次で薬注装置に補充した 1.2％に希釈した次亜塩素酸ナトリウ


























にて清掃を実施できなかったため頻発した。これを受け、50 次隊では水槽清掃を 2/28 に実施し
た。水槽清掃後の発報は汚れのたまった 12 月まで発生しなかった。レベルゲージプレートの塗装





年間を通して 130 ㎘水槽からの給水で運用した。100 ㎘水槽循環ラインのストレーナは適宜清
掃をして運用した。水槽カバーがブリザードにより破損し、内部の断熱材が水槽内に混入。循環
ラインに吸い込まれたことによりストレーナ部で詰まり、検水器発報が頻発したため、100 ㎘水
槽の清掃を 2/26 実施。51 次との引き継ぎを兼ね、1月にも水槽清掃を実施した。 
 









器 U トラップの清掃を年 1回実施した。また、小便器へ尿石除去剤を月 1 回注入した。風呂循環
設備について、薬品洗浄の後に風呂循環配管内高圧洗浄と引き継ぎを受けたが、薬品（ブルーグ
リーン）の在庫が無かったため、3ヵ月に 1回と引き継ぎを受けた高圧洗浄を、1 ヵ月に 1回の割
合に変更した。また、他部門へも支援要請をし、ブリザード時の恒例行事と位置付け実施した。
結果、3 ヵ月周期だった場合、清掃後の 1 ヵ月のフィルター交換は必要なかったが、その後は 1
週間周期になってしまうため、前次隊までは、年平均 15 日で交換していたようだが、1ヵ月周期
にした場合は、その間のフィルター交換が無いため、結果的に作業時間およびフィルター使用量
































冷水循環ライン第 2居住棟戻りラインで 49 次隊が補修した部位より再び漏水し、配管の交換に
て対応した。第 2居住棟 2F トイレ設置の浅井戸ポンプユニットのタンク部から腐食により漏水し
たため、予備品と交換した。環境保全部門からの要請で、汚水タンク洗浄用ホースを増設した。




4.1.14 機械設備（冷凍・冷蔵設備）の運用・管理【SI-M_14】 江原 基 
発電棟の第 1.2 冷凍庫、倉庫棟の冷凍庫および冷蔵庫、管理棟厨房の冷蔵庫は年間をとおして問題
なく運用できた。管理棟厨房の冷凍庫は 49 次隊よりサービスバルブの交換作業を引き継いでいたが調









計測月 厨房浄水器 厨房冷水 厨房お湯 2F バー 発電棟洗面所 発電棟中水 
2 0.1 0.4 0.1 1 0.1 なし 
3 0.1 2 0.1 2 0.1 なし 
4 0.1 5 0.1 0.4 0.1 0.1 
5 0.2 2 0.1 0.4 0.1 0 
6 0.2 2 0.1 1 0.1 0 
7 0.2 2 0.1 2 0.2 0 
8 0.2 2 0.1 0.4 0.2 0 
9 0.1 2 0.2 1 0.1 0 
10 0.1 2 0.1 0.2 0.2 0 
11 0.1 0.4 0.1 0.2 0.2 0 
12 0.1 0.2 0.1 1 0.2 0 






4.1.15 機械設備（LP ガス、厨房機器）の運用・管理【SI-M_15】 森口 和雄・江原 基 
プロパンガスは管理棟で 51 本、夏宿で 9 本、1 年間で合計 60 本利用した。プロパンガスボンベ庫
には常時 6 本のプロパンガスボンベがセットされ、3 本ずつの 2 系統で供給している。自動切替弁に
て使用している系統のプロパンガスボンベ 3 本が消費されると、自動的に別の系統の 3 本に切り替わ







ム取り付けボルト 20 本のうち 14 本が脱落していたため新規に取り付けた。また、かご室の安全バー
ガイドが屈折していたため手直しを行った。修理後は、使用可能となったが、ワイヤーに損傷が見ら
れたため、使用制限をかけての運用とした。8 月に点検を実施したが状態は安定していた。新規ワイ
ヤーを 51 次隊に調達依頼した。 
 
4.1.16 防災設備【SI-M_16】 福田 慎一 
１）火災報知設備 
3 月と 10 月に火災報知器の点検・非常放送の点検を行った。感知器に異常が数か所あったので
交換工事を行った。交換を行ったのは作業工作棟 1 個、非常用物品庫 1 個、流星レーダー小屋 1
個の 3 か所。また、観測棟内ボンベ室には感知器が未設置だったので今後は設置した方が良いと
思う。放送設備では流星レーダー小屋にスピーカーが未設置だった為、設営室に問い合わせ、設




製造番号、製造年月日や設置場所の確認を行った。11 月 23 日の火災で消火器を 17 本（うち 1本
は容器破損）使用した為、使用期限切れだが年度の 1番新しい物を再設置し 51 次隊に引き継いだ。
入れ替えした旧品は全て持帰りとした。消火器の更新は合計で 30 本となった。 
３）消防ポンプ・消火栓 
ａ）消防ポンプ 















50 次隊では 128 個のマスクを調達し 9月に交換をした。交換をしている際、過去の隊で交換さ
れてない物もあったので、調整をしながら交換を行った。 
ａ）防火衣・耐熱服 
防火衣は、防火区画 Bに 13 着常備し、耐熱服も 4着常備してある。月に一度目視点検を実施、
異常が無いことを確認した。また、使用されていない古い防火衣・耐熱服等が予備として有る。 
ｂ）空気呼吸器 






















































立つ為、50 次隊では 2 速までの使用限定とした。49 次で搬入した 41 次改修車両は白煙がひ
どく、まともに動かせる状態ではなかった。50 次隊で少しずつ整備を行い一時は完全復旧ま
でしたが、除雪作業中にプロペラシャフトが破断、その影響で作業機ポンプも破損し 50 次隊






































































WA100-5 48 1,550km 3,053km  204km  
FD25H-12 39 957h 996h 39h  
FD25H-12 40 940h 964h 24h  
NTX-25 49 16h 19h 3h  
FD115-7 48 240h 419h 179h  
FD115-7 49 18h 254h  236h  
MS40V 43 2,016h 2,570h 1020h  
MS40V 47 1,427h 2,013h 586h  
D31Q-20 39 1,458h 1,545h 87h  
D40PL-5-1 34 2,986h 2,986h 0h S16  
D40PL-5-2 34 3,096h 3,096h 0h S16  










D41P-6 改 41/49 4,210h 4,697h 487h  
C50R-2 36 5,353h 5,353h メーター不良 持ち帰り予定 
MST-800VD 42 6,270h 7,385h 1115h  
C60R-2 39 3,732h 4,314h 582h  
MF-50 40 1,168h 1,451h 283h  
B22-2-1 36 2,036h 2,467h 431h  
B22-2-2 36 1,937h 2,213h 276h  
B22-2 35 668h 668h 0h S16  
ViO20-2 43 1,813h 1,950h 137h  
PC70-7E 41 4,240h 5,576h 1336h  
PC70-7E 45 4,173h 5,267h 1094h  
JV25DW 39 29h 29h h 0h 50 次持ち帰り
TW500W 48 1,447h 1,447h 0h  
YSR3420A 45 386h 461h 75h 除雪機 
YSR3420A 46 337h 468h 131h 〃 
 
表Ⅲ.4.1.17-2 車両整備内容 
車両形式名 持込隊次 整備内容 





ミニブル MS40V 47 ①走行ブレーキラインホース亀裂、交換 ②作業機ケー
ブル破断、ケーブル加工取り付け ③スロットルケーブ
ル破断、代用品加工取り付け ④定期整備 
D31Q-20 39 ①左右ブレーキノッチ調整 ②前後進レバー破損交換
③スターターヒューズ交換 ④座席シート交換（雪上車
用加工取り付け） ⑤点検グリスアップのみ実施 
D40PL-5-1 34 ①未対応 
D40PL-5-2 34 ①未対応 






D41P-6 45 ①ファンベルト交換（2 回） ②オートテンショナー取
り付け ③ストップソレノイド交換 ④トラックロー




タークーラント漏れ補修 ⑪ヒーターホース in、out 亀
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車両形式名 持込隊次 整備内容 
裂、代用品加工交換 ⑫冷却水ロアホース代用品加工交
換 ⑬ラジエーターラバーマウント脱落、代用品加工取
り付け ⑭出力不足、燃料水抜き ⑮定期整備 
クローラクレーン 36 ①エンジンブロー持ち帰り待ち 








クローラフォーク 42 ①左走行ラインホース取り外し、洗浄増し締め ②ライ
ンフィルター横、ホース代用品加工交換 ③アイドリン
グ調整 ④定期整備 
ミニバックホー① 36 ①ACG 交換 ②ファンベルト交換 ③スターター交換
④未整備 
ミニバックホー② 36 ①バッテリー、キースイッチ間ケーブル断線、修正 ②
未整備 
ミニバックホー 35 （ドーム車両、現在 S16、未整備） 
ミニバックホー（Vio） 43 ①点検グリスアップのみ実施 ②リアガラス破損未対応
③未整備 






PC70-7E 45 ①フレーム亀裂補強版作製、溶接修正 ②右キャタピン
破断、代用品作製、取り付け ③未整備 
JV25DW 39 ①持ち帰り 
TW500W 48 ①未整備 
除雪機（YSR） 45 ①バッテリー、キースイッチ間接触不良修正 ②未整備
除雪機（YSR） 46 ①オーガーシャフト破断（未対応） ②未整備 
パンジードリル（ECO-V3） 47 ①ドリル稼動用シリンダーストッパー外れ ②ラジエー
ターキャップ欠 ③バッテリーカバー破損 ④全て未整
備、未対応 51 次隊に依頼 
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4.1.18 雪上車の運用・管理【SI-M_18】 大平 正 
１）SM100S 大型雪上車 
ａ）標準仕様車 
全車内陸専用車である。各種内陸旅行、とっつき岬～S16 間の橇輸送、S16 及び S17 埋没橇の
引き出しに使用した。50 次隊ではみずほ、ドームふじ内陸旅行に使用した 6台の車両とバック
アップ車両 1 台をとっつき岬にて整備した。112 はとっつき岬～S16 の橇輸送中にディファレン










































50 次では 2台とも使用しなかった。 
８）スノーモビル 





備を実施した方が良い。主に 4 台を旅行に、1 台は環境保全専用として、海氷側駐車場に駐車し
てある。その他 6台の車両については使用せずに 11 倉庫跡地にデポされている。 
表Ⅲ.4.1.18-1 に雪上車使用車両及び稼動実績を、表Ⅲ.4.1.18-2 に車両整備内容を示す。なお、












SM102 改 42 27,585 27,590 5 S16 
SM103 改 43 22,765 22,802 37 S16 
SM104 改 44 729(h) 730(h) 1 時間計 
SM107 38 19,747 19,748 1 S16 
SM108 39 19,703 19,706 3 S16 
SM109 40 17,942 18,888 946 S16 
SM110 40 24,474 24,475 1 S16 
SM111 47 18,945 19,802 857 S16 
SM112 42 20,667 20,667 0 とっつき岬 
SM113 43 7,282 7,290 8 S16 
SM114 44 16,307 17,027 720 S16 
SM115 45 11,132 12,468 1336 S16 
SM116 46 11,742 12,479 737 S16 
SM601 48 392 1,643 1251  
SM651 49 484 1,546 1062  
SM507 34 4,832 4,851 19 とっつき岬 
SM511 37 12,454 12,455 1  
SM518AT 28 15,587 15,588 1  
SM519AT 28 10,516 10,516 0  
SM520 30 23,777 23,778 1 持帰予定 
SM521 30 19,444 19,541 97  
SM522 45 4,159 4,441 282  
SM407 36 19,019 19,019 0  
SM408 29 31,569 31,569 0  
SM409 29 32,346 32,347 1  
SM410 37 23,768 23,768 0  
SM411 39 20,980 21,202 222  
SM412 42 18,180 19,647 1467  










SM414 46 7,206 9,422 2216  
SM302 43 5,235 5,535 300  
SM303 44 6,488 6,497 9  
SM311 41 14,004 14,007 3 持帰予定 
SM254 33 10,755 10,755 0  
SM255 33 72 72 0  
CS340E-1 39 3,815 3,815 0  
CS340E-2 39 1,598 1,598 0  
CS340E-4 39 823 823 メーター故障  
CS340E-5 39 2,710 2,710 0  
CS340E-6 39 2,648 3,014 366  
CS340E-1 41 1,668 1,668 0  
CS340E-2 41 1,349 2,136 メーター故障  
CS340E-3 41 547 547 メーター故障  
ET410TR-1 43 4,462 4,462 0 持帰予定 
ET410TR-2 43 3,778 3,895 117  
VT500XL-1 47 1,231 1,233 2 持帰予定 








SM102 改 42 ①ブレード油圧ホース増締め ②アクセルリンク固着修繕 
SM103 改 43 点検のみ 
SM104 改 44 ①バッテリ充電 
SM107 38 点検のみ 
SM108 39 点検のみ 
SM109 40 ①テンション ASSY 交換 ②ヒータモータ、レジスタ、デフロスタモータ、レ
ジスタ交換 ③ヒータスイッチ仮修繕 ④足回り亀裂溶接 ⑤ヘッドライト
スイッチ交換 
SM110 40 ①バッテリあがり補充電 
SM111 47 ①足回り亀裂溶接 ②車載発電機オイル漏れホース修繕（要交換） 
SM112 42 ①足回り亀裂溶接 ②スピードメータケーブル増締め ③旋回不良調査 
SM113 43 ①マスタシリンダ交換 ②スレーブシリンダ交換 ③旋回不良調査 
SM114 44 定期整備のみ 
SM115 45 ①トランスミッションコントロールモジュール交換 







①作動油漏れ改善 ②トルコン油漏れ改善 ③底板交換 ④タイヤパンク左
第 5 交換 ⑤左右第 5 転輪ノーパンクタイヤに変更 ⑥クレーン格納不良修
繕 ⑦ブレード脱落対策 
SM651 49 ①トルコン油漏れ改善 ②底板交換 ③クレーン格納不良修繕 ④クレーン
故障調査（要コントロールバルブ交換） 






SM511 37 点検のみ 
SM518AT 28 点検のみ 
SM519AT 28 作業工作棟裏にデポ 
SM520 30 持帰予定車両 
SM521 30 ①ドアヒンジ交換 
SM522 45 定期整備のみ 
SM407 36 作業工作棟裏にデポ 
SM408 29 点検のみ 
SM409 29 点検のみ 
SM410 37 ①バッテリ交換 ②アース不良 ③ラジエータ交換 ④ホーンハーネス修繕
SM411 39 定期整備のみ 
SM412 42 ①メータパネル防振ゴム交換 ②右スレーブシリンダ交換 
SM413 45 ①クラッチペダル交換 ②クラッテディスク交換 ③マスタシリンダ交換
④スレーブシリンダ交換 ⑤ラジエータ交換 ⑥サイドスッテプ交換 ⑦リ
ヤステップ交換 ⑧キャブ内雪吹き込み対策 ⑨ドアヒンジ交換 
SM414 46 ①サーモスタット交換 ②キャブ内雪吹き込み対策 ③右後ショックアブ
ソーバ交換 
SM311 41 持帰予定車両 
SM302 43 ①減速機オイル混じり対策 ②エンジンマウント対策 ③左ドアロック修正
SM303 44 ①減速機オイル混じり対策 ②エンジンマウント対策 ③ショックアブソー
バ取り外し ④燃料タンク洗浄 
SM254 34 作業工作棟裏にデポ 
SM255 34 作業工作棟裏にデポ 
CS340E-1 39 11 倉庫跡デポ 
CS340E-2 39 定期整備 
CS340E-4 39 11 倉庫跡デポ 
CS340E-5 39 11 倉庫跡デポ 
CS340E-6 39 定期整備 
CS340E-1 41 11 倉庫跡デポ 
CS340E-2 41 定期整備 
CS340E-3 41 11 倉庫跡デポ 
ET410TR-1 43 ①スキー取り外し ②持帰予定 
ET410TR-2 43 ①スキー交換 ②スキー破損交換 
VT500XL-1 47 ①点火プラグ変更（8→7） ②左ピストン交換 
VT500XL-2 47 ①ピストン交換 
  




ト車庫に搬入した。5 月中旬時点で作業工作棟までの道路が雪に埋もれ、残り 5 台の整備を断念
し装輪車の越冬準備を終了した。四輪バギーは、3台とも 49 次隊引き継ぎ時は故障の為使用出来











ねじ部が破断し、スターターを交換、ケーブルは加工し復旧してある。43 次納入車は 47 次隊
で横転事故を起こしキャブが歪み、一人でキャブを上げられない状態である、使用前点検は数












3台が 2WD である。2WD は昭和基地内の荒れた路面、積雪がある路面では使用に向かない。車両
の大きさ使い勝手の良さは一番だが、全車 4WD 化を望む。 
ｅ）ユニック車 
32.39 次納入車は、PTO プロペラシャフト破損の為、クレーンは使用不能、状態が悪い為持ち
帰り待ちとなっている。40 次フォワード・ユニックは 48 次隊の頃から白煙が酷く整備の結果
燃料タンク内に異物が混入、現在復旧済みである。43 次納入車、49 次納入車共に問題無く使用




48 次隊、49 次隊で新規車両として 2台持ち込んだ。コンテナ輸送試験、一部の大型物品の移







A ヘリ輸送時の荷受け、荷出しに使用。49 次搬入車両については Cヘリで使用。39 次納入車
は引き継ぎ時稼動できなかったが、インチングブレーキバルブが固着、分解再組し修繕した。
39 次及び 40 次納入車 2台は、稼働はするが状態としてはあまり良いとは言えない。 
ｉ）大型フォークリフト 


























エルフ 2t ダンプ 39 7,922km 9,004km 1,082km  
エルフ 2t ダンプ 43 5,084km 5,796km 712km  
エルフ 3t ダンプ 48 2,414km 3,060km 646km  
エルフロング 31 8,095km 8,192km 97km  
エルフ 350 40 6,912km 7,148km 236km  
エルフ 350 44 4,352km 4,678km 326km  
エルフ 350 47 2,888km 3,257km 369km  
エルフ 150 40 4,827km 4,937km 110km  
エルフ 150 白 41 8,072km 8,620km 548km  
エルフ 150 青 41 4,074km 4,334km 260km  
エルフ 150 42 6,290km 6,680km 390km  
トラッククレーン 32/39 6,131km 6,131km 0km 持ち帰り予定 
トラッククレーン 37 7,131km 7,307km 176km ZF303 
トラッククレーン 40 7,741km 8,033km 292km ZF303 
トラッククレーン 43 6,216km 6,513km 297km ZR303 
トラッククレーン 49 1,308km 1,935km 627km  
コンテナトラック 48 764km 927km 163km  
コンテナトラック 49 474km 486km 12km  
WING100 38 2,849h 3,053h 204h  
WING100 43 1,632h 1,935h 303h  
WA100-5 48 1,550km 3,053km 204km  
 
表Ⅲ.4.1.19-2 車両整備内容 
車両形式名 持込隊次 整備内容 
2t ダンプ 39 ①スターター交換 ②スターターケーブル加工取り付け ③
左リアタイヤ 1本交換 ④定期整備 
2t ダンプ 43 ①フロントガラス交換 ②定期整備 
3t ダンプ 48 ①DPD 分解再組 ②定期整備 
エルフロング 31 ①未整備 
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車両形式名 持込隊次 整備内容 
エルフ 350 40 ①ブレーキラインエア抜き ②ブレーキドラムシュー4 輪調
整 ③定期整備 
エルフ 350 44 ①定期整備（左パワーウインド故障在庫なし未対応） 
エルフ 350 47 ①定期整備（左パワーウインド故障在庫なし未対応） 
エルフ 150 40 ①P/S プーリーASM 交換  ②定期整備 
エルフ 150 白 41 ①定期整備（ATF パイプ変形、未対応） 
エルフ 150 青 41 ①バキュームスイッチングバルブ破損、加工取り付け ②定
期整備 
エルフ 150 42 ①バッテリーカバーブラケット異品 3 回目（現在木材にて仮
止め） ②定期整備 
トラッククレーン TM30Z 32、39 ①クレーン PTO 破断（使用不可持ち帰り車） 
トラッククレーン ZF300 37 ①アクセルペダル固着気味 潤滑剤塗布（未整備） 
4t ユニック 40 ①燃料タンク交換 ②全燃料パイプ取り外し洗浄 ③フィー
ドポンプ交換 ④全RSパッキン交換 ⑤ガイドフレーム溶接
修正 ⑥PTO ランプ電球入れ替え ⑦定期整備 
4t ユニック 43 ①定期整備（ブレーキペダル固着気味 潤滑剤塗布） 
4t ユニック 49 ①越冬明け点検のみ実施 
コンテナトラック 48 ①越冬明け点検のみ実施 
コンテナトラック 49 ①越冬明け点検のみ実施 
WING100 38 ①未整備 
WING100 43 ①リアガラス破損（未対応） ②スターター系ヒューズ交換
③未整備 
ホイールローダー 48 ①フロントガラス破損（アクリル板で作製仮復旧） ②左フォ
グランプ破損（代用品で対応） ③ファンベルト交換 ④定
期整備（エンジンオイル 2 回交換） 
フォークリフト 39 ①インチングペダル、バルブ固着分解再組 ②点検グリス
アップのみ実施 
フォークリフト 40 ①ブレーキペダル固着気味（潤滑剤塗布） ②点検グリスアッ
プのみ実施 
フォークリフト 49 ①未整備 
大型フォークリフト 48 ①右下ドアガラス交換 ②点検グリスアップのみ実施 
大型フォークリフト 49 ①パワープレーキ、エアバルブ故障分解再組 ②ブレーキラ
インエア抜き ③点検グリスアップのみ実施 








4 輪バギー3号車  ①キャブレターO/H ②チョークレバー交換 ③プラグ交換




4.1.20 橇・カブースの運用・管理【SI-M_20】 森口 和雄 
昭和基地にある橇の大半は 2 トン積木製橇で占められている。2 トン橇は、沿岸や内陸調査旅行の
物資輸送あるいは燃料給油用の燃料橇として多くの橇を使用した。また、51 次隊氷上大型物資輸送に
も使用した。老朽化や破損等によって使用に耐えられない橇は貨油ホースの保管場所として使用した。
今次隊では、みずほ旅行、51 次隊夏期ドームふじ旅行が計画されていたため、5 月から S16 にデポし
てある橇を昭和に回送し、建築部門を中心に橇の修理、ボルトの増し締め等の整備を実施した。整備




では使うことはなかった。47 次がドーム基地から S16 に下ろしてきた 20 トン積み橇の上部には内部
に二段ベッドを装備した小屋が載っているので、S16 の宿泊施設として利用していた。 
51 次隊から始まる新輸送の冷凍コンテナ用電源として S16 より発電橇を昭和基地へ回送した。回送
時、捕縛が不十分な事もあり、排気管を折損させてしまった。排気管修理後、始動前点検を実施後、
運転をした結果 200V 供給は良好であったが、冷凍コンテナ用の 400V に切り替えると電圧、周波数が
安定しなかった。メーカー等に確認した結果、AVR の不具合が考えられる。 
12ft コンテナ橇は、今後計画されている内陸旅行用物資輸送のため橇性能試験を実施した。（詳細








種  類 橇台番号 場所 形態 備         考 
2 トン積木製橇 15-01 昭和 枠無し 未確認 
2 トン積木製橇 25-02 昭和 枠無し 未確認 
2 トン積木製橇 27-06 昭和 枠無し  
2 トン積木製橇 27-09 昭和 枠無し  
2 トン積木製橇 28-01 昭和 枠無し  
2 トン積木製橇 28-02 昭和 枠無し  
2 トン積木製橇 28-03 昭和 枠無し 未確認 
2 トン積木製橇 28-04 昭和 枠無し 未確認 
2 トン積木製橇 28-05（?） 昭和 枠無し 貨油ホース積載 
居住カブース橇 28-?? 昭和 居カブ カセットボンベ、マッチ保管 
2 トン積木製橇 29-04（?） 昭和 枠無し 貨油ホース積載 
2 トン積木製橇 30-01 昭和 箱橇  
2 トン積木製橇 30-03 昭和 枠付き  
2 トン積木製橇 32-03（?） 昭和 枠無し 貨油ホース積載 
2 トン積木製橇 35-02 昭和 枠付き 未確認 
2 トン積木製橇 35-06 昭和 枠付き  
2 トン積木製橇 35-10 昭和 枠付き 未確認 
2 トン積木製橇 35-12 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 35-15 昭和 枠付き  
2 トン積木製橇 35-16 昭和 枠付き  
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種  類 橇台番号 場所 形態 備         考 
2 トン積木製橇 35-17 昭和 枠付き 未確認 
2 トン積木製橇 35-19 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 35-21 昭和 枠付き 未確認 
2 トン積木製橇 36-02 昭和 箱橇  
2 トン積木製橇 36-04 昭和 枠付き 平床に改造輸送用 
2 トン積木製橇 36-05 昭和 箱橇  
2 トン積木製橇 36-08 昭和 枠無し 未確認 
2 トン積木製橇 36-09 昭和 箱橇  
2 トン積木製橇 36-14 昭和 枠付き  
2 トン積木製橇 36-15 昭和 枠付き 南軽 5 空ドラム 8 道板 
2 トン積木製橇 39-02 昭和 枠付き  
2 トン積木製橇 39-04 昭和 枠無し  
2 トン積木製橇 40-02 昭和 枠付き  
2 トン積木製橇 41-01 昭和 枠付き 未確認 
2 トン積木製橇 42-01 昭和 枠付き  
2 トン積木製橇 42-04 昭和 枠付き 貸油ホース5本 ドラム3本 ＃ゲタ
2トン積木製橇 43-02 昭和 枠付き レスキュー橇 
2 トン積木製橇 44-03 昭和 枠付き 枠割れ 
2 トン積木製橇 46-01 昭和 枠付き 空橇 
幌カブース橇 47-観測-1 昭和 幌カブ  
特殊 2トン橇 47-掘削-1 昭和  海底掘削機搭載用 
幌カブース橇 47-発電-1 昭和 幌カブ 18kVA 発電機内蔵 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 貨油ホース積載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き  
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き  
大型橇 不明 昭和 枠無し 100kℓ金属タンクスキー橇改造品 
中型橇 不明 昭和 枠無し 25kℓ金属タンクスキー橇改造品 
コンテナ橇 41 昭和  スキー部分のみ、2台 1組 
コンテナ橇 41 昭和         〃    （未確認）
コンテナ橇 47 昭和  12ft コンテナ専用、氷陸両用 
コンテナ橇 48 昭和  12ft コンテナ専用 
コンテナ橇 49 昭和  12ft コンテナ専用 
2 トン積木製橇 不明 ﾄｯﾂｷ 枠付き 南軽 11 空ドラム１ 
2 トン積木製橇 27-05 S16 枠付き JAT-A1(47)10、JAT-A1(48) 2 
2 トン積木製橇 29-02 S16 枠付き 空ドラム JAT-A1(48) 12 
幌カブ改造橇 32-01 S16 平橇 ミニバックホー(35)搭載、枠無し 
2 トン積木製橇 35-04 S16 枠付き 銀マット 
2 トン積木製橇 35-09 S16 枠付き S17 テント用床板、道板 
2 トン積木製橇 35-14 S16 枠付き 低温燃料(47) 12、木材 
2 トン積木製橇 35-21 S16 枠付き 空ドラム 12 
幌カブ改造橇 36-01 S16 平橇 S17 小屋 造水槽一式 
2 トン積木製橇 36-03 S16 枠付き S17 テント用ベッド  
2 トン積木製橇 36-07 S16 箱橇  
2 トン積木製橇 36-10 S17 枠付き ブルーシート 
2 トン積木製橇 36-11 S16 枠付き S17 小屋用階段 
2 トン積木製橇 36-12 S16 枠付き 主線ワイヤー、振れ止めワイヤー 
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種  類 橇台番号 場所 形態 備         考 
2 トン積木製橇 36-13 S16 枠付き 南軽 8 空ドラム 4 
2 トン積木製橇 36-16 S16 枠付き 空ドラム 12 
幌カブース橇 39-05 S16 幌カブ S16 機械橇 
2 トン積木製橇 40-03 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 40-04 S16 枠付き 銀マット 
2 トン積木製橇 40-01 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 41-02 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 41-03 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 41-04 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 42-05 S16 枠付き 空ドラム 12 
2 トン積木製橇 43-01 S16 枠付き 空ドラム 12 
2 トン積木製橇 43-03 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 43-04 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 44-01 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 44-02 S16 枠付き 空ドラム 12 
2 トン積木製橇 44-04 S16 枠付き 南軽(46)12 
2 トン積木製橇 45-02 S16 枠付き 空ドラム 12  
2 トン積木製橇 45-03 S16 枠付き 南軽(46)11 使用中 1 
2 トン積木製橇 45-04 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 46-02 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 46-03 S16 枠付き S17 テント(ウェザーハーヴェン) 
2 トン積木製橇 46-04 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 47-01 S16 枠付き 空ドラム 4 
2 トン積木製橇 48-02 S16 枠付き 空橇 
幌カブ改造橇 不明 S16 平橇 風呂・エコバック 
幌カブース橇 41-ｽﾁｰﾑ-1 S16 幌カブ  
幌カブース橇 41-機-1 S16 幌カブ 機械橇 
幌カブース橇 不明 S16 幌カブ 小型、トイレ橇 
金属カブース橇 不明 S16 金カブ 機械･建築物資 
20 トン積鉄製橇 37 S16 金カブ 二段ベッド×4 
2 トン積木製橇 35-01 S17 枠付き JETA-1(48)空ドラム 12 
2 トン積木製橇 35-08 S17 枠付き リキッドコンテナ 1 JETA-1 2 
2 トン積木製橇 35-11 S17 枠付き リキッドコンテナ 2 
2 トン積木製橇 39-03 S17 枠付き JAT-A1(49) 空ドラム 12 
2 トン積木製橇 48-01 IM-01 枠付き 空ドラム 12 
 
4.1.21 燃料、油脂運用・管理【SI-M_21】 森口 和雄 
50 次隊では、豪砕氷船オーロラ・オーストラリスであったため燃料の搬入はなく過去からの備蓄燃
料で 1 年間運用した。油脂に関しては、備蓄量の少ないギヤ油を 100ℓ搬入した。2 月に豪砕氷船オー
ロラ・オーストラリスのヘリコプター燃料として見晴らし岩貯油所の JP-5 をリキッドタンクへ 3回送
油した。50 次隊で準備した燃料は、2,812ℓであった。49 次隊の準備燃料と合わせると 41,812ℓをヘリ
コプターに給油した。晴らし岩貯油所から基地貯油所間の燃料送油は、延べ 11 回おこなった。また
51 次隊オペレーションの基地側金属タンクレベル計撤去の準備としてタンク間輸送を 2回と、バルク
輸送の準備として見晴らし岩 100kℓ金属タンク間送油を 1回行った。11 月に DORMLAN 航空燃料として
49 次隊搬入バルク燃料の JP-5 をリキッドコンテナに 3 回詰め替えた。発電発動機の燃料として、W
軽油と JP-5 を 9:1 割合で混合して運用していたが、見晴らし岩貯油所の W軽残量に余裕がなかったた
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め 8 月～11 月まで混合比を 8：2 とした。低温燃料（南極軽油）は、内陸旅行、沿岸観測および冬期
基地内の車両、重機用燃料に 4 月から 11 月まで使用した。みずほ旅行、51 次夏期ドームふじ旅行用
の燃料として、低温燃料 239 本とガゾリン 1 本のドラム缶を準備した。橇積みは、積雪が多い事もあ































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4.1.22 燃料設備の運用・管理【SI-M_22】 森口 和雄 
１）見晴らし岩・基地貯油所 
見晴らし岩貯油所は、49 次隊より 100kℓ金属タンク 10 基、50kℓ金属タンク 2 基、200kℓターポ
リンタンク 1基、60kℓFRP タンク 1 基の構成となっている。基地貯油所は、年間を通じ 25kℓ金属
タンク 2 基、20kℓ金属タンク 1 基を W 軽とし 20kℓ金属タンク 1 基を JP-5 として発電機用燃料と
して運用した。また、20kℓ金属タンク 1 基は夏期車両用のスタンドとした。11 月から 51 次隊夏
期オペレーションの金属タンクレベル計撤去に合わせ、25kℓ金属タンク2基W軽、20kℓ FRPをJP-5



























2010 年 1 月 31 日現在の見晴らし岩貯油所、および基地側貯油所のタンク状況を、それぞれ図












JP-5   0 kℓ 
 
50kℓ金属タンク№2 








W 軽油 15.0kℓ 
100kℓ金属タンク №1 (35 次)
JP-5  38.2 kℓ 
100kℓ金属タンク №2 (36 次)
W 軽油  0 kℓ 
100kℓ金属タンク №3 (38 次)
W 軽油 0.5 kℓ 
100kℓ金属タンク №4 (39 次)
W 軽油 37.0 kℓ 
100kℓ金属タンク №5 (42 次)
W 軽油 0 kℓ 
100kℓ金属タンク №7 (45 次) 
W 軽油 0 kℓ 
100kℓ金属タンク №8 (46 次) 
W 軽油 0 kℓ 
100kℓ金属タンク №9 (48 次) 
W 軽油 0 kℓ 
100kℓ金属タンク№10 (49 次) 





理【SI-M_23】 森口 和雄・江原 基・五十嵐 哲也・福田 慎一・木塚 孝廣・大平 正 
１）概要 
野外観測拠点として西オングル、ラングホブデ、スカルブスネスに観測施設があり設備の運用・













W 軽油     0 kℓ 
20kℓ金属タンク №1 
W 軽油     17.7 kℓ
20kℓ金属タンク №2 
JP-5      11.8 kℓ 
20kℓ金属タンク №3 

















排煙筒防止用ケーブルの脱落によるものであった。9 月は、計 4 回宿泊したが、問題なく運用で
きた。10 月に小屋周辺にデポしてある油脂量の調査を行った。小屋周辺にデポしてあった空ドラ
ム缶や廃棄物の回収も実施した。空ドラム 1本、不凍液 1缶（20ℓ）、バッテリー1個（37.7kg）、
廃油 1 缶（15ℓ）を昭和基地へ持ち帰った。11 月に 1 号発電機機のオイル・オイルフィルター・



















5 月に 12ft コンテナ橇の掘り出しおよび修理を行った後、雪上車との安全な連結方法について
検討した。西オングルルートにおいて、SM651 を使って 12ft コンテナ橇の走行試験を行い、走行
状態の観察、牽引力、橇の振動（3軸振動センサ）および姿勢（3軸加速度計およびレートジャイ
ロ）について測定した。その際、荷台は空の状態であった。極夜明けの 9 月にランナー部の角度
場   所 南極軽油(ℓ) JET-A1(ℓ) 航空ｶﾞｿﾘﾝ(ℓ) ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ(ℓ) 
ラングホブデ雪鳥沢 400 620 500 20 
西オングル島 340 0 0 20 
スカルブスネスきざはし浜小屋 620 440 520 0 
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測定装置を作成した。10 月のみずほ旅行の往路において、写真Ⅲ.4.1.24-1 のように SM115 を使っ
















11 月に北の浦（橇群デポ地周辺）の海氷上において、SM601 を使って 12ft コンテナ橇の走行試
験を行い、走行状態の観察、牽引力、橇の姿勢（3軸加速度計およびレートジャイロ）、ランナー
部の角度、および走行位置（GPS）について測定した。その際、荷台は空あるいは燃料ドラム缶
28 本を搭載していた。12 月に北の浦の橇群デポ地にて、SM601 を使ってドリフトに埋まりかけて
































(a) 試作した連結補助部品 (b) ロードセル 
写真Ⅲ.4.1.24-2 橇の連結 
 
















 ﾚﾀｽ ｻﾆｰﾚﾀｽ ﾊﾞｼﾞﾙ ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ ﾙｯｺﾗ ﾃﾞｨﾙ みつば 水菜 万能ﾈｷﾞ
2 月 2,000g 0g 13g 83g 0g 0g 0g 0g 0g
3 月 1,800g 0g 23g 0g 0g 0g 0g 0g 0g
4 月 2,420g 0g 112g 0g 150g 0g 0g 0g 0g
5 月 2,700g 0g 100g 0g 200g 0g 0g 0g 0g
6 月 973g 0g 369g 33g 0g 0g 0g 0g 0g
7 月 562g 350g 391g 29g 180g 59g 0g 0g 0g
8 月 1,080g 0g 250g 0g 436g 66g 45g 0g 0g
9 月 1,050g 40g 173g 34g 0g 0g 0g 0g 125g
10 月 1,830g 0g 399g 0g 0g 0g 0g 0g 0g
11 月 1,800g 0g 0g 0g 0g 0g 0g 0g 0g
12 月 2,650g 0g 431g 300g 100g 0g 0g 200g 0g
1 月 600g 0g 0g 0g 0g 0g 0g 0g 0g

























4.1.26 火災表示盤更新工事【SI-M_26】 福田 慎一 
１）概要 
48 次隊で管理棟食堂の総合防災盤及び故障警報表示盤を更新する工事を行った。49 次隊では通







た日数は 3日間だった（7月 6日、10 日、13 日）。 
３）施工 
確認作業が完了した後、表示盤本体の取り付け、配線盛り替え作業を行った（防 B、3F 火災受









前は受信盤内 TFC、FNC11 が GK－に接続されていたので I＋の端子に接続をした（端子台には 1




工当日は 19:30～21:00 過ぎまで南極大学があったため多少時間がかかったが、翌日 AM0:15 には
取り付け作業等、復電体制まで完了している（11h/1 人工）。 
４）試験調整 
翌日の午前中に防 B、通信室の表示盤に名称を取り付け、午後 14:00 から各々の表示盤に警報
が上がるかの試験を行った（朝 1 番で通信室より火災表示盤の工事が完了している事を放送にて
伝えてもらった。）。試験調整としては各建物の感知器で発報させ、各々の盤で表示するかを確認















4.1.27 C ヘリポート待機・管制小屋電気工事【SI-M_27】 福田 慎一 
１）概要 
建築部門で Cヘリポート待機・管制小屋の建設工事が 2 月に完了したので、内部の電気工事の
施工を行った。図Ⅲ.4.1.27-1 は C ヘリ待機小屋の電灯コンセント図として示す。 
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・片切りスイッチ 1個（オンピカ 4A）2 個 
・3露スイッチ（ホタルスイッチ）2個 
・日東ホーム分電盤（1φ2w 主幹 30A/ 2 次側 Br20A×4） 










工事は、3 月 24 日、25 日、27 日が各 8h、3月 28 日、29 日が 4h、29 日は片付け及び確認作







4.1.28 製氷機・コールドテーブル設置工事【SI-M_28】 江原 基・福田 慎一 
１）概要 
管理棟 3F 厨房に製氷機・コールドテーブルを設置する。 
２）期間 




容量としては製氷機 100V、0.74KVA（約 7.4A）コールドテーブルが 100V、0.58KVA（約
5.8A）なので、合計しても 13.2A 程度となり、食堂に設置されている分電盤 3L-1 から 1 回





2 月 20 日に機器搬入を行い 3月 9日に施工を行った。搬入に 4人工、施工は 1人工で行っ
た。 
ｂ）製氷機設置 
2 月 20 日、製氷機の設置を行った。設置位置は図Ⅲ.4.1.28-1 に示す。設置状況を写真
Ⅲ.4.1.28-1 に示す。給水は既設管から分岐。排水は既設塩ビ管へネジ込みにて対応。給水管
設置状況を写真Ⅲ.4.1.28-2 に、排水管設置状況を写真Ⅲ.4.1.28-3 に示す。 
ｃ）コールドテーブル設置 






































1 月 25 日の計画停電時に観測棟内既存分電盤に 3φ3w50A ブレーカーを増設工事。1 人工。
4 月 1 日に観測棟の現場調査を行う（既存電力量盤他壁の補強工事に伴う盤移設の為）。1 人
工。4月 3日に既設 2次側配線の盛り返工事を行う。1人工。4月 4日（気水圏担当武田隊員
に事前に確認していた）停電作業の為の電源系統の調査準備工事。1 人工。4月 8日停電作業




































電気配線図を図Ⅲ.4.1.29-2 に、盤設置状況を写真Ⅲ.4.1.29-6 に示す。 
ア）稼働日、人工 
4 月 21 日 空調設備用動力制御盤搬入、設置工。 搬入 4人工 
4 月 28 日 観測棟現場調査、工事段取り。1人工  
4 月 30 日 材料加工他。 1 人工 
5 月 1日 配線支持材他加工工事。 1 人工 
5 月 4日 観測棟空調設備配線工事。 1 人工  
5 月 5 日 1 次側及び 2次側配線分電盤入れ込み、整線工事。 1 人工 
5 月 6日 盤内結線工事。 1 人工 
5 月 7日 2 次側配線結線工事、試運転調整。 1 人工 


























4.1.30 作業工作棟及び工作機械・工具【SI-M_30】 木塚 孝廣 
１）作業工作棟 
ａ）1階大作業室 





































































無かった。なお、夏季の建築・土木作業の UHF 通信は必要に応じて昭和通信から 2ch で中継をし
た。 
２）51 次隊との夏季通信 
通信隊員が 1名のため、51 次の通信隊員の訓練を兼ねて、2 名体制で夏季通信を実施した。新
「しらせ」により輸送が行われたため、定着氷縁付近からは VHF により定時交信を実施した。ま
た、各沿岸の旅行隊とは短い距離の場合は UHF、比較的距離のある S16、ラングホブデ、スカルブ
スネス、スカーレンとは VHF、パッダ、ルンドポークスヘッダは HF またはイリジウムにより定時
交信を実施した。観測隊航空機「オージーワン」とは随時エアーVHF で交信を実施した。夜に実
施した氷上輸送の際には、24 時間体制で通信業務を運用した。夏季の建築・土木作業の UHF 通信

































































故障は無かった。なお、2 ケ月に 1 回程度、混信のようなキャリア性の雑音が混入する。ほとん



































１）VHF 及び UHF 車載無線機 
VHF 無線機については、故障して修理を実施した無線機は無かったが、スケルチ及びボリュー
ムの可変抵抗が経年劣化して「ガリ」が出ているものが数台あったため、接点復活材によりメン



















か、明確な方針を立てて対処していくべきである。なお、50 次 FA 担当からは最新のハンディ GPS
の方が格段に使用しやすいという意見をもらっている。 
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４）ハンディ UHF 無線機器 











一昨年にパースを出港後、1 月初旬に昭和基地との距離が近づいた際に船から HF にて定時交信
を試みた。周波数は 11MHz を使用したが、感度 1～2と感度が低くて定時交信はできなかった。翌
日再度、定時交信を試みるとお互いに感度 3 程度で入感していたため、定時交信を実施すること
ができた。HF を使用しての定時交信は、この 2回のみであり他はイリジウム、インマルサットを












10 月からのみずほ旅行に伴い、みずほ旅行隊と定時交信を実施した。当初、周波数は 3MHz を
使用して感度 3から 4と円滑に通信を実施できた。感度が悪いときは、4MHz の周波数も使用した。
SM100 車載 HF 無線機器は旅行終了まで順調に稼働していた。旅行隊から臨時に用件が発生したと
きは、イリジウムを使用して連絡があった。 
５）ドームふじ旅行隊との通信 
12 月からのドームふじ旅行に伴い、ドームふじ旅行隊と定時交信を実施した。周波数は 4MHz を
使用して、交信を続けていたが12月下旬より外国局の混信が多くなり、交信が不可能なときは 7MHz
の電波を使用した。さらに、1 月に入ると 4MHz の受信感度が下がってきたため、7MHz で交信する
ことが多くなった。1月下旬になり、旅行隊が昭和基地へ近付くにつれ4MHz の電波が強くなり、4MHz
で定時交信を実施した。なお、SM100 車載 HF無線機器は旅行終了まで順調に稼働していた。 
６）スカーレン旅行隊との通信 
9 月にスカーレン旅行隊との通信を実施したが、距離が 90km と電離層反射波の到達が期待でき
なく、空間波による通信であったため感度が低く定時交信は実施できなかった。参考までに、昭
和基地における受信感度は 1、スカーレン旅行隊の感度は 2～3であった。通常であれば、カブー
スに設置 VHF により、定時交信を行うが VHF 無線機のマイクが故障して最終的にはイリジウムに












ンバと通信をした。ただし、50 次隊における 9 月のスカーレン旅行の際には、VHF 無線機のマイク故
障により、定時交信が実施できなかった。このときはイリジウムにより定時交信を実施した。なお、






通常は 1ch で運用しているが、通信量に応じて 2ch の使用を推奨した。長時間の作業などでチャ






























なお、年間における無線設備の保守・点検に要した時間は通算 450 時間であった。 
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表Ⅲ.4.2.10-1 月別業務時間 （単位：時間） 
月 09’  2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 
業務時間 420 388 312 384 315 301 
月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 10’  1 月 























日本からは 11 月上旬に大井ふ頭で 20 フィートコンテナに積み込み、一般貨物船でフリーマントル
に輸送し、12 月下旬に「オーロラ号」に乗せ換えて、12 月 30 日フリーマントルを出港、1月 12 日氷




の搬入は 50 次隊が行った。 
越冬交代前の第 1 夏期宿舎における調理については、1 月 13 日～22 日の間は、49 次調理隊員 1 名
の支援を受け、49 次 1 名と 50 次 1 名の 2名態勢で行い、50 次の他の 1 名は食材の搬入に対応するこ
とが出来た。1 月 23 日からは、50 次調理隊員 2 名で調理を行った。49 次との間の越冬調理業務の引
継ぎは、23 日以降の 4日間で行い、30 日に越冬交代し管理棟での調理作業を開始した。2月 2日には












 冷凍 冷蔵 冷房 
大井ふ頭 積載分 食料 591 梱 6014kg 1557 梱 17759kg 19 梱 2572kg 
大井ふ頭 積載分 予備食 16 梱 100kg なし 50 梱 221kg 
フリーマントル 積載分食料 61 梱 515kg 253 梱 2852kg 226 梱 2357kg 
合計 668 梱 6629kg 1810 梱 20611kg 295 梱 5150kg 
総合計 2773 梱 32390kg 
搬入した食料の冷凍通常食品は倉庫棟 2 階の冷凍庫、冷蔵通常食品・アルコール・生鮮野菜は
倉庫棟 2 階の冷蔵庫、乾物類と米は管理棟 1 階の 2 つの倉庫に分散して置いた。またカップ麺や
お菓子類は防火区画 A のそばにある倉庫（通称 DEV 倉庫）に置いた。また予備食は発電棟の第 1








表Ⅲ.4.3.1-2 日本購入生鮮食品 50 次隊使用期限 
品名 梱数・重量 最終使用月 備考 
生大根 5 梱 100kg 4 月 
萎びて、中が黒くなるので早め
の使用が望ましい。 
生人参 10 梱 100kg 5 月 
傷みが激しくなる前にカット
ボイル冷凍が望ましい 
生しょうが 1 梱 5kg 5 月 
カビが生える前に使用が望ま
しい。 
生にんにく 1 梱 5kg 5 月 
乾いて萎びる前に剥いてチャッ
パーしオイル漬けが良い。 
生じゃがいも（今金男爵） 20 梱 200kg 通年 
豪州産よりもつので先に豪州
産を使ったほうが良い。 
生玉ねぎ（北見玉ねぎ） 10 梱 200kg ほぼ通年 
芽が出てくるが、管理が良いと
ほぼ通年使える。 









表Ⅲ.4.3.1-3 豪州購入生鮮食品 50 次隊使用期限 
品名 梱数・重量 最終使用月 備考 
LL（ロングライフ）牛乳 45 梱 540kg 12 月 
第 1 便が来る直前まで分離
することなく使用できた。 
LL 生クリーム 10 梱 120kg 10 月 
9 月頃から分離するが料理に
は撹拌して使用できる。 
ヨーグルト ６梱 12kg 10 月 
ものによって大丈夫なもの
とだめなものに分かれる。 
卵 30 梱 270kg 11 月 
生玉子は 4月、あとは火を通
す、先遣隊到着直前までもつ 
LL 豆腐 30 梱 100kg 12 月 
多少変色する部分があるが、
第 1便が来るまではもつ 
生白菜 5 梱 100kg 6 月 
生キャベツ 20 梱 400kg 7 月 




生じゃがいも 15 梱 300kg 9 月 














年物 5年物の予備食を管理棟 1階の乾物庫に移動して使用した。非常食の内訳を表Ⅲ.4.3.1-4 に
記する。非常食は越冬開始後すぐに各観測棟にカップ麺等と共に配布した。 
 
表Ⅲ.4.3.1-4 50 次隊持込み非常食セット 
 数量 1 セットの内容と数量 （1人×5日） 






Ⅲ.4.3.1-5 と表Ⅲ.4.3.1-6 に記する。 
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バジル ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ ルッコラ ディル みつば 
プチ 
トマト 
2 月 2000 0 13 83 0 0 0 0
3 月 1800 0 23 0 0 0 0 0
4 月 2420 0 112 0 150 0 0 0
5 月 2700 0 100 0 200 0 0 0
6 月 973 0 369 33 0 0 0 0
7 月 562 350 391 29 180 59 0 0
8 月 1080 0 250 0 436 66 45 0
9 月 1050 40 173 34 0 0 0 0
10 月 1830 0 399 0 0 0 0 0
11 月 1800 0 0 0 0 0 0 0
12 月 2650 0 431 300 100 0 0 48
1 月 600 0 0 0 0 0 0 0
総計 19465 390 2261 479 1066 125 45 48
 
表Ⅲ.4.3.1-6 野菜栽培装置による収穫量（2） 値は（g） 





2月 0 0 608 632 0 0 0
3 月 0 0 832 3800 1887 102 0
4 月 0 0 517 5160 647 280 0
5 月 0 0 0 8450 2390 280 0
6 月 0 0 0 950 2671 212 12
7 月 0 0 0 2800 3881 849 0
8 月 0 0 0 3000 1140 381 50
9 月 0 125 0 4400 2060 361 0
10 月 0 0 0 3275 3930 640 44
11 月 0 0 0 4050 2630 370 50
12 月 200 0 0 2400 600 308 0
1 月 0 0 0 5200 1200 230 0












 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 
朝食 A B B B B B 
ブラ
ンチ
B A A A A A 
ブラ
ンチ
昼食 A A A A A A A B B B B B B B 
夕食 A A A A A A A B B B B B B B 
日曜と月曜の週 1 回を交代で休日にしてそれ以外の調理時は献立作成者（表中アルファベット
A または B）と相方が共同で作業にあたった。越冬中 5 月～11 月の間は土曜日も休日日課となり
ブランチであった。献立の作成は、朝食はバイキング形式として、小鉢物類のほかにもおかずを





  和食 洋食 中華 麺類 鍋類 宴会 
昼食 11 10 0 8 － － 
2 月 
夕食 13 10 5 － 0 3 
昼食 11 8 2 10 － － 
3 月 
夕食 15 7 6 － 2 2 
昼食 8 8 2 12 － － 
4 月 
夕食 9 8 9 － 1 3 
昼食 10 8 2 11 － － 
5 月 
夕食 11 10 5 － 2 2 
昼食 10 6 1 12 － － 
6 月 
夕食 14 6 5 － 2 2 
昼食 10 7 3 11 － － 
7 月 
夕食 11 10 6 － 1 3 
昼食 9 8 1 13 － － 
8 月 
夕食 8 11 7 － 1 3 
昼食 10 ７ １ 12 － － 
9 月 
夕食 15 ８ ３ － 2 2 
昼食 9 ７ ２ 13 － － 
10 月 
夕食 11 11 4 － 2 3 
昼食 9 10 1 10 － － 
11 月 
夕食 8 8 10 － 2 2 
昼食 10 6 2 13 － － 
12 月 
夕食 13 5 8 － 2 3 
昼食 8 8 4 10 － － 
1 月 
夕食 13 5 8 － 2 3 
総合食数 256 回 192 回 97 回 135 回 19 回 31 回 年間昼食
夕食数 








スープやレトルトのご飯等を入れて昼食としていた。1 泊以上の旅行には 2～3日を 1箱にした冷
凍レーションボックス、冷蔵ボックス、乾物ボックスを作成し、献立と共に食事担当者に渡した。
つまみ等も充実させておいたので、1 日程度の延滞や停滞でも充分対応することができた。その



































2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 
０ ０ 1 泊 2日 4 人
1泊 2日 4 人
4泊 5日 7 人
1泊 2日 2 人 1 泊 2 日 4 人
8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 
1 泊 2 日 3 人 
4 泊 5 日 8 人 
4 泊 5 日 9 人 
6 泊 7 日 6 人 
4 泊 5 日 5 人 
6 泊 7 日 10 人 
4 泊 5 日 6 人 
8 泊 9 日 5 人
3泊 4日 6 人
14泊 15日 8人
2泊 3日 5 人
2泊 3日 5 人
1泊 2日 8 人 























第 1回食材量調査 2 月 23 日から 3月 1日までの 7日間 
第 2回食材量調査 6 月 8日から 6 月 14 日までの 7日間 
第 3回食材量調査 8 月 31 日から 9月 6日までの 7日間 





4.4 医療【SI-H_1】 井口 まり・森川 健太郎 









4.4.2 疾病発生状況 井口 まり 
越冬期間の月別疾病発生数は表Ⅲ.4.4.2-1 のとおりであるが、市販薬で対応可能な症例や医療処置











であった。詳細はみずほ旅行、ドーム旅行の項参照。2010 年 1 月のしらせ接岸後、歯科長の支援をい































外科               
下腿挫創 S819  1           1 
鼻根部割創 S012   1          1 
手凍傷 T354    1         1 
手指皮下血腫 S600      1       1 
手指打撲 S600       1      1 
足底部刺創 S913      1       1 
頭部表在性凍傷 T330      1       1 
頭部打撲 S000      1   1    2 
頭部擦過創 S000            1 1 
手掌皮下異物 S608       1      1 
手指皮下異物 S608        1  1 2  4 
手指切創 S610        1  1   2 
手指挫創 S610          1 1  2 
手指刺創 S610           1  1 
表在性凍傷 T339          1   1 
足部裂創 S917           1  1 
               
整形外科               
膝関節症 M179 1            1 
手関節腱鞘炎 M6593 1            1 
仙骨部打撲 S300     1        1 
変形性膝関節症 M179     1        1 
変形性肘関節症 M1992     1        1 
胸部打撲 S202      1       1 
肘関節打撲 S500        1     1 
膝関節炎 M316         1    1 
足背部打撲 S903           1  1 
単純性股関節炎 M315            1 1 
胸部筋肉痛 M7918           1  1 
背部筋肉痛 M7918         1    1 
肉離れ T146         1    1 
               
内科               
宿酔 F100  1           1 
筋緊張性頭痛 G442    1     1 2  1 5 
急性胃腸炎 A09    3   2  1  1 2 9 
硫化水素中毒疑い T596    1         1 
急性胃炎 K291     2        2 
逆流性食道炎 K210     1        1 
高脂血症 E780      1    1   2 




























不眠 G470          1   1 
血管迷走神経反射 I959          1   1 
痛風 M1099           1  1 
アレルギー反応 T784            1 1 
               
眼科               
紫外線角膜炎 H161  1         1  2 
麦粒腫 H000        1  1  1 3 
眼部外傷性異物 S011           1 1 2 
               
耳鼻科               
耳下腺炎 K112    1         1 
副鼻腔炎 J329         1   1 2 
               
皮膚科               
口唇ヘルペス B001    1       1  2 
疣贅 B07       3   1   4 
爪剥離症 L601       1      1 
耳介帯状疱疹 B022          1   1 
亀裂性湿疹 L309            1 1 
               
歯科               
門歯破折 S025    1         1 
歯牙脱臼 S032    1         1 
修復物破折 T888     1   1   2  4 
充填物脱落 T888      1 1   1   3 
歯肉炎 K051          1   1 
               
合計  2 3 1 10 7 8 9 5 7 14 14 10 90 
 
4.4.3 越冬隊員の健康診断 井口 まり 
全員対象の健康診断を 3・6・9・12 月の年 4回実施した。（採血、計測、希望者は検尿、腹部超音波）
9 月には希望者を対象に胸部 X-P を実施した。結果はその都度各隊員に説明した。3 月と 12 月の計測




うち 1名については 12 月に痛風の前駆症状と思われる痛みが出現したため、食事指導と投薬を行い改
善した。 
 
















4.4.5 遠隔医療相談 森川 健太郎 
インテルサット回線を利用した TV 会議システムを利用することにより、国内の医療機関の医師から
直接アドバイスを受けることを目的に実施した。49 次隊までは遠隔医療実験の呼称であったが、接続
が確実になった 50 次隊からは遠隔医療相談と改称された。昭和基地側は polycom 社製の TV 会議シス
テム ViewStationSP を用い、国内側は協力病院である昭和大学病院救命センターもしくは東葛病院と
月に 1 回約 30 分程度の接続を行った。2009 年 7 月から衛星回線の接続速度が改善され、それに伴い








日程 時間（LT) 内容等 
2009/1/22 11:45-12:10 49 次医療隊員とともに東葛病院へ接続、隊員健康状態を報告。 
2009/2/26 10:15-10:35 相談予定患者なし。隊員全体の健康状態を報告。 




2009/5/13 11:25-11:38 東葛病院と接続。相談予定患者なし。隊全体の健康状態を報告。 
2009/6/30 10:00-10:35  整形外科一名相談。後日レントゲン撮影し専門医と相談実施。 
2009/7/28 10:00-10:30 整形外科相談一名後日報告。 
2009/8/25 10:00-10:45 相談予定患者なし。隊員全体の健康状態を報告。 
2009/9/29 10:03-10:35  整形外科一名相談。後日レントゲン撮影し専門医と相談実施。 
2009/10/21 10:00-11:00 整形外科相談一名後日報告。 
2009/11/24 10:05-11:00 皮膚科一名相談。併せて隊全体の健康状態を報告。 
2009/12 月  相談予定患者なく未実施。 
2009/1/12 13:00-13:10 東葛病院と接続。隊全体の健康状態を報告。51 次医療隊員に引継。 
 
4.4.6 水質検査 井口 まり 
50 次では設営室と協議のうえ、国内の水質基準に準じて検査項目・頻度を統一した。管理棟厨房（浄
水器、冷水、お湯）、管理棟 2F バー、発電棟洗面所、中水の 6 か所について毎月水質検査を行った。












作動した。47 次隊で調達した体外式自動除細動器 AED（ハートスタート FR2）は、心肺蘇生法のガイ






4.4.8 医薬品、衛生材料の管理 井口 まり 
医療分科会作成の定数案をもとに管理を行った。49 次隊からは分散保管用の非常用医薬品に関して
も定数案が作成されたため、おおむねそれに準じて分散保管を行った。その他、野外活動用医薬品を
5 セット、医療隊員用縫合セットを 1 セット用意した。車載用としてネックカラーとアンビューバッ








4.4.9 みずほ旅行 井口 まり 
「7.4.2 みずほ旅行報告書」参照。 
 
4.4.10 ドーム旅行    森川 健太郎 
「6.2 51 次隊内陸旅行の支援（実働）」参照。 
 

































・毎週月曜日は週点検、4、7、10、1 月は 3ヶ月点検を実施。（1月は引継ぎを兼ねる） 










・沈殿分離槽～放流槽 点検蓋開閉ロープを設置。写真Ⅲ.4.5.22-10,11 参照 
・脱水機用エアータンクに圧力計と 3分配管を設置。 




・汚泥脱水機 接点付き隔膜式圧力計 交換。 
・  〃   ペーパーガイドベルト 6 本 交換。 
・  〃   送液用 エアー動作弁 交換。 
・  〃   ポンプ用   〃   交換。 
・  〃   エアーレギュレーター 2 個 交換。 
・  〃   エアーチャッキチューブ 交換。(2,3 ヶ月毎) 
・  〃   ウェルデンポンプ用 エアーバルブ 交換。 
・  〃   ペーパー送りカウンター 再設定。 
・  〃   オイラーオイル 随時補給実施。 
・  〃   汚泥タンクでパーライトを使用し脱水時間の短縮に寄与することを確認。 
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・  〃   汚泥タンクに自動撹拌制御盤と撹拌モーターを改造設置。 







・警報試験実施。（不具合 2 点、メーカーと協議しプログラム変更実施） 
・絶縁抵抗試験実施。（絶縁低下 3箇所、ポンプ交換実施） 
・原水槽 撹拌ブロアー 交換。（潤滑系不良） 
・換気扇 交換。（大口径へ） 
・配管行き先表示 貼付け。 
・斜め通路 スカム置き場 設置。 
・発電棟 汚水タンク フロートスイッチ（L）交換。（機能不良） 
・   〃         〃    （H）交換。（機能不良） 
・フラッシング用コンプレッサー V ベルト 交換。 
・      〃        空気漏れ修理。（52 次ではコンプレッサーの交換必要） 
・放流槽 フロートスイッチ 吊り下げ位置の改造。（誤報防止） 
・厨房排水 スープ類分別実験。（一ヶ月）実施。 




















・保温制御盤 温度指示計 3 個 交換。 
・動作灯 ランプ 8 個 交換。 
・管理棟ライン 温度指示が異常値を示したため、温度調節器 交換。 
・  〃    バックアップ用表示器 設置。 






・点検表を活用し、最低 4 回／1 日の点検が必要、薬剤補給も重労働である（1 日 3～4 時間を費や
す手間の掛かる装置である）。 
・薬剤添加量を決定するためビーカー試験、及び定量ポンプの吐出量調整を随時行った。 
・毎日 1～3回 スクリーンの清掃、及び沈殿汚泥の引抜きを行なった。 



























・電離層棟 焼却トイレ 排気管改修を実施。 
・情報処理棟 焼却トイレ一式 予備品と交換。（前住人が維持管理、使用法を熟知していなかったと
思われる） 





・発電棟 汚水タンク 臭気抜きパイプファン 交換。 
・   〃       〃  パイプの保温実施。 
・第 1、2居住棟、管理棟、発電棟 汚水タンク近傍にタンク洗浄用水道を設置。（設備部門協力） 

































・生ごみ処理機 脱臭バナー 交換。 












・新 COD 計測器の同時計測を行った。（3月以降）写真Ⅲ.4.5.22-18 参照 
・1日 3回のサンプリング実施を見直し 1 回のサンプリングで実施。（作業軽減と効率化を考慮） 


























区  分 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月
可燃物 31 143 124 91 164 112 145 199 191 138 182 232
生ゴミ 46 631 104 510 516 627 668 881 1901 2049 2031 2666
不燃物 3 15 3 4 3 25 3 21 8 12 9 62
プラ 10 60 60 45 45 59 82 116 81 66 120 155
ペットボトル 1 6 6 5 4 8 10 18 23 11 17 24
アルミ缶 6 27 19 29 28 23 28 23 29 31 54 63
スチール缶 5 23 20 13 15 15 23 12 55 20 28 27
大型缶（一斗缶） 0 3 0 2 4 1 4 25 2 0 9 1
ダンボール 36 156 96 107 108 144 153 186 196 169 286 293
ビン・ガラス 16 40 38 58 65 46 65 107 133 88 135 238
複合物 2 36 24 7 28 178 54 31 59 151 36 33
金属類 1 5 12 7 11 71 64 4 88 88 3 44
陶器類 3 1 0 0 1 1 2 1 1 5 1 2
電池 0 0 1 1 4 7 13 0 43 2 2 15
蛍光灯・電球 0 1 6 1 0 1 1 0 0 1 0 2
廃油（食用油） 0 0 34 14 54 30 30 47 31 51 17 54
スカム・汚泥等 400 694 344 579 569 336 363 193 102 127 208 180
その他 24 24 26 10 21 5 0 21 0 5 35 21




表Ⅲ.4.5.22-2 持帰り氷上輸送 廃棄物リスト 
荷    姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
リターナブル パレット 金属 41 66650 
〃 複合 13 15800 
〃 電線 1 1200 
メッシュ パレット 複合 2 1050 






合     計 ― 79 100270 
 
表Ⅲ.4.5.22-3 持帰り空輸 廃棄物リスト 
荷    姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
ドラム缶 アルミ缶 11 600 
〃 大型缶 4 200 
〃 ガラス、ビン 20 3400 
〃 缶詰 19 2570 
〃 金属 36 6415 
〃 スチール缶 8 480 
〃 スプレー缶 2 100 
〃 炭 28 3990 
〃 鉄くず 42 4295 
〃 電線 7 740 
〃 灰 19 1849 
〃 廃油 80 12260 
〃 複合 95 8795 
〃 不燃 13 1290 
〃 医療廃棄物 1 40 
〃 陶器 2 280 
〃 電解液 3 500 
〃 塗料、接着剤 1 100 
〃 油吸着シート 1 60 
〃 バッテリー 1 170 
〃 不凍液 2 200 
〃 プラ 1 130 
〃 薬品 3 370 
〃 ロックウール 1 60 
エコ バッグ アルミ缶 11 575 
〃 大型缶 5 560 
〃 スチール缶 4 580 
〃 不燃 46 3331 
〃 布団 18 900 
〃 プラ 39 2466 
〃 ペットボトル 4 160 
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荷    姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
エコ バッグ 衣類 3 175 
〃 ダンボール 2 255 
〃 ゴム、革 1 155 
〃 複合 1 205 
スチール コンテナ 缶詰 2 1310 
〃 金属 4 1355 
〃 複合 6 2010 
〃 ゴム、革 1 290 
木箱 蛍光灯、電球 2 86 
〃 複合 15 2590 
〃 電線 2 200 
合     計 ― 566 66097 
 
表Ⅲ.4.5.22-4 廃棄物分類ごとの処理方法と梱包状態 










プラ、不燃物 焼却炉棟の圧縮梱包機で圧縮し、ラップ包装 エコバックに梱包 































リターナブルパレット 第 2廃棄物保管庫にて保管（2～3段積み）、屋外デポ 
スチールコンテナ 焼却炉棟付近に屋外デポ 







2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 合計
運転回数 24 27 27 16 13 12 18 18 22 21 29 28 148
運転時間（h） 80 81 75 45 37 34 42 43 62 54 67 77 521
焼却灰量（kg） 83 97 79 63 30 49 22 39 32 29 47 55 693




2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 合計
運転回数 34 7 6 0 0 0 0 0 0 0 8 37 77
運転時間（h） 123 17 13 0 0 0 0 0 0 0 8 37 343
焼却灰量（kg） 55 30 6 0 0 0 0 0 0 0 30 104 266




2 月 3月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 合計
運転回数 13 12 10 17 14 8 8 12 20 18 21 26 115
運転時間（h） 85 112 71 122 94 62 61 86 127 109 137 186 1024
生成炭量（kg） 230 125 85 93 90 130 100 260 555 360 500 660 2452
注記：2月については（2009 年 1 月 28 日～2月）の集計 
 
表Ⅲ.4.5.22-7 原水 水質分析結果 
分析項目 単位 2 月 3月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月
pH － 6.71 5.57 7.32 7.75 7.67 8.40 7.52 7.47 7.08 7.35 8.18 7.15
水温 ℃ 23.9 23.6 22.1 20.7 20.3 21.8 22.5 22.0 21.5 21.5 24.9 24.4
透視度 cm 2.5 4.5 3.8 4.2 4.5 3.0 4.3 4.0 3.4 4.6 4.0 3.4
SS mg/l 320.5 117.5 95 35 41 81.5 55.5 139 78 47.5 62 89
BOD mg/l 484 824 588 380 528 492 712 776 518 380 388 452
COD mg/l 568 1320 898 681 776 843 873 987 835 608 584 761
新 COD mg/l ― 130 76 77 70 77 64 98 65 46 67 74
 
 
表Ⅲ.4.5.22-8 処理水 水質分析結果 
分析項目 単位 2 月 3月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月
pH － 6.68 6.95 7.24 7.07 7.44 7.41 7.40 7.33 7.30 7.35 7.57 7.39
水温 ℃ 23.8 23.2 20.8 19.8 19.8 19.8 20.8 21.4 20.8 20.7 22.5 24.0
透視度 cm >30 >30 18.0 >30 18.0 14.0 26.5 26.0 >30.0 >30.0 23.0 14.0
SS mg/l 3.9 4.45 52 6.2 13.5 12.7 4.75 9.1 6.1 7.25 29.25 23.4
BOD mg/l 55 86 129 42 102 86 97 116 36 77 117 119
COD mg/l 36 42 133 71 102 111 111 111 74 84 118 129
新 COD mg/l ― 13 17 17 23 23 24 27 24 19 28 28




表Ⅲ.4.5.22-9 放流水量と接触ばっ気槽第 2室の供給空気量及び水質分析結果 
項目 単位 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
放流水量 m3 209.1 234.1 129.0 110.0 121.0 120.0 117.9 99.1 106.3 123.2 148.3 162.8
pH － 6.93 7.07 7.22 7.13 7.41 7.44 7.37 7.31 7.32 7.52 7.43 7.35
DO mg/l 4.35 5.48 5.10 4.76 4.21 4.58 4.09 3.83 4.68 4.20 3.93 4.68
水温 ℃ 23.7 23.3 20.8 20.3 20.7 20.1 20.9 22.0 21.1 21.1 23.0 24.2
空気量 l/min 305 300 310 250 208 247 250 240 240 240 260 295
注記：放流水量は各月末までの総流量を示す。（2月については 2009 年 1 月 29 日～2月末までの総流量 
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4.6.1 多目的衛星受信設備保守【SI-LD_1】 山口 雄司 
越冬期間中、6件のシステム障害が発生したが、いずれも部品交換、修正にて復旧した。 
本システムを用いた運用には、れいめい（INDEX）受信と VLBI 観測がある。れいめい衛星データの
受信結果については 3.2.1.1.12 項 れいめい衛星データ受信観測【GS-1_12】を、VLBI 観測について












・Sバンド受信設備（2009 年 10 月、12 月実施） 
［レベルダイヤ、角度誤差電圧感度、スペクトラム波形取得等］ 
・Xバンド受信設備（2009 年 10 月、12 月実施） 
［レベルダイヤ］ 




ａ）70MHz D/C ロック外れ。(2009 年 3 月実施) 
2/4、3/17 に 70MHz D/C にて 10MHz ローカル信号がロック外れする事象が発生した。震動対
策を行うことで事象が解消した。 
ｂ）テレメトリ PC のロック異常。(2009 年 3 月、5月、6月、8月、10 月に実施) 
3/20、3/22、4/26、4/29、5/3、6/14、8/7 にテレメトリ PC にてロックしない事象が発生し
た。調査したところ、PC のディスクチェックは問題ないが、swap 領域が確保できていないため、
不要ファイル削除とデフラグを実施した。100 パス受信を目処に PC の点検を行うことで事象が
発生しなくなった。 
ｃ）SLAVE 運用の S-AUTO 時に AZ プレリミット。(2009 年 3 月実施) 
3/30、スレーブ運用からの S-AUTO 時に AZ プレリミットが作動し、手動解除した 
3/31、4/1、5/25、8/3、8/25、CCW 方向への追尾で初期設定がリミット角度方向になるため、
AUTO 時にはプレリミットが発生し、SLAVE 時にはアンテナ反転による位置調整（約 1 分）がか
かることを確認した。尚、OMS からの PROGRAM 運用では同事象は発生しない。やむを得ず SLAVE
運用となる場合は、リミット角度近辺では S-AUTO を解除することで対応した。 
ｄ）Xバンド主受信装置架(1)：FAN 交換作業。(2009 年 9 月実施) 
異音発生に伴い、FAN パネル：ZZ01819A3 の FAN1 個を予備品と交換した。 
ｅ）れいめい受信中、ACU にて AMD 発生しアンテナ駆動が一瞬停止。（2009 年 5 月発生） 
4/14、5/27、5/30 に発生した。39 次隊より発生しているが未だ原因の特定は出来ていない。
但し、運用中に発生しても WARNIG HORN を disable 設定にしておくことで自動復旧する。隊員
間の引継ぎは問題なし。 
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ｆ）OMS/ACS 不感による PROGRAM 運用の作動不可 






ａ）インターネット接続 PC のアンチウィルス対応と OS アップデート（2009 年 3 月実施） 
引き継ぎ後、インターネットに接続されている PC の状態を確認した。その結果、テレメトリ
PC はアンチウィルス対策が実施されておらず、INDEX ワーク PC は有効期限が切れていた。上記
の PC にアンチウィルス対策と OS アップデートを実施した。 





     
写真Ⅲ.4.6.1-1（衛星受信棟のドリフト）     写真Ⅲ.4.6.1-2（新設された非常口） 
 








     
写真Ⅲ.4.6.1-3 改修前のダクト        写真Ⅲ.4.6.1-4 改修後のダクト 
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本対応によって電源の温度が 5度以上下がり 40 度を超えることはなくなった。 














4.6.2 多目的衛星受信アンテナ・レドーム保守【SI-LD_2】 山口 雄司 
１）保守点検 
例年の保守作業を実施した。以下に実施項目を示す。また、過去データの整理、データフォー





・11m アンテナ 1ヶ月点検（毎月実施） 
［各部グリス漏れ確認、オイル量確認、角度検出器シリカゲル交換等］ 
・11m アンテナ半年点検（2009 年 9 月実施）［各部清掃、各部給脂、ブラシ点検等］ 
・11m アンテナ 1年点検（2010 年 1 月実施） 
［半年点検作業に加え、オイル交換、クラッチ隙間点検調整、モーター特性確認等］ 
２）レドームパネルの補修工事。(2009 年 3 月、2010 年 2 月実施) 
50 次隊に於いて、46～49 次で補修したパネルの点検および再補修を完了した。また、新規に
18 枚を追加補修し、翌年 2 月には 51 次への引き継ぎで新規 2枚を追加補修した。 
３）その他 
例年の保守作業に加えて下記の作業を実施し、49 次以前の問題を解消した。 




ｂ）インターホンの不通調査と対応処置（2009 年 10 月実施） 
ケーブルもしくは端子盤の不良と考えられていたが、設定が特殊で何らかの理由で変更され
ていたことが要因。設定を固定し復旧。資料を作成し隊員間で十分な引き継ぎを実施した。 








4.6.3 L/S バンド衛星受信システム保守【SI-LD_3】 山口 雄司 
越冬期間中、5 件のシステム障害が発生したが、いずれも部品交換、修正にて復旧した。以下は発
生した障害内容である。尚、衛星データの受信結果については 3.2.4.5 項 地球観測衛星データによ
る環境変動のモニタリング【M5】を参照されたい。 
１）障害内容 
ａ）NOAA/DMSP 格納 HDD 容量不足。(2009 年 2 月実施) 
引継間もなく NOAA/DMSP のデータ格納 HDD 容量が不足し、2/6～8 日のデータについて損失が
あった。調査の結果、2007、2008 年の古いデータが格納されたままで容量を圧迫しており、毎
年データを持ち帰っていることから旧データを削除して HDD 容量を確保した。 
ｂ）NOAA/DMSP 関連サーバーのアンチウイルス対応とアップデート。(2009 年 3 月実施) 
インターネットに接続されているサーバー2 台（NOAA 画像蓄積サーバー、NOAA/DMSP 基地内
バックアップサーバー）についてアンチウイルス設定（2007 年で無効）、OS アップデートを実
行した。本件は受信不良に直結するものではないが、感染した場合にサーバー内の受信画像デー
タにアクセスした PC から感染が広がる恐れがあり障害扱いとした。 
ｃ）polaris サーバーの ftp 異常。(2009 年 4 月実施) 
L/S アンテナ制御サーバーが polaris サーバーと接続できないため、ftp 処理待ちプロセスが
蓄積されディスクフル状態になっていることを確認した。極地研庁舎の立川移転による
polaris サーバーの IP アドレス変更が要因。IP アドレスの整合により問題は解消した。 
ｄ）NOAA/DMSP バックアップサーバー書き込み異常。(2009 年 6 月実施) 




ｅ）L/S アンテナ角度調整。(2009 年 7 月実施) 




51 次隊にて L/S アンテナ（受信設備を含む）の換装工事を実施した。そのため、本システムの
対応は 50 次隊で最後の対応となり、51 次隊よりは新規システムの保守対応となる。 
 
4.7 LAN・インテルサット【SI-LA】 森澤 文衛 
4.7.1 昭和基地 LAN の保守運用【SI-LA_1】 
１）概要 
概ね安定して稼働した。 
5 月に発生した south2 サーバ障害（後述）の際に、基地内全体のネットワーク構成を整理し、
基地要覧への掲載を要請したことにより、今後の隊次における昭和基地内ネットワークの理解が
促進できると思われる。 


































しい。（現状は庶務室に LAN 管理のものが 1冊のみ） 
また、Wiki のファイルアップロード機能を用いて、ファイル保管庫に近い使い方を行って
しまうケースがあったが、Wiki はファイル保管庫として使用すると意外に不便である。例え






















I-O DATA LANDISK HDL-GT2.0（RAID5 構成で容量 1.35TB）を利用した。 
9 月 28 日に RAID の崩壊が発生し、設備的には予備機と入れ替えて運用したが、それまでディ
スク上に保管されていた全データを喪失した。越冬中のデータ復旧に向けて極域データセンター
の協力も頂き進めたが、最終的にデータ復旧には至らなかった。 
越冬開始時点での使用容量は 500GB 前後、崩壊直前の時点で容量は 600GB 程度になっていたが、
外付け HDD、およびネットワーク経由でのバックアップのいずれも時間がかかり、かつエラーで
終了するケースが多かった。ファイル量の多さが原因と思われるが、49 次隊では越冬開始時点で
100GB 程度、越冬終盤には最大で 350GB 程度となっており、使用量は大幅な増加傾向にある。 
【問題点・課題】 













別な LAN 管理 PC と交換して運用した。51 次にて代替機を調達し交換の予定。 









がある。そのようなソフトウェアについては、WindowsVista もしくは Windows7 での動作確
認を行うか、調達が可能なうちに WindowsXP の PC を予備機として用意する必要があると思わ
れる。 
ｂ）セキュリティ対策 





























第 1、第 2 居住棟に各 2 台、倉庫棟（設営事務室）に 1 台、管理棟食堂に 1 台の計 6 台のアク
セスポイントで運用した。また、50 次の昭和基地到着に合わせ、第 1夏宿においても 2台稼働さ
せた。利用周波数帯はこれまでと同様 5GHz 帯（IEEE802.11a）および 2.4GHz 帯（IEEE802.11b/g）
とした。概ね問題なく稼働したが、設営事務室、食堂および第 1 夏宿に配備した COREGA 製
CG-WLAPAGPOE は時々ハングアップし、電源の抜き差しを行うことで復旧させる必要があった。 
【問題点・課題】 
上述の通り COREGA 製 CG-WLAPAGPOE が動作不安定であり、月に 1～2回程度リセット動作が必
要となる。 
また、個人もしくは部門で無線 LAN 機器を持ち込み、その際に 11g のチャンネル設定が基地
内無線 LAN と干渉するケースが有った。現状として、Apple 製 PC では無線 LAN を使用するのは
当然となっており、また iPod や PSP 等無線 LAN 対応した個人用デバイスも増えてきており、個
人で無線 LAN を使用するニーズは今後も増すと思われる。 
６）隊員の LAN 利用サポート 










居住棟の LAN について、各部屋は現状無線 LAN 接続となっているが、隊員の中で個人持ち込











4.7.2 昭和基地 PBX の保守運用【SI-LA_2】 
１）概要 
設備老朽化に伴なう故障が 1件発生したが、その他は特に問題なく運用を行った。3月 14 日、









































7 月に回線帯域の 2MB への増速を行った。これに伴ない、使用する周波数帯および使用する衛
星が 62 度衛星から 60 度衛星に変更になった。 
障害・不具合関連では回線の停止を伴う障害が 2件、停止を伴わない障害が 1件発生した。 
例年と比較すると障害の件数は少なかったが、建設から 5 年が経過し、装置に生産終了品がち
らほらと出てきているが、互換性がある製品はまだ入手可能な状況である。 




2 4/6 HPA-A 進行波管内の（TWT）一過性スパークによる回
線停止 
117 
3 1/24 ATOMIS7/2000 動作不具合による回線停止 120 
２）インテルサット衛星設備 
ａ）HPA ユニット 
4 月に HPA-A の進行波管（TWT）故障が発生したが、電源 OFF→ON により復旧した。本事象は
49 次で 1回、48 次で 2度発生している。過去の事例では、電源を再投入し、しばらく安定稼働
すれば問題ないことが確認できているため、引き続き様子を見ながら運用した。 
ｂ）アップコンバータ 
8 月 27 日の系切替作業時に CSMS（インテルサット衛星設備用の遠隔監視端末）にて




このため、切り戻しを行い U/C-A での運用に戻し、調査を継続した。 
結果、U/C-A と比較して U/C-B はスタンバイ期間中に出力レベルが約 4dB 低下していたこと
がわかり、U/C-B の設定で出力レベルを元の値になるよう調整を行うことで復旧した。レベル
低下の原因は不明で、何かの拍子にレベルが戻る可能性も無いとはいいきれず、その際に想定
値よりも強い出力でキャリアを送出する虞があるため、調査・対応の継続を 51 次隊に要請した。 
ｃ）空調設備 




装置の調査・調達を 51 次隊に依頼した。 
ｄ）太陽雑音 
衛星回線の春季太陽雑音による回線断、接続品質低下が KDDI 山口側で 3 月上旬に、昭和側で


























1 月 24 日に BufferSlip によると思われるクロックずれが 1 回発生した以外は特に問題なく
稼働した。BufferSlip 発生時は、インテルサット経由のネットワーク・電話が全断となるが、
CSMS では特にアラームは発報されない。 
IX5020#4 にて COM CPU-B の MJ アラームが点灯、2TRK 6.3l パッケージの STS が赤点灯してい
るのを確認、IX5020#4 に telnet し、show alarm major コマンドを実行したところ、昭和時間
17 時 30 分頃に nni-50100:failure 1771607:6.3l CC-RED の発報が確認された。これは、2008
年 5 月 25 日および 2007 年 8 月 20 日に発生した障害と同様であることから、ATOMIS7/2000 の
クロック供給元モデムを確認し、スタンバイ系である MODEM-A が設定されているのを確認した
ので、運用系である MODEM-B を設定し、復旧した。 
【問題点・課題】 
ATOMIS7/2000 のクロック供給元は、8月の系切替時に MODEM-B と設定してあった。その後、
何らかの原因で MODEM-A に切り替わっていたことになる。推測としては、この 4日前に実施
した UPS 本体交換の際に電源を一度落としており、この時にクロック供給元が MODEM-A に変
わったと思われる。このことから、ATOMIS7/2000 の仕様上、電源投入時にはクロック供給元
が MODEM-A に設定されるのではないかと思われる。対策としては、今後、ATOMIS7/2000 の電
源を落とす作業の際にはクロック供給元を最後に確認するのをルール化することにした。 
ｂ）通信室無停電電源装置（UPS）交換 
該当の設備は 49 次隊にて 2 月に蓄電池の交換を行い、51 次にて本体の交換を行う予定だっ
たが、仕様上 2 年である蓄電池の劣化が早く進んでいたものと思われる。そのままだと電源断
時に UPS から正しく給電を行わない可能性があり、計画停電に支障が生じると考えられたため、
交換用の UPS が昭和に到着次第、本体交換作業を前倒しで実施し復旧した。 
12 月 12 日より、通信室 19 インチラックに設置されている無停電電源装置より、蓄電池関連
のアラームが発報された。2008 年 2 月に交換した蓄電池（メーカ推奨 2年交換）が若干早く寿
命が来たものと思われる。このままだと、停電時に機器シャットダウンが完了するまで給電が
されない可能性があるため、51 次隊が越冬期間中に予定していた本体交換作業を 2010 年 1 月
-330- 
19 日に前倒しして実施した。次回は 2012 年 1 月頃にバッテリを交換、2015 年 1 月頃に本体交
換を実施する。 
ｃ）その他ネットワーク設備 







域の 2MB 化に伴ない、接続回線速度が 512Kbps～1024Kbps となり、映像品質の向上ができた。 
２）機器整備 
ビデオスイッチを 4ch モデルから 8ch モデルに更新したことで、様々な映像ソースを手軽に利






















































Windows2000/XP となっており、こちらは WindowsVista/7 での動作確認をメーカに求める必要
がある。 
３）岩島カメラ 
4 月に立ち下げ、9 月に立ち上げを行い、問題なく稼働した。11 月より基地から映像が見れな
くなり、オンラインでの制御装置へのアクセスも不可となったが、切り分けの結果岩島の LAN ケー
ブルの故障と判明。その直後から夏作業期間に入り、作業優先度が他の作業よりも低くなったた








4.7.6 しらせ～昭和基地間無線 LAN 運用【SI-LA_6】 








設定した。アンテナは当初日本無線製 NZA654 R 付コリニアアンテナを取り付ける予定だったが、昭
和基地在庫にあった NZA640 を取り付けた。しらせ側は 1 月 11 日に艦橋上の左舷に八木アンテナを
取り付け、岩島を指向させた。この状態で、昭和基地～しらせ間のネットワークは問題なく稼働し




口部閉塞用の木蓋を昭和基地で作成し、開口部を塞いだ。その後、1 月 15 日～17 日に、最大風速
40m 超の強風のため艦橋上に設置したしらせ側無線 LAN アンテナが約 90 度方向がずれ、接続が不安
定になった。20 日に向きを直すとともに、対策としてアンテナ接合部をラバーで補強し、向きが変
わりにくいようにした。以後は安定して稼働した。途中、しらせが CW 方向に約 60°回頭したが、
受信レベルは下がったものの、ネット・IP 電話の通信は可能だった。 
 
4.7.7 しらせ船上 LAN の運用【SI-LA_7】 
2 月 1 日以降しらせ艦上 LAN の運用を 51 次隊より引継ぎ、以後シドニーまでの航海中業務を行う。








4.8.1 見晴らし岩道路・荷受場および C ヘリフォークリフト待機場整地工事【SI-A_1】 
 井熊 英治 
１）施工 
見晴らし岩道路、荷受場は夏作業で既に完成、C へリポートフォークリフト待機場のシート工






4.8.2 C ヘリポート管制・待機小屋建設工事【SI-A_2】 井熊 英治 
１）施工 
管制棟工事は 2 月 9 日、12 日、13 日にコーキング工事(約 8 人工)を施工し 50 次隊夏作業で施
工可能な工事は完了した。 
２）残工事 




4.8.3 衛星受信棟暖房燃料タンク基礎工事【SI-A_3】 井熊 英治 











4.8.5 福島ケルン案内標識工事【SI-A_5】 井熊 英治 
夏作業で施工完了済み 
 
4.8.6 コンクリートプラント運用【SI-A_6】 井熊 英治 
１）運用 
夏作業中から行われていたコンクリートプラントの運用は 2 月 7 日に最終稼動を行った（6 人
工）。越冬期間中のコンクリートプラントの運用は下記の通り。 
衛星受信棟 （9バッチ） 
C ヘリ待機小屋階段 （1.5 バッチ） 
倉庫棟階段 （1.5 バッチ） 
２）閉鎖作業 
2 月 9 日に閉鎖（2 人工＋機械隊員 0.5 人工）。プラント可動部分、機械部分のシート養生、残
コンクリート（約 1パレット）の引き揚げ作業を行った。残コンクリートは、車庫に保管した。 
 
4.8.7 S17 ジャッキアップ架台測量【SI-A_7】 井熊 英治 
11 月 10 日に測量を実施した。建物柱脚は全体的に風下方向に傾いていた。建物水平レベルも風下
方向に向かって下がっていた。（詳細は S17 航空拠点 架台測量結果設参照 南極観測センターへ提出
済） 
 
4.8.8 各棟建築設備改修工事【SI-A_8】 井熊 英治 
１）2月 
ａ）作業工作棟スノーモービル小屋 
親子扉交換を 2月 17 日に施工を行い完了した。 
ｂ）倉庫棟 
2 月 20 日の A 級ブリザードによって風下側の外壁 3枚が破損（既に除雪作業等で破損した状




2 月 20 日の A 級ブリザードの際に、著しく隊長室壁、サロン床が揺れ、また庶務室入り口の
天井部分に異音を確認したので調査を 2 月 28 日に実施、室内より構造用ボルトの締結状態をト





損の危険性はあまり感じられない為、しばらく様子を見ることにした。結果、2 月の A 級ブリ
ザード以外で異音を感じることはなかった為、水漏れの恐れがあるビスでの補強は行わなかっ
た。この内容は 51 次建築部門に引き継ぎを行い補修方法、経過を観察してほしい旨を伝えた。 
２）3月 
ａ）倉庫棟 

























































防火区画 A‐B、B‐C間の各 1箇所海氷側のガラスの交換を行い完了した。(49 次にて持ち込
まれたガラスが 5枚あるため、在庫が 3 枚となった。) 
ｃ）第 1居住棟 
49 次で持ち込んであったタイルカーペット（280 枚）張り替え実施、完了した。（残数：東リ
タイルカーペット STC G76 18 枚、STC H84 30 枚（過去持ち込まれたものすべて含）） 
ｄ）地磁気変化計室 

























































































C ヘリ側にあったコンクリートミキサーを A ヘリ側に移設し、従来セメント缶をベルトコン
ベアーで荷揚げしていたやり方を止め、スチールコンテナ 2 台を直接設置できるように変更し
た。実際の運用は安全を見てスチールコンテナ 1台を設置して行っていた。 









について困惑したが、LAN 部門、設営室の支援により FTP サーバーを介してデータを転送することが
できた。 
１）日射量計 
2 月 26 日に垂直日射量計を管制棟に設置、データロガーの回収テストを行った。2009 年 12 月
に約 1 ヶ月分データが回収できていなかった、何らかの原因で電源が供給されなくなり、本来で
あれば自動で再起動するはずが起動せず、2010 年 1 月に復旧した。以降、51 次隊に引き継ぎデー
タ収集を継続する。 
２）居住棟給湯配管温度計測 













第 1居住棟 1－101、1－110、1－211、1－201 各部屋の、壁、床に設置。外部は第 1居住棟の 2ヶ
所に設置した。室内側データロガーについては 2010 年 2 月 1 日に回収、外部は 2010 年 2 月 7 日
に回収した。 
 
4.8.10 橇・カブースの修理【SI-A_10】 井熊 英治 








とっつき岬のタイドクラックを渡りやすくするため幅 1.2m 長さ 4m の道板を新たに作成した。(従来
のものは幅が狭く、車両、橇により設置場所変えなければならなかった。) 断面形状は別途設営室に
報告済みで、計算上は 30t 程度の荷重に耐える橋ができた。 
１）6月 



















・44-2 ：ビーム補強 1ヶ所有、枠ソケット 1ヶ所破損有。（予備品がないので放置） 
・47-1 ：手摺棒折損有。（軽微なので放置） 
・44-1 ：手摺板 1ケ所折損有。（問題無） 
・41-2 ：手摺棒、ビーム共に 1本折損あり。（使用方向を決めて運用） 
・48-2 ：問題無。 
・35-6 ：ビーム4ヶ所折損、手摺棒2ヶ所折損、枠耳金物1ヶ所交換。（内陸旅行には使用不可） 
・46-2 ：ビームストラット取り付け不具合によるボルト折損 4ヶ所。 
・45-4 ：問題無。 
・27-6 ：ビーム折損 4ヶ所、手摺板補強 1ヶ所有。（内陸旅行には使用不可） 
・46-4 ：中間ロンジ折損 1ヶ所。（問題無） 
・40-4 ：ビーム 2ヶ所折損補強有。 
・40-3 ：ビーム 2ヶ所折損補強有。 
・36-15 ：ビーム 4 ヶ所折損（補強無）、手摺板 5ヶ所折損。（内陸旅行には使用不可）復旧に時
間がかかる為放置。 
・45-3 ：ビーム 1ヶ所折損（補強無）、オーバーハング溶接破断。 
・43-4 ：手摺棒 2ヶ所折損。 
・42-5 ：枠耳金物 3 ヶ所折損（交換）、ビーム補強 1ヶ所有。 
・48-1 ：手摺板 3ヶ所折損（交換）。 
４）9月 
・36-16 ：ビーム補強 1ヶ所有、枠 1 ヶ所破損有。 
-339- 
・35-X(番号読めない)： オーバーハング破損、ビーム補強 3ヶ所有。 
・35-4 ：ビーム補強 3ヶ所有、手摺部分損傷有。 
・43-3 ：ビーム 3本折損あり。（内 1ヶ所補強有） 
・40-1 ：枠耳金物 7 ヶ所交換。 
・35-15 ：主線ワイヤー受け無（主線運用不可能）。 
・36-13 ：ビーム 2本折損有、ランナー部ビス折れ多数有。 
・41-3 ：ビーム台破損補強有。 
・36-12 ：ビーム折損 2ヶ所、主線ワイヤー受け無（主線運用不可能）。 
・36-10 ：手摺板、枠耳金物破損。 
・41-4 ：ビーム 2ヶ所折損有。 
 








倉庫棟 1 階：日用品 文房具 梱包用具 厨房用品 個人装備予備 旅行用調理道具 野外用
共同装備 
倉庫棟 2階：非常用レスキュー装備 非常用調理道具 車載用非常食 アイスドリルセット 



























































3 月 04 日 樋口、菅谷、武田、高橋、福田、篠原、井口、加藤、井熊、伊藤 
3 月 06 日 門倉、土井、辰己、香川、江原、五十嵐、畑中、森川、山口、樋口 
3 月 16 日 梅津、小森、森口、木塚、森澤、大平、樋口 







3 月 05 日 梅津、土井、辰己、伊藤、香川、福田、畑中、加藤、山口、篠原、樋口 
3 月 20 日 門倉、武田、村上、江原、井口、佐久間、森澤、森口、樋口 
3 月 21 日 小森、高橋、五十嵐、木塚、大平、森川、菅谷、樋口 
ＪAＲE50 緊急時連絡カード 
＜ 緊急時連絡事項＞ 
1．事故日時 2．現場の人員と事故者  
3．事故現場の位置（緯度経度をＧＰＳで読み取る）  
4．事故の状況 5．怪我人の容態 6．救助の必要性  
7．車両の状況 8．食料の残量 9．燃料の残量  
10．現地の天候（風向・風速・視程・気温・天気）  

















【主周波数】 [沿岸・内陸共通] 4540kHz  
【副周波数】 [沿岸] 3024ｋＨｚ  [内陸] 7771kHz 












 内容 方法・使用機材など 
基本的な 
ロープワーク 
ダブルエイトノット  ダブルフィッシャーマンズノット  
クローブヒッチ(インクノット) ボーラインノット(ブーリン) 
プルージック マッシャー結び(オートブロック) バックマン 
ザイルの巻き方 振り分け式 ループ式 
ハーネスの装着 シットハーネス チェストハーネス スリング利用のハーネス 
支点のとり方 スノーバー 雪詰め袋  
確保技術 肩がらみ 腰がらみ ムンターヒッチ(半マスト結び) 
懸垂下降 エイト環 グリグリ 
第 1回 
自己脱出 ブルージック ユマール グリグリ フッタコンプリート 
確保技術 肩がらみ 腰がらみ ムンターヒッチ(半マスト結び) 
懸垂下降 エイト環 グリグリ 
自己脱出 プルージック利用  
引き上げシステム 1：1 1：2 1：3 
第 2 回 
搬送法 ザイル利用 ザック利用 




4 月 20 日 第 1回レスキュー訓練 1班(門倉、山口、佐久間、高橋、畑中、小森、樋口) 
4 月 21 日 ロープワーク講習(希望者 15 名) 
4 月 28 日 第 1回レスキュー訓練 2班(土井、辰己、伊藤、武田、香川、江原、篠原、大平、樋口) 
5 月 21 日 第 2回レスキュー訓練 1班(畑中、佐久間、土井、小森、伊藤、大平、山口、樋口) 
5 月 25 日 第 2回レスキュー訓練 2班(門倉、辰己、武田、香川、江原、篠原、樋口) 
 






 内容 方法・使用機材など 
基本的なロープワーク ダブルエイトノット ダブルフィッシャーマンズノット  
クローブヒッチ(巻き結び インクノット) ボーラインノット
(ブーリン) プルージック マッシャー結び(オートブロック) 
ザイルの巻き方 振り分け式 ループ式 
ハーネスの装着 シットハーネス チェストハーネス スリング利用のハーネス
レスキュー装備の使用法 レスキュー用装備の把握とその使用法 
支点のとり方 スノーバー 雪詰め袋  
確保技術 肩がらみ 腰がらみ ムンターヒッチ(半マスト結び) 
懸垂下降 エイト環 グリグリ 
第 1回 
自己脱出 ブルージック ユマール グリグリ フッタコンプリート 
確保技術 肩がらみ 腰がらみ ムンターヒッチ(半マスト結び) 
懸垂下降 エイト環 グリグリ 
自己脱出 プルージック利用  




クレバスからの引き上げ 単管 スイベル利用 
第 2回 







4 月 17 日(金) 第 1 回レスキューリーダー訓練 1班(井熊、森川、村上、五十嵐、加藤、森澤、樋口) 
4 月 24 日(金) 第 1回レスキューリーダー訓練2班(井口、菅谷、森口、梅津、木塚、福田、麦沢、樋口)
5 月 22 日(金) 第 2回レスキューリーダー訓練1班(井口、森口、梅津、木塚、麦沢、加藤、森澤、樋口)













 項目 内容 種別 講師






灯油コンロの使用法 講義終了後未経験者対象 実技 
南極での危険 低温 海氷 内陸 
樋口 
雪上車での行動と生活 雪上車移動中の注意 雪上車での生活 井熊 2 
行
動 
























固定法 (三角巾 テープ 包帯) 
実技 




















4 月 25 日 南極安全教室「装備について」(ワッチ当番の気象隊員をのぞく全員) 
5 月 09 日 南極安全講習「野外行動について」(講師：樋口、井熊、畑中) 
野外行動時の危険、ルート工作とルート方位表の使い方、雪上車による行動と生活、通信要領
5月 23 日 南極安全講習「南極地域の気象」(講師：菅谷) 
昭和基地周辺の気象、内陸の気象、南極での観天望気、旅行中の気象観測の方法 
6 月 06 日 南極安全講習「救急法① 救急法総論」（講師：井口） 
怪我と病気、携行医療セットの内容と使用法 
6 月 13 日 南極安全講習「救急法② 応急処置①」（講師：森川） 
応急処置の心構え、搬送法、止血、副木固定、三角巾固定法 
シナリオトレーニング：けが人の手当てと搬送 
6 月 18 日 事故事例研究「大型アンテナレドーム内の事故について」（50 次） 
「酔って屋外にて救出される」（45 次） 
6 月 25 日 事故事例研究「A級ブリザードでロストポジション」（35 次） 





6 月 30 日 事故事例研究「旧娯楽棟での小火」（41 次） 
7 月 02 日 事故事例研究「発電棟から燃料油流出」(41 次) 
7 月 04 日 南極安全講習「救急法④ 心肺蘇生法訓練」 講師:森川健太郎 
レスキュー隊員以外の隊員に心肺蘇生法の実技訓練を行なった。 
7 月 07 日 事故事例研究「天候急変によるロストポジション」(33 次) 
7 月 09 日 事故事例研究「橇牽引ワイヤーによる右足骨折」(42 次) 
7 月 11 日 南極安全講習「救急法⑤ 心肺蘇生法訓練」 講師:森川健太郎 
レスキュー隊員に心肺蘇生法の実技訓練を行なった。 
7 月 15 日 事故事例研究「作業棟・工作棟の火災」(25 次) 
7 月 17 日 事故事例研究「雪上車(KD20-8)の水没」(7 次) 
7 月 18 日 南極安全講習「救急法⑥ AED 訓練」 講師:森川健太郎 
レスキュー隊員以外の隊員に AED の実技訓練を行なった。 
7 月 22 日 事故事例研究「漏電による電線ケーブルの焼損」(37 次) 
7 月 24 日 事故事例研究「ロスト・ポジション 海氷上」(39 次) 
7 月 25 日 南極安全講習「救急法⑦ AED 訓練」 講師:森川健太郎 
レスキュー隊員に AED の実技訓練を行なった。 
7 月 29 日 ヒヤリハット「バーで酔って意識を失い転倒する」 
8 月 05 日 事故事例「情報処理棟漏油事故」(50 次) 
8 月 07 日 ラングホブデルート工作報告 
9 月 29 日 ラングホブデ、スカルブスネス野外行動報告 
10 月 12 日 スカーレン旅行(10/1～9)報告 
11 月 15 日 51 次先遣隊への海氷安全講習の実施 








2 月 07 日 中の瀬戸海氷調査（宙空） 
2 月 27 日 北の浦海氷調査（気象） 
3 月 01 日 アマチュア無線アンテナ撤去(生活) 
3 月 10-11 日 西オングルテレメトリー小屋保守(宙空) 
3 月 15-16 日 貝の浜キャンプ(スポーツ・娯楽) 
3 月 22 日 西の浦漁場調査(漁協係) 
3 月 23 日 岩島ルート工作(完成) LAN 施設保守(LAN) GPS ブイ設置(地圏) 
3 月 29 日 西の浦つり大会(漁協係) 
3 月 31 日 岩島 LAN 立ち下げ(LAN) GPS ブイ回収(地圏) 
4 月 06 日 北の浦そり掘り出し(機械) 
4 月 07 日 岩島 LAN 設備保守（LAN） 
4 月 29 日 アマチュア無線アンテナ設置(生活) 
4 月 30 日 西オングル島テレメトリー小屋 風力発電システム撤去・持ち帰り(宙空) 
5 月 05-06 日 S16 現況調査(機械) P50 気象ロボットメンテナンス(気象) 
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実施日 内容 
5 月 08 日 アイスオペレーション下見(隊全体) 
5 月 11-16 日 S16 橇掘り出し・雪上車移動(機械)、P50 GPS 保守(地圏)・雪尺観測(気水圏) 
6 月 29 日 北の浦・気象部門雪尺測定場所までのルート点検(気象) 
7 月 01 日 西オングル島 ULF 保守(宙空) 
7 月 16 日 とっつき岬ルート海氷状況調査(隊全体) 
8 月 11-15 日 S16 オペレーション(機械) 
8 月 22 日 とっつき岬そり回収(機械) 通信設備点検(通信) 
8 月 25-29 日 S16 オペ&とっつき岬オペ（気水圏・気象・通信・機械） 
9 月 03-07 日 ラングホブデ調査（地圏） 
9 月 14-21 日 スカルブスネス ルート工作&観測（地圏） 
9 月 22 日 海水サンプリングポイント設置（環境保全） 
9 月 22 日 岩島カメラ立ち上げ（LAN） 
9 月 30 日 とっつき岬タイドクラック調査（隊全体） 
10 月 01-09 日 スカーレン調査（地圏） 
10 月 13-27 日 みずほ基地旅行（宙空・気水圏・医学・51 次隊内陸旅行支援） 
11 月 07-09 日 S16 ドーム旅行用橇回送/SM115 整備/S17 滑走路整備/気象ロボット保守(隊全体) 
11 月 11 日 昭和基地海氷滑走路整備(隊全体) 
11 月 15 日 西オングル、ポルホルメン徒歩遠足/51 次 FA 引き継ぎ 
11 月 16-19 日 ペンギンセンサス(スカルブスネス、ラングホブデ)/51 次 FA 引き継ぎ(生物) 
11 月 23-26 日 S16 SM50 掘り出し・ドーム夏宿移動・橇掘り出し(機械)/51 次 FA 引き継ぎ 
GPS 観測(地圏)/雪尺観測(気水圏) 
12 月 01-02 日 ラングホブデ、ルンパ方面ペンギンセンサス(生物) 
12 月 03 日 オングル諸島ペンギンセンサス(弁天島、オングルカルベン、まめ島)(生物) 
12 月 04 日 S16 オペレーション（地圏＆気象） 
12 月 07 日 岩島カメラ回収(LAN) 
12 月 19 日- 




3 月に 50 次隊で計画されている野外オペレーションの概要を把握し、年間スケジュールを作成
した。その後、観測や作業の進捗状況にあわせ、当該部署と相談しながら調整を行なった。 
３）昭和基地 Wiki の活用 
3 月に昭和基地 Wiki を整備し、野外オペレーション計画・報告、ルート方位表、ルートマップ、
ルートの GPS データなどを随時アップして隊員間で共有できるようにした。 
４）内陸旅行準備 
6 月、みずほ基地旅行（10 月）とドームふじ基地旅行（12 月～2 月）の内陸旅行チーム編成を
行ない、具体的な旅行準備に取り掛かった。 
５）51 次先遣隊の受け入れ 
11 月中旬に昭和基地入りする 51 次隊先遣隊受け入れのため、以下の作業を行なった。 






























年間の主要業務内容を以下に述べると、まず 2009 年 1 月 29 日に 49 次隊との越冬隊交代式を行い、越





10 月 31 日と 11 月 6日、25 日に全体作業で公用氷の採取を行い、最終的に中ダン 250 箱、小ダン 100
箱を採取し発電棟冷凍庫に保管した。採取場所は、事前に何箇所か下見した中で比較的良好な場所で
行った。 
11 月初旬より 51 次隊先発隊の受入れ準備を行い、居住棟の割り当て、片付けを行い、11 月下旬より










時期 主要業務等 具体的な業務内容 













3 月 初旬 次隊への冬訓メッセージ送付 極地研との連絡 
4 月 下旬 立川移転のイベント TV 会議準備 極地研との調整 















































































































回数 日付 時間 回数 日付 時間 
1 2 月 23 日(月) 15:30～16:10 1 2 月 24 日(火) 13:00～16:40 
オペレーション会議 全体会議 
回数 日付 時間 回数 日付 時間 
1 1 月 31 日(土) 21:45～23:45 1 2 月 1 日(日) 15:00～17:20 
2 2 月 25 日(水) 15:00～17:55 2 2 月 26 日(木) 13:00～16:40 
3 3 月 25 日(水) 15:00～17:30 3 3 月 27 日(金) 13:00～14:45 
4 4 月 24 日(金) 15:00～17:45 4 4 月 28 日(火) 13;00～17:00 
5 5 月 27 日(水) 15:00～17:45 5 5 月 29 日(金) 13:00～14:45 
6 6 月 26 日(金) 15:00～17:00 6 6 月 30 日(火) 13:00～15:10 
7 7 月 27 日(月) 15:00～17:00 7 7 月 29 日(水) 13:30～14:30 
8 8 月 24 日(月) 15:00～17:15 8 8 月 31 日(月) 13:00～16:00 
9 9 月 28 日(月) 15:00～17:00 9 9 月 29 日(火) 13:00～14:30 
10 10 月 29 日(木) 15:00～17:30 10 10 月 30 日(金) 13:00～15:15 
11 11 月 27 日(金) 19:00～22:45 11 11 月 30 日(月) 13:00～14:30 









































12 月 18 日に第一便が到着し、51 次隊本隊人員、50 次隊緊急物資、委託食糧、手紙等が空輸さ
れたのち、51 次隊緊急物資及び野外観測用物資が空輸された。これらの準備空輸は 2日間の予定





は 51 次隊が実施した。結果として 1 月 10 日深夜に接岸したが、接岸が 6 日遅れたことにより、
輸送全体スケジュールが大きくずれ込むこととなった。 
貨油輸送は、接岸後直ちに準備が開始され、氷上輸送は、接岸後の 1月 11 日夜から開始された。
氷厚はあるが雪が多く、日中は雪も軟化していたため持ち込み・持ち帰り氷上輸送は雪が締まる
23:00 から 05:00 まで「しらせ」からの荷受けを行い、10:00～11:30 頃まで配送作業を実施した
(1 月 12 日のみ 21:00 開始)。 
風が 15m を超える日もあったが、氷上持込み輸送は 4日間で終了した。その後 1月 16 日から持





















「しらせ」に送られた 50 次隊持帰り公用物資は、合計で 1,137 梱、266.6 t、859.25 m3であっ
た。また、今回持ち帰り出来なかったスノーモービル及び 48 次廃棄物の一部は、51 次隊への持
ち帰り依頼物資として昭和基地に残置した。 
２）連絡系統 
輸送作業に関しては、接岸前は 50 次と 51 次で、12 月 18、19 日、1月 3、4、7、11 日、接岸後
に 50 次と 51 次、しらせの三者で 1月 8,11 日に輸送関係者の会合を行い調整した。その他必要に
応じて担当間で連絡を行った。 
51 次隊勝田副隊長が「しらせ」側にて調整・連絡役にあたり、昭和基地側では 50 次佐久間、
51 次吉田、二部、田中隊員、が昭和側の窓口となった。 
輸送に関する連絡については、準備空輸中は VHF で行い、接岸後は UHF を基本とした。無線の









ラフターを 1台ずつ設置し、ユニック車 2 台とトラック 3 台で A ヘリより配送を行った。配送












12ft コンテナ輸送時 使用雪上車 601、651、652、653、4 輌、荷受場ラフター2台、大型フォー
ク 2 台（ラフターで吊ったコンテナを一台が受け、後ろに置き、もう一台が枕木の上にコンテ
ナを乗せる）、玉掛け 1名、荷物チェック 1名。 
橇をラフター側ぎりぎりのラインまで牽引し、ラフター2 丁吊りで持ち上げたところを大型
フォークですくった。 
大型物資輸送時 使用雪上車 601、651、652、653、4 輌、荷受場ラフター1 台、トラック・





















の持ち帰りとなった。持帰り氷上輸送期間中の 1月 18 日に、発電棟冷凍庫に格納してある公用氷
をはじめとする冷凍品を、コンテナヤードに置いてあった（事前に送ってもらった）空の冷凍コ






1 月 17 日から事前に置き場所を確認してあった荷受け用のパレットを Aヘリに集積した。基
地にある旧しらせパレットをかき集めて持ち帰り輸送準備を行った。ただし、基地には十数枚
程度しかなく、荷受を行いつつ、少しずつ回ってきたパレットを集めて荷繰りを行わざるを得




















輸 送 分 類 梱数 総重量(kg) 総容積(m3) 主 要 物 品 名 
電離層定常 6 945 4.45 観測機材 
気象定常 166 54,147 132.38 観測機器・資料 
宙空圏 11 2,085 15.13 観測機器・資料 
気水圏 148 7,238 22.47 観測機器・資試料・ボンベ 
地圏 52 3,492 11.25 観測機材・資料 
衛星受信・多目的アンテナ 1 10 0.03 HDD 
機械 80 16,274 55.01  
通信 6 100 0.46 通信機材・資料 
医療 27 536 2.41 医療機器・委託サンプル 
環境保全 12 793 3.98 サンプル 
環境保全(廃棄物) 584 162,557 527.61  
LAN・インテルサット 10 155 0.87
インテルサット・ネットワー
ク機器 
建築 5 1,105 6.00  
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輸 送 分 類 梱数 総重量(kg) 総容積(m3) 主 要 物 品 名 
装備・FA 14 174 1.90 貸与装備品 
公用品・庶務 15 17,788 79.28 書類・委託研究物品 
50 次 公用合計 1,137 266,606 859.25  
50 次 私物 351 4031 20.06  
 
表Ⅲ.4.10.3-2 荷受け・持帰り輸送関連作業概要 
期日  輸送種類 作業状況等 
12/1 
12/15 
～  24 時間除雪体制 
12/17 PM  A ヘリ清掃、A ヘリ待機小屋清掃(3 時間、10 人) 
12/18   
第一便空輸 
準備空輸 
第 1便、50 次委託食糧到着 
51 次人員、51 次緊急物品、夏宿用食糧、51 次隊私物  合計 8便
12/19  準備空輸 
51 次夏隊食糧、緊急物品、夏宿用食糧、野外観測物資、51 次隊私物
合計 9便 
12/20  準備空輸 51 次緊急物品、野外観測物資 合計 4便 






1/5   
「しらせ」接岸断念の可能性が示される。断念時の輸送体制検討開
始。人員配置、シフト、除雪場所・順番の見直し 








1/8   
「しらせ」接岸断念時の氷上輸送ルート開通片道約 50km となる(弁
天島までを想定)、「しらせ」運用科、機関科の昭和基地状況調査 





















































1/17   持ち帰り準備 
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1/20 夜間 持帰り氷上輸送 リターナブルパレット、木枠、大型物資、ボンベ 
1/21   
本格空輸荷受準備 
持帰り空輸準備 

















ドラム缶、ヘリウムカードル、エコバック 一般物資 計 6便 
1/26  持帰り空輸 ドラム缶、ヘリウムカードル、エコバック 一般物資 計 34 便 
1/27   持帰り空輸準備 
1/28  持帰り空輸 
ドラム缶、ヘリウムカードル、エコバック、ボンベ類、スチコン 計
30 便 
1/29  持帰り空輸 スチコン、エコバック、木枠類 計 28 便 
1/30   私物集積締切 
1/31 午後 私物移動 通路棟→車庫 







































50 次隊より通信隊員が 2名から 1名に減員されたことに伴い、隊長、多目的アンテナ、医療、































取材元・取材方法 取材日 対応者 
稚内少年自然の家電話交信 2 月 14 日 門倉隊長、菅谷、畑中、篠原隊員
名古屋 ZIP FM 「MORNING JACK」電話対応 3 月 24 日 樋口隊員 
「情熱大陸」録画データ送信 3 月～5月 梅津、村上、佐久間隊員 
毎日放送インターネット・モバイル部インタ
ビュー TV 会議システム 
6 月 12 日 村上、森澤隊員 
つくば市谷田部公民館前期講座 電話対応 6 月 18 日 辰己隊員 
NiCT 一般公開 電話対応 7 月 24 日 梅津隊員 
朝日小学生新聞インタビュー TV 会議システム 8 月 12 日 門倉隊長、江原、篠原隊員 
白瀬 100 周年プレイベント 電話対応 8 月 14 日 小森隊員 
文殊小学校イベント 電話対応 10 月 29 日 香川隊員 
越前市立服間小学校イベント 電話対応 11 月 28 日 香川隊員 








北海道新聞「南極見聞」 09 年 3 月～10 年 1月(15 回) 
樋口、菅谷、畑中、篠原、村上、
高橋隊員 
毎日新聞「南極の自然」 09 年 5 月～12 月(30 回) 武田隊員 
子供の科学(誠文堂新光社) 09 年 2 月～10 年 1月(12 回) 門倉隊長 
JANEWS(パースタウン誌) 09 年 2 月～10 年 1月(12 回) 
佐久間、樋口、香川、篠原、村上
隊員 
ひたちなか市広報 09 年 6、7、12 月 10 年 1 月(4 回) 小森隊員 
北海道総合通信局 広報誌「u
－land 北海道」 
09 年 4、6、8 月(3 回) 畑中隊員 
麻布学園 Web ページ 09 年 4、5、8 月(3 回) 村上隊員 
 
２）TV 会議システムを用いた情報発信 
LAN 担当の支援を得て、南極教室を主とした TV 会議システムによる情報発信を行った。主な実
施内容を以下表Ⅲ.4.10.5-3 に記す。 
 
表Ⅲ.4.10.5-3 主な TV 会議接続一覧 
月 日 曜 項目 接続先 開始 終了 対応内容 






















月 日 曜 項目 接続先 開始 終了 対応内容 








27 金 TV 会議:板橋区




09:00 09:40 進行リハーサル、内容確認  ■対応
者:門倉(出演)、森澤、佐久間(技術) 
2 











食堂⇔JAXA 09:00 11:05 南極・昭和基地の紹介、質疑応答 ■
対応者:井口、森川(出演)森澤、佐久間
(技術) 


























































































月 日 曜 項目 接続先 開始 終了 対応内容 



























08:30 10:45 南極・昭和基地の紹介、質疑応答 ■
対応者:香川、井口(出演)大平(カメラ)
森澤(技術)、加藤、佐久間(スタッフ)
12 金 インタビュー 食堂⇔極地研
究所 
09:00 09:22 情熱大陸の関連インタビュー ■対応
者:森澤、村上 







































11:50 11:40 南極・昭和基地の紹介、質疑応答 ■
対応者:門倉(司会)、佐久間(技術) 








































月 日 曜 項目 接続先 開始 終了 対応内容 






































9:00 9:35 南極・昭和基地の紹介、質疑応答 ■
対応者:伊藤、篠原(出演)、森川(技術)、
佐久間(スタッフ) 






























8:00 9:40 南極・昭和基地の紹介、質疑応答 ■
対応者:門倉、篠原、麦沢、江原(出演)、
佐久間(技術)、江原(スタッフ) 





9:40 10:20 質疑応答 ■対応者:門倉、篠原、江原
(出演)、佐久間(技術) 




9:00 9:50 スライド、音声の確認 ■対応者:篠
原、大平、森川、佐久間 














9:00 9:30 スライド、音声の確認 ■対応者:佐久
間 
8 





10:00 11:00 映像のミキシング送信 ■対応者:森
澤 
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月 日 曜 項目 接続先 開始 終了 対応内容 












9:00 9:45 南極・昭和基地の紹介、質疑応答 ■
対応者:門倉(司会)、佐久間(出演)、森
澤(技術)、井熊(スタッフ) 




8:00 8:45 スライド、音声の確認 ■対応者:樋
口、森澤、武田、佐久間 













9:00 9:40 スライド、音声の確認 ■対応者:森
川、梅津、加藤 














9:00 9:40 スライド、音声の確認 ■対応者:小
森、佐久間、武田 




9:00 10:05 南極・昭和基地の紹介、質疑応答 ■
対応者:小森(司会)、門倉、武田、加藤
(出演)、武田(カメラ)、 




9:20 10:00 スライド、音声の確認 ■対応者:武
田、梅津、森澤、佐久間 






10:30 11:00 南極・昭和基地の紹介、質疑応答 ■
対応者:香川、山口、高橋、佐久間 






9:00 9:50 南極・昭和基地の紹介、質疑応答 ■
対応者:香川(司会)、山口(出演)、高橋
(カメラ)、佐久間(技術) 





9:20 10:15 南極・昭和基地の紹介、質疑応答 ■
対応者:武田(出演)、梅津(カメラ)、森
澤、佐久間(技術)、小森(スタッフ) 
25 金 TV 会議:イベン





11:00 11:30 スライド、音声の確認 ■対応者:佐久
間  
26 土 TV 会議:イベン














8:00 8:35 スライド、音声の確認 ■対応者:佐久
間 
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月 日 曜 項目 接続先 開始 終了 対応内容 





9:00 9:30 スライド、音声の確認 ■対応者:大
平、森澤、江原、佐久間 




9:00 9:50 南極・昭和基地の紹介、質疑応答 ■
対応者:大平(司会)、門倉、森澤、森川
(出演)、江原(カメラ)、佐久間(技術) 




9:00 9:30 スライド、音声の確認 ■対応者:佐久
間、森川、小森  




9:00 9:50 南極・昭和基地の紹介、質疑応答 ■
対応者:小森(司会)、門倉、佐久間、麦
沢(出演)、門倉(カメラ)、森川(技術)




8:00 8:40 スライド、音声の確認 ■対応者:森
口、森澤、江原 













8:00 8:30 スライド、音声の確認 ■対応者:武
田、森澤、梅津  












8:15 9:30 スライド、音声の確認 ■対応者:香
川、武田、森澤、高橋、佐久間 




9:00 9:50 南極・昭和基地の紹介、質疑応答 ■
対応者:香川(司会)、武田(出演)、高橋
(カメラ)、佐久間(技術) 




8:00 8:45 スライド、音声の確認 ■対応者:佐久
間 




10:00 10:40 南極・昭和基地の紹介、質疑応答 ■対
応者:武田、井口(出演)、佐久間(技術) 




8:00 9:20 南極・昭和基地の紹介、質疑応答 ■
対応者:佐久間(司会)、小森、武田(出
演)、高橋(カメラ、森川(技術) 












21:00 22:10 南極・昭和基地の紹介、質疑応答 ■
対応者:森澤(司会)、村上、武田(出演)、
武田(カメラ)、佐久間(技術) 




10:00 10:30 スライド、音声の確認 ■対応者:畑
中、佐久間  













17:30 18:00 カメラ、音声の確認 ■対応者:門倉、
佐久間 
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月 日 曜 項目 接続先 開始 終了 対応内容 




9:30 10:00 南極・昭和基地の紹介、質疑応答 ■
対応者:門倉(出演)、佐久間(技術) 




9:00 11:00 スライド、音声の確認 ■対応者:森
澤、梅津、佐久間 
11 












8:00 9:00 映像、音声の確認、打合せ ■対応者:51
次佐々木(尚)、51次河野、佐久間 
30 水 TV 会議:元旦中
継接続試験 




31 木 TV 会議:元旦中
継本番 
食堂⇔TV 朝日 21:00 00:15 南極・昭和基地の紹介 ■対応者:51




































撮影を行い、高度計によるせき止湖の湖面上での高度観測を行った。加えて 50 次隊では 4ヶ所の定点
でパノラマ撮影システムによる三次元 360°撮影も行った。 
【経過】 
50 次隊では夏観測期間が短かった関係で前次隊との現地での引継が行えなかった。そこで 9月 6 日
に地図および現地の写真、GPS の位置情報を元に、図Ⅲ.5.1−1 に示す 4ヶ所の定点の特定と下調査を


























8 月 20 日の低温快晴時に豆腐 2丁を屋外に出すが失敗。8月 27 日～9 月 5日に 2回目の作成を行っ
たが、厨房の冷蔵庫に保存中に黴が発生し失敗。別の作成手段・方法により、10 月 2 日～12 日、12
日～16 日、16 日～20 日、20 日～26 日、26 日～30 日に作成し冷凍庫に保存した。11 月 11 日～14 日
に、国内より連絡のあった手順に従い調理を行い、隊員に試食と評価をしてもらい、11 月 15 日「南













4 10 月 12 日 12 4 屋外 -18.7 -26.3 2.9 8.2 
5 10 月 16 日 16 4 屋外 -7.8 -12.9 7.0 21.4 
6 10 月 20 日 16 6 屋外 -10.3 -18.0 9.1 27.0 
7 10 月 26 日 16 4 冷凍庫 -20.0 -20.0 0.0 0.0 
 
表Ⅲ.5.2-2 試食・採点結果（市販品を 5点としたときの評価点の人数分布） 




4 4 10 7 3 1 25 3.5 味は良い。高野豆腐としては柔らか過ぎる。 
5 2 6 7 9 0 24 3 味は良い。高野豆腐とは別物と思えばよい。 
6 0 13 10 1 0 24 3.5
最も高野豆腐らしい。味付けがやや薄い。市販品
とは別物と思えばよい。 
7 0 0 4 11 8 23 1.8
高野豆腐としての評価は低いが、食べ物一般とし
ては良い。（豆腐そのものという感じ） 
















あったが、50 次隊では P1 としてのミッションは設定されていなかったため、50 次越冬中に行う当
該内陸旅行のための様々な準備作業をどの部門のどの隊員がどのミッションの下で担うかについて
は、国内の準備段階より関係者と打ち合わせ、50 次越冬隊より、装備・FA 隊員、機械隊員、医療隊
員、の 3 名が当該旅行に参加すること、その 3 名を中心に越冬中の諸準備を進めることとした。越
冬に入ってからは、改めて国内責任者と連絡を取り合い、5月に 50 次隊から参加する医療隊員を決









6.2 51 次隊内陸旅行の支援（実働）【SI-FA_4】 樋口 和生 




6.2.1 事前準備 樋口 和生 
１）参加メンバーと担当 











































めた。10 月のみずほ基地旅行の際に、燃料橇 7 台（南軽 12 本×7 台＝84 本）をみずほ基地にデ
ポした。 
６）環境保全 












日程 目的地 作業内容 参加人数
5/5～6 S16 ルート整備 S16、S17 状況確認 SM109 とっつき岬へ回送 4 名 
5/11～16 S16 
トイレ橇引き出し SM100×12 台引き出し 
橇 21 台引き出し 2t 橇銀マット状況確認 SM115HF 交信テスト
雪上車とっつき岬デポ(SM111 SM112 SM114 SM115)  とっつき岬




日程 目的地 作業内容 参加人数
8/22 とっつき岬 




S16,S17 橇現況調査 HF 無線テスト とっつき岬に橇 5 台デポ 
昭和基地へ橇 7台回送 とっつき岬タイドクラック調査 
8 名 
8/25～29 とっつき岬 SM100 車両整備(SM111 SM112 SM114 SM115) 7 名 
8/25～26 とっつき岬 S16 オペレーション 6 名 
9/2～7 とっつき岬 





とっつき岬に燃料橇 4台デポ、SM100 整備 
(SM109,SM111,SM112,SM114,SM115,)、車載無線機点検・取り付け、
ドーム車両に GPS 用架台設置 
5 名 
10/2～5 S16/S17 
S16：燃料橇 10 台デポ SM102、108、110 無線機の確認 SM113
車両点検・整備・無線機確認、車両整備 油脂橇掘り起こし 
SM109 内照明器具取り付け 
S17：JETA-1 燃料橇確認、掘り起こし 建物内防災品点検 
昭和基地へ橇回送（JETA-1 空橇×4 橇、JARE49JETA-1 入りの橇×1、
油脂橇×1、南軽橇×1） 
6 名 







１）概要 本山 秀明 
12 月 19 日にヘリオペにて「しらせ」及び「昭和基地」から人員、物資を S16 へ空輸した。出発








ウインチケーブルを切断し、ドリルは掘削孔 120m 地点に残置した。1 月 25 日にドームふじ基地か
ら帰路出発した。中継拠点からみずほ基地までは従来のMDルートにて雪尺観測を実施しながら下っ
たが、この2年間で多量の積雪があったようで、標識ドラムや雪尺が予想以上に埋まっていた。S30
にて氷床深層コアなど冷凍試料 308 梱の「しらせ」持ち帰り空輸を 2 月 9 日に行った。S16 にて雪
上車やそりの整理、持ち帰り物資及び残置物資の整理後、人員、物資を「しらせ」及び「昭和基地」





・気水圏変動モニタリング研究観測  「氷床動態観測」 






























   機械＋シート＋南軽 11・ガソリン 1＋南軽 12＋南軽 12＋南軽 12＋トイレ 
SM114（森川、瀬田、西村）： 
   食糧＋装備・油脂＋南軽 12＋南軽 12＋南軽 12 
SM116（本山、平林、Chung）： 
   サンプリング＋発電機＋ドリル＋南軽 12＋南軽 12 
往路（みずほ基地出発時点） 
SM115：機械＋シート＋南軽 11・ガソリン 1＋南軽 12＋南軽 12＋南軽 12＋トイレ 
SM114：食糧＋装備・油脂＋南軽 12＋南軽 12＋南軽 12＋南軽 12＋南軽 12 
SM116：サンプリング＋発電機＋ドリル＋南軽 12＋南軽 12＋南軽 12＋南軽 12 
2009 年 10 月に 50 次みずほ旅行にてデポした燃料橇 7 台のうち 5台回収 
帰路用燃料として 3地点にデポした 
みずほ基地に南軽 12 本橇 1 台  MD364 に南軽 12 本橇 1 台  MD502 に南軽 12 本橇 1 台 
帰路（ドームふじ基地出発時点） 
SM115：機械＋装備＋氷コア＋氷コア＋南軽 12＋トイレ 
SM114：食糧＋環境保全＋氷コア＋氷コア＋氷コア＋南軽 12  
SM116：サンプリング＋氷コア＋氷コア＋積雪サンプル＋＋積雪サンプル＋ドリル＋発電機 
帰路に以下の地点で橇を回収した 
MD502 から南軽 12 本橇 1台 
MD364 から南軽 12 本橇 1台 
-370- 
みずほ基地から南軽 12 本橇 1台、カラドラム 12 本橇 1台 
６）行動 
2009 年 12 月 19 日～2010 年 2 月 11 日の行動記録を表Ⅲ.6.2.2-1 にまとめた。 
日々の行動日課を次に記す。 






20:00 キャンプイン 給油、車輌点検、橇点検、雪落とし 
21:30 定時交信 夕食 
・定時の気象観測は朝（8時頃）、昼（14:00 頃）、夜（21:00 頃）を基本とする。 
表Ⅲ.6.2.2-1 51 次内陸ドーム旅行行動一覧 
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７）車両整備および修理事項 木塚 孝廣 
車両の運用に関しては毎朝、始動前点検（油脂類の点検）、暖機運転、慣らし運転を実施した。




















・回転灯バルブ交換（1月 25 日交換） 
・特記事項 
 往路 12 月 30 日 エンジンオイル 2ℓ補給 
 往路 1月 5 日  エンジンオイル 2ℓ 補給 
 帰路 2月 5 日  エンジンオイル 2.5ℓ補給 
（不具合特になし） 
 











 往路 12 月 29 日 エンジンオイル 2.5ℓ 補給 
 往路 1月 2 日  エンジンオイル 2ℓ 補給 
不具合修正 
・往路 1月 4 日排気管亀裂仮修正、1月 11 日整備時アーク溶接修正 
・始動不良（往路早朝 1月 5日始動出来ず仮対応）、ベークライト（シャシ側）接触不良、ターミナル増
し締め（1月 11 日整備時修正） 
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・回転灯バルブ交換（1月 25 日交換） 
・特記事項 
 往路 1月 2 日  エンジンオイル 2.5ℓ補給 
不具合修正 
・水温上昇対策（1月 8日往路途中にて噴射ノズル 6本交換） 
・燃料噴射ポンプ燃料流量調整（燃料減方向約 10 度絞り） 
・ターボフランジ部ボルト 1本脱落、ボルト取り付け） 
・1月 19 日早朝、バッテリー電圧低下気味、オルタネーター交換 












ふじ基地内にあった電解液を補充する事で一時的に回復したが、帰路途中 2 月 2日早朝には完全に
バッテリーが弱ってしまい自力での始動が行えなくなり、2 月 2 日以降毎朝 SM116 よりケーブルを
繋げて始動する事となった。改めて旅行前点検整備の重要性を感じた。 
８）走行距離および車両燃費 木塚 孝廣、本山 秀明 
雪上車 3 台の走行距離を表Ⅲ.6.2.2-2 にまとめた。SM115 は食堂車としてキャンプ地では動か
さず、SM114 と SM116 にて作業をすることが多かったので、SM115 の走行距離は少なくなってい
る。 
車輛への燃料は、みずほ基地から回収した燃料６橇分と中継拠点にデポしてあった燃料ドラム




想定燃費である 5.0 L/km を大きく下回った。新ルートで走行距離が長くなったが、ドームふじ基





  SM114 SM115 SM116 
出発時距離計(km) 16,420 11,860 11,875  
帰還時距離計(km) 18,732 14,140 14,174  
総走行距離(km) 2,312 2,280 2,299  
 
表Ⅲ.6.2.2-3 雪上車 3台の区間別燃費 
 
 
９）内陸での燃料備蓄状況 木塚 孝廣、本山 秀明 
2 年前の 49 次日ス内陸旅行後の内陸燃料デポ（軽油と Jet-A1 は区別していない）は、以下の報
告であった。 
・ドームふじ基地：南軽178本，JetA-1 67 本 
・中継拠点（MD364）：南軽 38本，JetA-1 30 本 
今回の内陸旅行にて変更、あるいは確認した燃料備蓄状況をまとめる。 
・ドームふじ基地：南軽 42 本＋140L 及びガソリン 50L の追加。滑走路脇にデポしてあった地震
計航空オペレーション用航空燃料橇を基地へ回収した。JetA-1 は 8本消費され、4本残っていた。 
・中継拠点：雪上車に雪面デポの南軽ドラムから往路と帰路に給油した。南軽 4 本＋180 L を消費
した。 
・MD246：航空燃料Jet-A1 が 12本載った橇 1台をドリフトから引き出して再デポした。 
・みずほ基地：50 次隊みずほ旅行でデポした 7 台の南軽ドラム 12 本積橇の 6 台は今回の内陸旅行
で使用し、残りの1台を次回以降の内陸旅行のため、IM1地点に橇に積載状態でデポした。 
・S16：車輛に燃料を給油してデポしたあとの、内陸旅行用で残った燃料は南軽5本であった。 
10）往路 S16 空輸物資 本山 秀明、樋口 和生 
12 月 19 日にしらせ及び昭和基地から S16 への物資・人員の空輸がヘリ 5 便で実施された。内
訳は以下の通り。 
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合計 約 6,046kg（隊員重量は除く） 







合計 約 1,070kg（隊員重量は除く） 
11）帰路持ち帰り空輸物資 本山 秀明、樋口 和生 
2 月 9 日に S30 からしらせへの冷凍試料の空輸がヘリ 4便で実施された。また 2 月 11 日に S16
から昭和基地及びしらせへの物資・人員の空輸が 3便で実施された。内訳は以下の通り。 
（S30 からしらせ） 深層コア・浅層コア・雪試料（冷凍品 308 梱） 8,000kg 21 m3 
（S16 からしらせ） 観測機材・装備品 2,200kg 
（S16 から昭和基地） 医療・装備品・機械 300kg 
 環境保全 約 1,000kg 
 S16 からの輸送物資合計  約 1,300kg 
12）医療 森川 健太郎 
ａ）旅行中医療活動 
重篤な疾病や外傷の発生はみられなかった。傷病者総数は 4 名で、内訳は、食物アレルギー




果発現まで時間を要すると判断し、さらに vital sign は安定の傾向を示したため水溶性プレド






















感・不眠など自覚症状の評価を約 1000m 毎標高毎に行い、control でのデータを対照群とし



















ムふじ基地、昭和基地、復路しらせ内で計 6 回採血を行い、iSTAT での評価・血液サンプル
















14）食糧・調理 森川 健太郎、西村 大輔 
ａ）旅行中の調理 
SM115 号車を食堂車として利用し、主に樋口隊員が調理を行った。熱源としては、ガスコン








てから調理をはじめ、21 時 30 分の定時交信の後に食事を始めることとした。半日休みの日に
は、食事を 11 時スタートとするブランチ方式をとった。水はプラスッチックバケツに雪を詰め、
上記の温風吹き出し口において融かし、造水した。一日の水使用量は調理におよそ 20ℓ、全部






















































ては 51 次隊が持ち込んだ。 
ア）寝具 
布団と枕については、50 次隊のみずほ旅行（10 月）で使用した 49 次隊で搬入したものを

































































ダンボール 8 袋、 可燃 10 袋、 缶 5 袋、 プラ 5 袋、 
不燃 1 袋、 木＋金属 1 袋、 木＋可燃 1 袋 
ドラム缶は、容量を少なくして持ち帰るためドーム基地において 36 本天地の蓋を切り取り、缶
本体を雪上車で潰しコンパクトにした。寒さのためか金属丸のこの歯が脆く、6－7缶処理すると
歯が立たなくなってしまい 36 本しか処理ができなかった。残りの 36 本のドラム缶は燃料が残っ






17）通信 平林 幹啓 
ａ）携帯無線機 








 UHF : IC-F420S（なんきょく 514） VHF: JHV-224（なんきょく 82） 
 HF : IC-M710GMDSS（JGX31） 
SM115 
 UHF : JHM-45S30AN（なんきょく 446） VHF: JHM-23S25T（なんきょく 114） 
 HF : IC-M710GMDSS（JGX10） 
SM116 










定時交信は 2009 年 12 月 19 日から 2010 年 2 月 10 日の旅行期間中に、51 次隊の通信要項に
したがって 21 時 30 分から行った。S16 滞在中は UHF 無線機、それ以外の地点では HF 無線機を
使用した。無線機は電波状況により感度が低い場合があったが、旅行期間中障害なく使用する
ことができた。2010 年 1 月 17 日から 1月 26 日については、定時交信開始時は周波数 4540.0kHz
を使用したが、自局、昭和基地ともに低感度であったため、交信時は 7771.0kHz を使用した。
旅行期間中において、VHF 149.45MHz を 5 回、HF 4540.0kHz を 39 回、HF 7771.0kHz を 10 回使
用した。 












みずほ基地～中継拠点の間に、新規ルート（NMD ルート、約 430km）を作成した（図Ⅲ.6.2.2-3）。 
 

















旅行中のナビゲーションは、車載の GPS とレーダに加え、以下に記す PC ベースの GPS システム
を利用した。このシステムは、49次日本－スウェーデン共同トラバースのときに導入したものと同
じものである。PCベースのGPSシステムは、以下の機器を使用した。 
１）GPSコンパス ：CSI WIRELESS製 GPSコンパスVector Sensor 2台 
  Hemisphere社のVS100 1台（上記の後継機種） 
２）GPSアンテナ ：キノコ型アンテナユニット 6台  
  各車の屋根に、進行方向と平行に約50cmの間隔で2個ずつ設置 
３）ノートPC ：Panasonic タフブック 
４）航法用ソフト ：FUGAWI Global Navigator（以下、Fugawi） 
ナビゲーション時には、車載の GPS と PC ベースの GPS システムを併用し、精度の高いナビゲー



















以下に、今後の GPS システム改良に向けて、ナビゲーション時に必要な機能を記載し、3 種類の














現在位置の登録 × △ ○ 
登録ポイント名の表示 ○ × ○ 
次ポイント名の表示 ○ ○ ○ 
次ポイントまでの距離表示 △0.1km 単位 × ○1m 単位 
次ポイントへの到着予想時間 × × ○ 





目的地近傍での使いやすさ ○ △ ○ 
新たな目的地の設定 × △ ○ 
新たな目的地へのナビ × △ ○ 
進行方向の方位表示 ○ ○ ○ 
画面の見やすさ △文字が小さい ○画面が大きい △画面が小さい 
操作性 △ △ ○ 
汎用性（車外で使えるか） × × ○ 
 
































DROMLAN（Dronning Maud Land Air Network）のフライト準備として、11 月に過去の GPS ポイ
ントをもとに、1200m×60m の滑走路を造成した。雪面状態も良く雪上車（SM100）で走行するの
みとした。各コーナには黒旗竿と黒袋を、また 1200m 方向には 100m 毎に黒旗竿を立て、滑走路
中央部には吹き流しを設置した。 
1 月のブリザードで雪面が荒れたため 1月 18 日と 25 日に整備を実施した。滑走路造成位置を
図Ⅲ.6.3-1 に整備状況を写真Ⅲ.6.3-1 に示す。今次隊での滑走路利用は、11 月 13 日、12 月 3
日、1月 9-11 日、1月 14 日、1月 18 日の計 5回であった。 
2.3）航空燃料（ドラム缶：JETA-1、リキッドコンテナ：JP-5） 
デポ燃料橇は、5、10、11 月と定期的に橇を引出し整理した。10 月に航空燃料として使用でき
ない（3年落ち）JETA-1 は、すべて昭和基地に回送した。また S17 にデポされている空ドラム缶
の内24本を昭和基地へ持ち帰った。11月に 49次隊持込みJET-A1及び JP-5 を昭和基地からS17
に回送した。今次隊での DROMLAN の燃料給油量は、JETA-1 が、ドラム缶 34 本（11 月 13 日：12
本、12 月 3 日：6 本、1 月 14 日：8 本、1 月 18 日：8 本）で 6,800ℓ、JP-5 が 1800ℓ （1 月 11
日）で合計 8,600ℓの給油であった。燃料デポ状況を写真Ⅲ.6.3-2 に示す。 
2.4）施設のジャッキアップ架台測量 
11 月に実施した。詳細は、建築部門報告の【4.8.7: S17 ジャッキアップ架台測量】を参照。 
３）問題点・提案 
















 写真Ⅲ.6.3-1 整備状況 写真Ⅲ.6.3-2 燃料デポ状況 
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し、7 月にようやく 1 部開通したが、中旬のブリザードまた埋まってしまった。この頃には、天測
点を超えるほどの積雪となっていたため押し上げる距離も長くなり、重機の故障や不具合も多発し
次のブリザードまでに除雪が終わらなくなり、屋根の高さを維持するように方針を変更した。写真
Ⅲ.6.4-1 に除雪状況を示す。また、写真Ⅲ.6.4-2 にブリザード後の様子を示す。 
 
  

















し、ブルドーザーや SM60 で、海氷側に押しのばした。 
ｆ）管理棟～発電棟海氷側 
アバンセで通路棟側の雪を海氷側に引きながら掘り下げ山にした。その雪は、ブルドーザー

















49 次隊で本格除雪の中盤に A 級ブリザードで開始前の状態に戻った経緯があるため、50 次隊で
は天候の様子をうかがいながら 10 月中旬に作業工作棟前～海氷側、第一ダム周辺、A ヘリポート
周辺の除雪を行い雪捨て場とした。クローラー系の運搬車が 2 台と、ブルドーザー1 台で大量の
雪を運搬するには、厳しい状況であったため、早期に装輪車が必要であった。そのため車庫～倉
庫棟前までの道路を優先し除雪を行った。また 51 次先遣隊入りにあわせ 11 月中旬には、車庫～
倉庫棟、高田街道～コンテナヤード間の道路は開通した。11 月 21、29 日の C 級ブリザードで開






ｂ）車庫～第 2 夏宿間 
第 1廃棄物保管庫のドリフトの最深部は 2 m以上ありアバンセである程度掘り下げ、ブルドー
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写真Ⅲ.6.4-6 に、倉庫棟の様子を写真Ⅲ.6.4-7 に示す。 
 
   





雪を盛りブルで整地した。積雪は最深部で 2 m 強あり全体的に除雪することができず、徐雪後も
道路両側は、雪の壁となっていた。その影響で道路か軟弱となり窪地を作ってしまった。雪の壁
は、融雪を待ち少しずつアバンセで崩し、ブルで押しのばした。新道入口付近の様子を写真
Ⅲ.6.4-8 に、最深部～風発方面を写真Ⅲ.6.4-9 に示す。 
 
   





辺、を雪捨場とした。徐雪序盤の様子を写真Ⅲ.6.4-10 に、中盤の様子を写真Ⅲ.6.4-11 に示す。 
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除雪序盤の様子を写真Ⅲ.6.4-12 に、終盤の様子を写真Ⅲ.6.4-13 に示す。 
   






















重機オペレーターについて、50 次隊では重機有資格者が 9 人いたが、野外活動や、各越冬作業
などで、十分な数とはいえなかった。除雪作業に関しては、積雪量と天候が作業量に直結するの
で、今次隊で判断しかねるが、今後設営系は全員を対象として重機訓練等を計画するべきである。 









8 月以降に作業量が減少していることは、野外活動が活発化したことや、ブルドーザーが 1 台走
行不能になったこと、また倉庫棟～汚水処理棟間の除雪方法を変更した影響である。11 月から本格
除雪に入り、12 月に突起している事は、24 時間体制で除雪を行ったためである。また 51 次先遣隊




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ルート工作の実施状況を表Ⅲ.7.1-1 に、ルート図を図Ⅲ.7.1-1～4 に示す。 
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表Ⅲ.7.1-1 ルート工作 
日程 ルート名 ルート工作区間 概要・特記事項 
3 月 23 日 岩島 M0-M05-T04-岩島 岩島までルート工作後、岩島ウェブカメラ保守
3月 26 日 西オングル M0-W01-西オングル 西オングルルート完成 
3 月 30 日 とっつき岬 T04-T19   




49 次隊残地の T19 の標識旗を回収、ルート整備
見晴らしルート完成 
4 月 3日 とっつき岬 T19-T33 とっつき岬ルート完成 
4 月 9日 向岩 M05-向岩 向岩ルート完成 
4 月 16 日 ラングホブデ M05-L11 スノーモービル不調につき L11 で引き返し 
4 月 18 日 ラングホブデ   視界不良につき L04 で引き返し 
4 月 22 日 
～23 日 
S16 N0-P43 とっつき岬泊で P43 までルート整備 
7 月 16 日 とっつき岬   極夜明けの海氷状況調査 
7 月 23 日 ラングホブデ L11-L25   
7 月 28 日 ラングホブデ L25-L38 L38 付近で氷厚がそれまでより薄くなる 
7 月 31 日 
～8月1日 
ラングホブデ L38-L51-L62 
L55-L56 間に高さ約 1 m のプレッシャーリッジ
ラングホブデルート完成 







L51-L62 ルート整備、SV01-SV25 ルート工作 
プレッシャーリッジを避けるため迂回ルート
LS01-LS14 工作 








9 月 21 日 
～22 日 
スカーレン   
天候悪化予想により、きざはし浜小屋から引き
返す 
9 月 30 日 とっつき岬 TS01-TS05 とっつき岬タイドクラック迂回ルート作成 




















11 月 6 日 ルンパ RP03-RP42 
ルンパルート完成、逆行してきたラングホブデ










































































日程 申請者 部門 行動名称 目的地 参加者 使用車両など 
2 月 7日 香川博之 宙空 
中の瀬戸海氷状況調
査 
中の瀬戸 香川 高橋 樋口 徒歩 






菅谷 土井 村上 徒歩 




菅谷 武田 高橋 
福田 篠原 井口 
加藤 井熊 伊藤 
樋口 
徒歩 







梅津 土井 辰己 
伊藤 香川 福田 
畑中 加藤 山口 
篠原 樋口 
徒歩 




門倉 土井 辰己 
香川 江原 五十
嵐  畑 中  森 川 
山口 樋口 
徒歩 




梅津 小森 森口 
木塚 森澤 佐久
間 大平 樋口 
徒歩 







樋口 門倉 武田 











樋口 小森 高橋 
五十嵐 木塚 大
平 森川 菅谷 
徒歩 
3 月 22 日 江原基 漁協 釣大会用海氷調査 西の浦 
江原 樋口 井熊 
佐久間 村上 井
口 篠原 大平 
徒歩 






岩島 村上 森澤 樋口 
スノーモービル×3
台 
3 月 24 日 
土 井 ひ か
る 
気象 雪尺設置 北の浦 土井 菅谷 武田 徒歩 





香川 高橋 樋口 
スノーモービル×3
台 
3 月 29 日 江原基 漁協 第 1回釣り大会 西の浦 
江原 樋口 井熊 
佐久間 村上 森
澤 井口 門倉 大
平 
徒歩 
3 月 30 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
土井 伊藤 なし 
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日程 申請者 部門 行動名称 目的地 参加者 使用車両など 
3 月 30 日 樋口和生 気水圏 
とっつき岬方面ルー
ト工作 
とっつき岬 樋口 武田 村上 
スノーモービル×2
台 SM30×1 台 






岩島 樋口 森澤 村上 
スノーモービル×2
台 










樋口 武田 村上 
スノーモービル×2
台 
4 月 6日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
伊藤 小森 なし 
4 月 6日 井熊英治 建築 北の浦、橇掘出し 北の浦 
門倉 梅津 香川 
村上 樋口 森川 
森口 江原 福田 
大平 木塚 五十
嵐  井 熊  森 沢 
麦沢 辰巳 
SM40 
4 月 7 日 森澤文衛 LAN 
岩島無線 LAN 機器補
修作業 
岩島 森澤 樋口 
スノーモービル×1
台 
4 月 7日 井熊英治 建築 北の裏橇回収 北の裏 森口 ブルトーザー 






畑中 樋口 なし 












4 月 13 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
辰己 伊藤 なし 












樋口 篠原 森澤 
スノーモービル×2
台 











樋口 大平 森川 
山口 
SM30×1 台 非常
用そり 1 台 ス
ノーモービル×1
台 




機 械 隊  佐 久 間 
森澤 井熊 
SM302 413 508 509
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日程 申請者 部門 行動名称 目的地 参加者 使用車両など 




井口 森川 武田 
樋口 伊藤 門倉 
村上 
なし 







4 月 27 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
伊藤 小森 なし 




香川 樋口 大平 雪上車 














5 月 4日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
菅谷 土井 なし 
5 月 8日 




















5 月 11 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
小森 菅谷 なし 







5 月 20 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
土井 辰己 なし 
















菅谷 小森 SM302 





日程 申請者 部門 行動名称 目的地 参加者 使用車両など 




井熊 門倉 森口 
畑中 
徒歩 
5 月 26 日 大平正 機械 橇試験 西オングル
































香川 畑中 武田 SM302 
6 月 15 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
小森 菅谷 なし 














6 月 29 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
土井 辰己 なし 











香川 樋口 SM302 
7 月 6 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
土井 小森   





7 月 13 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 北の浦海氷 辰己 菅谷   
-399- 
日程 申請者 部門 行動名称 目的地 参加者 使用車両など 






菅谷 伊藤 SM414  








7 月 20 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
伊藤 土井   








7 月 27 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
菅谷 伊藤   



















8 月 3日 森口和雄 機械 海氷デポ橇探索 
海氷上、見
晴らし岩 
森口 高橋 SM651 
8 月 3 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
土井 小森 なし 














8 月 10 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
伊藤 土井 なし 
8 月 17 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
小森 辰己 なし 

















木塚 江原 井熊 
樋口 畑中 
SM412、522、651 
8 月 24 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
土井 小森 なし 








日程 申請者 部門 行動名称 目的地 参加者 使用車両など 







菅谷 土井 SM414 






畑中   
8 月 31 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
辰己 菅谷 なし 





9 月 1 日 井熊英治 建築 水槽回収 北の浦 井熊 樋口 SM601 







9 月 5日 








嵐 小森 麦沢 
SM411 
9 月 7 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
小森 辰己 無 




北の浦 江原 福田 森川 SM601 













森口 井熊 江原 
大平 
SM651 
9 月 14 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
土井 伊藤 無 




とっつき岬 五十嵐 加藤 
スノーモービル×2
台 
9 月 21 日 森口和雄 機械 北の浦デポ橇回送   森口 SM522 
9 月 21 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
辰己 土井 無 
9 月 21 日 井熊英治 建築 橇引回し 北の浦 井熊 森口 江原 SM601 
9 月 22 日 森澤文衛 LAN 
岩島無線 LAN 局工
事・立ち上げ 




日程 申請者 部門 行動名称 目的地 参加者 使用車両など 












加藤 樋口 森澤 
スノーモービル×3
台、スノモ橇×1台










門倉 梅津 菅谷 
武田 五十嵐 森
口 佐久間 井熊 
SM40 






伊藤 土井 SM411 







9 月 28 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
伊藤 菅谷 無 












樋口 福田 門倉 
武田 
SM413、601  








10 月 2 日 森口和雄 機械 橇回送 北の浦 森口 江原 SM651 





井熊 小森 SM651 
10 月 4 日 梅津正道 娯楽 岩島徒歩遠足 
岩島－昭和
基地 
武田 森川 伊藤 
梅津 
なし 




10 月 7 日 加藤凡典 環境 飛散廃棄物調査 
西オングル
ルート 
加藤 土井 辰巳 
スノーモービル×3
台、スノモ橇 1台







10 月 9 日 森口和雄 機械 
海氷橇引き回し、空
ドラムデポ 
北の浦 江原 SM601 
-402- 
日程 申請者 部門 行動名称 目的地 参加者 使用車両など 





樋口 森口 加藤 
スノーモービル×3
台 


































上 畑中 森澤 
SM413 


















10 月 23 日 森口和雄 機械 ドーム用燃料橇デポ とっつき岬 木塚 江原 森口 SM522 601 651 
10 月 23 日 村上祐資 地圏 
とっつき岬 GPS 観測
設置 
とっつき岬 村上 梅津 加藤 SM413 






畑中 福田 なし 






江原 高橋 村上 
スノーモービル×3
台 




10 月 27 日 森口和雄 機械 みずほ支援（帰路） とっつき岬
木塚  江原  加藤 
村上 
SM414.413.601.522


















日程 申請者 部門 行動名称 目的地 参加者 使用車両など 
10 月 31 日 
佐 久 間 健
治 





森  香 川  江 原 
篠原  森川 樋口 
門倉 辰巳 武田 
村上 福田 畑中 















11 月 2 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
菅谷 小森 なし 










11 月 5 日 江原基 漁協 アイスオペ用橇回収 北の浦 江原 SM651 
11 月 5 日 樋口和生 FA 弁天島ルート工作 
昭和基地～
弁天島 
樋口 篠原 梅津 
スノーモービル×2
台 













樋口 篠原 森川 
スノーモービル×2
台 
11 月 6 日 
佐 久 間 健
治 
隊全体 第 2回アイスオペ 岩島北 
佐久間 門倉 高
橋 江原 五十嵐 
木塚 井口 山口 
森澤 
梅津 小森 高橋 
森口 福田 木塚 









とっつき岬 村上 武田 畑中 SM40 



















香川 篠原 武田 
高橋 山口 畑中 
福田 
SM414 




日程 申請者 部門 行動名称 目的地 参加者 使用車両など 









加藤 武田 土井 
スノーモービル×3
台、橇 1台 
11 月 9 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
土井 加藤 武田 なし 







森澤 大平 麦沢 雪上車 1台 




井熊 加藤 木塚 
スノーモービル×3
台 






11 月 11 日 森口和雄 機械 
昭和基地海氷滑走路
整備 
M05 付近 森口 樋口 
スノーモービル×2
台 






土井 小森 SM414 






大平 香川 森澤 




11 月 11 日 
土 井 ひ か
る 
有志 豆島遠足 豆島 
菅谷 辰己 小森 
武田 
SM414 










嵐 大平 麦沢 
SM414 
11 月 13 日 森口和雄 機械 
12ftコンテナ橇試験
（旋回試験） 
北の浦 森口 香川 SM601 


































日程 申請者 部門 行動名称 目的地 参加者 使用車両など 
























森口 香川 SM601 
11 月 15 日 森口和雄 機械 除雪状況確認 見晴らし岩 森口 スノーモービル 




















梅津 森川 井口 
森澤 武田 伊藤 
村上 大平 山口 
樋口 鯉田(51 次） 
立本(51 次) 
なし 









11 月 16 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
小森 武田 なし 






















11 月 23 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
菅谷 小森 なし 
















11 月 25 日 
佐 久 間 健
治 
隊全体 第 3回アイスオペ 岩島北 
佐久間 門倉 菅
谷 土井 辰巳 
高橋 井口 山口 
森澤 佐久間 梅
津 伊藤 香川 




日程 申請者 部門 行動名称 目的地 参加者 使用車両など 
11 月 27 日 


















11 月 30 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
辰己 土井 なし 







井口 樋口 福田 
梅津 香川  
立本（51 次） 
SM414 






高橋 香川 なし 




土井 辰己 村上 
樋口 
SM414 


























12 月 7 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
小森 辰己 なし 
12 月 8 日 村上祐資 地圏 海氷 GPS 設置 西丿浦 村上 武田 
スノーモービル×1
台、橇 1台 













12 月 10 日 森澤文衛 LAN 岩島無線 LAN 局工事 岩島 森澤 井口 村上 
スノーモービル×2
台 




12 月 14 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
土井 伊藤 なし 
12 月 15 日 村上祐資 地圏 海氷 GPS 保守 西丿浦 村上 武田 徒歩 





日程 申請者 部門 行動名称 目的地 参加者 使用車両など 
12 月 18 日 畑中浩二 通信 無線設備の保守点検
管理棟→送
信棟 
畑中 大谷(51 次) なし 
12 月 21 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
辰己 土井 なし 
12 月 21 日 村上祐資 地圏 海氷 GPS 保守 西丿浦 村上 津和（51 次） 徒歩 
12 月 22 日 畑中浩二 通信 無線設備の保守点検
管理棟→送
信棟 
畑中 大谷(51 次) なし 
12 月 22 日 森澤文衛 LAN 岩島引継 岩島 
森澤、 
51 次: 
田中 立本 金城 
スノーモービル×2
台 
12 月 25 日 畑中浩二 通信 無線設備の保守点検
管理棟→送
信棟 
畑中 大谷(51 次) なし 
12 月 28 日 菅谷重平 気象 雪尺観測 
北の浦海氷
上 
伊藤 菅谷 なし 
12 月 28 日 村上祐資 地圏 海氷 GPS 保守 西丿浦 村上 津和（51 次） 徒歩 
12 月 29 日 畑中浩二 通信 無線設備の保守点検
管理棟→送
信棟 
畑中 大谷(51 次) なし 
1 月 30 日 高橋幸祐 宙空 51 次の支援 スカーレン 高橋 香川 ヘリオペ 
2 月 9日 香川博之 宙空 51 次の支援 H68 香川 高橋 ヘリオペ 
 
7.3 野外行動一覧（宿泊） 





















樋口 土井 井口 
麦沢 村上 武田 
森澤 
徒歩 
4 月 22 日
～23 日 
樋口和生 全体 S16 ルート整備 S16 
樋口 木塚 森川 
菅谷 
SM302、414 









森口 樋口 木塚 
伊藤 
SM412、414 






木塚 大平 樋口 











高橋 木塚 福田 SM414 
-408- 






















香川 木塚 麦沢 SM413 











口 森澤 森川 
辰巳 村上 高橋 
SM40×2 台、
SM60 
8 月 25 日
～29 日 




木塚 大平 樋口 
















樋口 木塚 福田 
武田 畑中 辰己 
SM413、414 
9月2日～ 
9 月 7日 




大平 木塚 麦沢 





9 月 7日 





村上 樋口 井口 
森澤 江原 
SM412、414 
9 月 14 日
～ 










村上 樋口 福田 
篠原 伊藤 
SM412、414 
9 月 14 日
～ 












9 月 21 日
～ 









村上 樋口 江原 
大平 高橋 土井 
SM412、414 























S17 JETA-1 回送 
S16/S17 
福田 木塚 大平






























樋口 井熊 香川 

















村上 大平 土井 
香川 井熊 
SM40×2 











































嵐 村上 武田 
立本（51 次）  
SM412、414、
601、651 
12 月 1 日 
～2日 




森川 樋口 小森 






2 月 13 日 





樋口 木塚 森川 
他 51 次 5名 
SM114、115、
116 
1 月 13 日 
～15 日 
香川博之 宙空 51 次との引継ぎ 
西オング
ル・ヘリ
香川 高橋 山口 
51 次 4 名 
ヘリオペ 
1 月 13 日 
～14 日 













1月 20 日 
～23 日 








1 月 24 日 
～26 日 










1 月 29 日 
～30 日 






































表Ⅲ.7.4.1-1 昭和基地沖滑走路候補地データ （測地系：WGS84） 










ARP01 144 314 69 0 5.90 39 36 30.50   
         90 794 
ARP02 133 215 68 59 46.60 39 37 17.60   
         168 54 
ARP03 140 306 68 59 47.50 39 37 21.90   
         270 797 
ARP04 170 302 69 0 6.90 39 36 35.00   
         352 60 





















１）概要 樋口 和生 
10 月 13 日～11 月 1日（行動 14 日・停滞 6日）の予定でみずほ基地を往復した。10 月 18 日、



















ⅲ．雪のサンプリング（S16－みずほ基地 10 km 毎） 
ⅳ．残地廃棄物の調査（みずほ基地） 
ⅴ．12ft コンテナ橇の走行試験（S16～みずほ基地） 











表Ⅲ.7.4.2-1 S16 からみずほまでの車両および橇編成 
車両 人 員 役 割 牽 引 橇 
109 井熊 麦沢 先導・食堂・通信 7 台 南軽 5台＋トイレ橇 1台＋空橇 
111 樋口 井口 佐久間 環境保全・医療 7 台 機械橇 1台＋南軽 6台 





表Ⅲ.7.4.2-2 みずほから S16 までの車両および橇編成 
車両 人 員 役 割 牽 引 橇 
109 井熊 麦沢 先導・食堂・通信 3台 機械橇 1台＋トイレ橇 1台＋空橇 1台 
111 樋口 井口 佐久間 環境保全・医療 4 台 南軽 4台（うち 1台は Z4 で回収） 
115 香川 小森 大平 機械・観測 1 台 12ft コンテナ橇 
 





＜とっつき岬＞ SM100×3 台立上。そり編成。 










SM115（大平、小森）＋機械橇＋ワイヤー橇  SM413（福田）  SM414（梅津） 
SM601（江原、香川）＋12ft コンテナ橇 
10/14 
起床 06:00 暖機・朝食・ならし運転 08:30～そり引き回し練習 
S16(10:30)～S23 昼食(12:15～12:50)～H60(17:00～18:00) 
・ルート積雪多し 旗見づらい ドラム缶ほとんど埋没 





・2 km 毎の雪尺観測ポイントで雪尺測定、GPS 測定 
10/15 
起床 06:00 暖機・朝食・ならし運転 H60(09:25)～H104(11:45～12:55)昼食 H172(17:30) 
・ルート積雪多し 旗見づらい ドラム缶ほとんど埋没 
・橇試験は順調 
・積雪サンプリング： H72、H96、H112、H132、H152、H172 
・2 km 毎の雪尺観測ポイントで雪尺測定、GPS 測定 
10/16 
起床 06:00 暖機・朝食・ならし運転 H172(08:55)～H208(11:40～12:45)～H268(17:00) 
SM115、H180 で忘れものに気づき、H172 に引き返し。その間 SM109、SM111 待機（約 30 分のロ
ス） 
16:30 頃 H260 を過ぎた辺りから降雪、視界悪化(500～800m 程度)。H264 で先頭が待機して後続
車両を待ち、3台離れずに進む。 
・ルート積雪多し 旗見づらい ドラム缶ほとんど埋没 
・橇試験は順調 
・積雪サンプリング： H192、H212、H232、H248、H268 











・2 km 毎の雪尺観測ポイントで雪尺測定、GPS 測定 
・Z4 に燃料橇(ドラム缶 12 本)1 台デポ 
10/18 Z32 で停滞 終日地吹雪 






・2 km 毎の雪尺観測ポイントで雪尺測定、GPS 測定 
10/21 
起床(07:00) 暖機・朝食・ならし運転 




起床(05:00) 暖機・朝食・ならし運転   IM1(08:15)～Z66(11:50～12:10)～H272(18:40) 
・SM115 車内振動調査 
・Z4 で燃料橇デポ回収 











昨日より天気悪し。 午後から風が弱まり、夕方には視程 2km 程度に回復。 
10/26 
H57 無人磁力計撤去作業（08:50～13:30） 
地吹雪模様の中、深さ 180cm ほどの穴を掘り、以下のものを回収した。 
ソーラーパネル、タワー、タワーベース、バッテリーボックス×2、測器×1、センサー×1 





















08:08 S16 15:08～45 18 0 0 89
SM100S の走行距離は
とっつき岬→S16 
10/14 2 S16 10:30 H60 18:00 48 210 190 168  
10/15 3 H60 09:25 H172 18:00 60 259 238 188  
10/16 4 H172 08:55 H268 18:00 64 271 214 186  
10/17 5 H268 09:25 Z32 18:00 54 205 227 172  
10/18 6 Z32 - 停滞 - - 0 0 0  
10/19 7 Z32 - 停滞 - - 0 0 0  
10/20 8 Z32 09:20 IM1 18:50 56 306 330 214  
10/21 9 IM1 - 滞在 - - 0 0 0 みずほ基地調査 
10/22 10 IM1 08:15 H272 19:30 110 313 335 380  
10/23 11 H272 07:45 H57 17:55 111 263 244 259  
10/24 12 H57 - 停滞 - - 0 0 0  
10/25 13 H57 - 停滞 - - 0 0 0  
10/26 14 H57 - H57 - - 123 115 110 H57 オペレーション 
10/27 15 H57 07:22 とっつき岬 15:30 64 173 168 173  
 
６）輸送物資 井熊 英治 
昭和基地からの輸送 
昭和基地から輸送した橇 6 台の内訳は以下の通りである。 
燃料橇（南軽）：5台 
食糧・観測橇（旅行用食糧、観測資材）：1台 
S16 にてピックアップした橇 2台の内訳は以下の通りである。 
機械橇：1台（幌） 
トイレ橇（ペール缶トイレ、日用品）：1台（幌） 
７）車両整備および修理事項 大平 正 









日付 不具合 対策対処 
10/13 乗員席ヒータ後部故障 ヒータモータ、レジスタ交換 
10/15 運転席デフロスタ故障 レジスタ交換 
10/19 運転席デフロスタ故障 モータ、レジスタ交換 
各オイル、各所点検 




日付 不具合 対策対処 
10/17 車載発電機オイル漏れ ドレーンホース亀裂、短縮加工 
10/21 250 km 点検 各オイル、各所点検 
 
表 7.4.2-6 車両整備記録（SM115） 
日付 不具合 対策対処 
10/13 ピントルフック止め具 交換、修正 
10/21 250 km 点検 各オイル、各所点検 
 
８）走行距離および車両燃費 
SM115 は往復共に 12ft コンテナ用橇を牽引したため燃料消費の差が出にくい。SM109,SM111 は
往路で 7 橇を牽引したが、SM109 は機械橇を牽引したため燃料消費が多いと思われる。往路の走
行距離の差は先頭車のルート工作でのルート外の走行と SM115 の忘れ物を取りに戻ったためであ
る。行動用に用意した 4橇の燃料橇のうち 1橇と 9本程度を残した。おおむね予定通りであった。
















SM109 SM111 SM115 集  計 
走行距離 / km 277 309 300 平均 295
給油量 / L 1251 1199 1017 合計 3467




9 275 30.6 
燃費
















SM109 SM111 SM115 集  計 
走行距離 / km 285 284 285 平均 285
給油量 / L 872 862 922 合計 2656




6 275 45.8 
燃費










ａ）気水圏 小森 智秀・樋口 和生 
ア）表面積雪サンプリング 
ルート上 10km 毎に風上の表面積雪の採取を行った。 
採取地点：S18、S22、S27、H9、H48、H72、H96、H112、H132、H152、H172、H192、H212、
H232、H248、H268、H288、Z2、Z12、Z22、Z32、Z46、Z66、Z78、Z88、Z98、みずほ基地（宙
空無人磁力計からタワー側約 10ｍの地点）の計 27 地点 
イ）雪尺測定 
2 km 毎の雪尺の長さを測定した。80cm 以下の雪尺は風上側 30 cm の所に新たに旗竿を設置
した。昭和基地帰着後、得られたデータを気水圏担当隊員に渡した。 














⑴ 2009.10.21 07:45UT 作業開始、外観確認の後、写真撮影を行った。ロガー内部への雪
の吹き込みはなかった。2009.10.21 07:52UT ロガー停止した。 
⑵ 電源電圧測定を行ったところ 14.12V であり、システム動作に必要な 12V 以上あること
を確認した。 
⑶ 設置ロガ （ーL54/07）を撤収し、持ち込んでいたロガ （ーL45/04）を設置した。2009.10.21 







再確認して、再度ロガーを起動した。2009.10.21 13:19UT に動作確認の LED が点灯した
ことを確認したため作業終了とした。 
② H57 無人磁力計撤去 






















E40°58’48.7”, H1152m）、周辺の写真撮影を行った。2009.10.26 12:30UT 積込みを含め
作業を終了した。 
③ H68 無人磁力計移設地点の選定 
⑴ 2009.10.23 13:45UT 帰路で H68（S69°11’27.1”, E41°03’20.8”）に到着、ルート方位
票にはドラム缶5本と書かれていたが、2本しかなかったため3本追加して5本にした。
雪上車を旗の位置に置き、レーダーを使ってルートに対して 90°風下側、距離 200m の
地点を測定し、移設先とした。なお、雪尺がルート方位票に記されている風上側以外に、
風下側にも 100～150m のところにあった。 
⑵ 移設地点にドラム缶 3個、赤旗 8 本を立て目印とした。周囲の写真撮影を試みたが、
急激な天候悪化により視程が 100 m を切ってきたため、ルート位置との関係がわかる写
真を撮ることができなかった。また、GPS 測定も断念しその場を離れることにした。
2009.10.23 14:20UT 作業を終了した。 
ｃ）気象観測 小森 智秀 
1 日 3回、気象観測を実施した。ただし、10 月 24 日と 25 日は 1日 5回実施した。 
10 月 18 日から 19 日、10 月 24 日から 25 日は、低気圧の接近により風が強まり、降雪や高い
地吹雪により視程が悪化し、荒天となった。その他の日は、概ね晴れや薄曇りで経過したが、
地吹雪や降雪の影響で一時的に視程が悪くなることもあった。 
旅行中の最低気温は－36.0℃(10 月 22 日 06 時、IM1)、最高気温は－8.0℃(10 月 27 日 12 時、



















10/13 19:00 S16 916 -19.0 晴れ 69 4 30 2 0+Ac, 2Ci
10/14 6:00 S16 917 -20.5 快晴 112 5 30 0+ 
0+Sc, 
0+Ac 
10/14 12:00 S22 897 -14.5 快晴 93 3 30 0+ 0+Ci 
10/14 18:10 H60 849 -25.5 快晴 116 2 30 0+ 0+Ci 
10/15 6:30 H60 846 -29.5 薄曇り 97 4 30 10- 10-Ci 



















10/15 17:45 H172 808 -26.0 
低い地吹雪 
薄曇り 
106 9 10 10- 
1Ac, 
10-Ci 
10/16 6:15 H172 813 -26.5 
低い地吹雪 
晴れ 
90 8 10 8 0+Ac, 8Ci
10/16 12:05 H208 806 -18.5 
低い地吹雪 
薄曇り 
82 7 20 10- 
2Ac, 
10-Ci 
10/16 18:00 H268 788 -19.0 
雪 低い地
吹雪 
46 5 1 10 10Sc 
10/17 6:15 H268 788 -25.0 
低い地吹雪 
晴れ 
98 7 20 7 7Ci 
10/17 12:15 S122 776 -21.5 
低い地吹雪 
薄曇り 
85 9 1.5 10- 10-Ci 
10/17 18:00 Z32 760 -27.0 
低い地吹雪 
薄曇り 
93 10 2 10- 10-Ci 
10/18 6:00 Z32 760 -27.5 
高い地吹雪 
晴れ 
95 14 0.1 3 3Ci 
10/18 12:30 Z32 760 -21.5 
高い地吹雪 
晴れ 
100 16 0.1 5 5Ci 
10/18 18:00 Z32 758 -24.0 
高い地吹雪 
薄曇り 
91 15 0.1 10- 
2Ac, 
10-Ci 
10/19 6:00 Z32 753 -26.0 
高い地吹雪 
薄曇り 
89 17 0.05 10- 10-Ci 
10/19 12:10 Z32 754 -21.5 
高い地吹雪 
薄曇り 
92 14 0.4 10- 
0+Ac, 
10-Ci 
10/19 18:00 Z32 752 -24.0 
低い地吹雪 
薄曇り 
96 12 1 10- 
1Ac, 
10-Ci 
10/20 6:00 Z32 750 -33.5 
低い地吹雪 
晴れ 
88 8 5 7 7Ci 
10/20 12:10 Z62 744 -24.0 
低い地吹雪 
薄曇り 
92 10 10 10- 10-Ci 
10/20 18:50 IM1 732 -29.0 
低い地吹雪 
薄曇り 
105 12 2 10- 
0+Ac, 
10-Ci 
10/21 6:30 IM1 728 -33.5 
高い地吹雪 
晴れ 
96 13 0.1 2 2Ci 
10/21 12:15 IM1 730 -27.0 
高い地吹雪 
快晴 
113 12 0.5 0+ 0+Ci 
10/21 17:50 IM1 729 -28.0 
低い地吹雪 
快晴 
107 11 2 0+ 
0+Ac, 
0+Ci 
10/22 6:00 IM1 728 -36.0 
低い地吹雪 
快晴 
105 11 1 0 - 
10/22 12:00 Z66 740 -29.0 
低い地吹雪 
快晴 
91 11 5 0 - 
10/22 19:20 H272 774 -31.0 
低い地吹雪 
快晴 

















10/23 6:10 H272 777 -35.0 
低い地雪 
快晴 
104 9 20 0+ 
0+Ac, 
0+Ci 
10/23 12:10 H172 808 -23.5 
低い地吹雪 
晴れ 
86 9 20 7 0+Ac, 7Ci
10/23 18:20 H57 854 -21.5 ふぶき 82 9 0.1 10 10Sc 
10/24 6:10 H57 852 x ふぶき 60 x 0.05 10 ｘ（不明）
10/24 9:10 H57 852 -17.5 ふぶき 63 16 0.05 10 ｘ（不明）
10/24 12:10 H57 852 -16 ふぶき 65 17 0.05 10 ｘ（不明）
10/24 15:00 H57 849 -15.5 ふぶき 67 20 0.02 10 ｘ（不明）
10/24 18:00 H57 848 -15 ふぶき 66 21 0.02 10 ｘ（不明）
10/25 6:00 H57 840 x ふぶき 60 x 0.02 10 ｘ（不明）
10/25 9:15 H57 838 -12.5 ふぶき 67 22 0.02 10 ｘ（不明）
10/25 12:10 H57 837 -12 ふぶき 71 20 0.03 10 ｘ（不明）
10/25 15:15 H57 837 -11.5 ふぶき 69 18 0.03 10 ｘ（不明）
10/25 17:50 H57 838 -12 ふぶき 69 13 0.2 10- 10-Sc 
10/26 6:40 H57 835 -11.5 ふぶき 68 12 0.08 10 ｘ（不明）
10/26 12:15 H57 842 -10.5 
雪 低い地
吹雪 
84 10 1 10 10Sc 
10/26 18:00 H57 844 -12 
雪 低い地
吹雪 
80 9 2 10 10Sc 
10/27 6:00 H57 848 -17 
雪 低い地
吹雪 
75 8 1 10 10Sc 
10/27 12:00 S16 912 -8 曇り 68 4 10 10- 4Sc, 10-Ac
 
観測機器は以下に示す通りである 





ｄ）橇試験 香川 博之 
ア）12ft コンテナ橇の姿勢および牽引力の測定 
12ft コンテナ橇の荷台中央に 3 軸加速度センサー(最大 5G)および 3 軸角速度センサー(最
大 300deg/sec)、橇滑走部ジョイント部に回転角度センサー（ピッチ角）、橇連結部にロード
セル（最大 200kN）を取り付けた。各データは橇の荷台に設置したデータロガー（サンプリ




① システムの動作確認を兼ね、SM601 に 12ft コンテナ橇を連結して 2009.10.13 M05-S16
間の測定を断続的に行った。GPS 測定については装置の関係で行わなかった。牽引力につ
いてはコネクターの接触問題のため測定できなかった。 
② SM115 に 12ft コンテナ橇を連結して 2009.10.14 S16-H60、2009.10.15 H60-H172、
2009.10.16 H172-H268、2009.10.17 H268-Z32、2009.10.20 Z32-IM1 間の測定を断続的に
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SM115 左後部荷棚に 3 軸加速度センサー(最大 10G)を取り付けた。データは 1sec ごとの最
大値を記録する方式を採用し連続的に測定した。実験は往路および復路で行った。 
① 2009.10.14 S16-H60、2009.10.15 H60-H172、2009.10.16 H172-H268、2009.10.17 H268-Z32、
2009.10.20 Z32-IM1 間の測定を行った。GPS 測定は 30sec 間隔で行った。ただし、GPS の
上書きモードが適切に設定されておらず、データフルになったため、一部のデータが記録
されていない。 
② 2009.10.22 IM1-H272、2009.10.23 H272-H57、2009.10.27 H57-S16 間の測定を行った。
GPS 測定は 10sec 間隔で行った。 
10）医療 井口 まり 
隊員の健康状態は概ね良好で、重篤な疾病や外傷はみられなかった。旅行中の疾病・外傷は左

































名称 荷姿 場所 内容 
内服薬 ダンボール そり 別記 
外科・歯科セット 中ダンボール そり 別記 
整形外科・外用薬 中ダンボール そり 別記 
整形シーネ ビニール包 そり L2 本、LL1 本  
JAXA 検体入れ クーラーボックス そり   
ガモフバッグ ザック そり   
注射薬・点眼・吸入 クーラーボックス 109 号 別記 
点滴類 クーラーボックス 109 号 別記 
挿管セット ハードケース 109 号 
喉頭鏡・チューブ アンビュー
酸素吸入セット 
人工呼吸器 ハードケース 109 号 LTV1000 
携帯型エコー 中ダンボール 109 号 フクダ電子 UF-4300R 
医療機器 中ダンボール 109 号 
タイコス・聴診器 血糖測定器
カフティポンプ 
      
手動吸引器 iSTAT 300F＋カー
トリッジ 
      圧力計＋フローメーター  AED
JAXA エアーサンプラー ハードケース 109 号   
車載用救急セット   109 号 
ネックカラー  アンビュー
フェイスマスク 
酸素ボンベ 2 本 酒ケース 111 号 3.4 L  
体調チェックセット スタッフバッグ 111 号 
SO2 モニター 血圧計 綿棒
ポポン S 
      三共胃腸薬爪切り 
車両用救急箱 1～3 プラケース 各車両   
清拭用品   各車両 
スキナクレン 2 本 ドライシャ
ンプー2本 




薬品名  数量 薬品名  数量 
ロキソニン 60mg 1 箱 キシロカイン 静注用 2% 1 箱 
カロナール 200mg 1 箱 リスモダン P 50mg 1 箱 
プレドニン 5mg 1 箱 ラシックス 20mg 1 箱 
ラシックス 20mg 1 箱 ブスコパン 20mg 1 箱 
ダイアモックス 250mg 1 箱 オメプラール 20mg 1 箱 
アダラート 5mg 1 箱 プリンペラン 10mg 1 箱 
ニトロペン 0.3mg 1 箱 局麻用キシロカイン 1%シリンジ 10 本 
ニトロダーム TTS 25mg 1 箱 ドルミカム 10mg 1 箱 
リスモダン 100mg 1 箱 アタラックス P 50mg 10 本 
テオドール 200mg 1 箱 アネキセート 0.5mg 1 箱 
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薬品名  数量 薬品名  数量 
プリンペラン 5mg 1 箱 レペタン 0.2mg 1 箱 
ブスコパン 10mg 1 箱 ペンタジン 30mg 1 箱 
ムコスタ 100mg 1 箱 パンスポリン 1g 1 箱 
アルロイド G 3g 1 箱 強ミノ 20ml 1 箱 
マグラックス 330mg 1 箱 メイロン 20ml 20 本 
タケプロン 30mg 1 箱 ヘパリン 5000 5ml 5 
ビオフェルミン R 6mg 1 箱 注射シリンジ 20ml、 10 本 
ロペミン 1mg 1 箱   5ml、 10 本 
ブスコパン 10mg 1 箱   1ml 針付き 20 本 
プルゼニド 12mg 1 箱 注射針 23G、 25 本 
ラキソベロン 10ml 2 本   18G、 20 本 
ケフラール 250mg 1 箱   26G 5 本 
クラビット 100mg 1 箱 針入れタッパー   1 
ゾビラックス 200mg 1 箱 駆血帯   1 
PL 1g 50 袋 フルメトロン点眼液 5ml 2 本 
SP トローチ   2 箱 クラビット点眼液 5ml 2 本 
セルシン 5mg 1 箱 二フラン点眼液 5ml 2 本 
ハルシオン 0.25mg 13Ｔ ベノキシール点眼薬   2 本 
マイスリー 5mg 20Ｔ メプチンエアー 10μg/吸入 3 個 
ザイロリック 100mg 1 箱    
ユリノーム 50mg 1 箱    
エピプロスタット   1 箱    
ユベラ   1 箱    




薬品名  数量 薬品名  数量 
ソルメドロール 500mg 9 個 アトロピン 0.5mg 1 箱 
水溶性プレドニン 50mg 1 箱 ミリスロール 50mg/100ml 2 本 
ネオフィリン 250mg 1 箱    
ボスミン 1mg 1 箱    
ドブトレックス 1mg 1 箱    




薬品名  数量 品名  数量 
リンデロン VG 軟膏 5g 1 箱 イソジン   1 
ゾビラックス軟膏   3 本 イソジンゲル   1 
イソジンゲル   2 本 スワブスティック   10 
アズノール   2 本 アルコール綿   少々 
プロスタンディン 30g 3 本 絆創膏   1 
ケナログ 2g 10 本 ステープラー   1 
キシロカインゼリー 20g 2 本 ステープラー針   3 
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薬品名  数量 品名  数量 
ラミシールクリーム   2 本 抜鈎器   1 
ネリプロクト   1 箱 尿カテセット・バッグ付き 16Fr.10ml 1 
ユベラリッチ   10 個 フォーリーバルーンカテ 18Fr.5ml 1 
ワセリン 500g 1 個 チーマンカテ 14Fr.10ml   1 
ゲーベンクリーム 500g 1 個 ウロガード 2500ml   1 
モーラス   1 箱 胃管 16Fr.125cm   1 
MS 温シップ   1 箱 CVP カテ 16G.30cm 1 
インテバンクリーム   1 箱 CVP カテダブルルーメン 15G.20cm 1 
アロンアルファ   2 本 胸腔排液セット 8Fr.   1 
日焼け止め・リップク
リーム 
  少々 縫合キット   2 
イソジンうがい薬   2 局所麻酔キット   1 
 穴あき覆布 60×60 1 
【点滴類】 撥水覆布 90×90 1 
薬品名  数量 手術用ガーゼ 10 枚 1 
ラクテック 500ml 5 本   30 枚 1 
ソリタ T3 500ml 5 本 ケーパインガーゼ   10 
生理食塩水 100ml 8 本 手袋 5.5 3 
50%ブドウ糖 20ml 10 本   7 1 
生理食塩水 500ml 5 本 プラスチック手袋 7 2 
ヘスパンダー 500ml 2 本 針付き 3-0 ナイロンモノ   2 
輸液セット 大人用 5 針付き 4-0 ナイロンモノ   1 
  小児用 2 持針器   1 
輸血セット   2 はさみ   1 
採血バッグ 400g 2 プレスネット 3 号 1 
留置針 20G、22G 各 10   4 号 1 
翼状針 23G 10 絆創膏   2 
延長管   5 エラスコット   1 
三方活栓   10 駆血帯   1 
   ステリストリップ   6 
【外科】   デユオアクティブ   3 
品名  数量 ビジダーム 大 2 
舌圧子  1 箱 テガダーム   5 
尿道カテーテル  2 本 シルキーポア 3 号 8 
尿バッグ  2 個   4 号 3 
剃刀  5 ソフラチュール 10×10 7 




品名  数量 品名  数量 
クラビクルバンド L   1 柄つきミラー   1 本 
膝用サポーター右・左   各 1 セッシ   2 本 
ニューエバーステップ足首   2 スーパーボンド   1 箱 
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品名  数量 品名  数量 
保温サポーター 肘 4 ペリオフィール   2 本 
  手首 2 綿球   2 パック
  もも 2 イソジンガーグル   1 本 
  足首 2    
  すね 2    
腰部コルセット LL 1    
下巻き   1    
スコッチキャスト   1    
コンフォーマブルシーネ   1    
舌圧子   4    




4    
絆創膏   1    
 
医学研究 
IM1 および H57 において、皮膚清浄技術向上に関する研究のサンプリング（皮膚・糞便・車内
ダスト）をおこなった。 
11）食糧・炊事 麦沢 京介 
ａ）事前準備 
旅行、2 ヶ月前よりメニュー作成、レーション作成を行い、旅行隊員によりダンボール（中
段）に梱包し、出発前日にコンテナ橇に積み込んだ。予備食は 8 名×8 日分、非常食 8 名×3
日分とし、非常食は FA 隊員により用意してもらった車載非常食を各車に配布した。 













行動日        
 
 1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 5 日目 6 日目 7 日目 
主食 パン ご飯 パン ご飯 パン ご飯 パン ご飯 パン ご飯 パン ご飯 パン ご飯
オムレツ 焼き魚 鶏 3種巻き 佃煮類 オムレツ 焼き魚 鶏 3種巻き
おかず 

































おかず 冷 弁当 
冷 焼きお
にぎり 







































冷 カレー すき焼き 冷 牛丼

























 8 日目 9 日目 10 日目 11 日目 12 日目 13 日目 14 日目 
主食 パン ご飯 パン ご飯 パン ご飯 パン ご飯 パン ご飯 パン ご飯 パン ご飯
オムレツ 焼き魚 卵焼き 鶏 3種巻き オムレツ 焼き魚 鶏 3種巻き
おかず 







































































































 15 日目 16 日目 17 日目 18 日目 19 日目 20 日目 21 日目 
主食 パン ご飯 パン ご飯 パン ご飯 パン ご飯 パン ご飯 パン ご飯 パン ご飯
オムレツ 焼き鮭 卵焼き 鶏 3種巻き オムレツ 焼き鮭 鶏 3種巻き
おかず 













































































カレー ちゃんこ鍋 冷 牛丼

























停滞日     その他   
 
 1 日 2 日 3 日 4 日 調味料類 飲み物類 その他 
主食 パン ご飯 パン ご飯 パン ご飯 パン ご飯 醤油 お茶 チーズ類
焼き鮭 オムレツ 焼き鮭 オムレツ みりん 紅茶 サラミ 
おかず 















     こしょう コーヒー 冷凍ケーキ



































油 お酒類  




主食 ご飯 ご飯 ご飯 ご飯 ケチャップ 焼酎 3 本  









































ハンドベアリングコンパス（1） 双眼鏡（1） カセットコンロ（1） カセットボンベ（3） 
スキナクレン（2） JK ワイパー（大 1・小 1） 
・GPS は、車載のもの以外にハンディ GPS を持参した。 
ポイントの計測には Garmin eTrex Vista を使用した。 





も車載 GPS よりは使い勝手がよい印象を受けた。 











 品名 数量 担当 備            考 






本、ビニール手袋 1箱、ジップロック（大 3箱小 3
箱） 
保温ポット 6 移動中、食堂車以外に 1本ずつ配布 
ポリタンク（20L） 6 出発時満タンにする 
バケツ（造水専用） 6  
テルモス（大） 3 各車に 1本配備 
カセットコンロ 5 食堂車（常用 2台、予備 1台） 他 2車に 1台ずつ
ガスカートリッジ 60 @2 本/日×最大 20 日+予備 10 本+5 本×2車＝60 本 
食器（個人用） 8 式 出発後各自に配布 
シュラフ 8 出発後各自に配布 
タオル（多目的利用） 6 各車に 2枚配備 





JK ワイパー(小・白色） 12 
樋口 
個人食器拭き用。@1 箱／2 日×最大 20 日+予備 2箱
-430- 
 品名 数量 担当 備            考 
灯油コンロ 1 式 メンテナンスキットを含む 
灯油（JP-5）ボトル 2 ＠1.5 L×2 本 
給水用ポンプ 3 電池式の給水用ポンプ 
ガムテープ 10   
マジック 2   
テーブルタップ 1   
ウエットティッシュ 3   









ふとん 8 式 佐久間 事前に乾燥必要 
 
 品名 数量 担当 備            考 
地図 3 各車に 1部配備 
ルート方位表 3 各車に 1部配備 
双眼鏡 3 各車に 1個配備 
ハンドベアリングコンパ
ス 
3 各車に 1個配備 
ハンディ GPS 2  
充電式乾電池セット 1 式 充電器 1個、単三乾電池 8 本 
気象観測セット 2 式 予備 1式含む  
ゾンデ棒 2   
旗竿 100 装備より借用 
アイスオーガー 3 ハンドルをつけて各車に配備 
電動ドリル 1  




ブタ札用具 1 式 
樋口 
 
ゴミ袋 70 @4 枚／2日×最大 24 日＝48 枚＋予備 → 60 枚 
タイコン（400L/200L） 6   
ペールトイレ 2 式 消耗品 25 セット 








車載 UHF 3 － 各車配備済み 
車載 VHF 3 － 各車配備済み 
車載 HF 1 － 各車配備済み 
ハンディ VHF 2   
イリジウム衛星電話 2   
データ通信キット 1   











 品名 数量 担当 備            考 
車載用レスキューセット 1 式   
ライフロープ 1 式 ドラム巻きトラロープ（50 m） 
非
常 
用 車載用非常食（一斗缶） 3 式 
樋口 
各車に 1式配備 
ツエルト 3 樋口 
各車に 1 張配備。内 1 張車載用レスキューセットに
含む 




旅行用医療セット 1 式 井口 簡易的な救急セットは各車に配備 
スコップ 6 剣先 3本 角スコ 3本 
ハイスピーダー 4  
給油ホース 4  
ドラムレンチ 1  










品     名 数量 備            考 
□ 食器（個人用） 1 式 共同装備として準備し、出発後各自に配布 
□ マグカップ 1   
□ 個人用非常装備 1 式  
□ 個人用非常食 1 式   
□ シュラフ 1 共同装備として準備し、出発後各自に配布 
□ タオル 1   
□ 歯磨きセット 1 式   
□ サンダル 1 車内用 
□ 肌着（上下） 2   
□ 中間着(上下） 2   
□ アウター（上下） 1   
□ 羽毛服（上下） 1   
□ 靴下 3 予備を含めること 
□ 手袋各種 4 
ウール手袋、黒皮手袋、ダイローブなど、予備を含め
ること 
□ 目出帽 2 薄手 1 厚手 1 
□ 防寒帽 1   
□ 着替え 適宜   
□ 防寒長靴 1   
□ D 靴またはバフィン 1 みずほ旅行中-30 ℃程度になる可能性もある 
□ サングラス 2 予備を必ず持参すること 
□ ゴーグル 1   
□ ハンディ UHF 無線機 1   
□ 地図 1 事前に配布 みずほ基地周辺図も 
□ コンパス 1   
□ ナイフ 1   
□ ホイッスル 1   
□ ライター 1   
-432- 
品     名 数量 備            考 
□ ヘッドランプ 1   
□ 予備電池 適量   
□ シノ棒 1   
□ 筆記用具 1 式   
□ カメラ 1   
□ みずほ旅行計画書 1   
□ 日焼け止め 1   
□ リップクリーム 1   
□ 持病薬 適宜   
□ 娯楽用品 適宜 書籍など 




















































































可燃 33.2kg、プラ 7.6kg、ペットボトル 1.7kg、アルミ缶 2.2kg、スチール缶 0.2kg、ダンボー































(1) 雪上車から磁方向で西側 10ｍ 
段ボールにはいった黒いビニール袋が多数、ドラ
ム缶等も見られた。 




(3) 雪上車から磁方向で北東側 10ｍ 
 
木材、ドラム缶、鋼材またはパイプが露出 





14）通信 佐久間 健治 
S16 までの昭和基地との通信、車両間の連絡には、UHF や VHF 無線機を使用した。往路 S26,S27
においてルート表に記載のあった VHF 更新限界の確認を試みたが交信が成立しなかった。帰路に
S25 で昭和基地と VHF 交信が成立した。 
S16 キャンプにおいて HF 交信のテストを行った。以降の昭和基地との定時交信は、すべて HF
を使用した。キャンプ地到着時に HF アンテナを張り、19:00 頃に定時交信前の交信テストを行っ
た。 
16 日までは 4MHz を使用したが、3MHz が感度良好だったため、主周波数を 3MHz とした。 
定時交信中、20:20 以降感度が悪化することが何度かあったが、重要連絡事項送信後であった
ため特に問題はなかった。日中の移動中は気象情報・問い合わせなどはイリジウムを使用した。 
旅行前の車両整備で SM109 の UHF が不調となり予備品と交換した。マイクと本体の接触不良と
思われる。 




は雪尺ポイント 13 ヶ所で新設した。 
(6) 雪上車から磁方向で南東側 40ｍ～ 
 











16）今後の内陸旅行で参考となる事項 樋口 和生 
ａ）事前準備 

































記   事 



















1 日 晴一時曇 
1.5 
-7.6 












































13 外出注意令（12:42～16:50）、VLBI 観測を実施 
11 水 曇後晴 
1 
-7.3 





13 金 薄曇後晴 
0.1 
-6 
8.4 C ヘリ待機小屋の最終工事実施 












消火訓練実施 旧管制棟より 2 夏へ不要布団移動、1 夏、2
夏布団入れ替え 臨時オペ会開催（野外行動について） 




18 水 晴時々曇 
-3 
-10.8 



















































観測部会開催、第 1 回食事調査開始 100kl 水槽破損箇所修
理 









































第 1 回島内一斉清掃（1 回目）、外出注意令発令（22:14～3
日 06:40） 









11.2 第 1 回海氷安全講習、映画上映「シャクルトン（前編）」 
5 木 曇一時雪 
-1.3 
-3.3 
4.7 第 1 回野外安全行動訓練 




第 2 回海氷安全講習、電源切替（2 号→1 号） 倉庫棟外壁
修理終了 
7 土 曇後晴 
-5.2 
-9.5 
3.7 ひな祭りイベント開催 新規購入図書貸し出し開始 












10 火 曇一時晴 
-4.1 
-7.8 
10.1 西オングル宙空テレメータ基地保守作業（1泊 2日） 





























記   事 










16 月 快晴 
-8.2 
-17.2 
2 第 3 回海氷安全講習、消火訓練 





注意令発令（22:00～19 日 00:20） 










20 金 曇一時晴 
-1.1 
-5.9 
8.6 定期健康診断、第 2回野外安全行動訓練 























































岩島 LAN 立下げ＆GPS 回収＆見晴らしルート工作、火災報知
機点検（2日目） 
1 水 曇時々晴 
-7.5 
-11.1 
1.5 火災報知機点検実施、AV 係映画上映「マジックアワー」 

















5 日 快晴 
-14.7 
-22.8 























8 水 雪一時曇 
-16.8 
-19.7 














13.5 外出注意令発令（13:35～14 日 16:00） 
















15 水 曇 
-6 
-8.7 
8.2 電源切替、AV 係映画上映「チャップリンの独裁者」 











リーダー訓練実施、車載 HF アンテナ講習実施 




























10.2 とっつき～S16 オペ出発、AV 係映画上映「タイムリミット」
23 木 雪 
-9.5 
-13.9 
3.1 とっつき～S16 オペ帰着 





出禁止令発令（21:30～27 日 07:35） 






























記   事 



















































3.4 第 2 回雪上車運転講習 







9 土 快晴 
-9.1 
-16.2 
4.2 休日日課、第 2回南極安全講習実施 
10 日 快晴 
-10.3 
-18.5 























12.6 遠隔医療相談実施、AV 係映画上映「ピンポン」 
14 木 薄曇 
-10.5 
-18.5 








6.9 休日日課、S16 隊帰還 
































記   事 
20 水 曇 
-4.2 
-10.3 































ト上 M11 に気象観測機器設置、サーバ south2 復旧、南極大
学（森口、江原、樋口） 








越 冬 オ ペ レ ー シ ョ ン 会 議 開 催 、 AV 係 映 画 上 映
「centeroftheearth」 











































4 木 曇 
-12.1 
-17.2 
2.8 TV 会議（白岡ユネスコ）リハーサル 




TV 会議「第 6 回南極設営シンポジウム」、南極教室（香川）
リハーサル 





本番、外出注意令発令（00:02～7 日 06:25） 



































記   事 
11 木 雪 
-7.6 
-9.2 
6.5 健康診断 3日目（2回目） 

















































20 土 曇一時雪 
-10.4 
-16.1 
  5.4 休日日課、ミッドウィンター祭 1日目 
21 日 薄曇後晴 
-12.3 
-19.1 













24 水 曇 
-8.5 
-19.3 


























































記   事 





～5 日 07:40） 




















8 水 曇 
-7 
-10.1 














































































TV 会議（総研大・北大 AIA 講義）（樋口）実施、事故例集研
究実施、AV 係映画上映「アイアンマン」 































































































5 水 雪時々曇 
-8.4 
-19.3 








20:05、21:43～7 日 07:45） 












9 日 雪 
-13.5 
-17.1 
4.4 休日日課 天候不良のため消火訓練実施を延期する。 


























15 土 快晴 
-17.1 
-32.3 
























記   事 



































出注意令発令（19:55～23 日 01:10） 




休日日課、越冬隊家族懇談会開催 22 家族 80 人超集まる、南
極投票（衆議院選挙）実施事前登録の 23 人全員が FAX にて
投票 
家族会実施（TV 会議） 






25 火 曇時々晴 
-12.1 
-22 
7.1 S16 旅行隊出発 
26 水 ふぶき 
-10.4 
-20.2 




































越冬夏日課開始勤務時間 8:00、朝食 7:15～45 となる、燃料
移送（見晴らしから基地タンク）実施 












































記   事 
8 火 曇一時晴 
-15.8 
-26.8 
8.7 外出注意令発令（19:45～10 日 06:42） 

























13 日 快晴 
-15.2 
-26.4 
2.1 休日日課、雑用 LANDISK 設置される。 



















8.2 TV 会議（南極教室：大仙市高梨小学校）実施 













































実施、外出注意令発令（17:33～28 日 20:08） 
































記   事 




2 金 曇後雪 
-13.4 
-19.7 
3.6 S16 整備隊出発 










5 月 曇 
-20.0 
-27.7 






























































































































































































9 月 曇 
-4.5 
-10.1 
3 豆島遠足実施、岩島 LAN 調査実施、S16 隊帰着 




しらせ停泊ポイントの無線 LAN 調査実施、VLBI 連続観測開始
（～12 日） 










































記   事 

























19.5 休日日課、外出注意令再発令（12:15～22 日 1:10） 
22 日 曇時々雪 
-0.9 
-4.8 














2.9 第 3 回アイスオペレーション実施 
26 木 曇一時晴 
-2.8 
-10.5 
5.4 S16 隊帰着（樋口、五十嵐、木塚、51 次立本） 



































4 金 雪 
-4.1 
-6.1 
6.7 S16 気象、地圏機器保守実施 
5 土 雪時々曇 
-0.1 
-6.3 




3.6 休日日課、岩島遠足実施、第 4回健康診断実施（2日目） 





8 火 快晴 
4.4 
-3.8 














記   事 
































15 火 快晴 
2.9 
-3.8 




4.2 越冬流行語大賞発表 大賞「にゃあ」 表彰式 
17 木 曇 
-1.5 
-4.5 
4.4 C ヘリ待機小屋に電話機設置。番号 213 
18 金 曇 
0.7 
-3.1 




5.5 準備空輸 2日目、ドーム隊 S16 へ出発、ヘリ 1機に不具合 
20 日 曇一時晴 
2.4 
-3.6 
1.4 準備空輸 3日目、しらせクラウン湾へ回航 
21 月 曇 
1.1 
-2.3 
3.2 海氷安全講習実施（51 向け） 








24 木 曇一時晴 
0.1 
-3.9 











27 日 曇 
1.1 
-5.7 
1.7 51 次と合同でもちつき実施 








30 水 ふぶき 
0.6 
-2.3 





















記   事 














休日日課、豆島遠足実施 50 次 6 名、51 次 7 名参加、2 号発
電機オーバーホール準備支援 













































12 火 曇 
2.5 
-1.5 
3.7 氷上輸送 2日目 






14 木 快晴 
2.4 
-4 




























20 水 快晴 
3.6 
-3 
3.2 持帰り氷上輸送 2日目 






















記   事 
23 土 晴 
6.0 
-2.4 
6.9 本格空輸 2日目 









5.4 持帰り空輸開始、S17 滑走路整備実施 
26 火 薄曇 
2.9 
-3.5 










2.3 持帰り空輸 3 日目 
29 金 晴 
2.3 
-7.2 




5.5 100kl 水槽清掃実施 
1 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 平成 22 年 10 月 29 日 印刷 
 平成 22 年 11 月 5 日 発行 
  
 発行者：大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 
     国立極地研究所 
           東京都立川市緑町 10－３ 
 編 集：第 50 次南極地域観測隊 
